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車載マニュアル
車載マニュアルは常に車両に保管し、車両を売却する場
合は新しいオーナーにお渡しください。
車両本体または車載マニュアルについてのご質問、ご提
案がございましたら、下記までご連絡ください。
お問い合わせ先：
Dr. Ing. h.c. F. Porsche AG
Vertrieb Customer Relations
Porscheplatz 1
70435 Stuttgart
Germany

装備品
ポルシェでは絶えず製品の開発と改良を行っており、お
客様の車両の装備品や仕様等がこの取扱説明書のイラス
トおよび記載内容と一部異なる場合があります。あらか
じめご了承ください。 装備品は、標準または国別の車
両装備に必ずしも対応していません。 追加装備品の詳
細については、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくだ
さい。
各国の法律等の違いにより、この取扱説明書の内容が車
両の仕様と異なる場合があります。 この取扱説明書に
記載されていない装備品等の取り扱いにつきましては、
ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。ポルシェ
正規販売店が、すべての装備品の取り扱い方法とメンテ
ナンスについてご説明いたします。
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取扱説明書のレイアウト
この取扱説明書について

取扱説明書は、車内の車載デジタル形式
およびアプリ版が入手可能です。
g P. 2

トピック

部品やコントロールの仕組み、およびそ
れらを操作する方法をご覧ください。
g P. 25

テクニカル データ

特定の図を検索してください。
g P. 220

索引

確認したい情報をすぐに見つけることが
できます。

目次

概要を把握し、確認したいテーマを探す
ことができます。

安全性とドライビング プレジャー

ドライビング プレジャーを安全に楽し
む方法をご覧ください。
g P. 4

概要

構成部品や操作系について十分にご理解
ください。
g P. 18
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危険

警告

注意

情報

この取扱説明書について
警告およびシンボル
この取扱説明書にはさまざまな警告およびシンボルが使
用されています。

重傷または死亡に至る危険

「危険」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至る
危険があります。

重傷または死亡に至る可能
性

「警告」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至る
可能性があります。

中程度の怪我または軽傷を
負う可能性

「注意」欄の警告を守らないと、中程度の怪我または軽
傷を負う可能性があります。

車両が損傷する可能性
「通知」欄の警告を守らないと、車両が損傷する可能性
があります。

インフォメーション

追加情報は｢インフォメーション｣という語を用いて記載
されます。

b 機能を使用するために満たす必要のある前提条件
です。

e お守りいただく必要のある指示です。

1. 手順が複数のステップに分かれる場合は、番号が
付けられています。

2. 従う必要のある手順がセントラル ディスプレイ
に表示されます。

g トピックに関する詳しい重要情報が記載されている通
知です。

詳細情報
車両、コネクト サービス、および充電機器の詳細情報
については、車両に関する車載の取扱説明書およびデジ
タル ポルシェ チャンネルをご覧ください。デジタル チ
ャンネルの詳細情報については、ポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

車載

取扱説明書は下記のポルシェ コミュニケーション マネ
ージメント システム (PCM) で確認できます。

e   e 取扱説明書

免責事項
Apple、Apple ロゴ、CarPlay、iPod、Siri、iPhone、お
よび他の Apple の商標は Apple Inc. の登録商標であ
り、米国およびその他の国で登録されています。App
Store は、米国およびその他の国で登録された Apple
Inc. のサービス マークです。iOS は米国およびその他の
国における Cisco Technology, Inc. の商標または登録商
標であり、Apple によりライセンスに基づいて使用され
ています。Android、Android Auto、Google Play、
Google Play ロゴは Google LLC の商標です。
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安全性とドライビング プレジャー

安全性とドライビング プレジャ
ー
あなたの貢献
ポルシェ車は 最高のパフォーマンス、最高のスポーツ
性を誇り、 魅力的な体験を満喫できることは間違いあ
りません。 しかし、それはどんな状況でもお客様がリ
ラックスできる場合に限られます。 これは、ポルシェ
が安全性も最高水準の質と同じくらい 重要な問題であ
ると考えているからです。
ポルシェ車の運転中に安全を確保する上で、お客様にど
のような役割を果たしていただけるかをこちらで説明し
ます。

完璧なテクノロジー： 安全性の前提
条件
高品質な材料と優れたワークマンシップにより、この車
両は今後何年間もお乗りいただくことができるでしょ
う。 ポテンシャルを最大限に発揮するには、車両の点
検およびお手入れが必要です。 それによって、危険な
状況においてもポルシェ車の信頼できる走行性能が保証
されます。

車両の損傷および正常な動作の点検

たとえば、技術的な損傷のある車両は不適正な作動によ
り、事故を引き起こす恐れがあります。
e 車両を定期的に点検し (少なくとも 1 か月に 1 度お

よび長時間のドライブの前)、良好な状態であるこ
とを確認してください。 特に、以下の点に注意し
てください。
– タイヤに損傷がなく空気圧は適正で、トレッ

ドの残り溝も十分にある
– ヘッドライト、ブレーキ ライト、および方向

指示灯がすべて作動する
– エアロ パーツに損傷がない
– ワイパー ブレードに損傷がない
– ウィンドウに亀裂や損傷がなく、視界が遮ら

れていない
– ドア ミラーおよびルーム ミラーに損傷がな

く、正しい位置になっている
– センサーおよびカメラにひび割れまたは損傷

がない
– クーリング エア ダクト、センサー、およびカ

メラの動きを妨げるものがない (フィルム、ス
トーン ガードまたはライセンス プレート ホル
ダーなど)

e 電話や無線装置は、外部アンテナに接続して車内
でのみ使用し、車内の電磁波レベルが限界値を超
えないようにしてください。

タイヤの損傷点検

損傷したタイヤは走行中にバースト (破裂) する恐れが
あります。 車両のコントロールを失う恐れがありま
す。
e 走行頻度や状態に応じて、少なくとも月に 1 度は

定期的にタイヤを点検し、異物の噛み込み、欠
損、切り傷、亀裂、膨れなどがないかを確認して
ください。 タイヤの側面も必ず点検してくださ
い。

e 損傷の疑いがある場合は、ポルシェ正規販売店で
タイヤおよびホイール全体の点検を受けてくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 損傷したタイヤは速やかに交換してく
ださい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤ空気圧の調整

タイヤ空気圧が極端に低いまたは高いと、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷が発生するだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まりま
す。 タイヤ空気圧が低すぎる場合は、エネルギー消費
が著しく低下する恐れがあります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
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安全性とドライビング プレジャー

g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照
してください。
g 194 ページの「タイヤおよびホイール」の章を
参照してください。

e マルチファンクション ディスプレイのタイヤ空気
圧モニタリング メニューにある設定が、車両に装
着されているタイヤおよび車両の積載荷重と一致
していることを確認してください。
g 194 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気
圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照して
ください。

e インストルメント パネルに赤色のタイヤ空気圧警
告灯が表示された場合： 速やかに適切な場所に停
車し、タイヤに損傷がないか点検してください。
損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 必要に応じてタイヤ シーラントで応急
処置を行ってください。
g 209 ページの「パンク」の章を参照してくださ
い。

ライトの点検

ライトが故障すると、車両前方が照射されず、視界不良
時に前方が見づらくなります。 他のドライバーがあな
たの車両に気づくのが遅れ、事故を引き起こす恐れがあ
ります。

以下のライト類を点検してください。
– パーキング ライト、ロー ビーム、ドライビング ラ

イト、ハイ ビーム
– 方向指示灯、ブレーキ ライト、リバース ライト
– フォグ ライト
e すべてのライト類が正常に機能していることを確

認し、故障したライトは速やかに修理してくださ
い。

エアロ パーツの点検

エアロ パーツ (リヤ スポイラー、スポイラーまたはア
ンダーボディ パネルなど) が損傷または紛失している
と、ハンドル操作が正常に行えなくなります。
e 車両に損傷の兆候がないか点検します。
e 損傷または紛失した部品は速やかに交換してくだ

さい。
e リヤ スポイラーまたはスポイラーを持って車両を

動かさないでください。
車両下回りのプラスチック フィンに損傷がないか点検
してください。 摩擦の場合は、大きな問題はありませ
ん。

e フィンの一部や全体が紛失している場合は、速や
かに交換してください。

ウィンドウおよびワイパー ブレードの清掃お
よびメンテナンス

ウィンドウの汚れやワイパー ブレードに不具合がある
と、視界を遮るので事故を起こす危険が著しく高まりま
す。
e 車両およびウィンドウは常にきれいな状態に維持

してください。
e ワイパー ブレードの凍結を溶かしてから、フロン

ト ウィンドウから剥がしてください。
e ワイパー ブレードは定期的に、または少なくとも

フロントガラスに筋が残るようなら交換します。
g 96 ページの「フロント ウィンドウ ワイパー」
の章を参照してください。

メンテナンスおよび仕様変更はポルシェ正規販
売店以外では行わないでください
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車両を改造すると、安全機能に悪影響を与えるばかりで
なく、その機能が失われる恐れがあります。 認可され
ていない作業の実施は、保証期間内であっても請求が無
効になることがあります。
e 車両のすべてのメンテナンスおよび仕様変更は必

ずポルシェ正規販売店で行ってください。 正規販
売店にご依頼いただくと、車両の信頼性や安全走
行性が保証され、誤った整備による車両の破損を
防ぐことができます。 ポルシェ正規販売店のご利
用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束
します。

故障診断用ソケット

故障診断用ソケットは、ポルシェ正規販売店で故障診断
機器を接続するために使用されます。
イグニッションを OFF にした状態で、外部装置 (ナビゲ
ーション ユニット、ヘッドアップ ディスプレイなど)
を故障診断用ソケットに接続した場合、車両システムの
機能に支障をきたしたり、バッテリーが完全に消耗して
損傷したりする (完全に上がる) 可能性があります。 外
部機器またはケーブルは、制動時またはカーブ走行時に
ペダル作動の障害となったり、ペダル間に挟まったりす
る可能性があります。

e いかなる装置も故障診断用ソケットに接続しない
でください。

e 運転席の足元に機器またはケーブルなどの物を置
かないでください。

ポルシェのスペア パーツ

e ポルシェ純正スペア パーツ、またはポルシェの仕
様や製造要件に従って製造された同等品質のスペ
ア パーツのみを車両にはご使用ください。 正規販
売店にご依頼いただくと、車両の信頼性や安全走
行性が保証され、誤った整備による車両の破損を
防ぐことができます。 これらの部品は、ポルシェ
正規販売店から入手できます。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備
をお約束します。

e ポルシェ テクイップメント シリーズのアクセサリ
ー、またはポルシェが検査および認定したアクセ
サリーのみをご使用ください。 ポルシェ テクイッ
プメントに関するインフォメーション： ポルシェ
正規販売店にお問い合わせください。

インフォメーション

他社製のスペア パーツまたはアクセサリーを使用し、
それにより損傷などが発生した場合、ポルシェ社はいか
なる責任も負いかねます。 スペア パーツやアクセサリ
ーを供給しているメーカーが認定メーカーであっても、
車両の安全性が損なわれる恐れがあります。
ポルシェ社の承認していないスペア パーツまたはアク
セサリーを使用すると、車両の保証が適用されないこと
があります。

車室内の騒音レベル
ロシア、ベラルーシ、カザフスタンの場合： 車両は、加
速時に客室内の騒音レベル 77 dBA を超えることによ
り、関税同盟 No.018 / 2011 「車輪付き車両の安全性
について」の技術規則の要件に準拠しています。 車両
を公共交通機関 (タクシーなど) として使用することは
できません。

荷物、安全装備、車両に子供をのせ
るとき： ポルシェ ドライバーへの注
意事項
ポルシェ車両は 100 km/h を超えるまでわずか数秒と
いう加速タイムを誇ります。 これほどのパワーを思い
のままに操るには、お出かけの前に万全の準備をして安
全を確保する必要があります。
そのため、走行前の準備にも走行するときと同等の情熱
を注いでください。
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あなたの命を守るもの： シート ベルトの正し
い使用方法

シート ベルトは、正しく使用されていて完全に機能し
ている場合にのみ、乗員を怪我から守ります。

インフォメーション

シート ベルトを着用しない場合、30 km/h という低速
でも重症を負う場合があります。 安全装備はシートベ
ルトと組み合わせることで乗員を保護します。 たとえ
ば、エアバッグはシート ベルトも適切に着用している
場合にのみ、適切な保護効果を発揮することができま
す。

e 短い距離の運転であっても、必ずシートベルトを
しっかりと着用してください。

e 1 つのシート ベルトが固定するのは、乗員 1 人だ
けです。

e だぶついた衣服、厚手の衣服 (例：冬物コート) は
脱ぐようにしてください。

e 硬い物または壊れやすい物の上からシートベルト
を締めないでください (例：メガネやボールペン)
。

e シート ベルトがねじれないようにしてください。
e 使用していないシート ベルトは、必ず完全に格納

するようにしてください。

e 妊娠中の方： 腰部ベルトを腹部を避けて腰骨の低
い位置にかけ、肩ベルトは胸部に密着させてくだ
さい。

e 摩耗または損傷している場合は、ベルト、ベルト
バックルまたは取り付け部を交換してください。
g 59 ページの「シート ベルト」の章を参照して
ください。

エアバッグ

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用して正
しく着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
e 乗員とエアバッグが展開する間のエリアに、人や

動物がいないように、また物がないようにしてく
ださい。

e エアバッグから一定の距離を保ち、ドアの内側に
もたれかからないでください。 走行中、足は常に
足元の空間に置いてください。 ダッシュボードや
シートの上に足を乗せないでください。

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
エアバッグが不意に作動したり、全く機能しなかったり
する危険があります。 予期しないタイミングでエアバ
ッグが作動すると、重症を負う可能性があります。
e シート カバーを装着しないでください。
e ステアリング ホイールまたはエアバッグ付近にア

クセサリーを取り付けたり、ステッカーなどを貼
り付けたりしないでください。

e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の
配線を取り付けないでください。

e エアバッグの部品を取り外さないでください (例：
ステアリング ホイール、フロント シート、天井の
内張り)。

e エアバッグの配線や部品を改造しないでくださ
い。
g 40 ページの「エアバッグ」の章を参照してく
ださい。

車内の荷物をすべて固定する

車内の荷物を固定しなかったり不適切な位置に載せたり
すると、ブレーキやステアリングを操作したとき、加速
時、または事故の際に、投げ出される可能性がありま
す。 これにより、乗員に危害が及んだりケガをする恐
れがあります。

インフォメーション

例えば、50 km/h で衝突した場合、固定していない荷
物はその重量の最大 50 倍の力で前方に投げ出される可
能性があります。 例えば、1.5 リットルの水が入ってい
るペットボトルは 75 kg の力で車内に放り出されま
す。

e 荷物を運ぶ場合には必ず固定してください。
e 例えばラゲッジ コンパートメント内で、荷物は必

ず固定して積載してください。
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e 小物類は小物入れに収納し、確実に閉じてくださ
い。 必ず小物入れから荷物がはみ出さないように
してください。

e ダッシュボードの上には絶対に物を置かないでく
ださい。

e タイ ダウン ベルトで荷物を固定してください (引
き裂き強度は最低 700 kg)。

e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば
ないでください。

e また、乗員に安全対策についての情報を提供して
ください。

正しくポルシェに荷物を積載し、収納するために：
g 166 ページの「収納スペース」の章を参照してくだ
さい。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。

挟み込み防止

図. 1: 挟み込み防止

以下に記載されている車両構成部品の可動範囲に人や動
物がいると、挟まれたり押しつぶされたりする可能性が
あります。 特に以下の部品が挙げられます：
– 調整式フロント シート。
– ドア。
– ウィンドウ。

– フラップおよびリッド。
– 小物入れのリッド。
e これらの車両部品を動かすときには可動範囲に人

や動物がいないことを確認してください。

子供の行動を監視する

子供は危険を正しく判断できないことが多く、危険な状
況で不適切に行動する場合があります。
子供は誤って自動設定 (座席調整など) を作動させて怪
我する可能性があります。 お子さまは緊急時 (車内の過
熱状態など) に車両から降りることができません。 これ
は、特に小さな子供にとって命に関わります。
e 高温部品 (排気テールパイプなど) や作動中の部品

に子供が近づかないようにしてください。
e 有毒物質 (タイヤ シーラントやエンジン オイルな

ど) は子供の手の届かないところに置いてくださ
い。

e お子様だけを車内に残さないでください。

チャイルド シート システムを安全に使用

チャイルド シートは、正しく装備された場合にのみ効
果を発揮します。
e ポルシェによって承認されているチャイルド シー

トを常に使用してください。
e チャイルド シートを使用する前に： 本マニュアル

に加え、チャイルド シート システムのメーカーの
取扱説明書を読み、従ってください。
g 43 ページの「チャイルド シート」の章を参照
してください。

安全で優れたドライビング：常に正
しい判断をする
ポルシェ車はオールラウンダーです。ローンチ コント
ロール機能から緊急ブレーキ機能まで – この車で走り
出せば、すべてが可能になります。しかしながら、その
一方で、最終的にこの能力を常に制御下に置く責任はド
ライバーにあります。
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注意力の低下を防ぐ

走行中に PCM やその他の装置を操作すると、周囲の交
通状況に対する注意力が低下し、危険な状況に素早く反
応できなくなる恐れがあります。安全のため、一部の機
能は停車中のみ利用できます。
e 運転中にミラーやシート、ステアリング ホイール

の調整は行わないでください。シートやステアリ
ング ホイールが思った以上に動く場合がありま
す。車両のコントロールを失う恐れがあります。
ミラー、シート、ステアリング ホイールの位置調
整は運転前に行ってください。

e マルチファンクション ステアリング ホイールやイ
ンフォテインメント システムなどの運転中の使用
は、交通状況が許す場合のみにしてください。不
確かな場合は、安全に操作できるよう停車してく
ださい。

e 運転中は携帯電話やその他の携帯デバイスを使用
しないでください。

e 必ずハンズフリー機器を使用してください。
e 運転中にステアリング ホイールのスポークの間に

手を差し込まないでください。これらを遵守しな
い場合、危険な状況に素早く反応できなくなる恐
れがあります。

雨天や降雪時のブレーキの挙動についての把握

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキ内に水が浸入する可能性があり、ブレーキ
の反応が遅れたり、ブレーキ ペダルを踏み込むときに
普通以上に力が必要になったりすることがあります。
さらに、冬季の路面を長距離にわたって走行すると、ブ
レーキ ディスクやパッドに被膜ができて摩擦力が大幅
に低下し、ブレーキ性能も低下することがあります。
e 特に停車前には、ブレーキが乾いた状態になるよ

うブレーキをかけてください。これにより腐食を
防ぐことができます。

e ブレーキが腐食すると激しい振動が発生しやすく
なります。ブレーキに気になるほどの不快感があ
る場合は、ブレーキ システムの点検を受けてくだ
さい。

適切なタイヤと適切な運転スタイル

g 194 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。
スポーツ タイヤでの走行
特別なスポーツ タイヤ (パフォーマンス タイヤ) がサマ
ー タイヤとして車両に装備されている場合がありま
す。入手状況に関するインフォメーション：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
このタイプのタイヤは一般道路での使用が認証されてお
り、法律等の基準および安全基準に適合しています。こ
のタイヤはレース サーキット（安全運転トレーニング
コース、スポーツ ドライビング スクール、クラブ スポ
ーツ イベント）での使用に適した設計になっており、
通常のタイヤに比べて、ドライ時のグリップおよび摩耗
の面で優れた特徴を備えています。スポーツ タイヤ
は、約 –7 ℃未満の非常に低い温度になると硬化しま
す。このような状態は、タイヤのひび割れや摩耗につな
がります。
e 外気温度が約 –7 ℃を下回るときは車両を走行させ

ないでください。
特殊なトレッド パターンおよびカーカス、浅めのトレ
ッド溝が主な特徴です。これらのスポーツ タイヤのデザ
イン特性として、通常の走行条件で使用する場合、従来
のサマー タイヤに比べて、以下のような影響がありま
す：
– スポーツ タイヤはトレッドが浅めのため、摩耗が

早まる場合があります。
– すべてのタイヤにおいて走行可能距離は個々のド

ライビング スタイルおよび使用状況に応じて決ま
ります。

– トレッドが浅いので、特に濡れた路面、特にハイ
ドロプレーニング現象が発生しやすい状況 (冠水
路、水たまり、轍など) に十分に注意し、状況に合
わせて速度を適切に調節してください。 

– パフォーマンスの限界域付近で使用すると、タイ
ヤの性能限界を超える危険性の増大を招くため、
十分注意を払ってください。
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e 本車両を使用する人に、上記の特性とその影響に
ついて知らせてください。

タイヤのトレッドが摩耗している場合、濡れた路面でハ
イドロプレーニング現象を起こす危険性が増大します。
車両が路面から浮き上がり、コントロールや制動力を失
う可能性があります。
e 濡れた路面や泥でぬかるんだ路面を走行する場合

は十分に減速してください。
スポーツ タイヤはトレッドが浅めのため、摩耗が早ま
る場合があります。
e 定期的にトレッドの深さを点検してください。

公道走行認可済みレースサーキット タイヤ
特にパフォーマンスを重視したサーキット走行の場合、
ポルシェが承認した特別なサーキット タイヤを利用で
きます。
サーキット タイヤに関する情報：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

g タイヤ メーカーが提供する各タイヤの特性に関する
顧客情報に従ってください。
走行中にハンドルをとられたり、振動が発生したりした
場合の適切な反応
タイヤや車両に損傷があると、走行中にハンドルをとら
れたり振動が発生したりすることがあります。車両のコ
ントロールを失う恐れがあります。
e 直ちに減速してください。ただし急ブレーキをか

けないでください。
e 停車してタイヤを点検してください。不具合の原

因がわからないときは、慎重に運転し、不具合の
修理を受けてください。ポルシェ正規販売店にご
相談ください。ポルシェ正規販売店のご利用をお
勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

タイヤの安全な状態の維持
タイヤが損傷すると、特に高速走行時にタイヤがバース
ト (破裂) する恐れがあります。タイヤを保護するよう
に運転し、タイヤの損傷を防いでください。
e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ

け直角に通過してください。
e 段差が大きな縁石や、尖った縁石を乗り越えない

でください。

新しいタイヤの慣らし運転
新しいタイヤはグリップ性能を十分に発揮できず、スリ
ップしやすくなります。
e 新品のタイヤを装着してから最初の 200 km は、

抑制した速度で慣らし運転を行ってください。
ウィンター タイヤでの走行
ウィンター タイヤには最高速度が指定されています。
最高許容速度を超えると、タイヤがバースト (破裂) す
る恐れがあります。
e 装着しているタイヤの許容最高速度を超えて走行

しないでください。
e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けてください。法定速度を
遵守してください。

e インストルメント パネルで最高許容速度を制限速
度として設定します。
g 102 ページの「インストルメント パネル」の章
を参照してください。

サマー タイヤでの走行
外気温が 15 °C 以下のときに駐車操作やステアリング
操作を行うと、ノイズが発生する場合があります。
e 外気温度が 7 °C を下回る場合、ウィンター タイヤ

に交換してください。

アシスタンス システムおよびその制限
ポルシェ車両には、安全性と乗り心地を高めるアシスタ
ンス システムが装備されています。
ただし、これらのシステムのいずれも物理的限界を超え
て車両を制御することはできません。
e 走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けて

ください。アシスタンス システムは、不適切な運
転スタイルによる事故の危険性を低減することは
できません。

e アシスタンス システムを過信せず、安全運転を心
がけてください。周囲の交通状況に適切な反応が
できるように、常に慎重な運転をしてください。

e 使用する前に、アシスタンス システムについて十
分に理解してください。

緊急ブレーキ機能

通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場合は
急制動をかけ、停車させることができます。
緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発揮
されます。そのために後続の車両が危険にさらされる可
能性があります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用し、通常走

行時の使用は避けてください。
e 緊急ブレーキ機能を作動させるには、  ボタンを

引いたままにしてください。ブレーキを解除する
には、ボタンを放してください。
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g 71 ページの「ブレーキ」の章を参照してくだ
さい。

荷物積載時の運転
車両の操縦性は積載量によって変化します。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ

さい。

ローンチ コントロールを使用した発進

発進時にローンチ コントロールが作動していると車両
は非常に早く加速します。特定の状況 (路面状態が悪い
とき、集中力が低下したときなど) では、車両の制御が
失われたり、他のドライバーに危険が及んだりする恐れ
があります。
e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が

確保できる場合に限ってローンチ コントロールを
使用してください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険がおよばないようにしてく
ださい。

g 76 ページの「Porsche Doppelkupplung
(PDK) による走行」の章を参照してください。

e スポーツ エキゾースト システムを排気音最適化モ
ードに切り替えて非常にスポーティな走行を行う
と、ノイズがかなり大きくなります。社会的な責
任を考慮に入れ、近隣住民に配慮してください (特
に夜間)。

警告音への適切な反応

システムが故障または不良部品を検知すると、インスト
ルメント パネルまたは から警告灯の点灯またはメッセ
ージによりドライバーに警告が行われます PCM 車両の
警告信号を無視すると、事故、怪我および車両の損傷の
恐れが高まります。
e 警告に適切に対応できるよう、運転の開始前に警

告灯およびメッセージの意味を十分に理解してく
ださい。必要であれば停車してください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の
章を参照してください。
g 102 ページの「インストルメント パネル」の章
を参照してください。

給油時の危険

燃料は強燃性であり、燃焼または爆発が起こる恐れがあ
ります。また、燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料を給油するときは、火気や裸火を近づけた

り、喫煙したりしないでください。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。
g 215 ページの「補給」の章を参照してくださ
い。

事故の際、燃料キャップが損傷すると、燃料漏れが発生
し、発火または爆発につながる恐れがあります。
e 車両に予備燃料タンクを積載しないでください。

有害なフルード

図. 2: 有害なフルードの安全に関する情報
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燃料だけでなく、エンジン オイル、トランスミッショ
ン オイル、バッテリー液、クーラントおよびブレーキ
液も人体に有害です。
e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車

両の作業を行ってください。
e オイルや液体類の容器には適切なラベルを貼り、

お子様の手が届かない所に保管してください。
e 残ったフルードの廃棄は、規制に従い環境に影響

が少ない方法で行ってください。
エンジン オイルは発火することがあります。エンジン
オイルの残りが付着したまま換気せずに廃棄または保管
された布は、自然発火して火災が発生する原因となる恐
れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気された場所で保管してください。

有毒な排気ガス

排気ガスは無色無臭の一酸化炭素を含んでいます。一酸
化炭素は少量でも人体に有害で、中毒を起こす恐れがあ
ります。

e 停車中はエンジンを切ってください。密閉された
空間でエンジンを不必要にアイドリングしないで
ください。

e エンジンを作動させた状態で作業するときは、必
ず車両を屋外に駐車させるか、または換気の良い
場所で行ってください。

安全な駐車

車両を適切に駐車しなかった場合、不意に動き出し人や
物に損傷を与える恐れがあります。
車両から離れる前に、以下の点に注意してください。
e エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
e PDK 装備車：セレクター レバーを P 位置に入れて

ください。
インストルメント パネルのセレクター レバー位置
P が点滅している場合、パーキング ロックが正し
くかかっていません。この場合は、セレクター レ
バーを R の位置に動かしてから P の位置に入れ直
してください。

e マニュアル トランスミッション装備車：1 速また
はリバース ギヤに入れてください。

エンジン作動中およびエンジンを停止してからしばらく
の間は、エキゾースト システムが非常に高温になって
います。火傷を負ったり、火災に至る恐れがあります。

e 可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温のエキゾ
ースト システムに接触する恐れのある場所に駐車
しないでください。

e 車両後方に近づくときは、テールパイプから安全
な距離を保ってください。

e お子様がテール パイプの熱で火傷をしないように
注意してください。

万が一の場合： 故障および緊急時の
安全確保
緊急時はボイス コントロールを使用しない

緊急時は緊張のために声が変わり、ボイス コントロー
ルが指示を認識できなくなる恐れがあります。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。

消火器を取り外す
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車両に消火器がある場合、助手席の下にあります。
e 片手で消火器を持ち、もう片方の手で消火器ホル

ダーの PRESS  ボタンを押します。

クラブスポーツ パッケージ装備車

クラブ スポーツ パッケージ装備車では、助手席側フロ
ント シートの足元に消火器があります。
この消火器は、サーキットでの使用のみを意図してお
り、車両に乗せて一般道を走行しないでください。
e 片手で消火器を押さえて、消火器ホルダーの両方

のロック A をもう片方の手で解除してください。
消火器を正しく安全に使用するために、以下の点を守っ
てください：
– 消火器を車両に乗せて一般道を走行しないでくだ

さい。
– 消火器の安全に関する指示と取扱説明書に従って

ください。
– 消火器のサービス インターバルを遵守してくださ

い。 少なくとも消火器のメンテナンス日に達した
後に、修理工場による消火器のメンテナンスを受
けてください。
消火器がメンテナンス日を超過して使用される場
合、もはやその機能は保証されません。

– 使用後は、修理工場で消火器のメンテナンスと充
填を受けてください。

車両への作業に関する注意事項

エンジンの作動中は、エンジン コンパートメント内の
エンジンおよび周辺部品が非常に高温になります。 ク
ーラント リザーバーには圧力がかかっています。
ファンはいつでも自動で作動する可能性があります。
e エンジンを OFF にして、可能であれば冷やしてく

ださい。
e 身体の一部、衣服、長い髪、装飾品などは、ファ

ンやドライブ ベルトなどのすべての可動部品から
遠ざけてください。

e 高温部品から守るため保護手袋を着用してくださ
い。

e 水平な場所に停車し、エンジンが冷えているとき
のみクーラントを補充してください。 エンジンが
熱いときにクーラント リザーバー タンクを開けな
いでください。

車両で特定の作業を行う際は、保護装備 (切り傷防止用
の手袋など) を着用する必要があります。
e 車両の作業は、必ずポルシェ正規販売店で実施し

てください。 ポルシェではポルシェ正規販売店の
ご利用をお勧めいたします。十分なトレーニング
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動

不適切なジャンパー ケーブルを使用したり、不適切な
始動手順を行ったりすると、回路がショートして火災が
発生する恐れがあります。
ジャンプ スタートを提供または受ける前に：
g 176 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。

けん引
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警告

注意

けん引時は事故を起こす危険が高まります。 パワー ス
テアリング機能が作動しないため、ハンドル操作が難し
くなります。 ブレーキ ブースターが作動しない場合
は、ブレーキ ペダルを踏むのに大きな力が必要となり
ます。
e けん引時にエンジンが停止している場合、または

パワー ステアリング機能またはブレーキ ブースタ
ーが作動しない場合は十分に注意してください。

e ブレーキが故障した車両をけん引しないでくださ
い。

e 地上高が低いため、けん引時または他の車両にけ
ん引されるときは十分に注意してください。

g 178 ページの「けん引」の章を参照してください。

パンクしたとき

損傷したタイヤで走行するときは、速度によっては安全
にステアリングを操作できなくなる恐れがあります。
e 決してパンクしたタイヤで走行しないでください。
e 安全な場所に正しく停車して、不具合を修理して

ください。
g 209 ページの「パンク」の章を参照してくださ
い。

衝突後

衝突後は、安全装備 (例：シート ベルト プリテンショ
ナーおよびエアバッグ) が作動しない場合があります。
これにより、安全装置によって保護することができなく
なります。
e 安全装置が作動していなくても、点検を受けてく

ださい。
e 一度作動した安全装置は必ず取り替えてくださ

い。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

発煙筒

発煙筒は、事故や道路の欠陥のために車両を停止する必
要がある場合に、周辺地域に警告するために使用されま
す。 発煙筒は、ドア側の助手席の足元に取り付けられ
ています。

使用すると火傷や火災の原
因となることがあります。

e 発火の危険性があるため、可燃物の近くで発煙筒
を使用しないでください。

e 火傷の恐れがありますので、使用中は発煙筒を顔
や体に向けたり、顔や体の近くに持ったりしない
でください。

e 発煙筒は子供の手の届かない所に保管してくださ
い。 不適切な使用は、火傷や車両の損傷を引き起
こす可能性があります。

トンネルで発煙筒を使用す
ると、事故を引き起こす可
能性があります。

e トンネルなどの空気循環の悪い場所で使用する
と、発煙筒からの煙が視界を損なうため、事故の
原因となることがあります。 必要に応じてハザー
ド ライトを点灯します。

発煙筒を使用する
1. キャップを取り外します。 ケースをひねって発煙

筒を緩めます。
2. 発煙筒の後端をケースに挿入します。
3. 発煙筒は、点火ヘッドをキャップの点火面にこす

りつけることによって点火されます。

インフォメーション

発煙筒は約 5 分間燃えます。
発煙筒には有効期限があります。 印刷されている有効
期限前に、発煙筒を交換してください。 ポルシェ正規
販売店にご相談ください。
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お出かけの前に： 車両に関する重要
な情報
シート
この車両は 2 シーターです。 シート後部エリアに乗員
は乗車しないでください。

車両の慣らし運転

新車時は可動部品同士を馴染ませる慣らし運転を行う必
要があります。 走行距離が 1,500 km に達するまでは
慣らし運転が必要となります。 この期間は、オイルと
燃料の消費量が通常よりも若干多くなります。
慣らし運転期間は次の点に注意して運転してください：
e なるべく長距離走行をする。 できるだけ冷間始動

と近距離運転の繰り返しは避ける。
e モーター スポーツ イベント、スポーツ ドライビン

グ スクールなどに参加しない。
e エンジン回転数が 7,000 rpm を超えないようにし

てください。 エンジン冷間時は低回転域で運転す
る。

新しいブレーキ パッドの慣らし運転

車両を数百マイル走行させると、新しいブレーキ パッ
ドおよびブレーキ ディスクの「慣らし」が終わり、最
適な摩擦力に達します。
多少ブレーキの効きが弱くなるため、強めにブレーキを
踏む必要があります。 ブレーキ パッドやブレーキ ディ
スクを新品に交換した場合も、同様に慣らし運転が必要
です。

地上高に注意する

この車両は地上高が低いため、路面に接触しやすくなり
ます。
e 急な傾斜路での走行は避けてください。
e 以下の状況では注意して走行してください：

– 立体駐車場など、急勾配の上り坂や下り坂を
走行する場合

– 縁石

– 凹凸のある路面を走行するとき
– リフティング プラットフォーム

フロント アクスル リフト システム を搭載した車両：
本体は前部で約 40 mm 上げることができます (フロン
トスポイラーの前端)。

e 水たまりや浅瀬の走行時は、車体の下側を水に浸
さないようにしてください。

サーキット走行

図. 3: サーキット走行

公道走行時に比べて、サーキット走行には過度に高い車
両負荷が伴います。レース専用車両は、点検および構成
部品の整備間隔が短いため、その負荷に耐えることがで
きます。 この点検および整備には、各サーキットでの
走行後に点検を実施し、必要に応じて個別に構成部品を
交換し、規定された期間後には部品全体をオーバーホー
ルすることが含まれます。

e レース サーキットでの走行前には、最新の規定に
ついてお近くのポルシェ正規販売店にご確認くだ
さい。 ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

g 別冊の「サーキット走行の前に」を参照してくださ
い。
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海外での走行の前に

図. 4: 海外での走行の前に

すべてのポルシェ モデルがすべての国で入手可能であ
るとは限りません。 このため、スペア パーツが入手で
きない、あるいは、ポルシェ正規販売店で修理作業が行
えない場合があります。
海外で走行する前に、次の情報をご確認ください：
– 車両故障時に修理を受けることができますか?
– 車両は技術的調整を必要としていますか?
– 燃料のオクタン価レートは十分ですか?
– 左側 / 右側通行の違いに合わせてヘッドライトを

切り替える必要がありますか?
g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

車両のデータ処理

この車両は ECU 装備車です。 これらの一部は車両の操
作安全性に必須で、その他は走行アシスト機能 (ドライ
バー アシスタンス システム) を提供します。 さらに、
車両には電子コントロール ユニットにより実現可能に
なったコンフォート機能およびエンターテイメント機能
が装備されています。
各車両には固有の車台番号があります。 この車両識別
番号 (VIN) は、欧州連合内の地方自治体を通じて、車両
の現在の所有者と以前の所有者までさかのぼることがで
きます。 車両登録番号の使用など、車両から収集され
たデータをオーナーまたはドライバーまでさかのぼって
追跡する他の方法もあります。

車両のテクニカル データの保存
ECU は、車両の状態、コンポーネント負荷、サービス
要件、事象、故障などに関する技術的な情報を一時的、
または永久的に保存するデータ メモリーを備えていま
す。 一般的に、この技術な情報には、次に挙げる構成
部品、モジュール、システムまたは環境のステータスが
記録されています。
– システム構成部品の作動モード (例：給油レベル)
– 車両および個々の構成部品 (例：ホイール回転数、

速度、減速、横加速度) に関するステータス メッセ
ージ

– 重要なシステム構成部品の故障 (例：ライト、ブレ
ーキ)

– 車両を損傷する可能性のあるイベントに関する情
報

– 特別な走行状況での車両の反応 (例：エアバッグの
展開、スタビリティ コントロール システムの作動)

– 環境要因 (例：温度)
実際の車両機能に加えて、このデータを使用して故障の
検出および修正を実施し、メーカーが車両機能を最適化
することができます。 このデータの大部分は揮発性メ
モリーで、車両自体で処理されるのみです。 データの
わずかな一部分のみがイベント メモリーまたは故障メ

モリーに保存されます。 さらに、車両には電子コント
ロール ユニットにより実現可能になったコンフォート
機能およびエンターテイメント機能が装備されていま
す。

テクニカル データの読み出し
必要に応じて、有償でワークショップなどの技術専門家
の助けを借りて、車両にのみローカルで保存されたデー
タを読み出すことができます。 このために法定規定が
存在する個々のケースでは、政府機関の要請に応じてメ
ーカーが保存したデータを必要な範囲で開示すること
が、メーカーとしてのポルシェに義務付けられる場合が
あります (例：犯罪行為の場合の事実認定のため)。
車両の整備時、サービス ネットワーク作業者 (例：ワー
クショップ、ロードサービス、メーカー) は、車両から
この技術情報を読み出すことができます。 サービスに
は修理サービス、サービス プロセス、保証請求および
品質保証基準が含まれます。 データは車両の OBD (オ
ンボード診断) 用に法的に規定された接続を使用して読
み出されます。 データは、該当するサービス ネットワ
ークのスタッフにより収集され、処理され、使用されま
す。また、製品監視義務に準拠し、あるいは品質向上な
どのためポルシェに送信される場合があります。 車両
の故障メモリーおよびイベント メモリーは、修理また
はサービス実施とともに修理ワークショップでリセット
される可能性があります。
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安全性とドライビング プレジャー

車両の機能の利用
選択された装備オプションの範囲内で、マルチメディア
および住所録データなどの情報、またはナビゲーション
目的地およびその他の設定を車両のコンフォート機能お
よびインフォテインメント機能に入力できます。 この
データは車両にローカル保存されるか、車両に接続して
いるデバイス (例：携帯電話、USB スティック、MP3
プレイヤー) に保存されます。 車両にこのデータが保存
された場合、いつでも削除できます。 このデータは特
にオンライン サービス使用中、ユーザーが選択した設
定にのみ基づいて、ユーザーが要求した場合に限り第三
者に送信されます。
車両に必要な装備がある場合は、接続した携帯電話また
は他の携帯機器を車両に内蔵された制御装置を使用して
制御することができます。 携帯電話からの画像および
サウンドは、マルチメディア システムを介して出力で
きます。 特定の情報はユーザーの携帯電話に転送する
こともできます。 これは、装備品のタイプに応じ、た
とえば一般的な車両情報または位置データを含みます。
これにより、たとえばナビゲーション システムの使用
やミュージック再生など、選択した携帯電話アプリを最
適な方法で使用できます。 携帯電話による車両データ
への有効なアクセスは行われません。 携帯電話が受信
したデータを処理する方法は、使用している該当アプリ
のプロバイダーが定めます。 携帯電話のアプリやオペ
レーティング システムによって、設定を構成できるか
どうか、構成できるのであればどの設定を構成できるか
が異なります。

オンライン サービスの使用
車両にワイヤレス ネットワーク接続がある場合は、こ
れを使用して車両と周囲および他のシステムとの間でデ
ータ交換が可能です。 車両の送受信ユニットまたは接
続した携帯機器 (携帯電話など) により、ワイヤレス ネ
ットワークに接続可能です。 このワイヤレス ネットワ
ーク接続により、オンライン機能を使用できます。 こ
れにはポルシェまたは他のプロバイダーにより利用可能
なオンライン サービスおよびアプリケーション/アプリ
が含まれます。
ポルシェ オンライン サービスでは、様々な機能が適切
な場所 (例：ポルシェ コネクト ウェブサイト) にまとめ
られており、関連するデータ保護規定情報が提供されま
す。 オンライン サービスの提供のため個人データが使
用されることがあります。 必要なデータの交換は、保
護された接続を介して実施されます (例：この目的のた
めのポルシェ IT システム設定)。 サービス提供に必要な
ものを超えた個人データの収集、処理、使用は、法的な
認可または承諾に基づいてのみ行われます。
通常、(料金ベース) サービスや機能、または車両のデー
タ接続自体の有効化/無効化は、ユーザー側の判断にて
行うことが可能です。 法律により定められた特定の機
能およびサービスは除外されます。
他のプロバイダーのオンライン サービスを使用するた
めにオプションが存在する場合、それらは該当するプロ
バイダーの責任であり、そのプロバイダーのデータ保護
ポリシーおよび使用規約の対象です。 ポルシェはこの
ようなデータ交換について干渉しません。 そのため、
第三者サービスにおけるそうしたデータ収集や個人デー
タの使用の種類、範囲および目的に関する情報は、該当
するサービス プロバイダーから入手してください。
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概要図
以降のページには、車両の一部の部位の概要図が簡略な
説明とともに掲載されています。 詳しい情報は該当す
るページをご覧ください。
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概要図

g P. 181
g P. 218
g P. 182
g P. 184

図. 5: フィラー キャップ

フィラー キャップ

A ブレーキ フルード
B ウォッシャー液
C クーラント
D えんじんおいる
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概要図

g P. 34
g P. 34
g P. 29
g P. 83
g P. 24
g P. 64
g P. 34
g P. 57

g P. 33

g P. 31
g P. 61

図. 6: 運転席

運転席

A インナー ドア ハンドル
B セントラル ロッキング ボタン
C パワー ウィンドウ
D ライト ボタン
E ルーフ コンソール
F ドア ミラーの調節
G イグニッション ロック
H ステアリング ホイール調節
I エンジン コンパートメント リッドのロッ

ク解除 (サービス フラップ)
ラゲッジ コンパートメント リッドのロッ
ク解除

J シート調節
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概要図

g P. 83
g P. 76
g P. 102
g P. 96
g P. 161

g P. 113
g P. 54
g P. 166
g P. 99

g P. 102

g P. 102
g P. 73
g P. 23
g P. 54
g P. 22
g P. 172
g P. 167
g P. 166
g P. 72

図. 7: 運転席

運転席

A 方向指示灯およびハイ ビーム ヘッドライ
ト

B シフト・パドル
C インストルメント パネル
D フロント ウィンドウ ワイパー
E クロノ ストップウォッチ
F ポルシェ コミュニケーション マネジメン

トシステム (PCM)
G えあべんと
H グローブ ボックス ロック
I クルーズ コントロール
J ボイス コントロール、インフォテインメ

ント、インストルメント パネル
K 電話コントロール、インフォテインメン

ト、インストルメント パネル
L モード スイッチ
M スイッチ用ストリップ
N エアコン アッパー コントロール パネル
O ロア コントロール パネル
P 灰皿

ドリンク ホルダー
Q アームレスト、小物入れ
R エレクトリック パーキング ブレーキ
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概要図

g P. 113

g P. 52

g P. 113
g P. 63

図. 8: コントロール パネル

コントロール パネル

A PCM の ON/OFF の切り替え
音量を調節する

B エアコン コントロール パネル
C ロータリー プッシュ ボタン (PCM の操作

用)
D シート ヒーター
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概要図

g P. 73

g P. 92
g P. 87

g P. 93

g P. 93
g P. 88

図. 9: スイッチ用ストリップ

スイッチ用ストリップ

A スポーツ エキゾースト システム
B ポルシェ アクティブ サスペンション マネ

ージメント (PASM)
C ハザード ライト
D エレクトロニック スタビリティ コントロ

ール (ESC)
E エレクトロニック スタビリティ コントロ

ール (ESC) およびトラクション コントロ
ール (TC)

F フロント アクスル リフト システム
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概要図

g P. 42
g P. 42

g P. 42
g P. 66
g P. 40

図. 10: ルーフ コンソール

ルーフ コンソール

A 読書灯
B インテリア ライト / 読書灯用ボタン
C インテリア ライト (コントロール パネル

のライト)
D ルーム ミラーの自動減光ボタン
E 助手席エアバッグ OFF/ON 警告灯
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トピック
以下のページでは、さまざまな車両のトピックに関する
内容を見つけることができます。
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開閉操作とロック

開閉操作とロック
警報システム
作動原理
警報システムは、次の警報接点を監視します。
– ドア、ボンネット、エンジン コンパートメント リ

ッド (サービス フラップ) の警報接点。
– 室内モニタリング システム： 車両をロックした後

の車内への侵入 (例えばウィンドウを壊して車内に
侵入したとき)。

– 傾斜センサー： 車両の傾き (例えば車両をけん引し
て盗難しようとしたとき)。

– 故障診断用ソケット。
これらの警報接点のいずれか 1 つでも作動すると、ア
ラーム ホーンが約 25 秒間鳴り、ハザード ライトが約
300 秒間点滅します。
5 秒間警告が中断した後、再度音による警報が作動しま
す。 この作動を最大 10 回繰り返します (国により異な
る)。

警報システム機能表示
ロック状態はドアとハザード ライト スイッチのインジ
ケーター ライト点滅速度で確認できます。

警報システムが起動
車両をロックしたときにインジケーター ライトは素早
く点滅し、その後は通常の速さで点滅します。
ハザード ライトが 2 回点滅します。

警報システムが起動、室内モニタリング シス
テムおよび傾斜センサーがスイッチ OFF
車両をロックするときにインジケーター ライトが素早
く点滅した後、28 秒間消灯し、その後は通常の速さで
点滅します。

ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後 1 回長く点
滅します。

セントラル ロッキング システムおよび警報シ
ステムの故障
車両をロックするときに、インジケーター ライトは素
早く点滅し、28 秒間点灯し続けて、その後はノーマル
モードで点滅します。
ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。

警報システムの ON/OFF を切り替える
e 車両をロックすると、約 30 秒後に警報システムが

有効になります。
e 車両のロックを解除すると、警報システムは無効

になります。
PCM では、次回車両をロックするときに車室内モニタ
リング システムと傾斜センサーを無効のままにするか
どうかを指定することもできます。

e   e  設定  e 車両 e 車両ロックシステム e
室内モニタリング システム

インフォメーション

ドア ロックにエマージェンシー キーを差し込んで車両
のロックを解除した場合、警報システムの作動を回避す
るために、ドアを開いてから 15 秒以内にイグニッショ
ンを ON にしなければなりません。
国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間が
異なる場合があります。

作動した警報システムを OFF にする
e キーの  ボタンを押してください。

– または –
イグニッションを ON にします。

室内モニタリング システムおよび傾斜セ
ンサーを OFF にする
人や動物が車内に残っている場合は、車両をロックする
際に室内モニタリング システムと傾斜センサーを無効
にすることができます。
g 34 ページの「セントラル ロック」の章を参照して
ください。

盗難防止機能
車両から離れる前に、必ず次のことを行ってください。
e ウィンドウを閉じてください。これは室内モニタ

リング システムによる警報の誤作動を防止するこ
とにもなります。

e セレクター レバーを P の位置にして、エレクトリ
ック パーキング ブレーキを作動させてください。

e イグニッションを OFF にしてください。
e グローブ ボックスを閉じます。
e 小物入れをすべて閉じます。
e 貴重品、車両の書類、電話、自宅の鍵を車両に残

さないようにします。
e ドアおよびラゲッジ コンパートメント リッドを閉

じます。
e エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ

ップ) を閉じます。
e 車両をロックします。

イモビライザー
すべてのキーに、コードが保存されたトランスポンダー
(電装部品) が内蔵されています。
イモビライザーを停止してエンジンを始動するのに、認
定されたキーが必要です。
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情報

ステアリング ホイールのロック解除およびロ
ック
ステアリング ロックは一部の国別仕様ではご利用いた
だけません。
ステアリング ホイールの自動ロック解除
e 車両に乗って、運転席ドアを閉じます (キーは車内

になければなりません)。
– または –
イグニッションを ON にしてください。

ステアリング ホイールの自動ロック
e イグニッションを OFF にした状態で、運転席ドア

を開いてください。
– または –
車両をロックします。

キー
キーの使用

キーが損傷する恐れがあります。
e キーを湿気から保護してください。
e キーに汚れやゴミが付着しないようにし、鋭利な

物体に近付けないでください。

インフォメーション

e キーを使用するのは、車両が視界に入っていると
きだけにしてください。

ボタンを押すと、キーのポルシェ クレストが点灯しま
す。また走行中には、キーが作動していなくてもキーの
クレストが点灯する場合があります。
走行中に、サービスおよびメンテナンスに関連するデー
タがキーに保存されます。このため走行中には、キーが
作動していなくてもキーのポルシェ クレストが点灯す
る場合があります。キーへのデータ保存やキーからのデ
ータ読み取りに関する詳細情報については、

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
以下の理由でリモート コントロールが機能しない場合
があります。
– データ伝送中 (コンフォート アクセス装備車両の場

合、キーと車両間の無線通信中) に電磁波が干渉し
ている場合。 

– 故障のためにリモート コントロールに不具合が発
生している場合。

– キーのバッテリーが消耗している場合。

e キーが作動中の電子機器 (電話、ノート パソコン、
充電ケーブルなど) と一緒に保管されている場
合。 必要に応じて、キーを別の場所に保管してく
ださい。

図. 11: キー

A 車両のロック解除
B 車両のロック
C ラゲッジ コンパートメント リッドのロック解除
D エマージェンシー キー

すべてのキーにエマージェンシー キー D (図. 11) が内
蔵されています。キーは、車両のすべてのロックを操作
するのに使用できます。
e キーの取り扱いに注意し、特別の場合を除いて、

キーを放置しないでください。
e キーを車内に残さないでください。
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警告

キーのバッテリー交換
リチウム ボタン セルを誤
って飲み込んだ場合、体内
で火傷を引き起こし、死に
至る危険性があります。

キーにはリチウム ボタン セル (バッテリー) が含まれて
います。
バッテリーを飲み込むと、2 時間以内に体内に火傷を負
い、死亡する恐れがあります。
e 取り外したバッテリーまたは新しいバッテリー

は、子供の手の届かない場所に保管してくださ
い。

e キーに子供を近づけないでください。 子供がキー
を開けて、バッテリーを取り外す可能性がありま
す。

e リチウム バッテリーを誤って飲み込んでしまった
場合や身体開口部に挟まった場合、すぐに医師の
診察を受けてください。

インフォメーション

e 電池の廃棄に関する法規を遵守してください。

キーのバッテリーを交換する必要があるときに、メッセ
ージがインストルメント クラスターに表示されます。
キーが作動しても、キーのポルシェ クレストが点灯し
なくなります。

図. 12: バッテリーの交換

バッテリーの交換は、(CR 2032、3 V) を使用してく
ださい。
1. エマージェンシー キーを取り出してください。
2. キー ハウジングの左右 2 箇所のクリップを外しま

す。
3. バッテリー カバーを反時計回りに緩めて取り外し

ます。
4. バッテリーの交換 (極性の確認)
5. バッテリー カバーを再セットして、しっかりと時

計回りに締め戻します。
エマージェンシー キーを元の位置まで押し込める
ことを確認してください。

6. キー ハウジングがクリップ留め箇所にはまるま
で、下から上方向へと押し上げます。

7. エマージェンシー キーを元に戻してください。

キーの電池が切れた状態または電波干渉
がある状態での車両の始動。
車両とキーの間の無線通信に不具合があったり、キーの
電池が切れたりすると、キーが検出できなくなる恐れが
あります。

この状況で車両を始動する場合は、以下を順守してくだ
さい：
1. センター コンソール アームレストの小物入れを開

きます。
g 166 ページの「グローブ ボックスの開閉」の章
を参照してください。

2. センター コンソールにキーを置きます – ロア コン
トロール パネルとアームレストの小物入れの間の
部分。

3. コントロール ユニットをイグニッション ロック位
置 2 まで回し、その後位置 0 に戻します。

4. コントロール ユニットを再度イグニッション ロッ
ク位置 2 まで回します。
g 75 ページの「エンジンの始動」の章を参照し
てください。

エマージェンシー キーの使用
エマージェンシー キーを取り出す

図. 13: エマージェンシー キーを取り出す
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警告

警告

e エマージェンシー キーを押し上げ、キーから取り
出してください。

エマージェンシー キーを元に戻す
e しっかりとはまるまで、エマージェンシー キーを

キーに挿入します。

スペア キーの注文と登録
車両のスペア キーは、ポルシェ正規販売店のみでお求
めいただくことができます。 これには時間がかかる場
合があります。
e スペア キーを常に利用できるようにしてくださ

い。
e スペア キーを安全な場所に保管し、いかなる場合

も車内または車両上に保管しないでください。
車両用の新しいキーを登録するには：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e その車両に使用するすべてのキーを再登録しま
す。

インフォメーション

合計 8 個のドライバー キーについて登録することがで
きます。

インフォメーション

e ドライバー キーが紛失したり盗まれたりした場合
は、ポルシェ正規販売店に依頼し、車両のドライ
バのキーを無効にし、必要に応じて機械的なロッ
クを変更してください。

e 運転者の鍵の紛失または盗難について保険会社に
通知し、追加または交換用の鍵を作成したことを
知らせます。

ウィンドウ
ウィンドウの開閉

ウィンドウの開閉

ウィンドウを開閉するとき、特にワンタッチ作動で閉じ
るときは、作動中のウィンドウと車両の固定部分の間に
身体の一部が挟まれてしまうことがあります。
e ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンド

ウと車両の固定部分の間に身体の一部が挟まれな
いように十分注意してください。

e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを
OFF にしてください。 乗員がパワー ウィンドウを
誤って操作し、ケガをする恐れがあります。

e 危険が発生した場合： 直ちにキーのボタンを放し
てください。ポルシェ コンフォート アクセス装備
車は、直ちにドア ハンドルのタッチ センサーを放
してください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

サイド ウィンドウを手動で
閉じる

サイド ウィンドウの動きが妨げられてワンタッチ作動
が無効になっている場合、サイド ウィンドウを手動で
閉じると、このウィンドウは最大の力で閉じられます。
そのため、動くサイド ウィンドウと車両の固定部品の
間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされる危険があ
ります。
e サイド ウィンドウを閉じるとき、乗員が挟まれた

り、圧迫されたりしないことを確認してくださ
い。
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インフォメーション

サイド ウィンドウが閉じるときに障害物に妨げられる
と、サイド ウィンドウは停止した後、再び数センチ開
きます。 サイド ウィンドウの作動が約 10 秒以内に 2
回妨げられると、そのサイド ウィンドウのワンタッチ
操作ができなくなります。 サイド ウィンドウは手動で
閉じることができます。 ワンタッチ操作を再度有効に
するには、サイド ウィンドウを手動閉操作で一度完全
に閉じてください。

ウィンドウの開閉
b 作動待機が ON になっています。

– または –
イグニッションを OFF にしてから 10 分以内

b 運転席 / 助手席ドアをまだ開いていない。

図. 14: パワー ウィンドウ、運転席ドア

A パワー ウィンドウ、運転席側
B パワー ウィンドウ、助手席側

ロッカー スイッチには 2 段階の作動位置があります。
この 2 段階の作動位置は、スイッチを操作する際には
っきりと感じ取れます。

第 1 段階 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで、ロッカー スイッチを 1

段階目の位置まで押すか、引いてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段階目 – ワンタッチ操作
e ロッカー スイッチを 2 段階目まで押すか、引いて

ください。
ウィンドウは自動的にいっぱいまで開閉します。

e ウィンドウを希望の位置で停止させたいときは、
もう 1 度スイッチを操作してください。

キーによるウィンドウの開閉

図. 15: キーによるウィンドウの開閉

b 機能が作動しています。
g 108 ページの「どらいびんぐでーたのひょうじ
(とりっぷじょうほう)」の章を参照してください。,
g 143 ページの「車両設定の概要」の章を参照し
てください。

e ウィンドウが希望の位置になるまでキーのロック /
ロック解除ボタンを押し続けてください。

ウィンドウ停止位置の保存
バッテリーを切り離したり、再接続したりすると、ウィ
ンドウの停止位置が消えてしまいます。 ウィンドウの
ワンタッチ操作が無効になります。

すべてのウィンドウで以下の手順を行ってください：
1. スイッチを 2 段目まで引いて、一回完全にウイン

ドウを閉じてください。
2. ウィンドウが完全に閉じたら、ロッカー スイッチ

を再度短く 2 段階目まで引いてください。
3. ロッカー スイッチを押して、1 回ウィンドウを完

全に開いてください。
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情報

ラゲッジ コンパートメント リッド
ラゲッジ コンパートメント リッドの開閉

車内のボタンでラゲッジ コンパートメント リ
ッドを開く

ラゲッジ コンパートメント リッドまたはフロント ウィ
ンドウ ワイパーを損傷する恐れがあります。
e ラゲッジ コンパートメント リッドを開くときは、

フロント ウィンドウ ワイパーが起きていないこと
を確認してください。

e ラゲッジ コンパートメント リッドを開く前に、必
ずフロント ウィンドウ ワイパーを OFF (ワイパー
レバーを 0 の位置) にしてください。

g 96 ページの「フロント ウィンドウ ワイパー」の章
を参照してください。

図. 16: ラゲッジ コンパートメント リッドを開く

A ラゲッジ コンパートメント リッド ボタン
B エンジン コンパートメント リッド (サービス フラッ

プ) ボタン

1. ボタン A(図. 16) を引いてください。
🡆 リッドがロック解除されます。

図. 17: ラゲッジ コンパートメント リッドのロック解除

2. リッドを少し持ち上げ、セーフティー ラッチ (矢
印) を解除してください。

3. リッドを完全に開いてください。
🡆 ラゲッジ コンパートメント リッドを開くと、

ラゲッジ コンパートメント内のライトが点灯
します。

キーでラゲッジ コンパートメント リッドを開
く

図. 18: キーでラゲッジ コンパートメント リッドを開く

1.  ボタンを押してください。
2. リッドを少し持ち上げ、セーフティ ラッチを解除

してください。
3. リッドを完全に開いてください。

🡆 ラゲッジ コンパートメント リッドを開くと、
ラゲッジ コンパートメント内のライトが点灯
します。

インフォメーション

キーを使用してラゲッジ コンパートメント リッドのロ
ックを解除すると、車両ドアのロックも解除されます。
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注意

ラゲッジ コンパートメント リッドを閉じる
重いラゲッジ コンパートメ
ント リッド

半分開いた状態のラゲッジ コンパートメント リッドを
閉じるとき、それ自体の重さが原因でロックされます。
e 可動部品 (ヒンジ) 付近やラゲッジ コンパートメン

ト リッドの下に物を置いたり、指を挟んだりしな
いように注意してください。

1. リッドが閉じる直前まで手で引き下げ、そこで手
を放してリッドをロックしてください。 ロック部
分の真上付近を手のひらで押して、リッドを確実
にロックしてください。

2. リッドが確実にロックされていることを確認して
ください。
🡆 リッドが正しく閉じていない場合、車両が動

いている間インストルメント クラスターにメ
ッセージが表示されます。

ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急
ロック解除
バッテリー上がりの場合、ラゲッジ コンパートメント
リッドを開くには外部バッテリーを使用する必要があり
ます。
g 176 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。

図. 19: ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急ロック解除 –
プラス端子の接続

1. エマージェンシー キーを使用して、ドア ロックを
解除してください。

2. 左側ヒューズ ボックスのプラスチック カバーを取
り外してください。

3. ヒューズ ボックスのプラス端子 A(図. 19) (赤色)
を引き出してください。

4. 赤いブースター ケーブルを使用して、外部バッテ
リーのプラス端子とヒューズ ボックスのプラス端
子 A(図. 19) を接続します。

5. インフォメーション

車両がロックされていた場合、マイナス端子を接
続したときに警報システムのホーンが鳴ります。

図. 20: ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急解除 – マ
イナス端子の接続

黒色のブースター ケーブルを使用して、外部バッ
テリーのマイナス端子とドア ストッパーのジョイ
ント B(図. 20) を接続してください。

6. キーの  ボタンを約 2 秒間押し続けてくださ
い。 ラゲッジ コンパートメント リッドがロック解
除され、警報システムが OFF になります。

7. マイナス ケーブルを先に外し、次にプラス ケーブ
ルを外してください。

8. プラス端子 A(図. 19) をヒューズ ボックスに押し
込み、ヒューズ ボックスのプラスチック カバーを
取り付けてください。
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エンジン コンパートメント リッド
(サービス フラップ)
エンジン コンパートメント リッド (サー
ビス フラップ) の開閉
エンジン コンパートメント リッド (サービス
フラップ) を開く

図. 21: エンジン コンパートメント リッド (サービス フラップ)
を開く

A ラゲッジ コンパートメント リッド ボタン
B エンジン コンパートメント リッド (サービス フラッ

プ) ボタン

e ボタン B(図. 21) を引いてください。
🡆 エンジン コンパートメント リッド (サービス

フラップ) のロックが解除され、引き上げるこ
とができます。

エンジン コンパートメント リッドを閉じる
1. エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ

ップ) を下げます。 ロック部分を手のひらで押し、
エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ
ップ) を閉じてください。

2. エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ
ップ) が確実にロックされていることを確認してく
ださい。
🡆 エンジン コンパートメント リッド (サービス

フラップ) が正しく閉じていない場合、車両の
発進時にインストルメント クラスターにメッ
セージが表示されます。



34

開閉操作とロック

セントラル ロック
概要 – 車外からのドアの開閉操作とロック
この概要は｢セントラル ロック｣の章に記載された詳細
な情報に代わるものではありません。操作する際は、こ
の概要のみでなく「安全指示」および「警告」を必ずお
読みください。

図. 22: キー

希望する操作 操作方法 結果 操作箇所

解除 キーを使用する：
e キーの  ボタンを押してくださ

い。

ハザード ライトが 1 回点滅します。
車両は設定に従ってロック解除され、ド
ア ハンドルが展開します。
ドアを開くことができます。

g P. 35

ロック キーを使用する：
e キーの  ボタンを押してくださ

い。

ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアがロックされ、インナー ドア ハン
ドルを引いて車内からドアを開くことが
できなくなります (セーフロック)。内側
から開けようとした場合、警報システム
が発動します。

g P. 35
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希望する操作 操作方法 結果 操作箇所

人 / 動物を車両に残してロックする
e セーフロックと警報システムの車内

モニタリング システムを OFF にし
ます。

キーを使用する：
e キーの  ボタンを 2 回押してくだ

さい (約 2 秒以内)。

ハザード ライトが 2 回短く点滅し、そ
の後 1 回長く点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアはロックされますが、インナー ドア
ハンドルを引いて車内からドアを開くこ
とができます。
車内からドア ハンドルを引くと、警報シ
ステムが作動します。

g P. 35

警告システムの警告音を OFF にする e キーの  ボタンを押してくださ
い。
– または –
イグニッションを ON にしてくださ
い。

警告音が OFF になります。 g P. 26

セントラル ロッキング システムの使用
インフォメーション

e キーを使用するのは、車両が視界に入っていると
きだけにしてください。

キーを使用して、車両のロック / ロック解除ができま
す。
車両のロックを解除する際、運転席ドアおよびフィラー
フラップのみを解除するか、助手席ドアも含めて解除す
るか設定できます。

e   e  設定  e 車両 e 車両ロック システム e
ドアのロック解除

選択した設定にかかわらず、両側のドアがロック解除し
ます。

e キーのボタン  を 5 秒以内に 2 回押してくださ
い。

インフォメーション

車両の工場設定については、この章で説明されていま
す。

ドアのロック解除とロック
インフォメーション

車両のロックを解除し、ドアまたはラゲッジ コンパー
トメント リッドを 45 秒以内に開かなかった場合、車両
は自動的に再ロックされます。

インフォメーション

事故が発生してエアバッグが作動した場合、救助者が車
両に入れるようにするために、車両全体が自動的にロッ
ク解除されます。さらに、ハザード ライトも自動的に
作動します。

キーによるドアのロック解除

図. 23: キーによるドアのロック解除
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情報

警告

1.  ボタンを押してください。
🡆 ハザード ライトが 1 回点滅します。

車両は設定に従ってロック解除され、ドア ハ
ンドルが展開します。

2. ドア ハンドルを引いてください。

車内からのドアのロック解除

図. 24: ドア パネルのセントラル ロッキング ボタン

e ドア パネルの  ボタンを押してください。
– または –
インナー ドア ハンドルを引いてください。

🡆 すべてのドアがロック解除されます。ドア ハンド
ルが展開します。
ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

インフォメーション

セーフロック作動で車両をロックした場合、またはエマ
ージェンシー キーを使用して車両をロックした場合に
は、車内からドアを開くことはできません。

インフォメーション

バッテリーが上がっているなどで車両の電源が入ってい
ない、またはドア ハンドルを引っ張るのが速すぎた場
合には、ドア ハンドルを 2 回引っ張る必要がありま
す。 
e ドア ハンドルから手を放し、もう一度引きます。

g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

車両の自動ロック解除
運転席ドアを開くと、車両は自動的にロック解除されま
す。

バッテリーが切り離された状態でのロック解除
すでにロックされているドアは、バッテリーを切り離し
た後、エマージェンシー キーを使って車外からのみ開
くことができます。

既にロック解除されていたドアは、バッテリーを切り離
した後に、エマージェンシー キーで車外からのみ開く
ことができます。
e バッテリーの切り離し前にウィンドウを開きま

す。
インナー ドア ハンドルを 2 回引っ張ると、ドアは
車内外から開くことができます。そのためには、
インナー ドア ハンドルを静止位置からいっぱいに
停止する位置まで完全に引きます。

ドアをロックする

展開中のドア ハンドルは、洗車機にかけると損傷する
恐れがあります。

e 洗車機にかける前に、車両をロックしてくださ
い。

セーフロックの使用 (国別仕様による)
車外からドアをロックする

車外からドアをロックすると、車内からドアやウィンド
ウを開くことができなくなります (セーフロック)。その
ため、ロックする前に車両に人または動物が残っていな
いことを確認してください。 ロックされたドアによっ
て緊急時に救助者が車内に入ることが困難になります。
e 車両をロックするときは、車内に人や動物がいな

いことを確認してください。

セーフロック (国別仕様による) を使用すると、車両を
ロックしたときにインナー ドア ハンドルとセントラル
ロッキング ボタンが無効になり、車両に侵入すること
が一層難しくなります。
セーフロックが作動：インナー ドア ハンドルを引い
て、ドアを車内側から開くことはできません。内側から
開けようとした場合、警報システムが発動します。
人や動物を車内に残して車両をロックする場合、セーフ
ロックを解除してください。

キーでドアをロックする
b セレクター レバーが P の位置になっていること。
b すべてのドアが閉じられていること。
e  ボタンを 1 回押してください。

🡆 ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
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車両をロックするときのセーフロックの解除
1.  ボタンを 2 秒以内に 2 回押してください。

🡆 ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後 1
回長く点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハン
ドルを引くことにより、車内側から開くこと
ができます。

2. ドアを開いたら警報システムが作動することを、
車内に残る人に伝えてください。

インフォメーション

ドアまたはリヤ リッドが完全に閉じていない場合、車
両を完全にロックすることはできません。警告音が鳴
り、ハザード ライトは点滅しません。

インフォメーション

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両が
再度ロック解除されます。何度か警告音が鳴り、ハザー
ド ライトが 4 回点滅します。ドアまたはラゲッジ コン
パートメント リッドを約 45 秒以内に開けなかった場
合、車両がロックされ、スペア キーを使用しないとロ
ック解除できなくなります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。

車内からドアをロックする

図. 25: ドア パネルのセントラル ロッキング ボタン

b ドアが閉じられていること。
e ドア パネルの  ボタンを押してください。

🡆 すべてのドアがロックされます。フィラー フ
ラップはロックされません。
ドア ハンドルが格納します。
ボタンのインジケーター ライトが点灯しま
す。
インナー ドア ハンドルを引くことによっての
み、車内からドアを開くことができます。

自動ロック
b 機能が作動していること。
1.  108 ページの「どらいびんぐでーたのひょうじ

(とりっぷじょうほう)」の章を参照してください。,
g 143 ページの「車両設定の概要」の章を参照し
てください。

速度が約 15 km/h を超えると、車両は自動的にロック
されます。

セントラル ロックの設定
セントラル ロッキング システム動作に関する設定は、
PCM で行うことができます。例：
– ドアのロック解除 (運転席ドアのみ、すべてのド

ア)
– 速度が約 15 km/h を超えると、ドアが自動的にロ

ックされます。
– ドア ミラーが自動的に格納され、復帰します。

e   e  設定  e 車両 e 車両ロックシステム

ドアの緊急ロック解除および緊急ロック

図. 26: 緊急ロック解除 / 緊急ロックの実行

キーのリモート コントロールが機能しない場合、リモ
ート コントロールなしでもドアのロックおよびロック
解除ができます。
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緊急ドア ロック解除の実行
e フロント ウィンドウの中央上部にキーを置き、

ボタンを押します。
車両のロックがまだ解除できない場合：

1. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ
さい。
g 27 ページの「キー」の章を参照してください。

2. 運転席ドアのドア ハンドルを引いたままにしま
す。

3. エマージェンシー キーをラウンド エッジが上を向
くようにしてドア ロックに挿入します (右ハンドル
車ではラウンド エッジが下を向きます)。

4. エマージェンシー キーを、最初に抵抗を感じると
ころまで反時計回りに回してから、回るところま
でさらにしっかり回します。

5. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

6. 警報システムが作動しないように、15 秒以内にイ
グニッションを ON にしてください。

インフォメーション

国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間が
異なる場合があります。

緊急ドア ロックの実行
1. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ

さい。
g 28 ページの「エマージェンシー キーの使用」の
章を参照してください。

2. 運転席ドアのドア ハンドルを引いたままにしま
す。

3. エマージェンシー キーをラウンド エッジが上を向
くようにしてドア ロックに挿入します (右ハンドル
車ではラウンド エッジが下を向きます)。

4. 運転席ドアを開けた状態で、エマージェンシー キ
ーを最初に抵抗を感じるところまで時計回りに回
してから、回るところまでさらにしっかり回しま
す。

5. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

6. 運転席ドアを閉じます。
7. 車両がロックされているか確認してください。

インフォメーション

セントラル ロックが故障した場合、セントラル ロッキ
ング システムのすべてのファンクション ロックは運転
席のドア ロックからロックすることができます。
e セントラル ロッキング システムの故障は修理して

ください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

セントラル ロッキング システムが故障した状
態で助手席ドアの緊急ロックを実施

図. 27: 助手席ドアの緊急ロック

1. ドアを開けます。
2. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ

さい。
3. エマージェンシー キーを使用して、キー スイッチ

を車両の外側方向に回してください。
4. ドアを閉じてください。
5. すべてのドアがロックしているか確認してくださ

い。
🡆 助手席ドアは車内でドア ハンドルを引いて開

くことができます。
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警告

インフォメーション

緊急ロック機能は、車両を駐車する際にドアをロックす
る場合にのみ使用してください。
e 運転を開始する前に、ドアのロックを解除してく

ださい。

ラジオ アンテナの取り付け位置
電波による医療技術機器の
障害

車両のアンテナが電波を送信することにより、ペースメ
ーカーや除細動器などの医療機器の機能が損なわれる可
能性があります。
e アンテナから約 22 cm の距離を維持してくださ

い。
e 考えられる障害については、医師またはメーカー

にご相談ください。

図. 28: ラジオ アンテナの取り付け位置

装備によってはラジオ アンテナ A (図. 28) の数が異な
る場合があります。
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。
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危険

危険

危険エアコンおよび人間工学
エアバッグ
一般的な安全に関する指示

不適切なシート位置または
適切に収納していない荷物

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用して正
しく着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
エアバッグは、衝突の強さおよび角度に応じて作動しま
す。 最適な保護機能を提供するため、エアバッグは非
常に高速で展開する必要があります。 シート ベルトを
着用していない、不適切なシート位置が想定される、ま
たは乗員がエアバッグに近すぎる場合、エアバッグの展
開時に正しく保護効果を発揮できず、ケガや死亡の危険
性があります。
e 常にシート ベルトを着用してください。
e ドライバーや乗員とエアバッグが展開するエリア

との間に、人や動物がいないように、また物がな
いようにしてください。

e ステアリング ホイールは必ずステアリング ホイー
ル リムを握るようにしてください。

e 保護効果を発揮するには、ドライバーや乗員から
エアバッグまで一定の距離が必要です。 シート位
置が不必要にエアバッグに近くならないようにし
ます。

e ドアの内側 (エアバッグが膨らむエリア) にもたれ
かからないでください。

e 走行中、足は常に足元の空間に置いてください。
ダッシュボードやシートの上に足を乗せないでく
ださい。

e ドアの小物入れから中身がはみ出ないようにして
ください。

e 重い荷物をシートの上や前方に積載して輸送しな
いでください。

e ダッシュボードの上に物を置かないでください。
e 走行中はグローブ ボックスを閉じてください。
e シート バックレストには何も掛けないでください

(ジャケットやコート ハンガーなど)。
e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ

ての乗員に理解してもらってください。

エアバッグ システムの機能
エアバッグは、シート ベルトと併用することで衝突時
の乗員の負傷を最小限に抑えるよう設計されています。
正面または側面から衝撃を受けた場合、エアバッグが作
動し、ドライバーや乗員が受ける衝撃を吸収しつつ、頭
部、骨盤、上半身を保護します。
フロント エアバッグは、運転席側ではステアリング ホ
イールのパッド内、助手席ではダッシュボードの中に取
り付けられています。
フロント シートのサイド エアバッグはシート ボルスタ
ーの側面に取り付けられています。
ヘッド エアバッグはサイド ルーフ フレームに取り付け
られています。
それぞれのエアバッグは、衝突の角度や力に応じて作動
します。

作動済みのエアバッグを作
動させることはできませ
ん。

エアバッグは 1 回しか作動できません。
e 作動済みのエアバッグは直ちに取り替える必要が

あります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

エアバッグの改造による不
具合

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
エアバッグが不意に作動したり、全く機能しなかったり
する危険があります。 予期しないタイミングでエアバ
ッグが作動すると、重症を負う可能性があります。
e エアバッグ システムの配線や構成部品を改造しな

いでください。
e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の

配線を取り付けないでください。
e エアバッグ付近にアクセサリーを取り付けたり、

ステッカーなどを貼り付けたりしないでくださ
い。

e シートに保護カバーを装着しないでください。
e エアバッグ構成部品を取り外さないでください。

助手席エアバッグを OFF にする

図. 29: PASSENGER AIR BAG OFF/ON インジケーター
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危険

危険

助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、必ず助手席
エアバッグを再び ON にしてください。

助手席エアバッグの故障と
作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PASSENGER AIR BAG OFF インジケ
ーターが点灯しない場合、システム故障の恐れがありま
す。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

図. 30: 助手席エアバッグを OFF にする

助手席エアバッグは、グローブ ボックス内のキー スイ
ッチで OFF にできます。キー スイッチはエマージェン
シー キーで操作できます。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

g 43 ページの「チャイルド シート」の章を参照して
ください。

故障の認識
エアバッグ システムが故障すると、赤いエアバッグ警
告灯が  インストルメント パネルに表示されます。

次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
– イグニッションを ON にしたときに警告灯が点灯

しない
– または –
イグニッションが ON のときに警告灯が消灯しな
い
– または –
走行中に警告灯が点灯する。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分
なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を
お約束します。
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インテリア ライト
インテリア ライトの ON/OFF の切り替え
インテリア ライト / 読書灯の ON/OFF の切り替え
e 該当するライトのボタンを押してください。

明るさを調節する (減光)
e 該当するライトのボタンを希望の明るさになるま

で少なくとも 1 秒間押し続けてください。

インテリア ライトの ON / OFF の自動切り替え

e   e  設定 e 車両 e ライトと視界 e インテリ
ア ライト e ドアを開いている間作動させる。

暗い場合、インテリア ライトは以下の状況で ON にな
ります。
– 車両のロックが解除されている場合、またはドア

が開いている場合。
– イグニッションを OFF にした後で、運転席シート

ベルトが着用されていない場合。
インテリア ライトは以下の状況では、再び OFF になり
ます。
– すべてのドアを閉じた後。
– イグニッションを ON にした直後。
– 車両をロックした直後。
– ON になってから約 10 分後自動で。

インテリア ライトの遅延消灯が設定できます。

e   e  設定 e 車両 e ライトと視界 e インテリ
ア ライト e ライト遅延時間を設定

インテリア ライトの調節
明るさの調節

e   e  設定 e 車両 e ライトと視界 e インテリ
ア ライト e 明るさ

遅延消灯の設定

e   e  設定 e 車両 e ライトと視界 e インテリ
ア ライト e ライト遅延時間を設定

アンビエント ライトの調節
アンビエント ライトの ON/OFF の切り替え

1.   e  車両 e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  ライト ON を選択する。
アンビエント ライトが ON になっている。
アンビエント ライトが OFF になっている。

アンビエント ライトの色の設定

1.   e  車両 e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  色を選択する。
3. 希望のライトの色を設定してください。

アンビエント ライトの明るさ調節
車室内全体の明るさ設定

1.   e  車両 e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  全体の明るさを選択します。
3. 明るさを希望の値に設定してください。

車内の各エリアの明るさの設定

1.   e  車両 e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  ドア、センター コンソール、フットウェルまた
はリヤを選択します。

3. 明るさを希望の値に設定してください。
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チャイルド シート
一般的な安全に関する指示

チャイルド シートの誤った
使用

チャイルド シートを正しく使用しないと、重傷または
致命傷を負う危険があります。
チャイルド シートが車種に適していない場合、または
チャイルド シートが車両に正しく取り付けられていな
い場合、事故の際に保護効果を十分に発揮できません。
e チャイルド シートに付属の取扱説明書をよく読

み、注意事項を必ず遵守してください。
e フル バケット シートではチャイルド シートを使用

しないでください。
e チャイルド シートは使用する国の道路交通法規に

従って使用してください。
e ポルシェが推奨するチャイルド シートのみを使用

してください。 ポルシェ推奨のチャイルド シート
は、テストが実施されており、この車両のインテ
リアやお子様の体重グループに適するように調整
されています。 推奨外のチャイルド シートはテス
トされておらず、万一のときに負傷する危険性が
高まります。

e チャイルド シートを助手席で使用するときは、必
ず助手席エアバッグを OFF にしてから行ってくだ
さい。

g 48 ページの「チャイルド シートの正しい取り付
け」の章を参照してください。

ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製品のチャ
イルド シートを使用することを推奨いたします。取り
付け方法に関するインフォメーション：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

g www.porsche.com/tequipment

g 46 ページの「チャイルド シートの正しい取り付け
位置の徹底」の章を参照してください。

助手席のチャイルド シート

助手席エアバッグは、ある程度の体格と体重のある乗員
にのみ保護効果を発揮します。 チャイルド シートを助
手席に取り付けた場合、または乗員が小柄である場合、
助手席エアバッグが作動することにより重傷または致命
傷を負う危険があります。
e 後ろ向きに着座するタイプのチャイルド シートは

使用しないでください。フロント エアバッグが作動
した場合、お子様が致命傷または重傷を負う危険が
あります。

e チャイルド シートを助手席に取り付ける前に、助
手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうか
を必ず確認してください。

e 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

g 46 ページの「チャイルド シートの正しい取り付け
位置の徹底」の章を参照してください。
g 40 ページの「助手席エアバッグを OFF にする」の章
を参照してください。
e 身長 150 cm 未満または 12 歳未満の子供は、適

切なチャイルド シートがないと乗車することがで
きません。国別の法律を遵守してください。これ
らは異なる場合があります。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、シ
ート ヒーターを必ず OFF にしてください。

図. 31: エアバッグ警告ラベル

図. 32: サンバイザーのエアバッグ警告ラベル

e エアバッグ警告と警告標識付きラベル A (図. 32)
を除去したり、汚損したり、判読不能にしたりし
ないでください。

この章の説明は UN-R 14 または UN-R 145 の要件に
準拠しています。

チャイルド シートの正しい使用
このセクションは、1 つずつ遵守していただく必要のあ
る 3 つの項目に分けられています。
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e チャイルド シートを安全に取り付けるため、以下
の 3 つの項目すべてを注意深くお読みください。

1. 適切な体重およびサイズ グループのチャイルド シ
ートを使用してください。
g 44 ページの「適切な体重およびサイズ グルー
プのチャイルド シートの使用」の章を参照してく
ださい。

2. チャイルド シートは正しい取り付け位置で使用し
てください。
g 46 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け位置の徹底」の章を参照してください。

3. チャイルド シートを正しく取り付けてください。
g 48 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

適切な体重およびサイズ グループのチャ
イルド シートの使用
e 適切な体重およびサイズ グループに加えて、チャ

イルド シートが正しく取り付けられており、取り
付け位置が適切であることも確認してください。
g 46 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け位置の徹底」の章を参照してください。
g 48 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

図. 33: チャイルド シートの ECE ラベルの例

A サイズ グループ
B ｢汎用 (ユニバーサル)｣または｢準汎用 (セミ ユニバー

サル)｣マーク
C 体重グループ

e 準汎用 (セミ ユニバーサル) 認可のチャイルド シー
トの場合は、該当のチャイルド シートに付属す
る、またはインターネットで入手できる適合車種
一覧表を参照してください。

チャイルド シートの体重グループによる分類
グループ 0 および 0 + のお子様：13 kg まで (i-Size シ
ステム、ISOFIX システム、車両のシート ベルトによる
固定)
この体重グループのお子様は、後ろ向きに着座するタイ
プのチャイルド シートを必ず使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限りリヤ シート
に取り付けてください。

体重グループ I のお子様：9～18 kg (i-Size システム、
ISOFIX システム、または車両のシート ベルトによる固
定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。特別な状況
に限り、この体重グループのお子様は後ろ向きに着座す
るタイプの特別なチャイルド シートを使用することも
できます。このタイプのチャイルド シートは、可能な
限りリヤ シートに取り付けてください。

体重グループ II のお子様：15～25 kg (車両のシート ベ
ルトによる固定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。このタイプ
のチャイルド シートは、可能な限りリヤ シートに取り
付けてください。

体重グループ III のお子様：22～36 kg (車両のシート ベ
ルトによる固定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。このタイプ
のチャイルド シートは、可能な限りリヤ シートに取り
付けてください。

チャイルド シートのサイズ グループによる分
類
A ISO/F3：前向き、フルサイズ チャイルド シート
B ISO/F2：前向き、小型サイズ チャイルド シート
B1 ISO/F2X：前向き、小型サイズ チャイルド シート
B2 ISO/B2: バックレスト付き前向き i-Size ブースタ

ー シート
C ISO/R3：後ろ向き、フルサイズ チャイルド シート
D ISO/R2：後ろ向き、小型サイズ チャイルド シート
D1 ISO/R2X：後ろ向き、小型サイズ チャイルド シー

ト
E ISO/R1：後ろ向き、乳幼児用チャイルド シート
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F ISO/L1：左向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

G ISO/L2：右向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

バックレスト装備または非装備のブースター シート
ISO/B2：前向きチャイルド シート (バックレスト装備
または非装備のブースター シート)、減少幅 440 mm
ISO/B3：前向きチャイルド シート (バックレスト装備
または非装備のブースター シート)、全幅 520 mm

e チャイルド シートの適用範囲、および使用するチ
ャイルド シートのメーカーの取り付けおよび取扱
説明書を遵守してください。

体重およびサイズ グループの概要
この表は利用可能なチャイルド シート サイズの概要を
示しています。推奨する取り付け方法を示しているわけ
ではありません。

体重グループ チャイルド シ
ートの位置

サイズ グルー
プ /ISOFIX グ
ループ

グループ 0
0 ～ 10 kg

左向き F/L1

右向き G/L2

後ろ向き E/R1

グループ 0+
0 ～ 13 kg

後ろ向き

C/R3

D/R2

E/R1

グループ I
9 ～ 18 kg

前向き
A/F3

B/F2

体重グループ チャイルド シ
ートの位置

サイズ グルー
プ /ISOFIX グ
ループ

B1/F2X

後ろ向き
C/R3

D/R2

グループ II
15 ～ 25 kg

前向き —

グループ III
22 ～ 36 kg

前向き —

i-Size チャイル
ド シート

後ろ向き –/R2X

前向き –/B2, F2X

ブースター シ
ート

前向き –/B2, B3
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1. スポーツ シート プラスとアダプティブ スポーツ シート プラスでのみ許可されています。

チャイルド シートの正しい取り付け位置の徹底
e 適切な取り付け位置に加えて、チャイルド シート

が正しい体重およびサイズ グループで、正しく取
り付けられていることを確認してください。
g 44 ページの「適切な体重およびサイズ グループ
のチャイルド シートの使用」の章を参照してくだ
さい。
g 48 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

下表は、ECE-R16 規格に従ってチャイルド シートを使
用する方法の概要です。

図. 34: ISOFIX および i-Size のシンボル

A ISOFIX チャイルド シートのアタッチメントのシンボ
ル (国によって異なる)

B i-Size チャイルド シートのアタッチメントのシンボ
ル (国によって異なる)

i-Size および ISOFIX はチャイルド シート用の標準化さ
れたアンカー システムです。使用できるかどうかは国
によって異なります。ECE-R 129 および ECE-R 44 に
準拠して承認された ISOFIX チャイルド シートおよび i-
Size チャイルド シートは、i-Size のアンカー ポイント
に取り付けることができます。

図. 35: チャイルド シート取り付けのためのシート番号

A 左ハンドル車
B 右ハンドル車

シート ベルトによる固定 ISOFIX システムによる固定

シート番号に応じて許容される取り付け位置 1 3 3
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チャイルド シート取り付けのためのシート番号 1 31

シート ベルトによる固定 2 不可 可 3

ISOFIX の取り付け位置 3 不可 可 3 3

i-Size の取り付け位置 不可 不可

横向きのチャイルド シート 不可 不可

適切な後ろ向きチャイルド シートで最大のもの 不可 R23 3

適切な前向きチャイルド シートで最大のもの 不可 F23 3

適切なチャイルド シートで最大のもの (バックレスト装備または非装備のブースター シート) (B2/B3) 不可 B33 3

不可: シートはこのグループのチャイルド シートの取り付けに適していません。

チャイルド シートの体重とサイズ グループの説明、お
よび i-Size チャイルド シートとバックレスト装備また
は非装備のブースター シートの分類：

44 ページの「適切な体重およびサイズ グループのチャ
イルド シートの使用」の章を参照してください。

1. 助手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうかを必ず確認してください。
2. 可: 車両のシート ベルトによって固定する汎用タイプと準汎用タイプのチャイルド シートに対応。準汎用タイプのチャイルド シートの取り付けが可能かは、チャイルド シートに付属

しているタイプ一覧 (インターネットでも入手可能) を参照してください。
3. スポーツ シート プラスとアダプティブ スポーツ シート プラスでのみ許可されています。
4. 可: 汎用タイプと準汎用タイプの ISOFIX チャイルド シートに対応。準汎用タイプのチャイルド シートの取り付けが可能かは、チャイルド シートに付属しているタイプ一覧 (インター

ネットでも入手可能) を参照してください。
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助手席へのチャイルド シートの取り付けの概
要
汎用 (U) または「準汎用」 (L) 認定カテゴリーのチャイ
ルド シートを助手席に取り付ける場合、下記の表を使
用して、助手席エアバッグを OFF にする必要があるか
どうかを確認してください。
認定カテゴリーの詳細については、チャイルド シート
にあるオレンジ色の認証マークを参照してください。

X： シートはこのグループのチャイルド シー
トには適していません。

U / L： ｢汎用｣または｢準汎用｣認定カテゴリーのチ
ャイルド シートで、大人用シート ベルト
で固定され、このグループでの使用が認定
されているものに適しています。

グループ 助手席エアバッ
グ ON

助手席エ
アバッグ

OFF

グループ 0：
0 ～ 10 kg

X U/L

グループ 0+ ：
0 ～ 13 kg

X U/L

グループ I ：
9 ～ 18 kg
後ろ向き

X U/L

グループ I ：
9 ～ 18 kg
前向き

U/L U/L

グループ II ： U/L U/L

グループ 助手席エアバッ
グ ON

助手席エ
アバッグ

OFF

15 ～ 25 kg

グループ III ：
22 ～ 36 kg

U/L U/L

チャイルド シートの正しい取り付け
e チャイルド シートは、適切に取り付けることに加

えて、体重、サイズ グループ、および取り付け位
置が適切であることも確認してください。
g 44 ページの「適切な体重およびサイズ グループ
のチャイルド シートの使用」の章を参照してくだ
さい。
g 46 ページの「チャイルド シートの正しい取り付
け位置の徹底」の章を参照してください。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、シ
ート ヒーターを必ず OFF にしてください。

チャイルド シートの各種シートへの取り付け

図. 36: フル バケット シート

フル バケット シート (図. 36) ではチャイルド シートを
決して使用しないでください。
その他の種類のシートでは、推奨するチャイルド シー
トが使用できます。
g 61 ページの「シート」の章を参照してください。
g 44 ページの「適切な体重およびサイズ グループのチ
ャイルド シートの使用」の章を参照してください。

ベビー キャリア
サイズ カテゴリー F および G の左向きまたは右向きタ
イプのチャイルド シート (ベビー キャリアなど) は、ど
のシートにも使用できません。
ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製品のチャ
イルド シートを使用することを推奨いたします (例：
Porsche Babyseat ISOFIX G0+)。
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危険

情報

危険

じょしゅせきえあばっぐのおんおふ
助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、必ず助手席
エアバッグを再び ON にしてください。

図. 37: 助手席エアバッグを OFF にする

b イグニッションを OFF にする
1. グローブ ボックスを開いてください。
2. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ

さい。
g 27 ページの「キー」の章を参照してください。

3.

キー スイッチおよびエアバッグ システムが損傷す
る危険があります。
e エマージェンシー キーは必ず、キー スイッチ

にいっぱいまで押し込んでから回してくださ
い。
キー スイッチはさほど大きな力をかけなくて
も回せるはずです。

e 助手席エアバッグは、イグニッションが OFF
のときにのみ、ON または OFF に切り替えて
ください。

エマージェンシー キーをキー スイッチにいっぱい
まで押し込んでください。

4. エマージェンシー キーを回し、助手席エアバッグ
をオフ (スイッチ位置 OFF) またはオン (スイッチ
位置 ON) にしてください。

5. 助手席エアバッグの不意
の作動により重傷または
致命傷を負う危険

キー スイッチにエマージェンシー キーを挿入した
まま走行した場合、振動によってエマージェンシ
ー キーが不意に回転し、エアバッグが作動する恐
れがあります。
e エマージェンシー キーをキー スイッチに挿入

したまま走行しないでください。

エマージェンシー キーをキー スイッチから抜き取
ってください。

6. グローブ ボックスを閉じます。

表示 PASSENGER AIR BAG OFF/ON

図. 38: 助手席エアバッグ OFF/ON インジケーター

助手席エアバッグ OFF/ON インジケーターは、ルーフ
コンソールにあります。
OFF 2 ライト作動点検

イグニッションを ON にすると、ライト
作動点検のために PASSENGER AIR BAG
OFF/ON インジケーターが約 5 秒点灯し
ます。

2 助手席エアバッグ OFF
助手席エアバッグを OFF にすると、イグ
ニッションが ON のときやエンジンが作
動しているときは、PASSENGER AIR
BAG OFF インジケーターが継続的に点灯
します。
助手席エアバッグ ON
助手席エアバッグを ON にすると、イグ
ニッションが ON のときは PASSENGER
AIR BAG ON インジケーターが点灯し、
約 1 分後に消灯します。



50

エアコンおよび人間工学

危険 助手席エアバッグの故障と
作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PASSENGER AIR BAG OFF インジケ
ーターが点灯しない場合、システム故障の恐れがありま
す。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

車両シート ベルトを使用したチャイルド シー
トの取り付け
車両シート ベルトを使用したリヤ シートへのチャイ
ルド シートの取り付け
1. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す

るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

2. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
g 61 ページの「シート」の章を参照してくださ
い。

チャイルド シートの ISOFIX システムとの取り
付け
g 44 ページの「適切な体重およびサイズ グループのチ
ャイルド シートの使用」の章を参照してください。
g チャイルド シート システムに付属の取扱説明書をよ
く読み、注意事項を必ず遵守してください。

助手席シートへのチャイルド シートの ISOFIX システ
ムとの取り付け

図. 39: 助手席シートの ISOFIX アンカー システム

ISOFIX チャイルド シート アンカー ポイントのリテー
ニング ラグ A (図. 39) は、助手席のバックレストとシ
ートの間にあります。
1. グローブ ボックス内のエマージェンシー キーで、

助手席エアバッグを OFF にします。
🡆 ルーフ コンソールの助手席エアバッグ OFF 警

告灯が点灯します。
2. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。

g 61 ページの「シート」の章を参照してくださ
い。

3. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー
ニング ラグ A (図. 39) に固定してください。

4. チャイルド シートを引っ張って、両側のリテーニ
ング ラグに確実に固定されているか点検してくだ
さい。

5. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

助手席へのサポート レッグ付きチャイルド シートの
取り付け

図. 40: サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付け

1. チャイルド シートを ISOFIX アンカー システム
で、リテーニング ラグ A (図. 39) と共に正しく取
り付けます。
g 50 ページの「チャイルド シートの ISOFIX シス
テムとの取り付け」の章を参照してください。

2. チャイルド シート メーカーの指示に従って、サポ
ート レッグを位置決めします。

3. チャイルド シートが助手席に対して面一に取り付
けられているようにします。
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折り畳み式助手席シートへのトップ テザー付
きチャイルド シートの取り付け
g 48 ページの「チャイルド シートの各種シートへの取
り付け」の章を参照してください。
チャイルド シートは、サポート レッグの代わりにトッ
プ テザーで固定することもできます。
e チャイルド シートをトップ テザーと一緒に使用す

る場合、トップ テザーは助手席後方のリヤ シェル
フ上の固定位置に取り付ける必要があります。

図. 41: チャイルド シートのトップ テザーとの取り付け

1. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
2. 運転席シートを最後部位置に調整します。

g 61 ページの「シート」の章を参照してくださ
い。

3. トップ テザーの長さを最大長に調整します。
4. チャイルド シートを ISOFIX アンカー システム

で、リテーニング ラグ A (図. 39) と共に正しく取
り付けます。

g 50 ページの「チャイルド シートの ISOFIX シス
テムとの取り付け」の章を参照してください。

5. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

6. 運転席シートに膝をつき、助手席後方のリヤ シェ
ルフ上のアンカー ポイントに届くようにします。

図. 42: アンカー ポイントへのトップ テザーの固定

7. トップ テザーを助手席後方のリヤ シェルフ上のア
ンカー ポイントに固定します。

8. トップ テザーがねじれていないことを確認してく
ださい。

9. チャイルド シート メーカーの指示に従って、トッ
プ テザーを締め付けます。
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エアコン システム (2 ゾーン エアコン)
概要
この概要説明は、｢エアコン システム (2 ゾーン エアコ
ン)｣に記載された包括的な説明に代わるものではありま
せん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」
および「警告」を必ずお読みください。

エアコン システムは、PCM およびセンター コンソール
のボタンで調整することができます。

g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

図. 43: エアコンの概要

希望する操作 操作方法 操作箇所

フロント ウィンドウ デフロスター e ボタン A (図. 43) を押してください。 g P. 57

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーターを
ON にする

e ボタン B (図. 43) を押してください。 g P. 57

手動で内気循環モードを ON にする 国によっては、内気循環モードはセンター コンソールのボ
タンまたは PCM タッチ ディスプレイを使用して切り替え
ることができます。
e ボタン C (図. 43) を押してください。

– または –

e  e  エアコン  e 空気質 e  

g P. 54
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希望する操作 操作方法 操作箇所

A/C MAX モード (最大空調) を ON にする 国によっては、A/C MAX モードはセンター コンソールの
ボタンまたは PCM タッチ ディスプレイを使用して切り替
えることができます。
e ボタン C (図. 43) を押してください。

– または –

e  e  エアコン  e A/C 最大

g P. 54

オート モードを ON にする e ボタン D(図. 43) を押してください。 g P. 54

温度の設定 e 左側はボタン E (図. 43) 、右側は G (図. 43) を、上
(温度を上げる) または下 (温度を下げる) に押してくだ
さい。

g P. 54

送風量を手動で設定する e ボタン F (図. 43) を上 (強くする) または下 (弱くする)
に押してください。

g P. 54

オート モードで風量を設定する e  e  エアコン  e g P. 54

送風口を手動で切り替える e  e  エアコン  e 、  または g P. 54

フットウェル温度の設定 e  e  エアコン  e g P. 54

アッパー換気パネルの調節 e  e  エアコン  e g P. 54

作動原理
オート モードでは、さまざまな環境条件 (車室内の温
度、日射量、空気の状態など) に応じて、エアコン シス
テムが温度、送風口、送風量を全自動で調節します。
エアコン システムの設定を手動で調整すると、オート
モードが直ちに解除されます。 ただし手動操作で変更
しなかった機能については、自動制御を継続します。

エアコン システムは、センター コンソールのボタンお
よび PCM タッチ ディスプレイで操作することができま
す。
エアコン システムは、ウィンドウを閉じた状態で最も
効果的に作動します。
車内に熱がこもっている場合：
e ウィンドウを開けて車内を短時間換気します。

外気温度および湿度によっては、除湿した水分により車
両下部に水たまりができることがあります。 これは正
常な状態であり、故障ではありません。
バッテリー電圧が低すぎると、最初エアコン機能が制限
され、その後 OFF になります。
エンジンの負荷が大きくなると冷房機能が一時的に
OFF になり、エンジンの過熱を回避します。 外気温度
が約 2 °C を下回ると自動的に OFF になり、このときは
手動操作でも ON にできません。
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温度を一時的に低くまたは高く設定しても、車内が設定
温度まで下がる、または上がる時間が短くなるわけでは
ありません。

2 ゾーン エアコン
温度は、左と右のエアコン ゾーンで個別に設定できま
す。 送風口、エアコンの種類、およびフットウェル温
度は、車室内全体に対して設定できます。

エアコンの ON/OFF の切り替え
エアコンは、車内全体に対して ON/OFF の切り替えが
できます。

e   e  エアコン  e OFF
🡆 センター コンソールのエアコン ディスプレ

イに A/C OFF と表示され、外気導入による
送風が停止して、エアコン システムが OFF
になります。

オート モードを ON にする
エアコン ゾーンはオート モードに切り替えることがで
きます。

e エアコン コントロール パネルの  ボタンを
押してください。
🡆 ボタンの  シンボルが点灯します。

温度、風量および送風口が自動的に制御され
ます。

必要であれば、他の機能ボタンによりオート モードの
制御を手動調節できます。 手動で設定を変更すると、
その機能の設定を再度変更するか、または  ボ
タンを押すまで設定が維持されます。

冷房機能の ON/OFF の切り替え
冷房機能は空気を冷却し、乾燥させます。

オート モードでは、冷房機能が常に ON になります。
冷房の出力は自動制御されます。

e   e  エアコン  e A/C
🡆 冷房機能は ON または OFF に切り替えるこ

とができます。

最大冷房出力の ON/OFF の切り替え - A/C
MAX モード
A/C MAX モードでは、最大出力で車内が冷却されま
す。
一部の地域では、 A/C MAX モードの ON/OFF をセン
ター コンソールのボタンおよび PCM タッチ ディスプ
レイを使用して切り替えることができます。

図. 44: 最大冷房出力

e エアコン コントロール パネルの  ボタンを押し
てください。
🡆  ボタンが赤色に点灯するか、消灯します。

A/C MAX モードが ON または OFF です。

– または –

e   e  エアコン  e A/C MAX
🡆 A/C MAX モードが ON または OFF です。

エアコン システムの操作
温度の設定

図. 45: 温度設定および送風量調節

A エアコン ディスプレイで該当するエアコン ゾーンの
温度およびインジケーターを調節する

B エアコン ディスプレイで風量およびインジケーター
を設定する

各空調エリアの温度は 16.5 ℃ ～ 29 ℃の範囲で選択で
きます。
推奨：冷房機能 (エアコン) が ON の状態で 22 ℃。
設定した温度が、センター コンソールのエアコン ディ
スプレイに表示されます。
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情報

温度を上げる / 下げる
e 該当するエアコン ゾーンのボタン A 

(図. 45) を上方向または下方向に押してください。
センター コンソールのエアコン ディスプレイに LO ま
たは HI が表示された場合は、エアコンの作動は最大の
冷房または暖房になっています。ボタン  は ON
のままで、ファンが調節されます。
g 56 ページの「車両全体のエアコン設定の調節 –
SYNC モード」の章を参照してください。

風量を設定する
設定した風量が、センター コンソールのエアコン ディ
スプレイのボタン  の上部にバー ディスプレイで表示
されます。バーの数が多くなるほど、車室内への風量が
多いことを示します。
送風量を上げる / 下げる
e  ボタンを上方向または下方向に押してくださ

い。
 ボタンを押すと、オート モードに戻ります。

風量を最小にすると、エアコン ディスプレイに OFF と
表示され、外気導入による送風が停止し、エアコン シ
ステムが OFF になります。

風量 OFF による視界の低
下

風量設定を OFF にすると、ウィンドウが曇りやすくな
ります。
e 風量を再び強くしたい場合、  ボタンを上方向に

押すか、オート モードに戻してください。

エア ベントの調整

図. 46: エア ベントの調整

エア ベントを損傷する恐れがあります。
e 携帯電話クレードルやプラグイン式のエア フレッ

シュナーなど、エア ベントには何も挟まないでく
ださい。

エア ベントの開閉
e エア ベントのダイヤルを上方向または下方向に回

してください。
風向の変更
e ルーバーの角度を調節して希望の方向に風を送る

ことができます。

送風口を調節する
フロントの送風口の調節

1.   e  エアコン  
2. 送風口の選択：

フロント ウィンドウおよびサイド ウィンドウへの
送風を開始します。
中央および左右エア ベントからの送風を開始しま
す。
フットウェルへの送風を開始します。

アッパー換気パネルの調節

図. 47: アッパー換気パネルの調節

ダッシュボード上にあるベンチレーション パネルは、
個別に ON/OFF を切り替えることができます。送風方
向は手動で水平方向に調節できます。エアコン システ
ムは送風量を自動的に調整します。
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送風の ON/OFF の切り替え

e   e  エアコン  e
🡆 機能が ON になると、アイコンが赤色に変わりま

す。
風向の変更
e ルーバーの角度を調節して希望の方向に風を送る

ことができます。

エアコンの種類の設定
オート モードでは、車室内全体に対して 3 段階で風量
を調節できます。

1.   e  エアコン  e
2. 希望するエアコンのタイプを選択します。

フットウェル温度の設定
フットウェル温度は車室内全体の温度よりも低く設定で
きます。

1.   e  エアコン  e
2. 希望するフットウェル温度を選択します。

自動内気循環の ON/OFF の切り替え
自動内気循環モードでは、空気の状態に応じて自動的に
外気導入と内気循環を切り替えます。外気温度が約
5 ℃を下回ると、ウィンドウの曇りを防止するため、内
気循環モードが自動的に停止します。

e  e  エアコン   e 空気質 e
🡆 機能が ON になると、アイコンが赤色に変

わります。

内気循環モードの ON/OFF の手動切り替え
手動内気循環モードでの視
界の低下

手動内気循環モードを長時間 ON にすると、ウィンドウ
が曇る恐れがあります。 外気が導入されないため、倦
怠感を引き起こし、集中力が低下する恐れがあります。
e 手動内気循環モードは長時間 ON にしないでくだ

さい。

一部の国では、内気循環モードの ON/OFF はセンター
コンソールのボタンまたは PCM タッチ ディスプレイを
使用して切り替えることができます。

手動で内気循環モードを ON にする

図. 48: ないきじゅんかんもーどのおんおふ

e  ボタンを押してください。
🡆 内気循環モードを ON にすると、  ボタ

ンが赤く点灯します。
– または –

 e  エアコン   e 空気質 e
🡆 機能が ON になると、アイコンが赤色に変

わります。

手動で内気循環モードを OFF にする
e  ボタンを押してください。

– または –
 ボタンを押してください。

– または –

 e  エアコン   e 空気質 e

車両全体のエアコン設定の調節 – SYNC モード

e  e  エアコン   e 同期
🡆 機能が ON になると、アイコンが赤色に変

わります。
SYNC モードが ON になると、助手席側エ
アコン ゾーンの表示値が運転席の値に変わ
ります。

ドライバーが一人で乗車する場合の推奨エアコン設定
e 車室内の快適性を最大限に高めるには、PCM で

SYNC モードを ON にしてください。
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フロント ウィンドウ、リヤ ウィンドウ、
ミラー ヒーターの操作
フロント ウィンドウ デフロスター

図. 49: フロント ウィンドウ デフロスター

デフロスト モードを ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンがオレンジ色に点灯します。
フロント ウィンドウおよびフロント サイド ウ
ィンドウへの送風を開始します。
フロント ウィンドウの曇りや霜を素早く取り
除きます。

デフロスト モードを OFF にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのオレンジ色ライトが消灯します。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒ
ーターの ON/OFF を切り替える

図. 50: リヤ ウィンドウ ヒーター / ドア ミラー ヒーター ボタン

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーター
を ON にする
b エンジンが作動している。
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンがオレンジ色に点灯します。
外気温度によって、約 5～20 分後にリヤ ウィンドウ ヒ
ーター / ドア ミラー ヒーターのスイッチが自動的に
OFF になります。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーター
を OFF にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのオレンジ色ライトが消灯します。

ステアリング ホイール
ステアリング ホイールの調節

運転中のステアリング ホイ
ールの調節

走行中にステアリング ホイールを調節すると、ステア
リング ホイールが必要以上に移動する可能性がありま
す。 運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中はステアリング ホイールの調節を行わない

でください。

ステアリング ホイールの手動調節

図. 51: ステアリング ホイール調節レバー

1. レバーを下方 (ドライバーから離れる方向) に回転
させてください。

2. ステアリング ホイールを垂直および平行に動か
し、ステアリング ホイールの位置をバックレスト
の傾斜や着座位置に合わせます。
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3. ステアリング ホイールが確実に固定されるまで、
レバーをドライバーに向かって元の位置まで戻し
てください。

マルチファンクション ステアリング ホイ
ールによるインストルメント クラスター
の操作
インストルメント クラスターの操作に関する詳細情
報：
g 103 ページの「インストルメント パネルの操作」の
章を参照してください。

パーソナル設定
機能
コンフォート設定を自動的に保存して呼び出すための個
別のアカウントを PCM で作成できます。

パーソナル設定の保存と呼び出し
イグニッションを OFF にすると、その時点での設定が
PCM により自動的にアカウントに保存され、使用した
キーと関連付けられます。 ドアのロックを解除する
と、設定がキーにより自動的に呼び出されます。 複数
の人が車両を使用する場合、各自で別個にアカウントと
キーを使用することをお勧めします。 必要であれば、
アカウントを手動で変更できます。

インフォメーション

車両の損傷を防ぐために、個々の機能をカスタマイズす
ることはできません。

コンフォート設定の保存と呼び出し
コンフォート設定の保存
e イグニッションを OFF にすると、事前にした設定

は自動的に PCM のアカウントに保存されます。

コンフォート設定の呼び出し
e 車両をロック解除します。

🡆 アカウント設定が呼び出されます。
–または–

b 車両が停止している状態。
1. PCM でアカウントを切り替えます。
2. すべての設定が適用されるまで待ちます。
設定のロードが中断された場合：

e  PCM でドライバーを有効にするを選択します。

アカウントを管理する
PCM で最大 7 つのアカウントを登録および管理できま
す。1 つのゲスト アカウントが利用可能です。これは
削除できません。
PCM の初回起動時にはセットアップ アシスタントが表
示され、PCM 設定のための重要なステップが案内され
ます。最初のアカウントを正しく作成するために、セッ
トアップ アシスタントを完全に実行することをお勧め
します。アカウントを設定して使用するには、ポルシェ
ID (Porsche Connect ユーザー) が必要です。g 156 ペ
ージの「 ポルシェ コネクト」の章を参照してくださ
い。
イグニッションを ON にした直後、およびイグニッショ
ンが ON のときはいつでも PCM を使用して、インスト
ルメント クラスターから登録済みアカウントを切り替
えることができます。
キーを使用するとドライバーを自動的に検出します。キ
ーは必ず作動中のアカウントに自動的に割り当てられま
す。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。
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危険

危険

シート ベルト
シート ベルトの正しい使用方法

シート ベルトを着用してい
ない、または正しく使用し
ていない

シート ベルトを着用していないと、事故の際に保護効
果を発揮できません。シート ベルトを正しく着用して
いない場合、事故の際に負傷する危険が高まります。
e 安全のため、すべての乗員がシート ベルトを着用

するよう義務付けられています。
e 1 本のシート ベルトを同時に 2 人で使うことは絶

対に避けてください。
e だぶついた衣服やかさばる衣服 (ジャケットなど)

は、シート ベルトを正しく装着できない上に動き
が制限されるので、乗車時には脱ぐようにしてく
ださい。 

e 硬い物や壊れやすい物 (メガネ、ボールペン、携帯
電話など) の上からシート ベルトを締めないでくだ
さい。衝突の際に怪我をする危険性が高くなりま
す。

e シート ベルトがねじれていないか、ゆるんでいな
いかを確認してください。

e また、運転者はこの章で説明している内容を、す
べての乗員の方に理解してもらってください。

e すべてのお子様に適切なチャイルドシートを使用
してください。

e 身体の上半身と腰が前方にスライドしないよう、
シートベルトを身体の正しい位置に着用してくだ
さい。シートベルトを正しい位置に着用しない
と、事故の際に重傷を負う可能性があります。

e 肩のストラップは必ず上半身に当てる必要があり
ます。肩のストラップは背中の後ろや腕の下にく
るように着用しないでください。

e 最大限の効果を得るため、腰のベルトが腰の低い
位置に当たるように着用してください。

e 妊娠中の方の場合、シート ベルトは骨盤の上ので
きるだけ低い位置に着用する必要があります。腹
部の圧迫を避けるようにしてください。

e ベルト ストラップの損傷を防ぐため、シート ベル
トが鋭利なものに擦れることがないようにしてく
ださい。

損傷したシート ベルトを使
用した場合

損傷したシート ベルト、強い負荷のかかったシート ベ
ルト、または摩耗したシート ベルトは、事故の際に保
護効果を十分に発揮できません。
シート ベルト プリテンショナー システムは 1 回しか作
動できません。作動した場合、早急に交換してくださ
い。
e すべてのシート ベルトを定期的に点検し、ベルト

の帯が損傷していないか、またシート ベルト バッ
クルと取り付け部が正常に機能することを確認し
てください。

e シート ベルトは清潔に保つ必要があります。 そう
しないと、リトラクター ローラーが正しく機能し
ない場合があります。

e シート ベルト バックルは汚れないように保護し、
清潔に保ってください。

e 損傷していたり、事故によって大きな負荷がかか
ったりしたシート ベルト、および作動したシート
ベルト プリテンショナー システムと挟み込み防止
機能は、早急に交換してください。

e さらに、シート ベルトのアンカー部分についても
点検してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e シート ベルトを使用しないときは、汚れや損傷を
防ぐために完全にリトラクターに巻き取らせてく
ださい。

e 清掃後は、シート ベルトが乾くまでリトラクター
に巻き取らないでください。

e シート ベルトを染めたり漂白したりしないでくだ
さい。

g 187 ページの「車両のお手入れ」の章を参照してく
ださい。
この章の説明は UN-R 14 と UN-R 16 の要件に準拠し
ています。

シートベルト プリテンショナー
シートベルト プリテンショナーは、事故時の衝撃の大
きさに応じて作動します。
シートベルト プリテンショナーの作動条件：
– 車両の前方および後方からの衝突時。
– 車両の側面からの衝突時。
– 車両が横転した場合。

インフォメーション

シートベルト プリテンショナーが作動すると、煙が発
生する場合があります。しかし、この煙は必ずしも車両
火災の兆候ではありません。



60

エアコンおよび人間工学

シート ベルトの着用と取り外し
シート ベルトを着用する

図. 52: シート ベルトを着用する

インフォメーション

シート ベルトは、次のような場合に引っかかる場合が
あります。
− 車両が傾いている。
− シート ベルトが急激に引き出された場合。
− 加速時または減速時、コーナリング時または登坂

時。

1. 自然な姿勢で安全に運転できる位置に着座してく
ださい。

2. シート ベルトが常に上半身に当たり肩の中央を横
切るように、バックレストを調節します。

3. シート ベルトのバックル プレートをつかみ、ゆっ
くり連続した動きでベルトを引き出し、胸とひざ
に回します。

4. シート ベルトのバックル プレートを、シートの内
側の適切なベルト バックルにカチッと音がするま
で確実に差し込みます。

5. シート ベルトが引っかかったり、ねじれたり、鋭
利な物に擦れたりしないように注意してくださ
い。

6. 腰ベルトは必ず腰の低い位置 (骨盤) にぴったりと
かかるように確認してください。 そのため、シー
ト ベルトを装着した後、肩ベルトを上に引っ張っ
てください。
妊婦： 腰ベルトをできる限り低い位置まで下げて
骨盤部を横切るように調節し、腹部の圧迫を避け
るようにしてください。

7. 走行中も肩ベルトを定期的に引き上げ、腰ベルト
がゆるまないようにしてください。

ベルト バックルを解除してシート ベルトを外
す

図. 53: シート ベルトを外す

1. シート ベルトのバックル プレートを手で持ちま
す。

2. ベルト バックルにある赤いボタンを押します。
3. シート ベルトのラッチをシート ベルト引き出し口

の約 7 cm 下に移動させ、プラスチック スライド
をシート ベルトのラッチの下まで押し上げます。
プラスチック スライドがシート ベルト ラッチを手
の届きやすい位置で保持します。

シート ベルト警告灯および警告メッセー
ジの確認

図. 54: インストルメント クラスターのシート ベルト ステータ
ス表示

イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに赤色の警告シンボル A が点灯し、運転席
側および助手席側 (乗員が座っている場合) のシート ベ
ルトが着用されるまで点灯し続けます。
さらに、インストルメント クラスターに警告シンボル
が表示されます。
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警告

注意

情報

速度が約 24 km/h を超えると、運転席側および助手席
側 (乗員が座っている場合) のシート ベルトが着用され
ていない場合、インストルメント クラスターに赤色の
警告シンボル A が点滅し、警告音が鳴ります。

シート
シートの調節
適切なシート位置の選択
正しいシート位置は、安全で疲れにくい運転に重要な要
素です。 運転席シート位置を個別に調節するには、以
下の手順を実施してください。

1. 頭上の空間に十分余裕があり、周囲がよく見える
高さにシートの高さを調節してください。

2. ペダルをいっぱいに踏んだ時に足が伸び切らない
ように、かつ靴の裏がペダルの表面全体に接触す
るように、シートの前後位置を調節してくださ
い。

3. ステアリング ホイールの上部を握ってください。
バックレストの角度とステアリング ホイールの位
置は、肘が少し曲がる位置に調節してください (フ
ル バケット シートを除く)。 このとき、肩をバッ
クレストに預けられる位置に調節してください。

4. 必要であればシートの前後位置を調節します。

ヘッドレスト
この車両は 2 シーターです。 運転席と助手席にはヘッ
ドレストが装備されています。 運転席と助手席のヘッ
ドレストは調節できません。

シートの調節
走行中のシート調節

走行中にシートを調節すると、シートが予期した以上に
移動する恐れがあります。 運転操作を誤る恐れがあり
ます。
e 走行中にはシートを調節しないでください。

シート調節

シート位置を調節するときに、シートが動く範囲に人や
動物がいると、身体の各部が圧迫されたり挟まれたりす
る危険があります。
e シートが動く範囲に人や動物がいないことを確認

してからシート位置を調節してください。

ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーなどを損傷
する恐れがあります。
e ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーとの

間に十分なスペースを確保してからシート位置を
調節してください。

インフォメーション

ISOFIX チャイルド シート装備車両では、チャイルド シ
ートを助手席で使用した場合、助手席バックレストの調
節範囲が制限されます。

g 43 ページの「チャイルド シート」の章を参照してく
ださい。
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危険

スポーツ シート プラスの調節

図. 55: スポーツ シート プラスの調節

1 シートの高さ調節
2 バックレストの角度調節
3 シートの前後調節

e 各スイッチ 1 または 2(図. 55) を矢印方向に押し
て、希望のシート位置、またはリミット位置まで
調節してください。

e ロック レバー 3(図. 55) を引き上げ、シートを希
望の前後位置に移動させてからレバーを放してく
ださい。
シートがしっかり固定されていることを確認して
ください。

フル バケット シートの調節

図. 56: フル バケット シートの調節

1 シートの前後調節
2 シートの高さ調節

チャイルド シートの使用

フル バケット シートでのチャイルド シートの使用は、
重傷または致命傷を負う危険があります。
フル バケット シートでチャイルド シートを使用する
と、事故の際に保護効果がありません。
e フル バケット シートではチャイルド シートを使用

しないでください。

e ロック レバー 1(図. 56) を引き上げ、シートを希
望の前後位置に移動させてからレバーを放してく
ださい。

シートがしっかり固定されていることを確認して
ください。

e スイッチ 2(図. 56) を矢印の方向に押して、希望の
シート位置、またはリミット位置まで調節してく
ださい。

アダプティブ スポーツ シート プラスの調節

図. 57: アダプティブ スポーツ シート プラスの調節

1 シートの角度調節
2 シートの高さ調節
3 サイ サポートの調節
4 シート クッションのサイド ボルスターの調節
5 シート バックレストのサイド ボルスターの調節
6 シートの前後調節
7 バックレストの角度調節
8 ランバー サポートの調節

e 各スイッチを矢印の方向に押して、希望のシート
位置、または停止位置まで調節してください。
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警告

バックレストを倒す

図. 58: バックレストを倒す

e バックレストの側面にあるループを引き上げて、
バックレストを前方に倒してください。

バックレストを垂直位置に調節する
バックレストが固定されて
いない

シートのバックレストが固定されていないと怪我を負う
危険があります。
e シート バックレストを後方へ倒した場合、固定さ

れていることを確認してください。

e バックレストを接続音が聞こえるまで起こしてく
ださい。
シート ベルトを挟み込んでいないことを確認して
ください。

シート ヒーターを ON/OFF にする
シート ヒーターは電気で作動します。 シート ヒーター
は、シート表面およびバックレストのヒーター エレメ
ントを暖めます。

図. 59: シート ヒーターを ON/OFF にする

シート ヒーターを ON にする
b エンジンが作動している。
e ボタン A(図. 59) を必要に応じて繰り返し押しま

す。
🡆 点灯しているインジケーター ライトの数によ

って、選択されているヒーティング レベルが
示されます。

シート ヒーターを OFF にする
e ボタン A をインジケーター ライトが消灯するまで

(必要に応じて繰り返し) 押してください。

インフォメーション

車内の温度が高いときはシート ヒーターを使用できま
せん。
バッテリー電圧が低すぎると、シート ヒーターの作動
が制限され、その後 OFF になります。

シート ヒーターを調節する
シート ヒーターについて、シートとバックレストのバ
ランスを設定することができます。

1.   e  車両 e コンフォート e 運転席 / 助手
席 e ヒートバランス

2. バランスを設定します。
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情報

警告

注意

情報

情報

サンバイザー
サンバイザーの使用
サンバイザーの調節

図. 60: サンバイザーの調節

e サンバイザーを手で下げて、正面方向からの直射
日光を遮ってください。

e 横から眩しい光が入る場合は次のことを行ってく
ださい。 内側のブラケットからサンバイザーを外
して回転させ、サイド ウィンドウ側にセットして
ください。

バニティー ミラーを開く

図. 61: バニティー ミラーを開く

バニティー ミラーのカバーを損傷する恐れがありま
す。
e カバーを全開位置から無理に開かないでくださ

い。

e サンバイザー内側にあるバニティー ミラーのカバ
ーを開きます。
🡆 バニティー ミラーのライトが点灯します。

ミラー
ドア ミラーの使用

ドア ミラーに周囲がゆがん
で映るため、交通状況を正
しく評価できないことがあ
ります

凸面形ミラーでは、車両や物が小さく写るため、実際の
距離よりも遠く感じられます。 走行状況を正しく評価
できず、事故につながる場合があります。
e 後続車との距離を判断するときや、後退して駐車

するときなどは、歪みを念頭に置いてください。
e 距離の判断はルーム ミラーと併用して行ってくだ

さい。

電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性がありま
す この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあり
ます。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間に
取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。

洗車機で洗車を行う場合にドア ミラーを損傷する恐れ
があります。
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e 洗車機を使用する前にドア ミラーを格納してくだ
さい。

図. 62: ドア ミラーの操作

A 左ドア ミラーの選択
B 右ドア ミラーの選択
C ドア ミラーの調節
D ドア ミラーの格納および復帰 (装備により異なる)

ドア ミラーの調節

図. 63: ドア ミラーの調節

b 作動待機が ON になっている。
– または –
イグニッションを OFF にして、運転席ドアまたは
助手席ドアをまだ開けていない状態 (最大 10 分以
内)。

1. 左ドア ミラーはボタン A(図. 62)、右ドア ミラー
はボタン B(図. 62) を押します。
選択したボタンの  シンボルが赤色に点灯して
いる間は、該当するドア ミラーの角度を調節でき
ます。

2. 調節ボタン C(図. 63) を操作して、ドア ミラーの
角度を希望の位置に調節してください。

電動機能が故障した場合
e ミラーの表面を押してミラーを調節します。

ドア ミラーの格納および復帰

図. 64: ドア ミラーの格納および復帰

ドア ミラーの手動格納
e ミラー ハウジングを手でいっぱいまで上方に回転

させてください。
ドア ミラーの手動復帰
e ミラー ハウジングを手でいっぱいまで下方に回転

させてください。

ドア ミラーの電動格納および復帰 (装備により異な
る)
b 約 50 km/h の最高速度。
e ボタン D(図. 62) を押します。

🡆 両方のドア ミラーが格納または復帰します。
電動格納機能が故障した場合
e ドア ミラーを手で格納または復帰してください。
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車外からのドア ミラーの格納および復帰
車両がロックされるときに、ドア ミラーを格納するこ
とが可能です。

e キーの  ボタンを少なくとも 1 秒間押し続けてく
ださい。
🡆 ドア ミラーが格納されます。

ドア ミラーの自動復帰
e イグニッションを ON にします。

🡆 ドア ミラーが自動的に復帰します。

ドア ミラーの自動格納および復帰 (装備により
異なる)
ドア ミラーの自動格納および復帰機能は PCM で調節可
能です。

機能を作動させる

e   e  設定 e 車両 e ロック e 格納ミラー

ドア ミラーの自動格納
b 機能が作動しています。
e 車両をロックします。

🡆 ドア ミラーが自動的に格納されます。

ドア ミラーの自動復帰
b 機能が作動しています。
e イグニッションを ON にします。

🡆 ドア ミラーが自動的に復帰します。

インフォメーション

ボタン D(図. 62) を押して手動でドア ミラーを格納した
場合は、イグニッションを ON にした後、自動的に復帰
しません。

ミラーの防眩機能
ドア ミラーの自動防眩機能の ON/OFF
ルーム ミラーの自動防眩機能の切り替えに合わせて、
ドア ミラーの防眩機能が作動します。
g 66 ページの「ルーム ミラーの自動防眩機能の ON/
OFF」の章を参照してください。

ルーム ミラーの手動防眩

図. 65: ルーム ミラーの手動防眩

ミラーを調節するときは、防眩機能のレバー A(図. 65)
を車内側に向けてください。
e 通常位置 – レバーを車内側に向けます。
e 防眩位置 – レバーをフロント ウィンドウ側に向け

ます。

ルーム ミラーの自動防眩機能の ON/OFF

図. 66: ルーム ミラーの自動防眩機能

自動防眩機能を ON にする
e ボタン B(図. 66) を押します。

🡆 インジケーター ライト A(図. 66) が点灯しま
す。
光の強さに応じて防眩機能が自動的に作動
し、ルーム ミラーが暗くなったり、明るくな
ったりします。

インフォメーション

リバース ギヤに入れた場合、またはインテリア ライト
が点灯している場合は、ルーム ミラーの自動防眩機能
は作動しません。

自動防眩機能を OFF にする
e ボタン B を押してください。

🡆 インジケーター ライト A が消灯します。
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注意

情報

電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性がありま
す この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあり
ます。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間に
取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。
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警告

運転 / ドライバー アシスタンス
発進アシスタント
一般的な安全に関する指示

車両コントロールの喪失

発進アシスタントが装備されていても、車両の物理的限
界を超えて車両をコントロールすることはできません。
発進アシスタントを使用する場合でも、勾配での停止お
よび発進の責任はドライバーにあります。
発進アシスタントは、滑りやすい路面 (凍結路やぬかる
みなど) で停止および発進するときは役立たないことが
あります。 この場合、発進時に車両がスリップする恐
れがあります。
発進アシスタントが作動しない場合、ドライバーは坂道
での発進時に支援を受けられなくなります。
e 常に路面状況や車両負荷に応じた適切な運転を心

がけてください。 必要に応じてフット ブレーキを
使用してください。

e フット ブレーキをかけて停車してください。

発進アシスタントを使用した発進操作
発進アシスタントにより坂道で発進しやすくなります。
この機能により、車両の思わぬ後退を自動的に防ぎま
す。

b エンジンが作動している。
1. 坂道では、フット ブレーキをかけて停車してくだ

さい。
2. マニュアル トランスミッション装備車：

クラッチ ペダルをいっぱいに踏み込んでくださ
い。

3. マニュアル トランスミッション装備車： 坂道を登
るために適切なギヤに変速します (1 速またはリバ
ース ギヤ)。
PDK 装備車： 上り坂走行の場合はセレクター レバ
ーを D または R の位置にしてください。またはセ
レクター レバーが M の位置で 1 速にシフトしてく
ださい。

4. フット ブレーキを放してください。
このとき発進アシスタントが作動して、車両は坂
道での停車状態を維持し、後退を防ぎ、発進を容
易にします。

5. 通常の操作で車両を発進させてください。

インフォメーション

− 勾配で車両を保持するためにエレクトリック パー
キング ブレーキを使用する場合でも、通常操作で
発進することができます。 エレクトリック パーキ
ング ブレーキは始動要求を検出し、自動的に解除
されます。

− ドライバーが運転席シート ベルトを外し、運転席
ドアを開いた場合、エレクトリック パーキング ブ
レーキが自動的に作動します。

g 72 ページの「エレクトリック パーキング ブレー
キ」の章を参照してください。

インフォメーション

次のような場合は、発進アシスタントは機能しません。
− クラッチを踏んでいないとき (マニュアル トランス

ミッション装備車)
− セレクター レバーが N の位置にあるとき (PDK 装

備車)
− 車両が停止していないとき
− エンジンが作動していないとき
− 坂道の勾配率が 5 % 以下のとき
− ブレーキ ペダルの踏力が弱すぎるとき

オート スタート / ストップ機能
オート スタート / ストップ機能
たとえば、信号待ちや渋滞などで停車した場合、エンジ
ンを自動で停止するためのすべての条件が満たされる
と、オート スタート / ストップ機能が作動してエンジ
ンが自動停止します。 これにより燃料の消費を節減し
ます。 エンジンが自動停止しているときもイグニッシ
ョンは ON の状態のままで、 すべての安全機能が作動
可能な状態になっています。
エンジンを自動停止するための条件
b オート スタート / ストップ機能が ON になってい

る。
b エンジン、トランスミッション、エアコンが作動

温度に達している。
b 前回エンジンが自動停止してから、車両を徐行運

転した。
PDK 装備車
b ブレーキ ペダルが踏み込まれている
b セレクター レバーが D、N の位置にある、または

トランスミッション レンジ 1 または 2 が手動選択
されている。
– または –
運転席ドアが閉じている状態で、セレクター レバ
ーが P の位置にある。

マニュアル トランスミッション装備車
b シート ベルトを着用し、運転席ドアが閉じられて

いる。
b シフト レバーがニュートラル位置で、クラッチ ペ

ダルを踏んでいない。
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エンジンの自動停止および自動始動
マニュアル トランスミッション装備車
エンジンの停止
1. フット ブレーキを踏んで車両にブレーキをかけて

ください。
2. ギヤ シフト レバーをニュートラル位置に動かしま

す。
3. クラッチ ペダルから足を放してください。
🡆 エンジンが停止します。

エンジンの始動
b シート ベルトを着用している。
b 運転席ドアを閉じている。
e クラッチ ペダルを踏み込んでください。
🡆 エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進で

きます。

インフォメーション

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下で、
エンジンが自動的に始動する場合もあります。 シフト
レバーはニュートラル位置になっている必要がありま
す。 場合により、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促
すメッセージがインストルメント クラスターに表示さ
れます。

降車後の作動

エンジンの自動停止中に運転席ドアを開けた場合、エン
ジンが自動で始動することはありません。 エンジンの自
動始動は、クラッチ ペダルを完全に踏み込むことで実
行できます。 以下の要件のうちの 1 つが検出された場
合、オート スタート / ストップ機能が再開します。
– ブレーキ ペダルが踏まれており、運転席ドアが閉

まっていて、運転席シート ベルトが着用されてい
る場合。
– または –
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
– または –
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
たうえで、アクセル ペダルを踏んだ場合。

エンジンが自動停止している (運転手ドアが開いてい
て、ペダルが踏まれていない) 間に運転手が車両から降
車した場合、エンジンが始動してオート スタート / ス
トップ機能が再開するには上記の要件が 30 秒以内に検
出される必要があります。
車両を離れてから 30 秒以内にオート スタート / スト
ップ機能を OFF にした場合、運転席ドアを閉めて運転
席シート ベルトを着用してからでなければ、エンジン
が始動しません。 上記の条件のいずれも満たされなか
った場合、車両から離れて 30 秒後にエンジンを 手動
で始動する必要があります。 エンジンを手動で始動す
ることを促すメッセージが、インストルメント クラス
ターに表示されます。
g 75 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。

PDK 装備車
エンジンの停止
1. ブレーキ ペダルを踏んで車両にブレーキをかけて

ください。
2. ブレーキ ペダルを踏み続けてください。

– または –
停車中にセレクター レバーを P の位置に動かして
ください。

エンジンの始動
b セレクター レバーが P、D または N の位置にあ

る、あるいは 1 速または 2 速ギヤを手動で選択し
ている。

e ブレーキ ペダルを放してください (セレクター レ
バー位置が P 以外)。
– または –
アクセル ペダルを踏み込んでください。
– または –
ステアリング ホイールを動かしてください。
– または –
セレクター レバーを R の位置にします。

🡆 エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進で
きます。

インフォメーション

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下で、
エンジンが自動的に始動する場合もあります。 場合に
よっては、ドライバーにブレーキ ペダルを踏むよう指
示するメッセージがインストルメント クラスターに表
示されます。

降車後の作動 (セレクター レバーが P の位置にあるとき)
エンジンが自動停止した後、PDK セレクター レバーを
P 位置にして、ガレージ ドアを開けるなどの理由で、
車両から降車した場合 (運転席ドアが開かれ、ブレーキ
ペダルが踏まれていない状態) には、エンジンは自動始
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動しません。 ドライバーが降車後 30 秒以内に運転席ド
アを閉じてブレーキ ペダルを踏むと、オート スター
ト / ストップ機能が再開します。 上記の条件が満たさ
れなかった場合、エンジンは手動で始動する必要があり
ます。 エンジンを手動で始動することを促すメッセー
ジが、インストルメント クラスターに表示されます。
g 75 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。

降車後の作動 (セレクター レバーが、D、M ま
たは N の位置にあるとき)
エンジンが自動停止した後、PDK セレクター レバーが
D、M または N の位置にある状態で降車した場合 (運転
席ドアが開かれ、ブレーキ ペダルが踏まれていない状
態)、エンジンが自動的に始動し、オート スタート / ス
トップ機能が ON であることを運転者に知らせます。
セレクター レバーが D または M の位置にある場合、エ
レクトリック パーキング ブレーキも作動します。 
ボタンのインジケーター ライトとブレーキ警告灯 
が点灯します。

オート スタート/ストップ機能の例外
次のような状況では、オート スタート / ストップ機能
は使用できません。
– ESC または ESC+TC が OFF の場合。
– フロント アクスル リフト システムが有効な場合。
– ｢最大冷房出力｣機能が有効な場合。
– ｢フロント ウィンドウ デフロスター｣の機能が有効

な場合。
– 高地の場合。
次のような状況では、オート スタート / ストップ機能
が一時的に制限されます。
– エアコンやヒーターを高負荷で作動させていると

き
– バッテリー充電が少ない場合。

– 上り坂または下り坂。
– オート エンジン チェック機能など車両の内部点検

を実行している場合。
– 外気温度やバッテリー温度が非常に低いまたは高

い場合。

インフォメーション

エンジンが自動停止した後、上記のいずれかの条件が満
たされると、エンジンが自動的に再始動します。

オート スタート / ストップ機能の ON/
OFF 切り替え

e   e  車両 e 車両タイプを選択し、テスター
を開始します 。

エンジンの自動停止が無効になります。
停車すると、エンジンが自動的に停止します。

SPORT および TRACK 走行プログラムは、これらの走
行プログラムが選択されたときにオート スタート / ス
トップ機能が OFF になるように設定できます。
走行プログラムの設定と選択については、以下をご覧く
ださい：
73 ページの「走行プログラムの選択」の章を参照し
てください。

オート スタート / ストップ機能の表示
自動停止および再始動の準備
オート スタート / ストップ機能でエンジンが
自動停止し、エンジンの自動始動が利用でき
る場合、インストルメント クラスターのイン
ジケーター ライトが緑色に点灯します。

自動停止または再始動の準備ができていない
エンジンの自動停止が利用できない、または
エンジンが自動停止した後に再始動できない
場合は、停車中にインストルメント クラスタ
ーのインジケーター ライトが黄色に点灯しま
す。

オート スタート / ストップ システムは、次の状態を検
出します：
– エンジン自動停止の前提条件が 1 つ以上満たされ

ていない。
– または –
オート スタート / ストップ機能の例外条件が、少
なくとも 1 つ以上満たされている。

g 69 ページの「エンジンの自動停止および自動始動」
の章を参照してください。
g 70 ページの「オート スタート / ストップ機能の ON/
OFF 切り替え」の章を参照してください。

警告メッセージへの対応
故障したときは、オート スタート / ストップ機能が停
止していることを示すメッセージがインストルメント
クラスターに表示されます。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。
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警告

警告

警告

警告

ブレーキ
一般的な安全に関する指示

ペダル操作の妨げ

フット マットの固定が不適切であるか、正しく固定さ
れていないと、アクセル ペダルやブレーキ ペダルが誤
って操作されたり、ペダルが固定される可能性がありま
す。
その結果、意図せず車両が加速または減速したり、加速
や減速が困難になる場合があります。
e 車両には適切なフロア マットのみを使用してくだ

さい。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e 幾つものフロア マットを重ねて敷かないでくださ

い。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

ブレーキ ブースターの機能
停止

ブレーキ ブースターは、エンジン作動時に作動準備完
了状態になります。エンジン停止時やブレーキ ブース
ターに不具合がある場合は、ブレーキ ペダルを踏み込
むときに大きな力が必要になります。
e ブレーキが故障した車両は、必ず車両輸送専用車

かトレーラーでけん引してください。

ブレーキ ディスクの水膜

激しい降雨時や水たまりを通過したときや洗車後は、ブ
レーキの効きが悪くなり、ペダルを強く踏まなければな
らない場合があります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e 後方の安全を確認した上で定期的にブレーキをか

け、ブレーキを乾かしてください。このとき、後
方の交通状況に注意してください。

制動力の低下

凍結防止剤 (塩分) が撒かれた道路や砂塵の多い道路を
長距離にわたって走行すると、ブレーキ ディスクやパ
ッドが塩や砂で覆われてブレーキの効きが悪くなること
があります。
車両を長時間駐車するとブレーキ ディスクが腐食し、
結果としてブレーキが「激しく振動」することがありま
す。
e ブレーキ効果の低下がはっきり感じられる場合

は、
ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ブレーキ フルードとブレーキ フルード レベルの点検に
関する情報：
g 181 ページの「ブレーキ フルード」の章を参照して
ください。

フットブレーキ
ブレーキ パッドおよびブレーキ ディスク
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクなどのブレーキ シ
ステム関連部品の摩耗は、運転スタイルや使用状況によ
って異なるため、必ずしも実際の走行距離で表すことは
できません。 
特定の速度、制動力、車両を取り巻く環境 (気温、湿度
など) によってブレーキから異音が発生することがあり
ます。
ポルシェ社が使用している数値は、交通状況に合わせた
通常の運転操作に基づいています。サーキット走行や同
様の運転スタイルにより、車両の摩耗が進行します。

e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現
在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。 

e レース サーキット走行の前後に、ブレーキ パッド
およびブレーキ ディスクの摩耗点検を行ってくだ
さい。

ぽるしぇせらみっくこんぽじっとぶれーき (ぴ
ーしーしーびー)
この車両の高性能ブレーキ システムは、すべての速度
域および温度下で、最適な制動効果が得られるように設
計されています。
特定の速度、制動力や車両を取り巻く環境 (気温、湿度
など) によってブレーキから異音が発生することがあり
ます。 
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクなどのブレーキ シ
ステムおよび関連部品の摩耗は、ユーザーの運転の仕方
や使用環境によって大きく左右されるため、必ずしも走
行距離に依存するとは言えません。 
ポルシェ社が使用している数値は、交通状況に合わせた
通常の運転操作に基づいています。サーキット走行や過
激な運転スタイルは、摩耗を大幅に促進させます。
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警告

e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現
在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

エレクトリック パーキング ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキは停車中に車両が
動き出さないよう固定するために使用します。

パーキング ブレーキの作動
b 車両が停止している状態。

e P ボタンを引いてください。
🡆 スイッチ のインジケーター ライトおよびブレ

ーキ警告灯 が点灯します。

パーキング ブレーキを手動で解除する
b 作動待機が ON になっている。
1. ブレーキ ペダルを踏んでください。
2. P ボタンを押してください。

🡆 ブレーキ警告灯 が消灯します。

パーキング ブレーキの自動解除
作動モード D、R または N を挿入すると、エレクトリ
ック パーキング ブレーキが自動的に解除されます。

パーキング ブレーキの自動ロック
b PDK 装備車
b 車両が停止している状態。
b 作動モード D、R、または M が選択されている。
b 運転席ドアが開いている。
b 運転席シートベルトが外れている。
エレクトリック パーキング ブレーキが自動的に入り、
トランスミッション パーキング ロックが挿入されま
す。
P ボタンのインジケーター ライトとブレーキ警告灯が
点灯します。

緊急ブレーキ機能の作動
急激な減速

緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発揮
されます。周囲の走行を妨げたり、車両のコントロール
を失う恐れがあります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時以外作動させないでく

ださい。

通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場合は
急制動をかけ、停車させることができます。
e P ボタンを引いたままにします。

🡆 ブレーキ警告灯と P ボタンのインジケーター
ライトが点滅します。

緊急ブレーキ機能を解除するには:
e P ボタンを放します。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
車両を ON にすると、ブレーキ機能によって自動的に作
動状態が点検されます。警告灯とインジケーター ライ
トが短時間点灯し、再び消灯します。ブレーキ警告灯が
常時点灯している場合は、故障が発生しています。

e 直ちに故障を修理してください。ポルシェ正規販
売店にご相談ください。ポルシェ正規販売店のご
利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。

停車中にエレクトリック パーキング ブレーキを完全に
作動させることができない場合、P ボタンのインジケー
ター ライトとブレーキ警告灯が点滅します。

ブレーキ パッドの摩耗限界
ブレーキ パッドが摩耗限界に達すると、インストルメ
ント パネルに警告メッセージが表示されます。
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g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。ポル

シェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレ
ーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

走行プログラム
はじめに
この車両には、NORMAL 走行プログラムと、個別に設
定可能な SPORT および TRACK 走行プログラムが装備
されています。

走行プログラムの選択
インフォメーション

イグニッションを ON にすると、走行プログラム
NORMAL が自動的に選択されます。

走行プログラムの PCM での選択

1.   e ドライブ e 走行モードを選択  を選択し
ます。

2. 希望する走行プログラムを PCM で選択します。

モード スイッチでの走行モード選択

図. 67: ステアリング ホイールの走行プログラム

e モード スイッチを左または右に回して、希望する
走行プログラムを選択します。
🡆 インストルメント クラスターに選択した走行

プログラムが表示されます。

走行プログラム SPORT または TRACK の設定
走行プログラム SPORT と TRACK では、各種設定を組
み合わせることができます。保存した組み合わせは、モ
ード スイッチを SPORT または TRACK に合わせるか
PCM から呼び出すことができます。
変更可能な設定の概要
e 個々の車両機能に関して詳しくは、該当するセク

ションを参照してください。

機能 走行プログラム

スポーツ TRACK

Start/Stop
OFF

OFF/ON OFF/ON

スポーツ エキ
ゾースト シス
テム

OFF/ON OFF/ON

スロットル ブ
リッピング (マ
ニュアル トラ
ンスミッション
装備車のみ)

OFF/ON OFF/ON

リヤ スポイラ
ー (ツーリング
パッケージ装備
車のみ)

OFF/ON OFF/ON

シャーシ
TRACK

OFF/ON OFF/ON

PDC SPORT OFF/ON OFF/ON

PDC TRACK - OFF/ON
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機能 走行プログラム

スポーツ TRACK

ESC off - OFF/ON

ESC/TC off - OFF/ON

タイヤ空気圧
TRACK

- OFF/ON

TRACK ビュー OFF/ON OFF/ON

走行プログラムの設定と保存

図. 68: 走行プログラム設定メニューのボタン

1. モード スイッチのボタンを押します。

2. 希望の走行プログラムを選択してください。
3. インストルメント パネルで希望の設定を選択し

ます。
🡆 選択した設定は、メニューを終了すると自

動的に保存されます。
または、インストルメント パネルからも設定メニュー
を呼び出すことができます。
g 102 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。

スポーツ エキゾースト システムを ON/OFF に
する
スポーツ エキゾースト システムはイグニッションが
ON のときに排気音最適化モードに切り替えることがで
きます。

スイッチ用ストリップでスポーツ エキゾースト シス
テムを ON/OFF にする

図. 69: スポーツ エキゾースト システムのボタン

e ボタンを押してください。
🡆 スポーツ エキゾースト システムが ON になると、

ボタンが赤色に点灯します。

PCM からスポーツ エキゾースト システムを ON /
OFF にする

e   e ドライブ e スポーツ エキゾースト シス
テムを選択  を選択します。

スポーツ エキゾースト システムが ON になってい
ます。

スポーツ エキゾースト システムが OFF になってい
ます。

走行プログラムからスポーツ エキゾースト システム
を ON にする
SPORT および TRACK 走行プログラムでは、該当する
走行プログラムを選択したときにスポーツ エキゾース
ト システムが作動するように設定することができま
す。
走行プログラムの設定と選択に関する情報：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。
e 該当する走行プログラムを選択します。
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警告

車両の始動、走行、駐車
イグニッション ロック
キーはイグニッション ロック内のコントロール ユニッ
トに変更されました。必要なのはキーを携行しているこ
とだけです。

図. 70: イグニッション ロックの位置

0 基本設定
1 イグニッション ON
2 エンジンの始動

0 – イグニッション OFF（初期位置）
イグニッション ロックが位置 0 のとき、エンジンとイ
グニッションは OFF になっています。
1 – イグニッション ON
すべての電装品が作動可能になります。インストルメン
ト パネルの警告灯が点灯し、ライトの作動を点検しま
す。

インフォメーション

イグニッションを ON にしてから 10 分以上電装品を
ON にしなかった場合、再度イグニッションを ON にす
る必要があります。初めにコントロール ユニットをイ
グニッション ロック位置 0 (初期位置) に回します。

2 - エンジン始動
エンジン始動後、コントロール ユニットが位置 2 から
1 の位置に自動的に戻ります。

エンジンの始動
1. ブレーキ ペダルを踏んでください。
2. マニュアル トランスミッション装備車： クラッチ

ペダルをいっぱいに踏み込んで、そのまま保持し
てください。

3. マニュアル トランスミッション装備車： ギヤ シフ
ト レバーをニュートラル位置に動かします。

4. PDK 装備車： セレクター レバーを P 位置または N
位置に入れます。

5. アクセル ペダルは踏まないでください。
6. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 2 に回してください。 エンジン スターターは約
10 秒以上連続して作動させないでください。

🡆 イグニッション ロック位置 2 (エンジン始動) にす
ると、直ちにエンジン始動制御が実行され、エン
ジンが自動的に始動します。

e エンジンが始動しない場合は、10 秒程度間をおい
てから再度始動させてください。 まずコントロー
ル ユニットをイグニッション ロック位置 0 (初期
位置) に戻してください。

停車した状態での暖機運転は行わず、 直ちに発進
してください。 ただしエンジンが通常の作動温度
になるまでは、スロットル操作を控えめにし、エ
ンジン回転数を上げすぎないよう注意して運転し
てください。

エンジンの停止
作動停止状態のパワー ステ
アリングおよびブレーキ ブ
ースター

パワー ステアリングおよびブレーキ ブースターは、エ
ンジンが作動しているときのみ作動します。 エンジン
が OFF になると、ステアリング ホイールを回すことや
ブレーキングに普段より大きな力が突然必要になりま
す。
e イグニッションは、車両が停止している場合にの

み、OFF にしてください。

1. 停車してください。
2. ブレーキ ペダルを踏んでください。
3.  コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 0 に回してください。

e 車両を離れるときは、エレクトリック パーキング
ブレーキをかけ、PDK 装備車ではセレクター レバ
ーを P の位置に動かし、マニュアル トランスミッ
ション装備車ではギヤを 1 速またはリバース ギヤ
に入れます。
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トランスミッション
Porsche Doppelkupplung (PDK) による
走行
7 速 Porsche Doppelkupplung (PDK) はオートマチッ
ク シフト モードとマニュアル シフト モードを備えたト
ランスミッションです。
オートマチック シフト モード (セレクター レバーが D
の位置) では、ギヤ チェンジが自動的に行われます。
ステアリング ホイールのシフト パドルを操作すること
により、一時的にオートマチック シフト モードからマ
ニュアル シフト モードに切り替えることができます。
マニュアル シフト モード (セレクター レバーが M の位
置) では、セレクター レバーまたはステアリング ホイ
ールのシフト パドルの操作でギヤ チェンジできます。
セレクター レバーの D と M の位置は、走行中でも切り
替えることができます。
e オートマチックとマニュアルのどちらのモードに

あるときでも、ステアリング ホイールのギヤ シフ
ト パドルを誤って操作しないように注意してくだ
さい。思わぬタイミングでギヤ シフトが発生して
しまいます。

セレクター レバー位置の変更

図. 71: セレクター レバー位置の変更

イグニッションが OFF のとき、セレクター レバーは動
かないように P 位置に固定されます。
イグニッションが ON のとき、リリース ボタンを押
し、ブレーキ ペダルを踏んでいるときのみ、セレクタ
ー レバーを P や N の位置から動かすことができます。

リリース ボタン
セレクター レバーのリリース ボタン (図. 71) は、ギヤ
シフトの誤操作を防止します。 R または P の位置にシ
フトするときは、このリリース ボタンを押さなければ
なりません。

エンジンの始動
セレクター レバーが P か N の位置にあり、ブレーキ ペ
ダルを踏んだ状態でないと、エンジンを始動することは
できません。

車両の発進
e エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ ペダル

を踏んでいるときのみ、希望の走行位置 (D、M、
R) にシフトしてください。

坂道での発進
発進アシスタントにより坂道で発進しやすくなります。
フット ブレーキを解除した直後の発進を容易にするた
め、ドライバーがブレーキ ペダルからアクセル ペダル
に踏み替えるときに、車両が短時間その位置に保持され
ます。
g 68 ページの「発進アシスタント」の章を参照してく
ださい。

車両の停止
e 短時間の停車時 (信号待ちなど) には、セレクター

レバーのシフト ポジションを D または M にしたま
ま、ブレーキ ペダルを使って車両位置を維持しま
す。

e 上り坂でアクセル ペダルを踏みながら停止位置を
保つようなことはしないでください。 ブレーキ ペ
ダルを踏むか、エレクトリック パーキング ブレー
キを作動させてください。

e 車両から離れるときは、必ずエレクトリック パー
キング ブレーキを作動させ、セレクター レバーを
P の位置にしてください。

駐車
e アクセル ペダルをやさしく踏んでください。
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セレクター レバー ポジション インジケーター
およびギヤ ポジション インジケーターを読み
取る

図. 72: セレクター レバー ポジション インジケーターおよびギ
ヤ ポジション インジケーター

エンジン作動中に、セレクター レバー位置 A(図. 72) お
よび締結されているギヤ B が表示されます。 セレクタ
ー レバーが 2 つのポジションの間にある場合は、該当
するセレクター レバー ポジションが点滅し、インスト
ルメント クラスターに警告が表示されます。
対策：
e フット ブレーキを踏んで、セレクター レバーを正

しい位置に動かしてください。

ブレーキを踏んでいない状態で不意にセレクター レバ
ーが P または N 位置から動いてギヤに入ってしまった
場合 (故障または誤った操作で)、そのギヤも点滅します
が、動力伝達は発生しません。
e 発進するには、ブレーキ ペダルを踏み、セレクタ

ー レバーを再び P または N から希望のトランスミ
ッション レンジに入れてください。

インストルメント クラスターのセレクター レバー位置 R
または D が点滅する
動力は伝達されません。
– フット ブレーキを踏まずにセレクター レバーが切

り替えられた。
– 最高許容速度以上でセレクター レバーが R にシフ

トされた。
– 運転席ドアが開いた状態で車両が駐車または操作

された。
法的な理由で、ブレーキ ペダルとアクセル ペダル
に動きがない場合は 2 秒後に、エンジンとトラン
スミッション間の動力伝達は遮断されます。

e ブレーキ ペダルを踏み、セレクター レバーを P ま
たは N から再度希望するギヤに入れてください。

セレクター レバー位置
P – パーキング ロック
e 車両が完全に停止してからパーキング ロックをか

けてください。
セレクター レバー ポジション P が点滅している場
合、パーキング ロックはかかっていません。 車両
が動き出す可能性があります。

e セレクター レバーを再び R から P の位置に入れて
ください。

R – リバース ギヤ
e 車両が完全に停止し、ブレーキがかかっている状

態でシフトしてください。

N – ニュートラル
けん引するときや自動洗車機を使用するときなどは、セ
レクター レバーを N の位置にしてください。
e エンジンがアイドリング状態の時以外には、セレ

クター レバー位置を N にしないください。
e エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ ペダル

を踏んでいるときのみ、希望の走行位置 (D、M、
R) にシフトしてください。

D – オートマチック シフト モード
基本設定 基本的な設定でも PDK にはスポーティなシフ
トの戦略があります。 ギア シフトは常に俊敏です。
e 「ノーマル」走行には、セレクター レバーを D 位

置にします。
アクセル ペダルの踏み込み方と車速により、ギヤ
は自動的に選択されます。
シフト シーケンスとシフト ポイントは、走行スタ
イルに応じて調整されます。

PDK SPORT モードの ON/OFF の切り替え
PDK SPORT モードでは、PDK はさらにスポーティー
なギヤ シフト マップに変化します。 シフトアップ ポイ
ントとシフトダウン ポイントが、より高いエンジン回
転数に変更されます。 PDK SPORT モードでは、シフ
ト シーケンスとシフト ポイントは、走行スタイルに応
じて適応されます。
b SPORT または TRACK 走行プログラムで設定され

た PDK SPORT。
e 適切な走行プログラムを選択します。
走行プログラムの設定と選択については、以下をご覧く
ださい：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。
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PDK TRACK モードの ON/OFF の切り替え
PDK TRACK モードは、レース サーキットでの走行用
に設計されています。 PDK SPORT モードに比べて、
PDK がさらにスポーティーに反応します。 シフトアッ
プ ポイントとシフトダウン ポイントが、より高いエン
ジン回転数に変更されます。 PDK TRACK モードで
は、シフト シーケンスとシフト ポイントが走行スタイ
ルに応じて適応されます。
b TRACK 走行プログラムで設定された PDK

TRACK。
e TRACK 走行プログラムを選択します。
走行プログラムの設定と選択については、以下をご覧く
ださい：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。

PDK TRACK モードでのギヤシフト コマンドの保存
エンジン回転数が高すぎるためにブレーキング中に手動
でギヤ チェンジを行えない場合、ブレーキ ペダルを踏
んだ時に、これらは PDK TRACK モードに保存されま
す。 シフトダウンは、許容されるエンジン回転数に達
するとすぐに実行されます。
b セレクター レバーが M または D の位置になってい

る。
b PDK TRACK モードが有効である。
b ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
b ギヤ チェンジをするとエンジン回転数の上限を超

えそうである。
e セレクター レバーを前方に押す (数回) か、左シフ

ト パドルを後方に引きます (数回)。
🡆 インストルメント クラスターで目的のギアが

点滅表示します。 シフトダウンは、許容され
るエンジン回転数に達するとすぐに実行され
ます。

保存されているギヤ チェンジは、ブレーキ ペダルを離
すと削除されます。 現在締結されているギヤが維持さ
れ、インストルメント クラスターのギヤ シフト インジ
ケーターに表示されます。

インフォメーション

ステアリング ホイールのギヤ シフト操作により、一時
的にオートマチック シフト モード D からマニュアル シ
フト モード M に切り替えることができます。
例えば、以下のような状況ではこの操作を行ってくださ
い。
− カーブや市街地に入る前にシフトダウンしたいと

き。
− 下り坂でエンジン ブレーキをかけるためにシフト

ダウンしたいとき。
− 急加速のためにシフトダウンしたいとき。

インフォメーション

インストルメント クラスターのセレクター レバー ディ
スプレイに D および M が同時に点灯します。
次の場合は、マニュアル シフト モードが維持されま
す。
− コーナリング時 (横方向の加速度に応じて)
− オーバーラン モードのとき。
− 車両が交差点などで停車した場合
− 車両のシフト ロジックが 1 段以上シフトダウンし

たとき。

インフォメーション

次の場合は、マニュアル シフト モードが解除されま
す。
− 約 6 秒後自動的に (コーナリング時やオーバーラン

(惰性走行) 時以外)
− 発進後

M - マニュアル シフト モード
ステアリング ホイールのシフト パドルまたはセレクタ
ー レバーにより、7 つの前進ギヤのシフトができま
す。
セレクター レバーが M 位置にあるときは、エンジンが
最高回転数に達しても自動的にシフトアップされませ
ん。

インフォメーション

暖機フェーズでは、エンジンを保護するために最高回転
数が 7,000 rpm に制限されます。 この間、シンボル

 がインストルメント クラスターに表示されます。
最大エンジン回転数に達すると、インストルメント ク
ラスターに警告メッセージが表示されます。 警告音も
鳴ります。
e セレクター レバーが M の位置で急加速や追い越し

をする場合、エンジン回転数が制限値に達する前
の適切なタイミングでシフトアップしてくださ
い。

図. 73: マニュアル シフト モード
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警告

e セレクター レバーを D の位置から M の位置に押し
てください。
🡆 D から M にシフトしても、現在のギヤはその

まま維持されます。
M から D に切り替えると、現在のドライビン
グ スタイルに適した変速特性が選択され、適
切なギヤにシフトされます。

図. 74: シフト パドル付きステアリング ホイール

セレクター レバーまたは右 ｢＋｣ シフト パドルでのシ
フトアップ
e セレクター レバーまたは右側シフト パドルを手前

に引いてください。

セレクター レバーまたは左 ｢－｣ シフト パドルでのシ
フトダウン
e セレクター レバーを前方に押してください。また

は左側シフト パドルを手前に引いてください。

セレクター レバーまたはシフト パドルの連続操作に
よる素早いギヤ シフト
e セレクター レバーまたはシフト パドルをすばやく

繰り返し操作することで、対応するギア数だけシ
フト アップまたはシフト ダウンできます。
変速したときにエンジンの許容回転数 (最高回転数
または最低回転数) を超える場合は、変速は実行さ
れません。

シフト パドルを使用して N – ニュートラルにシフト
する
e 両側のシフト パドルを同時に引いて保持してくだ

さい。
🡆 トランスミッションは N – ニュートラルにシ

フトします。
車両はエンジンを切り離した状態でアイドル
回転数で走行し、エンジン ブレーキの効果は
得られません。
ギヤ シフト インジケーターの数字が点滅しま
す。

シフト パドルを放すと、再びトランスミッション レン
ジに入ります。

インフォメーション

− ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が
ON の場合、クラッチはやさしくつながります。

− エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) を OFF にすると、クラッチはしっかりとつ
ながります。 これにより不安定な走行状態が発生
する場合があります。

低燃費走行のためのシフトアップ インジケーター
燃費重視の運転を促すシフトアップ インジケーター
は、ドライバーが経済的な運転をできるよう支援しま
す。 現在選択しているギヤ、エンジン回転数、アクセ

ル ペダルの踏み込みに応じてこのシフトアップ インジ
ケーター  が点灯し、1 段高いギヤにシフトアップす
る適切なタイミングをお知らせします。
b セレクター レバー ポジション M。
e シフトアップ インジケーター  が点灯したとき

は、1 段高いギヤにシフトアップしてください。

ローンチ コントロールを使用した発進
車両のコントロールの喪
失、または他の通行者への
危険

特定の状況 (路面状態が悪いとき、集中力が低下したと
きなど) では、車両の制御が失われることや、他の道路
利用者に危険が及ぶ恐れがあります。
e ローンチ コントロールはサーキットでの使用をお

薦めします。
e 公道でローンチ コントロールを使用するのは、路

面状況や周囲の交通状況から判断して安全が確保
できる場合だけにしてください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険が及ばないようにしてくだ
さい。

インフォメーション

− 最適な機能は、乾燥した道路で、タイヤが作動温
度にあるときにのみ保証されます。

− 最大加速での発進の場合、通常の発進に比べて構
成部品に与える負荷は劇的に増大します。

ローンチ コントロールは停車状態から最大加速度で発
進することができるシステムです。
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警告

PDK 装備車
b エンジンおよびトランスミッションが作動温度に

ある。
b トラクション コントロール (TC) は ON になってい

る。
1. 左足でブレーキ ペダルを踏んでください。
2. 素早くアクセル ペダルをいっぱいに踏み込んで、

そのまま保持してください。
🡆 エンジン回転数が約 6,500 rpm に維持されま

す。
インストルメント クラスターにメッセージが
表示されます。

3. 素早くブレーキ ペダルを解除してください。

インフォメーション

PDK SPORT モードおよび PDK RACE モードでは、ロ
ーンチ コントロールで発進した直後のシフトアップ中
にエンジンの介入が防止され、スポーティで快適なギヤ
チェンジが保証されます。 エンジンはシフト中もフル
パワーで作動し、ギヤ チェンジ時のダイナミック トル
クの増加をさらに強化します。

マニュアル トランスミッションによる走
行

ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マット、およびその他の物により、ペダルの可動域
が制限されたり、ペダル操作が妨げられたりする可能性
があります。
e フロア マットやその他の物がペダルの可動を妨げ

ることがないようにしてください。

図. 75: シフト レバーのシフト パターン

e 変速するときはクラッチ ペダルをしっかりと踏み
込み、ギヤ レバーを確実に操作してください。

e 上り坂ではエンジン パワーを有効に使用できるよ
うに、また下り坂では十分なエンジン ブレーキが
かかるように、
適切なギヤを選んでシフトダウンしてください。

インフォメーション

ギヤチェンジの際には、エンジン回転数を理想的に調整
するため、アクセル ペダルを踏んだままクラッチをつ
なぐ/離すことができます。

トランスミッションをニュートラルにシフトす
る
トランスミッションのニュートラル位置 N は 3 速と 4
速ギヤの中間にあります。

リバース (後退) に入れる
e ギヤをリバース (後退) に入れるときは完全に停車

してから行ってください。
e リバース ギヤには、ギヤ レバーを左にいっぱいま

で動かした後にシフトすることができます。イグ
ニッション ON でギヤ レバーをリバース（後退）
に入れると、リバース ライトが点灯します。

締結ギヤを表示する

図. 76: ぎやぽじしょんでぃすぷれい

インストルメント パネルのギヤシフト インジケーター
A (図. 76) には現在挿入されているギヤが表示されま
す。

シフトアップ インジケーターを使用した走行
燃費重視の運転を促すインストルメント クラスターの
シフトアップ インジケーターは、ドライバーが経済的
な運転をできるよう支援します。
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情報

警告

現在選択しているギヤ、エンジン回転数、アクセル ペ
ダルの踏み込み量に応じてシフトアップ インジケータ
ー  が点灯し、1 段高いギヤにシフトアップする適切
なタイミングをお知らせします。

e シフトアップ インジケーター  が点灯したとき
は、1 段高いギヤにシフトしてください。

エンジン許容回転数を遵守する
e タコメーター (回転計) の指針が赤色のエリア (レッ

ド ゾーン) に到達する前に、1 段高いギヤにシフト
アップするか、アクセル ペダルをゆるめてくださ
い。

加速中、エンジン回転数がタコメーターの赤色のエリア
(レッドゾーン) に到達すると、燃料の供給が遮断されま
す。

低いギヤにシフトダウンする場合に、エンジンの過回転
（オーバーレブ）が原因でエンジンを損傷する恐れがあ
ります。
e 低いギヤにシフトダウンするときは、エンジンが

最高許容回転数を超えないように注意してくださ
い。

インフォメーション

暖機フェーズでは、エンジンを保護するために最高回転
数が 7,000 rpm に制限されます。この間、インストル
メント パネルには、  アイコンが表示されます。
最大エンジン回転数に達すると、インストルメント パ
ネルに警告メッセージが表示され、さらに警報が鳴りま
す。
e 加速や追い越し時は、エンジンが最高回転数に達

する前に１段高いギヤにシフトアップしてくださ
い。

自動スロットル ブリッピング機能
スロットル ブリッピング機能が ON になっているとき
は、エンジン回転数を最適に調整するため、シフトアッ
プ時とシフトダウン時にエンジン回転数補正が行われま
す。これにより、負荷変化時の車両安定性が向上しま
す。

e   e 走行 Auto Blip を選択します
機能が ON になっています。
機能が OFF になっています。

走行プログラムからスロットル ブリッピングを ON に
する
SPORT および TRACK 走行プログラムでは、該当する
走行プログラムを選択したときにスロットル ブリッピ
ングが ON になるように設定することができます。
走行プログラムの設定と選択に関する情報：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。
e 該当する走行プログラムを選択します。

ローンチ コントロールを使用した発進
車両のコントロールの喪
失、または他の通行者への
危険

特定の状況 (路面状態が悪いとき、集中力が低下したと
きなど) では、車両の制御が失われることや、他の道路
利用者に危険が及ぶ恐れがあります。
e ローンチ コントロールはサーキットでの使用をお

薦めします。
e 公道でローンチ コントロールを使用するのは、路

面状況や周囲の交通状況から判断して安全が確保
できる場合だけにしてください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険が及ばないようにしてくだ
さい。

インフォメーション

− 乾いた路面でタイヤが作動温度に達している場合
にのみ最適な機能が保証されます。

− 通常の発進に比べて、最大加速での発進が構成部
品に与える負荷は劇的に増大します。

ローンチ コントロールは停車状態から最大加速度で発
進することができるシステムです。

マニュアル・トランスミッション搭載車
b エンジンが作動温度に達している。
b トラクション コントロール (TC) を ON にする
b 平坦な場所に駐車する
b エレクトリック パーキング ブレーキを締結 しない
1. クラッチ ペダルをいっぱいに踏み込み続けてくだ

さい。
2. 1. ギヤ。
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警告

注意

情報

3. 素早くアクセル ペダルをいっぱいに踏み込んで、
そのまま保持してください。
🡆 エンジン回転数が約 5,000 rpm に調整されま

す。
4. クラッチ ペダルを素早く放してください。

インフォメーション

クラッチが過剰にスリップすると、トルクが低減されロ
ーンチ コントロールは解除されます。

スポイラー
一般的な安全に関する指示
格納式リヤ スポイラー
b 対象：ツーリング パッケージ付きの 911 GT3

展開式リヤ スポイラーの故
障

高速走行時にリヤ アクスルが浮き気味になるために走
行安定性が妨げられます。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

リヤ スポイラーの展開 /
格納

停車中にリヤ スポイラーを手動で展開 / 格納すると
き、動いているスポイラーと車両の固定部分の間に身体
の一部が挟まれる恐れがあります。
e リヤ スポイラーが動く範囲に人や物がないことを

確認してください。

リヤ スポイラーを損傷する危険があります。
e リヤ スポイラーを持って車両を動かさないでくだ

さい。
e 自動洗車機を使用する前に、リヤ スポイラーを格

納してください。

作動原理
リヤ スポイラーの展開
オートマチック モード
車速および選択した走行プログラムに応じて、リヤ ス
ポイラーは自動的に展開または格納します。
自動コントロール システムに不具合がある場合、イン
ストルメント クラスターに警告メッセージが表示され
ます。
g P. 122
マニュアル モード
イグニッションを ON にした場合、リヤ スポイラーは
PCM から手動で展開および格納することができます。

リヤ スポイラーの展開 / 格納
手動展開 / 格納

e   e  車両 e スポイラー展開済み .
スポイラーが展開しています。
スポイラーが収納されています。
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ライト
ライトの概要説明
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。

図. 77: ライト コントロール パネル

希望する操作 操作方法 操作箇所

オートマチック ヘッドライトを ON にする e 自動ボタンを押します。
自動ボタンが赤く点灯します。
自動ライトコントロールとポルシェ ダイナミック ライト システム プラス (PDLS Plus) がオンになり
ます。

g P. 84

パーキング ライトを ON にする e  ボタンを押してください。
ライセンス プレート ライト、インストルメント照明、およびサイド ライトが ON になります。

–

ロー ビームを ON にする b 作動待機が ON になっている
e  ボタンを押してください。
ロー ビームが ON になります。自動ライトコントロールとデイタイム ドライビング ライト、ポルシェ
ダイナミック ライト システム プラス (PDLS Plus) がオフになります。

–
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警告

警告

希望する操作 操作方法 操作箇所

リヤ フォグ ライト を ON にする e  ボタンを押してください。 –

エクステリア ライトを完全に OFF にする e  ボタンを約 2 秒間押してください。
自動ボタンが消灯します。すべてのエクステリア ライトは、 10 km/h 以下または 100 m 以下の走行
のときには完全に消灯したままです。

g P. 84

一般的な安全に関する指示
ライトが点灯していない状
態での走行

ライトを点灯しないで走行すると、ドライバーの視界が
大幅に制限されるばかりでなく、他の道路利用者の視認
性を大きく妨げることになります。
e オートマチック ライトの作動状況を常に監視し

て、必要に応じてロー ビームを手動で ON にして
ください。

e 特定の国では、ロー ビーム ヘッドライトを使用し
た走行に関する法律を遵守してください。

ダイナミック ハイ ビーム
またはハイ ビーム アシス
トを使用して走行するとき
の注意の欠如

ダイナミック ハイ ビームまたはハイ ビーム アシストを
過信せず、走行時はたとえば周囲の明るさ、視界、交通
状況などに応じてハイ ビームを手動で調節し、責任あ
る運転を心がけてください。 このシステムはあくまで
も補助的な機能のため、運転時には細心の注意を払って
ください。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ハイ ビームを照明、視界、交通状

況に手動で合わせてください。

次のような場合には手動での設定が必要になることがあ
ります。
– 雨、霧、雪、氷、多量の水しぶきなどの悪天候時
– 高速道路など、対向車が確認しづらい道路
– 自転車など、ライトが暗い道路利用者がいる場合
– 狭いカーブ、急な傾斜路の頂上や山道
– 明かりが少ない市街地
– 道路標識などの強い反射がある場合
– カメラ部分のフロント ウインドウが曇っている、

汚れている、凍結している、あるいはステッカー
で塞がれている場合

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

オートマチック ヘッドライト / エクステ
リア ライトの ON/OFF の切り替え
オートマチック ヘッドライトを ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 オートマチック ヘッドライトが ON になりま
す。

次のような状況では、ロー ビームは自動的に ON にな
ります：
– 夕暮れ時
– 夜間
– トンネル内走行時
– 雨天時
ロー ビームが ON のときは、インジケーター ライトが

 インストルメント パネルで点灯します。

インフォメーション

霧は検出されません。
e 霧の場合には、ロー ビームとリヤ フォグ ライトの

スイッチを手動で入れてください。

エクステリア ライトを完全に OFF にする
e  ボタンを約 2 秒間押してください。

🡆  ボタンのインジケーター ライトが消灯しま
す。

次のような状況では、自動ヘッドライトは再度 ON にな
ります (国により異なる)：
– 10 km/h 以上の速度。
– エクステリア ライトを OFF にした後 100 m 以上

走行した場合。
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雨機能
ワイパーの連続作動が検出されると、ロー ビームが自
動的に ON になります。ワイパーが一時停止すると、ロ
ー ビームが OFF に戻ります。

インフォメーション

気温と湿度によっては、車両のエクステリア ライトが
曇ることがあります。
この曇りは十分な距離を走行すると乾燥して消えます。

ライト機能を使用
オートマチック カミング ホーム ライトの調整
b オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
一定時間、以下の車両ライトが点灯したままになり、暗
闇の中で車両に乗降するときのドライバーの視認性が高
まります。
– デイタイム ドライビング ライト
– ロー ビーム カーテシー (PDLS Plus)
– 開いた状態の格納式ドア ミラーのドア カーテシー

ライト
– フロントおよびリヤの車幅灯
– ライセンス ライト
イグニッションが ON、またはオートマチック ヘッドラ
イト が OFF になると、再度 OFF になります。
遅延消灯の時間は PCM で設定できます。

e   e 設定  e 車両 e ライトと視界 e エクス
テリアライト e フェードアウト

LED ヘッドライト装備のポルシェ ダイナミッ
ク ライト システム (PDLS)
b オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。

ダイナミック コーナリング ライト
速度が約 5 km/h を超えると、走行速度とステアリング
ホイールの角度 – に応じて、ロー ビームまたはハイ ビ
ーム ヘッドライト – がカーブ方向に向きます。

状況に応じたライト配光
状況に応じたライト配光 (国別仕様) により、ロー ビー
ムおよびハイ ビーム ヘッドライトの配光は、市街地、
郊外道路、または高速道路の走行に適応します。

悪天候のライト
リヤ フォグ ライトが点灯した状態で速度が約 60 km/h
未満になると、ロー ビームの配光特性が変化します。
このときドライビング ライトは、眩しさを抑えるよう
に照射され、より広範囲が見えるように照射エリアが広
がります。

LED マトリックス ヘッドライト搭載のポルシ
ェ ダイナミック ライト システム プラス
(PDLS Plus)
b オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
LED マトリックス ヘッドライト搭載の PDLS Plus に
は、LED ヘッドライト搭載の PDLS の機能も含まれて
います。
g 85 ページの「ライト機能を使用」の章を参照してく
ださい。

ダイナミック ハイ ビーム

図. 78: フロント ウィンドウ カメラ

ルーム ミラー付近に取り付けられたカメラ A (図. 78)
により光源や他の通行者を検出することができます 。
他の車両の位置、スピードおよび他の環境や交通状況に
応じて、ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメント
を有効または無効にすることができます。車両の前方周
囲のビームは低く、残りは高いままです。これにより他
の通行者が眩惑することなく、確実に最も効果的な方法
で環境を照らすことができます。
ダイナミック ハイ ビームは、車速が 30 km/h
～ 60 km/h のとき、ナビゲーション データに応じて
ON または OFF にされます。カメラが街路灯を検出す
ると、フル ハイ ビーム ライトからロー ビームに切り替
わります。

インフォメーション

検出挙動を妨害しないようにすること：
e ルーム ミラーのカメラの視界をステッカーなどで

遮らないでください。 
e カメラの視界に付着した汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。
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パッシング ライト
b 対向車なし。
b 前走車。
e 運転中に追い越す場合、方向指示灯を作動させて

ください。
🡆 前方走行車両の隣の領域が明るく照らされま

す。これにより、前方の道路が見やすくなり
ます。
ターン シグナルが OFF になった場合または対
向車が検出された場合、パッシング ライトは
自動的に再び OFF になります。

検知ライト
b 前走車なし。
b ヘッドライトを点灯した対向車の検出。
走行中のレーンが明るく照らされるように、配光特性が
素早く変わります。こうすることで、視線が走行中のレ
ーンに向くようにします。対向車によるドライバーの眩
惑を軽減します。
交通標識の防眩機能
b ダイナミック ハイ ビームが ON になっている。
反射式の交通標識や他の標識の眩しさによって (特にハ
イ ビームを使用して運転する際) ドライバーが眩惑する
場合があります。
交通標識の防眩機能により、ヘッドライトの各 LED セ
グメントが短時間的確に減光されます。おかげで、ドラ
イバーが交通標識やプレートの反射光に眩惑されにくく
なります。
オートマチック ヘッドライト較正
b 車両の直ぐ近くに障害物はありません。
b 車両が壁などの照射面に対して可能な限りまっす

ぐ配置されていること (距離 >5 m)。
b 基準走行中の停止時にロー ビームは作動します。

状況が適切だと、自動ヘッドライト較正は自動的に開始
します (アンビエント ライト、照射対象の表面が適
切)。ヘッドライトの LED セグメントは較正中、右から
左へ繰り返し自動的に作動および停止し、カメラ A
(図. 78) により検出されます。
較正はヘッドライト アライメントを確認するために使
用され、ヘッドライトの手動調整に代わるものではあり
ません。

方向指示灯 / ハイ ビーム レバーの操作

図. 79: 方向指示器、ハイ ビーム、およびヘッドライト パッシ
ングの操作

1 方向指示器 / 左側パーキング ライト
2 方向指示器 / 右側パーキング ライト
3 ハイ ビーム / ダイナミック ハイ ビーム
4 へっどらいとぱっしんぐ

方向指示器の操作
e 抵抗を感じる位置 1 または 2 (図. 79) まで操作レ

バーを押してください。方向指示灯は、操作レバ
ーを手動で初期位置に戻すか、ステアリング ホイ
ールを回したときに自動的に初期位置に戻るま
で、作動したままになります。

コンフォート方向指示
e 抵抗を感じる位置 1 または 2 (図. 79) まで操作レ

バーを 1 度押してください。
🡆 方向指示器が 3 回点滅します。

e コンフォート方向指示を中断するには、反対方向
に操作レバーを押します。

ハイ ビーム ヘッドライトの点灯/消灯
b ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス

(PDLS Plus) 非装備車
– または –
ハイ ビーム アシスト / ダイナミック ハイ ビーム
が停止している。

ON にする
e レバーを 3 (図. 79) 段階目まで 1 回動かしてくだ

さい
🡆 インジケーター ライト  点灯しているとき

のみです。

OFF にする
e レバーを 4 (図. 79) 段階目まで 1 回引いてくださ

い。
🡆 インジケーター ライト  が消灯します。
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危険

ダイナミック ハイ ビームの ON/OFF の切り替え
b LED マトリックス ヘッドライト搭載のポルシェ ダ

イナミック ライト システム プラス (PDLS Plus)
b オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
b ダイナミック ハイ ビームが作動しています。

g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

有効にする
e レバーを 3 (図. 79) 段階目まで 1 回動かしてくだ

さい
🡆 インジケーター ライト  点灯しているとき

のみです。他の車両の位置、スピードなどの
さまざまな要因に応じて、ハイ ビーム ヘッド
ライトの各 LED セグメントが点灯したり消灯
したりします。 
ハイ ビーム ヘッドライトが作動している場
合、インジケーター ライトが点灯 .

無効にする
e レバーを 4 (図. 79) 段階目まで 1 回動かしてくだ

さい。
🡆 ダイナミック ハイ ビームを無効にすることが

できるのは、インジケーター ライト が 
点灯しているときのみです。

手動で ON にする
ダイナミック ハイ ビームを解除した場合、または作動
条件が満たされなかった場合、手動でハイ ビームの点
灯 / 消灯を切り替えることができます。
e レバーを 3 (図. 79) 段階目まで 2 回動かしてくだ

さい
🡆 インジケーター ライト  点灯しているとき

のみです。

手動で OFF にする
e レバーを 4 (図. 79) 段階目まで 1 回引いてくださ

い。
🡆 インジケーター ライト  が消灯します。

ヘッドライト パッシングを操作する
e レバーを 4 (図. 79) 段階目まで軽く 1 回引いてく

ださい。
🡆 インジケーター ライト  が短時間点灯しま

す。

パーキング ライトの点灯/消灯
b イグニッションを OFF にする
e 抵抗を感じる位置 2 (図. 79) または 1 まで操作レ

バーを押すと右または左側のパーキング ライトが
点灯します。
🡆 パーキング ライトが点灯している場合は、イ

グニッションを OFF にしてドアを開くとイン
ストルメント クラスターにメッセージが表示
されます。

ハザード ライトの ON/OFF
衝突の危険

危険な場所で停止すると衝突の危険があります。
e 安全かつ適切な場所で停車してください。
e 車両から離れてください。
e ハザード ライトをオンにして、停止表示板を設置

します。

図. 80: ハザード ライトの ON/OFF

ハザード ライトの ON/OFF
e センター コンソールのボタンを押してくだい。

🡆 すべての方向指示器とボタンが点滅します。

緊急ブレーキ後のハザード ライトの解除
約 70 km/h 以上の速度で走行中、停車するために急ブ
レーキをかけるとハザード ライトが自動的に作動しま
す。 ブレーキ中にブレーキ ライトが点滅します。
e センター コンソールのボタンを押して、ハザード

ライトを停止させてください。 車両が動き出す
と、ハザード ライトが自動的に停止します。

事故後のハザード ライト
エアバッグが作動する事故が起きた場合、ハザード ラ
イトが自動的に作動します。
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情報

トラベル モードの作動
車両通行帯 (右側通行または左側通行) が異なる国で走
行する場合は、ヘッドライトの配光を調整する必要があ
ります。 これによりロー ビームの照射方向が左右対称
に切り替わり、対向車のドライバーの幻惑を防ぐことが
できます。 配光の適応は、通常、ナビゲーション デー
タに基づいて自動的に行われます。 変更後は、イグニ
ッションを ON にするたびにインストルメント クラス
ターにメッセージが表示されます。
自動的に変更が行われない場合：

e   e  設定 e 車両 e ライトと視界 e エクステ
リア ライト e 反転

e 帰国するときは、ヘッドライトを元の設定に戻す
ことを忘れないでください。

バルブの交換
車両のエクステリア ライトおよびインテリア ライトに
は LED が取り付けられています。 LED は個別に交換で
きません。
ライトの取り外しおよび取り付けには、大きな労力を必
要とします。

e 壊れたバルブとライトの交換または修理は、必ず
ポルシェ正規販売店で実施してください。 ポルシ
ェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装
置を駆使し、確かな整備をお約束します。

摩耗と過剰な温度により、ヘッドライトが損傷する可能
性があります。
e ヘッドライトにカバー (ストーン ガードやフィルム

など) を装着しないでください。

フロント アクスル リフト システム
ポジション
フロント アクスル リフト システムによって、フロント
エンド (フロント スポイラーの前端部) を約 40 mm 上
昇させることができます。 これにより、地下駐車場へ
の乗り入れや減速帯を乗り越えるときなどに起こる可能
性のあるボディの損傷を防ぐことができます。

作動条件および挙動
– フロント アクスル リフト システムは、エンジンが

作動している状態で停車しているとき、または車
速が約 35 km/h 以下 (国によっては約 60 km/h 以
下) のときにシステム制限の範囲内で作動します。

– システム制限を超える速度では、車両が自動的に
再び通常のレベルに下降します。

– 車両を上昇させると、フロント アクスルのダンピ
ング特性が変化し、ステアリングを操作する際に
フロント アクスル周辺からノイズが発生すること
があります。

– 気温が約 -10 °C を下回ると、車両前部を完全に上
昇させるまでの時間が長くなります。 ノイズも大
きくなる恐れがあります。

車両前部の上昇と下降
車両前部を上昇させる

図. 81: リフト システム用ボタン
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情報

情報

情報

b エンジンが作動している。
e   ボタンを押してください。
🡆 車両前部が上昇します。

ボタンが赤色に点滅し、インストルメント クラス
ターにメッセージが表示されます。

車両前部が完全に上昇すると、
– ボタンは赤色に点灯します。
– インストルメント クラスターにメッセージが表示

されます。

車両前部の意図しない下降により、損傷が起こる恐れが
あります。
システムによっては、エンジンが作動していない場合、
しばらくすると車両前部が自動的に下降します。
e 必ず下降させた状態で駐車してください。

車両前部を下降させる
b すべてのドアが閉じている
b エンジンが作動している。
e  (図. 81) ボタンを押してください。
🡆 車両前部が下降します。

ボタンが赤色に点滅し、インストルメント クラス
ターにメッセージが表示されます。

車両前部が完全に下降すると：
– ボタンの赤色ライトは消灯します。
– インストルメント クラスターにメッセージが表示

されます。

インフォメーション

下降中にドアを開くと、車両前部が自動的に再び上昇し
ます。

車両の下廻りを損傷する恐れがあります。
e 障害物の上などで車両を下降させないでくださ

い。

リフト システムの故障
フロント アクスル リフト システムに故障が発生する
と、インストルメント クラスターに表示されます。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

自動リフト機能
自動リフト機能は、場所に応じて車両前部を自動的に上
昇させるために使用されます。

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導す
ることがあってはなりません。 適切な速度で走行する
などの安全運転に努めるのはドライバーの責任です。
自動リフト機能はドライバーの集中力の代わりになるも
のではありません。
リフトが完全に展開した状態であっても、不適切な速度
で走行しているときには障害物との接触を防ぐことがで
きません。
保存された位置が認識されず、自動リフト機能が作動し
ない状況が発生する可能性があります。
リフト システムに故障がある場合、自動リフト機能を
作動することができません。
e 登録した位置に近づくときに、車両前部が上昇し

ていることを確認してください。
e 適切な速度で障害物を乗り越えてください。

自動リフト機能の登録
障害物に初めて近づくときは、フロント エンド リフト
機能を手動で開始し、位置を保存する必要があります。
1.  ボタンを押してください。

2. タッチ ディスプレイで保存をタップします。
🡆 PCM に位置が保存されたことを示すメッセージが

表示されます。

インフォメーション

往路と復路など、障害物への接近経路が複数ある場合
は、すべての接近経路で障害物に接近して位置を保存す
る必要があります。

インフォメーション

自動リフト位置は、車両のすべてのユーザー プロフィ
ールに保存されるため、すべての車両ユーザーが確認で
きます (個人のユーザー プロフィールにはリンクしませ
ん)。
e 車両を販売する前には、保存したリフト位置を削

除してください。

自動リフト機能の実施
車両前部を自動的に上昇させる
b 自動リフト機能が作動している。
b 自動リフト機能に位置が登録されている。
b 速度がシステム制限内。
保存された位置に近づくと、車両前部が自動的に上昇し
ます。 インストルメント クラスターにメッセージが表
示されます。

インフォメーション

自動リフト中に  ボタンを押すと、自動リフト機能は
中断されます。 PCM タッチ ディスプレイにメッセージ
が表示されます。
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警告

警告

注意

車両前部を下降させる
e  ボタンを押してください。

– または –
リフト システムのシステム制限を超える速度での
自動制御。

自動リフト機能の設定
この機能は PCM で作動 / 停止を切り替えることができ
ます。 保存した位置は名前の変更や削除ができます。

e   e  設定 e 車両 e スマート リフト

パークアシスト
一般的な安全に関する指示

集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導す
ることがあってはなりません。 ドライバーは常にしか
るべき注意を払ってください。 このシステムは、ドラ
イバーの注意力の代わりになるものではありません。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にないことを確

認してください。
e 操作中、赤色部分に人または動物がいる場合は、

車両を停止してください。

センサーの検出範囲の制限

センサーは周辺状況を完全には監視できません。 この
エリア内では、人、動物、障害物は検出されないか、限
られた範囲でしか検出されない場合があります。 怪我
や損傷の危険があります。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

不利な環境条件

不利な環境条件の場合、システムは制限されるか、利用
できません。 怪我や損傷の危険があります。
e 適切な環境条件でのみシステムを使用してくださ

い。
e 視界、天候、路面、および交通状況に応じた適切

な運転を心がけてください。

システム制限
外部の超音波を発する機器 (他車のエア ブレーキ、掃除
機、削岩機など) が障害物の検出を妨げる場合がありま
す。

システムは以下を検出できません。
– 音波を吸収する障害物 (例：冬場の滑りやすい路

面、粉雪などの雪、布地や毛皮の衣類など)。
– 音波を反射する障害物 (ガラス面やなめらかな塗装

面など)。
– 非常に細い障害物 (細い支柱など)。
– 障害物がある、センサーやカメラが非常に汚れて

いる、ほこり、汚れ、雪や氷などに覆われている
場合など。

機能
ドライバーが駐車操作をしているとき、パークアシスト
は車両と障害物の間の距離を視覚的および音響的に示し
ます。
車両の後方の障害物が PCM に色別にフィールド表示さ
れます。 このフィールドにより障害物の形や車両との
距離が分かります。
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距離測定

図. 82: 距離測定用超音波センサー

リヤ バンパーの超音波センサー A(図. 82) が、最も近く
にある障害物からの距離を測定します。 障害物を検出
すると、警告音が断続的に鳴ります。 車両が障害物に
近づくにつれて警告音の断続間隔は短くなります。 障
害物との距離が約 30 cm 以下になると、警告音が連続
して鳴ります。
センサーの上および下にある障害物は検知できません。
警告音の音量は PCM で設定できます。
g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

パークアシストの作動および停止
パークアシストの作動
自動作動
b 作動待機が ON になっている。
b リバース (後退) ギヤに入っていること。

– または –
車両の後退が検出されていること。

PCM の表示

図. 83: パークアシストの表示

カラー リヤ側の距離

オレンジ < 180 cm

赤 < 40 cm

赤 + 連続音 < 30 cm

記号 意味

現在の駐車操作でパークアシストを無効
にします。再度トランスミッション レ
ンジ R に挿入すると、有効な状態に戻
ります。

オーディオ再生を OFF にします。

ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

パークアシストの停止
手動での停止

e PCM で  をタップします。
自動停止
b PDK 装備車：セレクター レバーが P 位置になって

いること。
– または –
リバース ギヤから前進ギヤへの変更。

パークアシストの音量調整

e   e  車両 e アシスト e e アシスタンス
システム設定 e パークアシスト
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ポルシェ アクティブ サスペンション
マネージメント (PASM)
一般的な安全に関する指示
警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
Porsche Active Suspension Management (PASM) シ
ステムはショック アブソーバーをアクティブに調整し
ます。 アジャスタブル ダンパー システムは、走行状態
や条件に応じて各タイヤの適切なダンパー レベルを選
択します。 走行安全性、俊敏性、および快適性が最適
化されます。
ボタンの操作で、2 種類のシャーシ設定を選択できま
す。
– 「スポーツ シャーシ」
– 「トラック シャーシ」
スポーツ モードでは、シャーシは基本設定になり、一
般道および「平坦ではない」レース サーキットに適し
ています。
トラック モードでは、特に高いドライビング ダイナミ
クス (平坦なレース サーキットなど) にダンパー設定が
行われます。
走行状況に合わせて、マニュアル モードに加えて、
PASM もショック アブソーバー設定を調整し、スポー
ティーまたは快適な走行を可能にします。
SPORT および TRACK 走行プログラムは、これらの走
行プログラムが選択されたときに「トラック シャー
シ」が有効になるように設定できます。

走行プログラムの設定と選択については、以下をご覧く
ださい：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。

PASM モードの選択

図. 84: スイッチ パネルの PASM ボタン

1. イグニッションを ON にします。
2.  ボタンを (何度も) 押します。
–  ボタンが赤色に点灯しない： 「ノーマル シャー

シ」 (標準設定)。
–  ボタンが赤色に点灯する： 「スポーツ シャー

シ」の選択。

インフォメーション

イグニッションを OFF にすると、そのとき選択してい
るシャーシ設定がメモリーに保存されます。

警告メッセージへの対応
PASM 故障はインストルメント クラスターに表示され
ます。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。



93

運転 / ドライバー アシスタンス

警告
警告

ポルシェ スタビリティ マネージメン
ト (PSM)
一般的な安全に関する指示

車両コントロールの喪失

PSM は、不適切な走行速度による事故の危険性を減少
させるものではありません。
走行安全性は向上しますが、だからといって無謀な運転
は避けてください。 PSM が装備されていても、物理的
限界を超えて車両を制御することはできません。
e PSM の利点にかかわらず、ドライバーには路面、

天候、周囲の交通状況に応じた適切な運転に努め
る責任があります。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

機能説明
Porsche Stability Management (PSM) は、極端な条件
での運転時に車両を安定させるためのアクティブ コン
トロール システムです。エンジン始動時に自動的に有
効になります。 PSM は、アンチロック ブレーキ シス
テム (ABS)、エンジン ドラッグ トルク コントロール
(MSR)、トラクション コントロール (TC)、走行安定性
コントロール (ESC)、油圧ブレーキ アシスト (HBA)、
オートマチック ブレーキ ディファレンシャル (ABD) の
サブシステムで構成されます。
e PSM を「ノーマル」走行で常に ON にする必要が

あります。 これは特に濡れた道路に当てはまりま
す。

以下のイベントにより、ドライバーに以下のことが知ら
されます PSM コントロールの作動：
– インストルメント クラスターの PSM 警告灯  が

点滅します
– 油圧作動音が聞こえることがあります
– 車両が減速し、ステアリング ホイール力が PSM の

ブレーキ コントロールに伴って変化します
– エンジン出力が減少します。
– ブレーキ ペダルが振動し、ペダルの位置が変化し

ます。 最大の制動力を得るため、ブレーキ ペダル
にパルス振動を感じたら更に強く踏み込んでくだ
さい。

オートマチック ブレーキ ディファレンシャル
(ABD)
駆動中のアクスルの一方のホイールがスピンし始める
と、そのホイールにブレーキがかかり、同一アクスルの
もう一方のホイールが駆動できるようになります。

トラクション コントロール (TC)
アンチスリップ コントロール システムは、駆動力を調
整することでホイールのスピンを防止し、確実なレーン
維持性および走行安定性を実現します。

エンジン ドラッグ トルク コントロール (MSR)
オーバーラン時、ホイールのスリップが激しい状況で
は、エンジン ドラッグ トルク コントロール システムが
駆動輪のロックアップを防ぎます。 滑りやすい路面で
シフトダウンした場合も同様です。

PSM の操作
PSM を OFF にする

PSM アシスタンスなし

PSM を OFF にすると、ABS 制御の範囲外になるよう
な過酷な走行状況での PSM によるサポートは行われな
くなります。
e 「ノーマル」走行では常に PSM を ON にすること

を推奨いたします。

ただし、次の例外的な状況では、一時的に PSM を OFF
にすると効果があります。
– 柔らかい路面や深い雪道を走行する場合。
– 「車両を揺らして脱出する」とき。

PSM は、以下の 2 段階で OFF にできます：
– ステージ 1： ESC OFF:

エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) を OFF にします。

– ステージ 2： ESC + TC OFF：
さらに、トラクション コントロール (TC) も OFF
にします。

TRACK 走行プログラムは、走行プログラムが選択され
たときに ESC または ESC + TC が OFF になるように設
定できます。
走行プログラムの設定と選択については、以下をご覧く
ださい：
g 73 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。
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Electronic Stability Control (ESC) を OFF に
する

図. 85: スイッチ パネルの ESC OFF ボタン

b ESC + TC OFF ボタンのインジケーター ライトが
消灯している。

e  ボタンを押してください。
🡆 若干の遅れの後 Electronic Stability Control

(ESC) が OFF になります。 ボタンのインジケ
ーター ライトとインストルメント パネルの
PSM OFF 警告灯が点灯します。 エレクトロニ
ック スタビリティ コントロールが OFF にな
っていることを示すメッセージがインストル
メント クラスターに表示されます。 警告音も
鳴ります。

インフォメーション

− Electronic Stability Control (ESC) のブレーキ介入
が無効になります。

− ABS は引き続き有効です。

エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) を ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) が直ちに有効になります。
ボタンのインジケーター ライトとインストル
メント クラスターの PSM OFF 警告灯が消灯
します。 エレクトロニック スタビリティ コン
トロールが有効になっていることを示すメッ
セージがインストルメント クラスターに表示
されます。

エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) とトラクション コントロール (TC) を
OFF にする

図. 86: スイッチ パネルの ESC/TC OFF ボタン

e  ボタンを約 1 秒間押し続けてください。

Electronic Stability Control (ESC) および Traction
Control (TC) は完全に OFF になります。
ボタンのインジケーター ライト、インストルメン
ト クラスターの PSM OFF および TC OFF 警告灯
が点灯します。
Electronic Stability Control と Traction Control が
OFF であることを示す警告メッセージがインスト
ルメント クラスターに表示されます。 警告音も鳴
ります。

インフォメーション

− すべての PSM 機能が無効になります。
− ABS は引き続き有効です。
− ESC+TC OFF ボタンを使用して、直接 PSM を無

効にした場合、ESC OFF ボタンのインジケーター
ライトも点灯します。

エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) およびトラクション コントロール (TC)
を ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 直ちに PSM が ON になります。
ボタンのインジケーター ライトとインストル
メント パネルの PSM OFF および TC OFF 警
告灯が消灯します。
Electronic Stability Control と Traction
Control が ON であることを示す警告メッセー
ジが、インストルメント クラスターに表示さ
れます。
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警告

インフォメーション

PSM が OFF である場合、Traction Control (TC) を個別
に ON にすることができます：
e  ボタンを押してください。

Traction Control {TC} が直ちに有効になります。
 ボタンのインジケーター ライトとインストルメ

ント クラスターの TC OFF 警告灯が消灯します。
エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) は OFF のままになります。

ABS ブレーキ システム (アンチロック ブ
レーキ システム)

車両コントロールの喪失

ABS は危険なスピードによる事故のリスクを減らすこ
とはできません。
走行安全性は向上しますが、だからといって無謀な運転
は避けてください。 アンチロック ブレーキ システムが
装備されていても、物理的限界を超えて車両を制御する
ことはできません。
e アンチロック ブレーキ システムの有無にかかわら

ず、ドライバーには路面、天候、周囲の交通状況
に応じた適切な運転に努める責任があります。

ABS の特徴：
– ステアリングの操作性の確保： 安定したステアリ

ング コントロール性能を維持します。
– 優れた走行安定性： ホイール ロックによるスリッ

プを回避します。
– 制動距離の短縮： ほとんどの状況で制動距離が短

くなります。
– ホイール ロックの回避： タイヤのフラット スポッ

トを回避できます。
ポジション

ABS の決定的なメリットは、危険な状況で走行安定性
と車両の操作性を維持できることにあります。
ABS は、フル ブレーキをかけた際に、実質的にあらゆ
る路面において車両が停止する直前までホイールがロッ
クすることを防ぎます。
ホイールが 1 本でもロックしそうな場合は、ABS が適
切に制御し始めます。
このブレーキ コントロールは、非常に小刻みなポンピ
ング ブレーキをかけるのと似た状態です。
ブレーキ ペダルの脈動やノイズは、ドライバーが道路
状況に対してスピードを調整するようにという警告の役
目をします。

フル ブレーキをかける必要がある場合：
e ブレーキをかける際、ブレーキ ペダルが小刻みに

動いても、ブレーキ ペダルをいっぱいに踏み込み
ます。 ブレーキ圧力を低下させないようにしてく
ださい。

警告メッセージへの対応
ABS 警告灯に関する情報：
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
g 102 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。
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フロント ウィンドウ ワイパー
概要
この概要説明は「フロント ウィンドウ ワイパー」の項
の詳しい情報に代わるものではありません。操作する際
は、この概要のみでなく「安全指示」および「警告」を
必ずお読みください。

図. 87: フロント ウィンドウ ワイパー レバー

図. 88: レイン センサー / 間欠作動感度の切り替えスイッチ A

希望する操作 操作方法 操作箇所

フロント部のワイパーを自動で作動 (レイン センサー /
間欠作動)

e 操作レバーを 1 の位置にしてください。 P. 97

レイン センサー/間欠作動の感度設定 e スイッチ A を上 (作動回数が増える) または下 (作
動回数が減る) 向きに押してください。

P. 97
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警告

情報

希望する操作 操作方法 操作箇所

フロント ワイパー作動 e 低速：操作レバーを押して 2 の位置にしてくださ
い。

e 高速：操作レバーを押して 3 の位置にしてくださ
い。

e ワンタッチ：操作レバーを短く押して 4 の位置に
してください (4 の位置で保持すると、ワイパーの
動きが速くなります)。

P. 97

フロント ワイパーとウォッシャー作動 e 操作レバーをステアリング ホイール方向 5 に引い
て、保持してください。

P. 97

フロント ワイパー サービス ポジション
アイスまたはサン シールドの装着とワイパー ブレード
の交換

e イグニッションを OFF にして、ワイパー レバーを
4 の位置に 1 回押し下げます。フロント ウィンド
ウ ワイパーが上方に約 90° 移動します。

P. 97

一般的な安全に関する指示
ワイパーの不意の作動

フロント ウィンドウ清掃時に怪我をする恐れがありま
す。 レイン センサー モードでは、フロント ウィンドウ
に水滴を検出すると自動的にワイプ作動を行います。
e フロント ウィンドウ ワイパーを OFF にしてからフ

ロント ウィンドウを清掃してください。

ボンネット、フロント ウィンドウ、およびワイパー シ
ステムを損傷する恐れがあります。

e フロント ウィンドウが十分に濡れた状態でワイパ
ーを作動させてください。乾いた状態での使用は
ウィンドウの擦り傷の原因になります。

e ワイパー ブレードが凍結した場合は、走行前に慎
重にフロント ウィンドウから剥がしてください。

e (レイン センサー機能により) 不意に作動すること
のないよう、洗車機で洗車する前に必ずフロント
ウィンドウ ワイパーを OFF にしてください。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

フロント ワイパーの操作

図. 89: フロント ウィンドウ ワイパー レバー
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情報

0 フロント ウィンドウ ワイパー OFF
フロント ワイパーまたはイグニッションを OFF にす
ると、ワイパー アームが通常位置からわずかに上方
に動きます。この動きにより、ワイパー ブレードの
ウィンドウ接触面の向きを整えます。

1 レイン センサー / 間欠作動、フロント ワイパー
e ワイパー レバーを最初の位置にまで動かしま

す。
2 フロント ワイパー低速

e ワイパー レバーを 2 番目の位置にまで動かしま
す。

3 フロント ワイパー高速
e ワイパー レバーを 3 番目の位置にまで動かしま

す。
4 フロント ワイパーのワンタッチ機能

e ワイパー レバーを押し下げます。
フロント ワイパーがワイプ サイクルを 1 回実施
します。

5 フロント ワイパー / ウォッシャー システム
e ワイパー レバーをステアリング ホイールの方向

に引いてください。
ワイパー レバーを放すと、拭き取りのためワイ
パーが数回作動します。

インフォメーション

e フロント ウィンドウが非常に汚れている場合は、
洗浄プロセスを繰り返します。

e 頑固な汚れ (昆虫の死骸など) は定期的に清掃して
ください。

フロント ウィンドウ ワイパー ブレードを万全の状態に
保つことは良好な視界のために不可欠です。
g 190 ページの「ワイパー ブレードのお手入れ」の章
を参照してください。

ワイパー作動間隔の設定

図. 90: レイン センサー / 間欠作動の切り替えスイッチ A

レイン センサー非装備車では、フロント ウィンドウ ワ
イパーの作動間隔を 4 段階で調節することができま
す：

ワイパーの作動間隔を短くする
e スイッチ A を上方向に押してください。

🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが 1 回ワイプ作
動を行い、設定が切り替わったことを知らせ
ます。

ワイパーの作動間隔を長くする
e スイッチ A を下方向に押してください。
レイン センサー作動の調節
レイン センサー装備車の場合、フロント ウィンドウに
付着する水滴の量を感知します。ワイパーの作動間隔を
自動調節します。

フロント ワイパーを ON にしているときに速度が約
4 km/h 以下になると、レイン センサーが自動的に作動
します。
速度が約 8 km/h を超えると、システムが設定したワイ
パー作動に切り替わります。

インフォメーション

− イグニッションを ON にしたとき、ワイパー レバ
ーがすでに 1 の位置にあった場合、速度が 4 km/h
を超えるまでレイン センサーは作動しません。

− イグニッションを ON にしたときに、すでにワイ
パー レバーが 2 または 3 の位置にある場合、フロ
ント ウィンドウ ワイパーはワイパー レバーを操作
しなければ作動しません。

インフォメーション

ラゲッジ コンパートメント リッドを開くとワイパーが
停止します。
e 再度ワイパーを ON にするには、フロント ワイパ

ー操作レバーを上方向/下方向に動かしてくださ
い。

レイン センサー感度の手動調節
ワイパー速度を手動で設定することができます：
e スイッチ A を上に押してください – センサー感度

が上昇します。
🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが 1 回ワイプ作

動を行い、設定が切り替わったことを知らせ
ます。

e スイッチ A を下に押してください – センサー感度
が低下します。

ワイパー ブレード
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情報

注意

警告

ワイパー アームを誤ってフロント ウィンドウに勢いを
つけて戻すと、フロント ウィンドウが損傷することが
あります。
e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ア

ームをしっかりと保持してください。

ワイパー ブレードは低温で凍結することがあります。
e 走行前に凍結したワイパー ブレードを溶かしてく

ださい。

ワイパー ブレードの交換
ワイパー ブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレードが
損傷したりした場合に交換する必要があります。

正しく取り付けられていな
いワイパー ブレード

適切に交換しない場合、正しく取り付けられていないワ
イパー ブレードが走行時にゆるむ可能性があります。
e ワイパー ブレードはワイパー アームに適切に固定

する必要があります。
e ワイパー ブレードが確実に固定されていることを

確認します。

フロント ウィンドウ ワイパー ブレードの交換
ワイパーの展開
b イグニッションを OFF にする
1. ワイパー レバーを 1 回押し下げてください (位置

4)。
🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが上方に約 90°

移動します。
2. メーカーの取扱説明書 (別冊) に従い、ワイパー ブ

レードを交換してください。ワイパー ブレードの
長さが異なるので注意してください。

ワイパーの格納
b 作動待機が ON になっている。
e ワイパー レバーを約 2 秒間押し下げます (位置

4)。
🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが通常位置に戻

ります。

インフォメーション

必要な場合は、ポルシェ正規販売店で交換作業を行って
ください。ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

クルーズ コントロール
一般的な安全に関する指示

危険な交通状況や路面状態
が悪い状況での走行

現在の交通状況で前走車との安全な距離を保って走行で
きない場合、または一定の車速で走行できない場合、ク
ルーズ コントロールを使用すると事故を起こす危険が
あります。
e 渋滞、カーブの多い道、悪い路面状態 (冬場の滑り

やすい路面、濡れた路面、起伏の多い路面など) で
はクルーズ コントロールを使用しないでくださ
い。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
クルーズ コントロールを使用すると、約 30 km/h –
240 km/h の範囲でアクセル ペダルを踏まなくても希
望する速度を維持したまま走行できます。

インフォメーション

− 対象：PDK 装備車： アクティブ ダウンシフト機能
とアクティブ ブレーキ介入機能は、(特に下り坂な
どで) 設定速度を維持するため、自動的に作動しま
す。

− 対象：マニュアル トランスミッション装備車： ギ
ヤ チェンジ中にクラッチ ペダルを踏み込んでもク
ルーズ コントロールは中断されません。
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ディスプレイおよびコントロール
各操作部

図. 91: クルーズ コントロール操作レバー

R クルーズ コントロールの ON/OFF
1 設定速度の設定 / 加速
2 設定速度の減速
3 再開： コントロールの再開
4 中断： コントロールのキャンセル

ディスプレイ
ステータス表示シンボル

記号 意味

クルーズ コントロール
が停止中です。

クルーズ コントロール
が停止中です。 コント
ロールがキャンセルさ
れ、目標速度が表示され
ます。

クルーズ コントロール
は、設定目標速度で有効
になります。

クルーズ コントロール スタンバイを ON
に切り替える
ON になった時点でクルーズ コントロールは停止中にな
っています。 コントロール機能を作動させるには、最
初にシステムを起動する必要があります。

クルーズ コントロールを ON にする
e コントロール レバーの R ボタンを押してくださ

い。
🡆 アダプティブ クルーズ コントロールが ON

で、なおかつ停止中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスが
グレーで表示されます。 速度は保存されてい
ません。

インフォメーション

イグニッションを OFF にしてから再度 ON にした後で
も、クルーズ コントロール スタンバイが再度有効にな
ります。

クルーズ コントロールを OFF にする
e コントロール レバーの R ボタンを押してくださ

い。
🡆 メモリーが消去され、スタンバイのシンボル

マークが消灯します。

クルーズ コントロールの作動

b クルーズ コントロールが ON になっています。
b 速度が 30 km/h を超過しています。
1. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
2. レバーを前方 (1 の位置) に短く押します。

🡆 クルーズ コントロールが作動します。
🡆 現在の速度はステータス ディスプレイに緑色で表

示され、自動的に維持されます。

クルーズ コントロールの使用
目標速度の変更
目標速度は、コントロール レバーを押すことで調整で
きます。
b クルーズ コントロールが作動しています。

速度を上げる
e コントロール レバーを前方 (位置 1) に押します。

– 短く押す = 1 km/h 単位
– 押し続ける = 10 km/h 単位で速くなる

速度を下げる
e コントロール レバーを引きます (位置 2)。

– 短く引く = 1 km/h 単位
– 引き続ける = 10 km/h 単位で遅くなる
🡆 新しく設定した速度がインストルメント クラ

スターに表示されます。
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インフォメーション

アクセル ペダルを使用して加速することができます。
こうしても保存された値は変更されません。 アクセル
ペダルから足を離すと、保存された値がリセットされま
す。

クルーズ コントロールのキャンセル – キャン
セル
クルーズ コントロールを停止するとスタンバイ モード
に切り替わります。手動で再度作動されるまで、スタン
バイ状態のままになります。
e コントロール レバーを下方 (位置 4、CANCEL) に

押します。
– または –
ブレーキ ペダルを踏みます
– または –
クラッチ ペダルを約 7 秒以上踏み続けます (マニ
ュアル トランスミッション装備車)。
– または –
セレクター レバーを位置 N に動かします (PDK 装
備車)。

🡆 クルーズ コントロールが停止中です。 目標速度の
設定値は保存されたままです。 ステータス ディス
プレイが緑色からグレーに変わります。

次のような状況では、クルーズ コントロールは自動的に
キャンセルされます。
– 車両が設定速度以上または未満の速度で一定時間

走行している。
– ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が有

効。

クルーズ コントロールの再開 – RESUME
e コントロール レバーを上方 (位置 3、RESUME) に

押します。
🡆 クルーズ コントロールは、設定速度になるま

で加速するかブレーキをかけます。

ディスプレイ

図. 92: インストルメント パネルの交通標識表示

A 主要交通標識
B 補助標識
C カーブ警告

インストルメント クラスターに、補助標識 B を含む主
要交通標識 A を最大 3 個まで表示することができま
す。最も優先度の高い交通標識が左側に表示されます。
カーブ警告画面 C は急カーブの約 150 m 前で出され、
そのカーブを通過するまで表示されます。
交通静音化対策地域または住宅街では、「5 km/h」と
表示されます。

交通標識のない高速道路や (中央分離帯のある) 幹線道
路の入口 / 出口では、郊外道路の該当する制限速度が表
示されます。
イグニッションを ON にすると、有効な最新の制限速度
がインストルメント クラスターに表示されます。速度
制限が検出されないか、現在地で交通標識の認識機能を
使用できない場合は、インストルメント パネルに通知
が表示されます。
g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
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表示および入力
インストルメント パネル
インストルメント パネルの概要

図. 93: インストルメント パネル
インストルメント パネルでは 2 種類の異なるビューを
選択できます。広範囲の設定が可能なクラシック ビュ
ーに対し、Track ビューでは重要な情報のみが表示され
ます。
g 105 ページの「インストルメント パネルの表示項目 」
の章を参照してください。

A – 速度 & アシスト画面
クラシック ビューでは時刻、外気温度、速度、走行距
離 / 区間走行距離、ナビゲーション、アシスト走行に関
する情報がチューブ 1 と 2 に表示されます。
Track ビューでは、速度 & アシスト画面にタイヤ空気
圧、クーラント温度、走行距離 / 区間走行距離に関する
情報が表示されます。

クラシック ビューにおける速度 & アシスト画面の設
定：
g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
Track ビューに関する情報：
g 105 ページの「インストルメント パネルの表示項目 」
の章を参照してください。
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情報

情報 警告

B – タコメーター (回転計)
タコメーターの目盛りが赤色の部分は、エンジン回転数
の許容上限を示しています。
Track ビューでは、タコメーターの左右にシフトアップ
インジケーターが表示されます (PDK 装備車ではセレク
タ レバー位置 M のみ)。

C – デジタル スピードメーター / パワー & ド
ライブ画面
速度、セレクター レバーの位置および締結ギヤに関す
る情報は、デジタル スピードメーターに表示されてい
ます。

D – 車両 & 情報画面
クラシック ビューでは、走行プログラム、車両ステー
タス、ナビゲーション、アシスタンス システム、およ
びドライバー アシスタンスに関する情報がチューブ 4
と 5 に表示されます。
Track ビューでは、速度 & アシスト画面にオイル温度 /
オイルプレッシャー、フューエル レベル / 残可走距
離、走行プログラムに関する情報が表示されます。
クラシック ビューにおける車両 & 情報画面の設定：
g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
Track ビューに関する情報：
g 105 ページの「インストルメント パネルの表示項目 」
の章を参照してください。

燃料計

燃料不足は、エミッション コントロール システムに損
傷を与える恐れがあります。

e 燃料タンクが空になるまで走行しないでくださ
い。

e 燃料警告が表示された場合、カーブを曲がるとき
にスピードを出さないでください。

車体の傾きが変化する場合 (上り坂や下り坂の走行な
ど)、表示位置が少し変化することがあります。

燃料残量警告
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量を
下回る場合、残燃料低下警告メッセージが表示されま
す。
e 最寄りの給油所で給油してください。

g 215 ページの「補給」の章を参照してくださ
い。

フィラー フラップ位置の表示
クラシック ビューの矢印はフィラー フラップ
がある車両の側を示しています。

水温計

クーラント温度が高すぎるとエンジンが損傷する恐れが
あります。
冷却水温度が異常に高くなると、水温計の指針が最高温
度マークまで動きます。 インストルメント クラスター
に警告メッセージが表示されます。 警告灯  が点灯
または点滅します。
e レッド ゾーンに達した場合は、直ちに適切な場所

に停車してエンジンを OFF にしてください。 運転
を続けないでください。

バーが左部分にあるとき – エンジン冷間時
e 高いエンジン回転数および重いエンジン負荷を避

けます。

バーが中央部分にあるとき – 通常の作動温度
e 外気温が高いときにエンジンに大きな負荷をかけ

た場合、バーがレッド ゾーンを示すことがありま
す。

バーがレッド ゾーンにあるとき – 作動温度が高すぎ
る
e クーラント レベルが低い場合、急な坂道など車両

が急角度で傾いたり、円状に走行するなどして長
いカーブで横加速度が発生したりすると、警告メ
ッセージが表示されることがあります。  車両が
「通常」の作動状態に戻っても警告が消えない場
合、クーラント レベルを点検してください。
g 182 ページの「クーラント」の章を参照してく
ださい。

インストルメント パネルの操作
運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。

インストルメント クラスターは、イグニッションが ON
の時のみ有効です。安全のため、一部の機能は停車中し
か利用できません。
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図. 94: マルチファンクション ステアリング ホイールによるイ
ンストルメント クラスターの操作

A – 音量の調節またはオーディオ ソースのミュ
ート
e 音量調節：ロータリー ノブ A (図. 94) を上方向ま

たは下方向に回します。
e ミュート：ロータリー ノブ A (図. 94) を押しま

す。

B – ボイス コントロールの呼び出し
e ボタン B (図. 94) を押してください。

C – 保存した機能を呼び出す
ショートカット ボタンの割り当て
e C (図. 94) ボタン (◊ ボタン) を押してください。

ステアリング ホイールのボタンおよびスイッチ パ
ネルのボタンは個別に割り当てることができま
す。

g 143 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

D – 次 / 前の放送局 / トラックを再生する
e ボタン D(図. 94) を押してください。

E – 速度 & アシスト 1 と車両 & 情報 2 画面で
メニューと機能をスクロールして選択
e スクロール：ロータリー ノブ E (図. 94) を上方向

または下方向に回してください。
e 選択 / 入力：E (図. 94) ロータリー ノブを押して

ください。

F – 速度 & アシスト 1 と車両 & 情報 2 画面の
操作を切り替える
e ボタン F (図. 94) を押してください。

インフォメーション

Track ビューでは F (図. 94) ボタンが機能しません。

G – 車両 & 情報 2 画面のディスプレイで 1 つ
以上前のメニューに戻る
e ボタン G (図. 94) を押してください。

H – 着信を受ける
e ボタン H (図. 94) を押してください。

オプションの選択および機能の有効化
手前のシンボル マークは、オプションが選択されてい
るかどうか、または機能が有効な状態であるかどうかを
示します。

複数のオプションから 1 つを選択
オプションは選択されています。
オプションは選択されていません。

機能の有効化および無効化
機能は作動しています。
機能が無効になっています。

インストルメント クラスターでの調整ビュー
長押しして移動させると、各種車両情報を 4 つのフィ
ールドに割り当てることができます。車両情報の 1 つ
の項目を複数のフィールドに同時に割り当てることはで
きません。

e   e  設定   ディスプレイ e インストルメント
パネル e 情報表示設定

次に、インストルメント パネルのカスタマイズ ビュー
を選択できます。

e 車両 e 表示 e カスタム
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図. 95: インストルメント パネルの表示項目

インストルメント パネルの表示項目
一部のディスプレイ表示は停車中のみ利用できます。
この取扱説明書は機能の一部のみを紹介しています。ここではメニューの構成や、主な機能を例示し、操作方法をわかりやすく説明します。

クラシック ビュー

チューブ ディスプレイ 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

1 e 時刻、外気温度、日付 デジタルまたはアナログ時計、外気温
度、および日付を表示します。表示の選
択は PCM で調節できます。

g P. 143

1 e コンパス コンパスを表示します。 –

2 e スピードメーター スピードメーターを表示します。 –
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クラシック ビュー

チューブ ディスプレイ 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

2 e 走行距離および区間走行距離 オドメーター (積算距離計) およびトリッ
プ メーターを表示します。トリップ メー
ターは、9,999 km を超えた後、「0」に
戻ります。
トリップ メーターのリセット
クラシックビューにて：
e マルチファンクション ステアリング

ホイールの右ロータリー ノブ E
(図. 94) を長押しします。
トリップ メーターが点滅します。3
回の点滅後、トリップ メーターは
「0」に戻ります。

–

2 e ナビゲーション ナビゲーション情報 (分岐メッセージな
ど) を表示します。

g P. 151

4 e 電話 接続した電話を使用します。 g P. 164

4 e 車両 車両情報を表示します (情報、メッセー
ジ、サービス インターバル、給油レベ
ル)。

g P. 108

4 e トリップ 走行データ (平均燃費、走行可能距離、走
行時間など) を表示およびリセットしま
す。

g P. 105

4/5 e マップ 地図画面を表示および調整します。 g P. 151

4 e Sport Chrono ストップウォッチで時間を計測します。 g P. 161

4 e G-Force 現在の最大縦加速度および最大横加速度
を円グラフで表示します。

–
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クラシック ビュー

チューブ ディスプレイ 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

4 e タイヤ空気圧 タイヤ空気圧モニタリング システムを表
示します。

g P. 194

4 e 実行 出力とトルクを表示します。 –

4 e ギヤ シフト アシスト マニュアル トランスミッション搭載車に
て、パフォーマンスを重視した走行のた
めのギヤ シフト アシストを表示します。

g P. 80

4 e 走行プログラム 選択した走行プログラムを表示・設定し
ます。

g P. 73

4 e Track Track ビューを表示 g P. 107

5 e 燃料計と走行可能距離 燃料計と走行可能距離を表示します。 –

5 e 水温計 水温計を表示します。 –

5 e 目的地までのキロメートル 目的地までのキロメートルを表示します
(ルート案内中)。

–

Track ビュー
Track ビューはスポーツ モード用に設計されており、重
要な情報のみが表示されるようになります。
SPORT および TRACK 走行プログラムでは、該当する
走行プログラムを選択したときに Track ビューが表示さ
れるように設定することができます。
走行プログラムの設定と選択に関する情報：
g 73 ページの「走行プログラムの選択」の章を参照し
てください。

図. 96: Track ビュー

速度 & アシスト画面 A (図. 96) には、タイヤ空気圧、
クーラント温度、走行距離 / 区間走行距離に関する情報
が表示されます。この画面は個別に調整できません。

車両 & 情報画面 C (図. 96) には、オイル温度 / オイル
プレッシャー、フューエル レベル / 残可走距離、外気
温度、走行プログラムに関する情報が表示されます。マ
ルチファンクション ステアリング ホイールの右ステア
リング ホイール スポークにあるロータリー ノブから
は、クロノ、パフォーマンス、G-Force メニューに移動
したり、クラシック ビューに切り替えることができま
す。

インフォメーション

Track ビューはイグニッションを OFF にした後も表示
されたままとなります。
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トリップ メーターのリセット
Track ビューにて：
e インストルメント パネルで トリップ メーターのリ

セット メニューを選択します。
ギヤ シフト アシストによる走行
b Track ビューのインストルメント パネル。
b マニュアル トランスミッション装備車

– または –
PDK 装備車：セレクター レバー ポジション M。

性能を重視した走行中にドライバーをアシストするた
め、タコメーターの左右にシフトアップ インジケータ
ー B が表示されます。ギヤ シフト アシストは、黄色の
セグメントが増加するグラフィック表示により、次のギ
ヤへとシフト操作を行うタイミングを事前にドライバー
に通知します。次のギヤにシフトアップするよう指示が
出されるときは、エンジンが最大回転数に到達する直前
ですべてのセグメントが青色に点滅します。

ギヤ シフト アシストによる走行

図. 97: ギヤシフト アシスト/ギヤのシフトアップの例

b クラシック ビューのインストルメント パネル。
b マニュアル トランスミッション装備車
e  ギヤ シフト アシスト
性能を重視した走行中にドライバーをアシストするた
め、シフトアップ インジケーターが表示されます。ギ
ヤ シフト アシストは、次のギヤへのシフト操作のタイ

ミングをセグメントが増加するグラフィックによって事
前にドライバーにお知らせします。セグメントが増加す
るにしたがって、表示色が白、黄色、赤の順番に変化し
ます。
次のギヤにシフトアップするよう指示が出されるとき
は、エンジンが最大回転数に到達する直前、挿入されて
いるギヤ表示の横に ＋ マークが現れ、すべてのセグメ
ントが青色に点滅します。

速度警告を伴うカスタム速度制限の設定
PCM で速度警告を伴うカスタム速度制限を設定し有効
にすると、制限を超えた場合に警告メッセージが表示さ
れ、警告音が鳴ります。
この機能は、装着しているタイヤの種類に許容される最
高速度を守るために、ドライバーに注意を喚起する場合
などに利用できます。

PCM でカスタム速度制限を選択する

1.   e 設定  e アシスト走行 e カスタム速度制
限

2.  制限 1 か制限 2 を選択します。
速度を調整するには、  を選択して希望の速度
を設定してください。

🡆 速度制限が有効になっているときは、インストル
メント パネルの速度 & アシスト画面に選択されて
いるた速度が赤のマーカーで表示されます。

速度制限が作動しています。
速度制限が作動していません。

車両情報の表示
さまざまな車両情報の表示
e  車両 e 表示 e 車両
希望する車両情報ビューを選択してください。

メッセージの表示
e  車両 e 通知
未解決の警告または車両メッセージが表示されます。
下部のエリアに表示される警告メッセージは、未解決の
重要な警告メッセージの数を示します。

サービス インターバルの表示
e  車両 e サービス
任意のサービス インターバルを選択します。
次回のサービス時期が表示されます。
どらいびんぐでーたのひょうじ (とりっぷ
じょうほう)
ドライビング データの表示
PCM とインストルメント パネルには、走行時間、走行
距離、平均車速、平均燃費などの一連のドライビング
データを表示することができます。 
PCM とインストルメント パネルの操作に関する情報：
g 103 ページの「インストルメント パネルの操作」の
章を参照してください。
g 117 ページの「PCM の操作」の章を参照してくださ
い。

インストルメント クラスターの走行データの
表示
車両 & 情報画面にドライビング データを表示
1. [トリップ] メニューを選択します。
2. リストから表示内容を選択します。

トリップ データのリセット
1.  トリップ e リセット
2. リストから表示内容を選択します。
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

情報

PCM にドライビング データを表示
トリップ データの表示

1.   e  車両  e トリップ を選択します。
2. 必要な表示内容までスクロールしてください。

トリップ設定をカスタマイズする

1.   e  車両  e トリップ e   e トリップの
カスタマイズ

2. 長押しして移動させることで、各種ドライビング
データを 4 つのフィールドに割り当てることが
できます。走行データの 1 つの項目を複数のフ
ィールドに割り当てることはできません。

トリップ データのリセット

e   e  車両  e トリップ e   e トリップデ
ータをリセットする

警告灯およびインジケーター ライト

不具合は警告灯により示されます。 不具合の原因が解
消した場合に限り、該当する警告灯が消灯します。

次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い：
e エンジン作動中または走行中に、警告灯が点灯ま

たは点滅する。
e ポルシェ社ではポルシェ正規販売店のご利用をお

勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

車両の装備に応じて、次の警告灯とインジケー
ター ライトが表示されます。

ハイ ビームのインジケーター ライト
ハイ ビーム ヘッドライトが ON になっていま
す。
g 83 ページの「ライト」の章を参照してくだ
さい。

ダイナミック ハイ ビーム インジケーター ライ
ト
ダイナミック ハイ ビーム アシストが ON にな
っています。
交通状況に応じて自動的にハイ ビーム ヘッド
ライトの ON と OFF が切り替わります。
g 83 ページの「ライト」の章を参照してくだ
さい。

ロー ビーム インジケーター ライト
ロー ビーム ヘッドライトが ON になっていま
す。

リヤ フォグ ライト インジケーター ライト
リヤ フォグ ライトが ON になっています。
g 83 ページの「ライト」の章を参照してくだ
さい。

ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス
(PDLS Plus) 警告灯
ポルシェ ダイナミック ライト システム プラ
ス (PDLS Plus) が故障しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、すぐにポルシェ正規販売店で
修理してください。1

ライト警告灯
車両のライトが故障している可能性がありま
す。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

クーラント温度の警告灯
クーラント温度が高過ぎます。
e 運転を続けず、適切な場所で安全に停車

してください。
e エンジンを OFF にして冷やしてくださ

い。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り

入れ口がゴミなどで塞がれていないか点
検してください。クーラント レベルを点
検してください。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

g 182 ページの「クーラント」の章を参
照してください。

エンジン制御システム警告灯
車両の走行システムまたは充電システムに重
大な不具合が検出されました。
e 直ちに適切な場所で停車してください。
e 運転を続けず、適切な場所で安全に停車

し、エンジンを停止してください。
e ロードサイド アシスタンスに連絡し、必

要であれば車両をけん引して移動してく
ださい。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

エンジン コントロール システム警告灯
車両の走行システムまたは充電システムに不
具合が検出されました。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

タイヤ空気圧警告灯
ホイールまたはタイヤや新しく取り付けた空
気圧センサーの登録プロセス中に、1 つまた
は複数のタイヤの圧力が低下した場合、また
はタイヤ空気圧モニタリング (TPM) システム
の故障や一時的な不具合が生じた場合、警告
灯が点滅または点灯することがあります。
e 道路状況に合わせた速度と運転を心がけ

てください。急ブレーキや急ハンドルは
避けてください。

e 直ちに適切な場所に停車し、エンジンを
停止してください。該当するタイヤに損
傷がないか点検してください。必要に応
じてシーラントを追加してください。次
の機会に正しいタイヤ空気圧に調整して
ください。

e この故障が頻繁に発生するか継続してい
る場合は、直ちにポルシェ正規販売店で
修理してください。1

レース トラック モードのインジケーター ライ
ト
タイヤ空気圧モニタリング システムのレース
サーキット モードが作動しています。
公道での走行には、レース サーキット モード
を使用しないでください。

エレクトリック パーキング ブレーキ警告灯
警告灯が常時点灯：パーキング ブレーキに故
障があります。
警告灯が点滅：ブレーキ システムに不具合が
あります。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、すぐにポルシェ正規販売店で
修理してください。1

e 93 ページの「ポルシェ スタビリティ マ
ネージメント (PSM)」の章を参照してく
ださい。

e 71 ページの「ブレーキ」の章を参照して
ください。
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ポルシェ アクティブ サスペンション マネージ
メント (PASM) 警告灯
ポルシェ アクティブ サスペンション マネジメ
ント (PASM) 機能が故障している可能性があ
ります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

g 92 ページの「ポルシェ アクティブ サ
スペンション マネージメント (PASM)」
の章を参照してください。

アンチロック ブレーキ システム警告灯
アンチロック ブレーキ システム (ABS) または
ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM)
が故障しました。ブレーキ ブースターに不具
合がある可能性があります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 可能な限り、急ブレーキを避けてくださ

い。制動距離が長くなることを考慮して
ください。

e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故
障を修理してください。1

e 93 ページの「ポルシェ スタビリティ マ
ネージメント (PSM)」の章を参照してく
ださい。

パワー ステアリング警告灯
パワー ステアリングは、故障した / 機能が制
限された / 不具合がある状態です。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してく

ださい。1

中央の警報灯
少なくとも 1 つの警告メッセージが表示また
は保存されています。
g 122 ページの「警告および情報メッセー
ジ」の章を参照してください。

方向指示灯、左

方向指示灯、右

エアバッグ警告灯
エアバッグ システムが故障している可能性が
あります。
e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理

してください。
g 40 ページの「エアバッグ」の章を参照
してください。

シートベルト警告灯
シート ベルトが着用されていないか、正しく
着用されていません。
e シート ベルトを正しく着用してくださ

い。
g 59 ページの「シート ベルト」の章を参
照してください。

ブレーキ システム警告灯
警告灯が常時点灯：パーキング ブレーキがか
かっているか、ブレーキ システムが故障して
います。ブレーキ フルード レベルが低すぎる
可能性があります。
警告灯が点滅：パーキング ブレーキに故障が
あります。
e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理

してください。1

g 71 ページの「ブレーキ」の章を参照し
てください。
g 181 ページの「ブレーキ フルード」の
章を参照してください。

ブレーキ パッドの摩耗を示す警告灯
ブレーキパッドが摩耗しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店でブ

レーキ パッドを交換してください。1

g 71 ページの「ブレーキ」の章を参照し
てください。
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ポルシェ スタビリティ マネージメント警告灯
警告灯が点滅：ポルシェ スタビリティ マネー
ジメント (PSM) コントロール プロセス。93
ページの「ポルシェ スタビリティ マネージメ
ント (PSM)」の章を参照してください。
警告灯が常時点灯：ポルシェ スタビリティ マ
ネージメントが故障しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 過酷な走行条件下では急加速、急ブレー

キ、急ハンドルを避けてください。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、すぐにポルシェ正規販売店で
修理してください。1

e 93 ページの「ポルシェ スタビリティ マ
ネージメント (PSM)」の章を参照してく
ださい。

PSM OFF 警告灯
エレクトロニック スタビリティ コントロール
(ESC) かポルシェ スタビリティ マネージメン
ト (PSM) が無効になっています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e 93 ページの「ポルシェ スタビリティ マ

ネージメント (PSM)」の章を参照してく
ださい。

TC OFF 警告灯
トラクション コントロール (TC) が無効になっ
ています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e 93 ページの「ポルシェ スタビリティ マ

ネージメント (PSM)」の章を参照してく
ださい。

HOLD 機能インジケーター ライト
電動パーキング ブレーキが自動的に入りま
す。車両は、自動的に停止状態を保ちます。
g P. 71

エンジン暖機中のインジケーター ライト
暖機フェーズでは、エンジンを保護するため
に最高回転数が 7,000 rpm に制限されます。
このシンボル マークはエンジン オイルの温度
が約 60 ℃になるとすぐに消灯します。

エミッション コントロール警告灯 (チェック エ
ンジン)
汚染物質の排出量を増加させたり、損傷を引
き起こす原因となったりする作動不良 (エンジ
ンの不点火など) が生じた際に、警告灯が点滅
または点灯する場合があります。 

エミッション コントロール (チェック エンジン) 警告灯
が点滅または点灯する場合
e 直ちにエンジンの回転数を下げ、エンジンの負荷

を軽減してください。
e 必要に応じて、安全な場所に停車してください。

可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温の排気シ
ステムに接触しないよう注意してください。

e 必要な措置を講じて、エミッション コントロール
システムの不具合を解消してください。
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図. 99: タッチ ディスプレイ エリア

ポルシェ コミュニケーション マネジメ
ント システム (PCM)
概要説明 - PCM
この概要説明は、本項に記載された完全な説明に代わる
ものではありません。
操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」および
「警告」を必ずお読みください。

図. 98: ボリューム スイッチおよびロータリー プッシュ ボタン

希望する操作 操作方法 操作箇所

PCM を ON にする e イグニッションを ON にするか、ボリューム スイ
ッチ A (図. 98) を押してください。

–

PCM を OFF にする e イグニッションを OFF にするか、ボリューム スイ
ッチ A (図. 98) を押し続けてください。

–

音量を調節する e ボリューム スイッチ A (図. 98) を回してくださ
い。
– または –
マルチファンクション ステアリング ホイールのボ
リューム スイッチ (ロータリー ノブ) を回します。

ミュート：マルチファンクション ステアリング ホイー
ルのボリューム スイッチ A (図. 98) かボリューム スイ
ッチ (ロータリー ノブ) を軽く押してください。

–
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希望する操作 操作方法 操作箇所

PCM の操作 e ロータリー プッシュ ボタン B (図. 98) で PCM を
操作します。

P. 117

グローバル検索を使用する e 検索エリア C (図. 99) に検索テキストを入力する
か、音声入力を使用してください。

–

時間、接続、ステータス シンボル、オプションを表示
する

e ステータス エリア D (図. 99) を使用します。
ステータス シンボルを選択すると、該当する設定 (イオ
ナイザー、ガレージ ドア オープナーなど) を直接呼び
出すことができます。

P. 117

アプリのカスタマイズ ビュー b  が選択されています。
e ステータス エリア D (図. 99)  でアプリの並べ替

えを変更をタップします。

P. 147

個人画面を開く e ホーム画面  で左にスワイプします。
MyScreen  が表示されます。

P. 147

個人画面の設定 b MyScreen  が表示されます。
e ステータスエリア D (図. 99)   で MyScreen の

設定 をタップします。

P. 147

メイン メニューおよびサブメニューの内容を使用する e メイン メニュー E (図. 99) とコンテンツおよびイ
ンタラクション エリア F (図. 99) を使用します。

P. 116

セット アップ ウィザードを呼び出す PCM の初回起動時にはセットアップ アシスタントが開
き、PCM 設定のための重要なステップが表示されま
す。
セットアップ ウィザードを手動で呼び出すには:

–  e 設定   セットアップアシスタント

–

プライベート モードを有効/無効にする (一部の国で利
用可能)

–  e 設定   ポルシェ コネクト設定 e プライベー
トモード の順にタップします。

P. 156
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希望する操作 操作方法 操作箇所

サービス間隔の表示 e  e [サービス] をタップします  をタップしま
す。

次回のサービス時期が表示されます。

–

システムおよび車両設定を変更する e  e 設定  e システム/車両 をタップします。 P. 143

車両情報の表示 e  (E (図. 99)を参照) 走行 をタップします。 –

通知を表示する e コンテンツおよびインタラクション エリア F
(図. 99) で  をタップします。

P. 142
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図. 100: ダッシュボードのタッチスクリーン各操作部

セントラル ディスプレイ
PCM 表示コンテンツ
ダッシュボードのタッチスクリーン

A – ホーム画面 / MyScreen
g 147 ページの「ホーム画面および個人画面」の章を
参照してください。

B – メイン メニュー (メイン操作エリア)
メイン メニューは次の 3 つのメイン エリアに分かれて
います。
–  ホーム画面 /  MyScreen
–  ナビゲーション
–  メディア
–  電話
–  車両

アイコンの並び替え

1. メイン操作エリアで任意のアイコンを長押ししま
す。
🡆 並び替えモードはタップして選択します。

2. アイコンを任意に並び替えることができます。
3. 閉じるをタップすると、並び替えモードが終了し

ます。
g 117 ページの「PCM の操作」の章を参照してくださ
い。
メイン操作エリアは個別に設定することができます。
g 147 ページの「ホーム画面および MyScreen の設
定」の章を参照してください。

C – クイック フィルター バー / グローバル検
索 (サブ操作エリア)
選択したメニューに応じて、このエリア (クイック フィ
ルター バー) にメニュー項目が追加されたメニュー バ
ーが表示されます。ホーム画面のここにグローバル検索
が表示されます。

D – 時刻 / 温度
g 117 ページの「PCM の操作」の章を参照してくださ
い。

E – フィルター バー
選択したメニューに応じて、フィルター バーが表示さ
れます。

F – 接続およびステータス シンボル
g 145 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

G – コンテンツおよびインタラクティブ エリア

H – コンテンツとインタラクティブ エリアに応
じたオプションおよび最も重要な設定
[オプション] で、各ディスプレイのコンテキストに応じ
た設定を画面ごとに行うことができます。

操作に関する重要なインフォメーション
ポルシェ コミュニケーション マネジメント システム
(PCM) はセントラル コントロール ユニットです。車両
バッテリーを保護するため、PCM はイグニッションを
OFF にしてから数分経過すると自動的に OFF になりま
す。
安全のため、一部の機能は停車中しか利用できません。
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警告 運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。

PCM の操作

図. 101: タッチスクリーンの操作

A タップ (選択)
タッチスクリーンを指で軽くタッチします。
例：機能をタップしたり、チェックボックスを
有効 / 無効に切り替えます。

B 長押し
タッチスクリーンを指で長くタッチします。
例：マップから目的地を適用します (ナビゲー
ション) 。

C スワイプ

タッチスクリーン上で指を左右に動かします。
例：リストを横方向にスクロールします。

D 上下にスワイプ (スクロールと切り替え)
タッチスクリーンを 1 本の指で上下にスワイプ
します。例：コンテンツを上下にスクロールし
ます。

E 上下にスワイプ (切り替え)
タッチスクリーンを 2 回軽くタップすると、そ
のセクションが拡大されます。

F ズーム
2 本の指をタッチスクリーン上で広げると、そ
のセクションが拡大されます。

ロータリー プッシュ ボタンとボタンを使った
PCM の操作

図. 102: ロータリー プッシュ ボタンの操作

1. 希望の機能がハイライトされるまで、ロータリー
プッシュ ボタン A (図. 102) を回します。

2. ロータリー プッシュ ボタン A (図. 102) を押し、
ハイライトされた機能を有効にします。

3. ボタン  B (図. 102) で 1 つ前のメニュ
ーへ移動します。

4. 各メニュー項目の最も重要な設定を開くには、ボ
タン OPT C (図. 102) を使用します。

メニューを開く
メイン メニューを開く

e メイン操作エリア (  など) のメニューをタッ
プします。

サブ メニューの呼び出し

e クイック フィルター バーのメニュー項目 (例：
連絡先) をタップします。

各メニュー項目の設定を開く
b 希望のメニューが選択されている。

e オプション  をタップします。
🡆 それぞれのコンテンツまたはインタラクテ

ィブ エリアの設定およびその他の機能が表
示されます。

時刻の表示または温度の設定

e ステータス エリアで時間  または温度をタ
ップすると、ディスプレイを調整できます。

PCM の設定方法：

e   e 設定   ディスプレイ e センターディスプ
レイ

テキストと文字の入力
テキストや文字を入力できる場合は、すぐに入力フィー
ルドが表示されます (ナビゲーション目的地や検索ワー
ドの入力など)。検索結果をタッチすると、検索結果リ
ストが拡大表示されます。
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図. 103: タッチスクリーンのキーボード

A 戻る
B 現在のカーソル位置
C 自動訂正と提案された検索結果
D オンライン検索 (国によってはご利用いただけない場

合があります)
E 文字 / 数字と特殊文字の入力切り替え
F 統合検索 (PCM メモリー内とオンライン コンテンツ

の検索)
G スペースを挿入する
H 検索結果リストの拡大
I 検索エリア (国によってはご利用いただけない場合が

あります)
J 入力データを削除する
K 手書き入力 (タッチスクリーンからアルファベットや

文字を入力)(一部の国別仕様では使用不可)
L 結果リスト

テキストや文字の入力には様々なオプションがありま
す：

キーボードによる入力

1. 入力フィールドをタッチします。
🡆 キーボードが表示されます。

2. 希望のテキストまたは文字を入力してください。
3. アクセントやウムラウトなどを入力するには、希

望の文字を長押ししてください。
🡆 アクセントやウムラウトが表示されたウィ

ンドウが開きます。

ロータリー プッシュ ボタンによる入力
1. 希望の文字または記号がハイライト表示されるま

で、ロータリー / プッシュ ボタン(図. 102)を回し
ます。

2. ロータリー プッシュ ボタンを押し、ハイライトさ
れたアルファベットまたは文字を決定してくださ
い。

3. ボタン  を使用して、文字入力フィール
ドから結果リストにジャンプします。

4. ボタン  を使用して、結果リストから入
力フィールドにジャンプします。

手書き入力による入力

図. 104: 手書き入力

手書き入力 (一部の国別仕様では使用不可) では、手書
き文字認識機能により指でテキストや文字を書くことが
できます。

1.  を選択して手書き入力を開きます。
2. 指で入力したい文字を書いてください。
3. スペースを挿入するには、左から右に指でスワイ

プします (メニュー言語の文字方向が右から左の
場合、書く方向に注意してください)。

4. スペースを削除するには、右から左に指でスワイ
プします (メニュー言語の文字方向が右から左の
場合、書く方向に注意してください)。

音声入力による入力
ボイス コントロールを使用して、テキストや数字を入
力することも可能です (例：電話番号をダイヤルすると
きや、ナビゲーション目的地を入力するときなど)。
ボイス コントロールの使用に関する情報:
g 119 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

PCM でマニュアルを開く
b 車両が停止している状態。

e   e 取扱説明書
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警告

図. 105: ボイスコントロールを使用

ボイス コントロール
ボイス コントロールの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

ボイス コントロールの起動 e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。
e ヘイ、ポルシェと話しかけます (機能が有効になっ

ていること)。
e PCM で  e  e  をタップします。
信号音が鳴り、PCM に対応するウィンドウ (A
(図. 105) を参照) が表示されます。

g P. 119

ボイス コントロール設定の表示 e PCM で  (B (図. 105) を参照) をタップします。 g P. 119

いろいろなオプションが利用できるため、ここに説明さ
れている機能はすべてのモデル、国別仕様、および装備
仕様に対して利用可能なわけではありません。

正常に機能しない音声認識

声はストレスの多い状況で変化することがあります。
特定の状況では、これにより電話接続に失敗したり、接
続に時間を要してしまうおそれがあります。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。
e セントラル ディスプレイを使用して緊急電話番号

を入力してください。

ボイス コントロール システムはドライバーの指示を聞
き取って、車両機能の利用や運転中のさまざまな操作を
アシストします。
ボイス コントロール システムは頼りになるパートナー
であり、インタラクティブに利用できます。ボイス コ
ントロールは、音声入力に対して反応し、提案を行い、
ドライバーからの質問に応じて検索を実行し、さらに環
境データを取り込みます。
選択したプレクーリング/ヒーティング機能、人間工学
に基づいた機能、メディア機能、ナビゲーション機能、
電話機能を、簡単な音声コマンドによって手軽に利用で
きます。

ボイス コントロールはヘルプ機能も提供します。
ボイス コントロールの使用
オンライン モード
b My Porsche でポルシェ コネクトが有効になってい

ること。
b クラウドへのデータ転送が許可されていること。
b データ接続が十分であること。
b ボイス コントロールが作動していること。
オンライン モードでは、ボイス コントロール機能の全
範囲にアクセスできます。
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オンライン モードは PCM にアイコン  で表示されま
す。
データ接続が不十分な場合、PCM は自動的にオフライ
ン モードに切り替えます。オフライン モードでは、一
部のボイス コントロール機能を限られた範囲でのみ使
用できます。
ボイス コントロールがオフライン モードになっている
場合、PCM にアイコン  が表示されます。

b イグニッションが ON になっていること。
b リバース ギヤが選択されていないこと。
b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。

ステアリング ホイールでボイス コントロール
を開始する

図. 106: ボイス コントロール ボタンを備えたステアリング ホ
イール

1. ステアリング ホイールの  ボタンを押します。
🡆 信号音が鳴り、対応するウィンドウが PCM に

表示されます。
2. ボイス コマンドで発話してください。

PCM からのボイス コントロール起動

1.  PCM で  e  e  をタップします。
🡆 入力リクエストの音が鳴り、対応するウィ

ンドウが PCM に表示されます。
2. ボイス コマンドで発話してください。

検索結果は、そのとき選択されているクイック フィル
ター バーのみに限定されます。例えば、クイック フィ
ルター バーのメディアが選択されている場合は、この
クイック フィルター バーの検索結果のみが表示されま
す。

｢ヘイ、ポルシェ｣と発話してボイス コントロ
ールを開始する

1.   e  設定  e ボイス コントロール e 「Hey
Porsche」でボイスコントロール起動

2.  ｢ヘイ、ポルシェ｣と言って、目的のボイス コマ
ンドを発話します。

ボイス コントロールの一時停止
b ボイス コントロールが作動しており、ボイス コマ

ンド待機中であること。

e   を PCM でタップします。
🡆 会話が一時停止し、もう一度タップすると

再開できます。

ボイス コントロールの終了
b ボイス コントロールが作動しており、ボイス コマ

ンド待機中であること。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。

– または –
 中断と発話します。
– または –
ウィンドウ以外の場所をタップします。
– または –
 PCM で  をタップします。

🡆 終了音が鳴ります。

ボタンによるボイス コントロールの中断
ボイス コントロールの音声出力は、会話中に中断され
る場合があります。
e ステアリング ホイールの  ボタンを短く押しま

す。

音声入力によるボイス コマンドの中断
ボイス コントロールのボイス コマンドは会話中でも中
断できます。これにより、他のボイス コマンドを発話
したり、すぐに実行したりできます。PCM で機能を有
効にします：

e   e  設定   ボイス コントロール e ボイスコ
ントロールの割込みを有効にするをタップしま
す。

外部ボイス コントロール (Siri や Google アシ
スタントなど) の起動
g 140 ページの「Apple CarPlay」の章を参照してくだ
さい。
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g 138 ページの「Android Auto」の章を参照してくだ
さい。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

外部ボイス コントロール (Siri や Google アシ
スタントなど) の終了
g 140 ページの「Apple CarPlay」の章を参照してくだ
さい。
g 138 ページの「Android Auto」の章を参照してくだ
さい。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。

🡆 終了音が鳴ります。

インフォメーション

− 会話中は、ナビゲーション案内および交通情報通
知が中断されます。

− ボイス コントロールが起動している状態で、ボイ
ス コントロール、ロータリー / プッシュ ボタン、
またはタッチ ディスプレイからリスト項目を選択
することができます。

− 発話されたボイス コマンドを理解できない場合や
意味を解釈できなかった場合、ボイスコントロー
ルはもう一度お願いしますと応答しますので、再度
ボイス コマンドを言ってください。

ボイス コントロールを用いたコミュニケーシ
ョン時の注意
ボイス コントロールを使用する際は、以下の点を遵守
してください。
– 通常通りの声量で、はっきりと分かりやすく発話

してください。
– 長い間をおかずにむらなくボイス コマンドを強調

してください。
– ドア、ウィンドウ、スライディング ルーフを閉じ

るなどして、混乱の原因となる雑音を低減してく
ださい。

– ボイス コントロールはドライバーのために最適化
されています。

自然な音声コマンドを使用する
ボイス コントロール システムは、自然な音声コマンド
を使用して操作でき、さまざまな種類の発話コマンドに
対応します。
– ｢エアコンを 22 °C に設定して｣、｢指圧マッサージ

を ON にして｣、｢ロンドンのパーラメント ストリ
ートまで連れて行って｣など、自然な会話による指
示を使用できます。

– ｢寒い｣、｢ガソリン スタンドに行きたい｣、「お腹
が空いた」など、自分が希望することを伝えるこ
とができます。

– ｢高速道路を避ける｣、｢ルート沿いのパン屋を検
索｣など、状況に関連する音声コマンドを使用でき
ます。

– ｢走行可能距離は?｣、｢東京の天気は?｣など、情報を
確認することができます。

– ｢メディア エリアでは何ができるの?｣、｢音声認識
ってどういう仕組み?｣など、一般的な質問をして検
索することができます。

– ｢マップを表示したい｣、｢連絡先を表示して｣な
ど、主要な機能を使用することができます。

– マップを使った目的地設定: 希望する目的地を長押
しして、｢ヘイ、ポルシェ、ここに連れて行って｣
と言ってください。

一般ボイス コマンド
以下の音声コマンドは会話中にいつでも発話することが
可能です。
– 修正
– 一時停止
– キャンセル / 中断
– ヘルプ

ボイス コントロールによるリストの使用
リストをブラウズする
b ボイス コントロールが作動していること。
e  次のページ/前のページと発話します。

リストから項目を選択する
PCM に青色で表示されている行番号とリスト項目は、
発話により選択できます。
b ボイス コントロールが作動していること。
e  1 行目と発話します。

– または –
リスト項目を発話します。
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マルチモデル マップ
マルチモデル マップにより、ナビゲーション中にボイ
ス コントロールとマップ間の操作が可能になります。
これにより、言語によるより迅速で多様な目的地の検索
が可能となります。g 122 ページの「コマンドの例」
の章を参照してください。
ボイス コントロールによるマルチモード マップの起動
ボイス コントロールを使って起動する場合、PCM で呼
び出されているメニューは関係ありません。

b ボイス コントロールが作動していること。
e マップ上に書き込みたいと言います。

– または –
マルチモデルマップを表示してと言います。

🡆 マップが開き、青いフレームが表示されます。

マルチモデル マップを手動で有効にする

1.   e  ナビゲーション  
2. ボイス コントロールを起動します。
🡆 マップに青いフレームが表示されます。

コマンドの例
以下のリストでは、ボイス コントロール システムが対
応可能な自然な音声コマンドと指示の一部のみを示して
います。適切なデータ接続を確保することで、検索結果
が改善され、所要時間が短縮されます。
エアコン システム/コンフォート機能
– シート ヒーターをレベル 2 に設定して。
– フロントガラスが 曇っています。
– マッサージをして欲しい。

– アンビエント ライトを赤に変更して。
– リヤの温度を 24 ℃に設定して。
– 助手席のシート ベンチレーターをレベル 2 に設定

して。
ナビゲーション/運転中/ファインダー
– ポルシェ ミュージアムに連れて行って。
– 給油が必要になるのはいつ頃?
– ルート沿い/目的地のレストランを検索。
– どれくらい時間がかかる?
– 駐車場を検索して。
– 職場まで連れて行って。
– 私は最近どこまで運転した?
– 東京都港区虎ノ門 1-23-1 まで案内して。
メディア
– Porsche Sounds で｢Get a Life (例)｣を再生して。
– マイケル・ジャクソンのアルバム「Bad」を再生し

て。
– 今聴いているのは何の曲?
– 音楽を検索したい。
– Apple Music で Nelly Furtado を再生して。
– クラシック FM を再生して。
– 次の曲をかけて。
– 別のソースを選択したい。
電話
b 通話中ではない。
– John Doe に電話して。
– 020 911 (例) をダイヤルして。
– Andreas Falk に電話をかけ直して。

– 通話履歴を表示して。
– 新しい電話を接続したい。
過去の会話に対応する
b ボイス コントロールが作動していること。
その他の音声コマンドを使用して、メイン機能 (電話な
ど) の過去の会話に対応することができます。
– John Doe にもう一度電話して。
マルチモデル マップ
b 目的地が選択されている状態 (ピンがマップに配置

されている)。
– そこまで案内して。
– 近くのレストランを検索して。
– 近くのパン屋を検索して。
– そこにある郵便局を検索して。

ボイス コントロールのヘルプ
システムはさまざまな方法でのアシストが可能で、質問
をしたり、特定の問題について報告したりすることがで
きます。
– (一般的な) ヘルプが必要
– ボイス コントロールの仕組み
– ナビゲーション エリアで行える操作
– 何ができるか

ボイス コントロール設定の変更

e   e  設定   ボイス コントロール 希望の設定を
選択します。

警告および情報メッセージ
警告メッセージが表示されたときは、本書の該当する章を必ずお読みください。
警告灯が表示されると、さらに音響信号が鳴ります。
警告メッセージは、すべての測定条件が揃っていないと表示されません – そのため、定期的にすべてのフルード レベルを確認してください。
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次の表は、主な警告メッセージとインフォメーション メッセージの抜粋です。

安全

表示 メッセージ 意味および必要な措置

エアバッグ システム故障
引き続き走行可能

要整備

エアバッグ システムが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

ステアリング ロックを動
かしてください

ステアリング ロックに大きな負荷がかかっています。
継続走行可能です。
e ステアリング ホイールを左右に回して、ステアリング ロックを解除してくだ

さい。

ステアリングがロックさ
れています

要整備

ステアリング ロックが作動しています。
e ステアリング ホイールのロックを解除するには、車両のロックを解除してく

ださい。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

パワー ステアリング故障
操舵力の増大

引き続き走行可能

パワー ステアリングは故障した / 機能が制限された / 不具合がある状態です。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点灯
ブレーキ液面低下

車両を安全な場所に停車
してください

ブレーキ フルード レベルが低すぎます。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

パワー ブレーキ故障

ブレーキ ブースターが故障したか、不具合があります。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

点灯
ブレーキ力配分故障

車両を安全な場所に停車
してください

制動力配分が故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点灯
ABS/PSM 故障

慎重に走行してください

ABS またはポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) に故障があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点灯
ブレーキ パッド摩耗

ブレーキ パッド要交換
引き続き走行可能

ブレーキ パッドが摩耗しています。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

サービス モードのパーキ
ング ブレーキ

パーキング ブレーキがサービス モードになっています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

レイン / ライト センサー
故障

要整備

レイン / ライト センサーが故障しています。
e フロント ウィンドウ ワイパーおよびライトを手動で ON にしてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点滅

例：
左スタティック コーナリ

ング ライト故障
スタティック コーナリン

グ ライトを点検

表示されたコーナリング ライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点灯

ドライビング ライト制御
エラー

一時的な状態
引き続き走行可能

ドライビング ライト制御が故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

例：
左リヤ方向指示器故障

方向指示器を点検

表示されたライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

ハイ ビーム アシスト使用
不可

引き続き走行可能
ハイ ビームを手動で操作

ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e ハイ ビームを手動で操作してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

ハイ ビーム アシスト使用
不可

カメラ視野無
必要であればフロント ウ

ィンドウを清掃

カメラの故障により、ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

ヘッドライト範囲調整の
故障

引き続き走行可能
要整備

ヘッドライト高さ調整が故障しています。
e 状況に応じた速度で運転してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

ワイパー故障
要整備

フロント ウィンドウ ワイパーが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点灯 タイヤ点検が必要

1 つ以上のタイヤに著しい空気圧の低下があります。
e 適切な場所に停車してください。
e 該当するタイヤに損傷がないか点検してください。
e 必要に応じてシーラントを追加してください。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

g 209 ページの「パンク」の章を参照してください。
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

点灯 最低規定圧力 1.8 bar
(26 psi) を遵守

タイヤの空気圧が最低規定圧力よりも低下しています。
e レース サーキットで走行する場合は、各ホイールのタイヤ空気圧を 1.8 bar

(26 psi) 以上に設定してください。

点灯 タイヤの空気充填が必要
1 つまたは複数のタイヤの空気圧が不足しています。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

g 209 ページの「パンク」の章を参照してください。

点滅または
点灯

タイヤ空気圧モニター エ
ラー

要整備

タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) が故障しています。 タイヤ空気圧は監
視されていません。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点滅または
点灯

システムが一時使用不可
一時的な状態

引き続き走行可能

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) が一時的に無効です (センサーのオーバーヒート
や信号の干渉など)。
タイヤ空気圧は監視されていません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 123

点滅または
点灯

タイヤ空気圧がモニター
されていません

システムは xx mph 以上で
ないと学習しません 

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) がタイヤの登録を完了するまでは、表示された
速度で走行する必要があります。
このプロセスを実行している間は、現在のタイヤ空気圧は表示されません。
e 後ほどタイヤ空気圧モニタリングを再実行してください。

点滅または
点灯

タイヤ交換を検出
新しい選択

タイヤを交換した後は、タイヤ設定を更新する必要があります。
e タイヤ設定を更新してください。

g 143 ページの「車両設定」の章を参照してください。



127

表示および入力

表示 メッセージ 意味および必要な措置

点灯

タイヤ空気圧が低すぎま
す

または
パフォーマンス空気圧が

低すぎます
減速してください

設定したタイヤ空気圧の最高速度を超過しています。
e 減速してください。
e 次の機会にタイヤ空気圧を点検してください。

エンジン

表示 メッセージ 意味および必要な措置

オイル レベル限界
最大 xx L まで補充してく

ださい 

オイルが下限レベルを下回っています。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。 明ら

かなオイル漏れがあるときは走行を続けないでください。
e インストルメント パネルのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

g 184 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

オイル レベル超過
引き続き走行可能

要整備

オイル レベルが上限を超えています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

オイル レベル測定エラー
引き続き走行可能

要整備

オイル レベル測定が故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

オイル レベル低下
最大 xx L まで補充してく

ださい

オイルが下限レベルです。
e オイルを補充してください。

g 184 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

油圧低下
車両を安全な場所に停車し

てください

油圧が低すぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。
e インストルメント パネルのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

g 184 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
e オイル レベルが適正であるにもかかわらず警告メッセージが表示されるとき

は、運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

油圧測定エラー
引き続き走行可能

要整備

油圧測定が故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

油温超過
負荷を軽減してください

油温が高すぎます。
e 適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷やしてください。
e 運転を続けないでください。
e インストルメント パネルのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

g 184 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。

油温表示エラー
引き続き走行可能

要整備

油温計が故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

クーラントの温度表示が最
高マーク

冷却水レベル低下
安全な場所に停車して車両

を冷却してください

エンジン クーラント レベルが低すぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷やしてくだ

さい。
e エンジン クーラント レベルを点検してください。

g 182 ページの「クーラント」の章を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

水温計エラー
引き続き走行可能

要整備

水温計が故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

エンジン クーラントまたは
エンジン オイルの温度表示
が最高マーク

エンジン温度超過
エンジン冷却のため停車し

てください

エンジン クーラントまたは油温が高すぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷やしてくだ

さい。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り入れ口がゴミなどで塞がれていない

か点検してください。
e クーラントおよびオイル レベルを点検してください。

g 184 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。

g 182 ページの「クーラント」の章を参照してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

クーラント ポンプ故障
クーラント ポンプが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

点灯
エンジン出力減少
引き続き走行可能

要整備

エンジン出力が減少します。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

点灯
エンジン制御故障

車両を安全な場所に停車し
てください

エンジン制御システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

暖機フェーズでは、エンジンを保護するために最高回転数が 7,000 rpm に制限さ
れます。
e 加速や追い越し時は、エンジンが最高回転数に達する前に適切なタイミング

で 1 段高いギヤにシフト アップしてください。

1,500 km までの慣らし運
転を注意深くモニターして

ください

走行距離が 1,500 km に達するまでは、エンジンを 7,000 rpm を超える高回転域
まで回転させないでください。

エンジン制御故障
引き続き走行可能

要整備

エンジン制御システムが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

微粒子フィルターを確認
取扱説明書を確認してくだ

さい

微粒子フィルター (国別仕様による) がすすで目詰まりしています。
フィルターの自動クリーニングが実行される条件を満たすように運転してくださ
い。
e スポーツ走行プログラムを選択します。
e クルーズ コントロールとアダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を OFF

にします。
e 最大 130 km/h (常に適用される制限速度を守り、それに応じて速度を調整)

まで加速し、次にアクセル ペダルから足を完全に離して減速します。
e メッセージが表示されなくなるまでこの手順を繰り返します。
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

微粒子フィルター
引き続き走行可能

要整備

微粒子フィルター (国別仕様による) がすすで目詰まりしています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 127

微粒子フィルター
車両を安全な場所に停車し

てください

微粒子フィルター (国別仕様による) がすすで目詰まりしています。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e ポルシェ正規販売店まで車両をけん引してください。g P. 127

車両

表示 メッセージ 意味および必要な措置

車両エレクトリカル シス
テム故障

車両を安全な場所に停車し
てください

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

電気利用のため要エンジン
作動

車両エレクトリカル シス
テム故障

車両を安全な場所に停車し
てください

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

車両エレクトリカル シス
テム故障
または

バッテリー低下
要整備

車両エレクトリカル システムが故障しているか、バッテリーが低下しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

表示 メッセージ 意味および必要な措置

スタート / ストップ故障
現在スタート / ストップ機能が利用できません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

トランスミッション故障
車両を安全な場所に停車し

てください

PDK 装備車： トランスミッションが故障しました。
次に停車するまでは走行が可能です。
運転を続けないでください。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e ポルシェ正規販売店まで車両をけん引してください。

g 178 ページの「けん引」の章を参照してください。

トランスミッション温度が
高すぎます

トランスミッション冷却の
ため安全な場所に停車して

ください

PDK 装備車： トランスミッション温度が高すぎます。
e 適切な場所に停車して、トランスミッションを冷やしてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

運転席ドア接触不良
降車前に P に入れてくだ

さい

PDK 装備車： 運転席ドアの接触不良。
e 降車前にセレクター レバーを P 位置にしてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。1

トランスミッション温度超
過

負荷を軽減してください

PDK 装備車： トランスミッション温度が高すぎます。
継続走行可能です。 車両発進時に「異常を知らせる不自然な動き」が感じられる
とともに、 エンジン出力が制限されます。
e 適切な場所に停車してください。
e エンジンにかかる負荷を小さくしてください。
e アクセル ペダルの操作で車両位置を保持せず、ブレーキを使用してくださ

い。
e 警告が消えるまで作動モードを P または N の位置にしてエンジンをアイドリ

ングさせてください。
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

トランスミッション故障
リバース ギヤが使用でき

ない可能性があります

PDK 装備車： トランスミッションが故障しています。
リバース ギヤが機能しない可能性があります。
スムーズな変速ができなくなりますが、継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

整備通知トランスミッショ
ン

PDK 装備車： トランスミッションの追加のメンテナンスが必要です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

クラッチを踏んでください
マニュアル トランスミッション装備車： クラッチ ペダルが踏まれているときのみ
始動可能です。
e 始動時はクラッチ ペダルを踏んでください。

緊急通話機能故障
要整備

緊急電話機能が故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

ドライバー カードが検知
されません

ドライバー カードが検出されません。
e 必要に応じてセキュリティ オペレーティング センター (SOC) に連絡してく

ださい。

点検時期：xx 日後 

サービス リマインダー。
e 表示されている距離 / 期日を過ぎる前にメンテナンスを行ってください。 な

お、保証およびメンテナンス手帳に掲載されているサービス インターバルを
優先してください。
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

または

キーが見つからない、また
はキーのエラー

小物入れにキーを置いてく
ださい。 取扱説明書を確

認してください
または

キーの位置を変更してくだ
さい

キーのバッテリーが消耗しています。
e 車両を始動するには、左フロントのセンター コンソールの小物入れにキーを

置きます。
e バッテリーを交換してください。

g 27 ページの「キー」の章を参照してください。
または
キーが故障 / 見つからない / 認識できません。
キーの位置が正しくありません。
e 可能性がある干渉ソースのスイッチを OFF にしてください。
e この操作を行うときは、キーを携行している必要があります。

– または –
車内でキーの位置を変更してください。

スポイラー故障
減速してください

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

または

スポイラー故障
または

スポイラー制御故障
慎重に走行してください

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エンジンを再始動させた後も、エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

リフト システム エラー
要整備

リフト システムが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131

リフト システム現在使用
不可

温度保護が作動中

リフト システムは使用できません。
システムの温度保護またはチャイルドロック プロテクションが原因で、車両を下
降または上昇させることができません。 エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 131
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

下降させることができませ
ん。 ドア開

ドアを閉じてください

ドアが開いた状態で車両を下降させることはできません。
e ドアを閉じてください。

車両フロントが下がりませ
んでした

減速してください

速度制限「X km/h」を超過しています。 車両は下降しません。
e 「X km/h」に減速してください。

開くには、ドア オープナ
ーから手を放し、もう一度

引きます

ドア オープナーの操作が速すぎるか、車両の電源が切れています。
e ドア ハンドルから手を放し、もう一度引きます。

ドライビング システム

表示 メッセージ 意味および必要な措置

シャーシ システム故障
慎重に走行してください。
取扱説明書を確認してくだ

さい。

シャーシ システムが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

シャーシ システム故障
要整備

慎重に走行してください

シャーシ システムが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

シャーシ システム故障
車両を安全な場所に停車し

てください

シャーシが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

点灯
PSM 故障

要整備
慎重に走行してください

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

点灯
ABS/PSM 故障

慎重に走行してください

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

点灯 ESC が OFF です エレクトロニック スタビリティ コントロールが OFF になっています。

 点灯 ESC/TC が OFF です エレクトロニック スタビリティ コントロールとトラクション コントロールが
OFF になっています。

リヤ アクスル ステアリン
グ故障
または

リヤ アクスル ステアリン
グ故障

慎重に走行してください

リヤ アクスル ステアリングが故障したか、不完全な状態です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

システム エラー
引き続き走行可能

要整備

1 つまたは複数の電気系統のシステムが故障している可能性があります。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

パークアシスト警告音故障
または

インストルメント クラスタ
ーの音声故障

引き続き走行可能
要整備

警告音およびパーキング アシストなどの距離信号が使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135
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表示 メッセージ 意味および必要な措置

リヤ パークアシスト故障
引き続き走行可能

要整備

パーキング アシストを使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e 駐車時に問題が起きる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 135

PCM

メッセージ 意味および必要な措置

重大な故障
ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ

い

ソフトウェア アップデートに失敗しました。
ディスプレイおよびパーキング アシスタントなどのコンフォート機能が作動しな
い可能性があります。
e 車両を使用する前に、ディスプレイおよびコンフォート機能 (パーキング ア

シスタントなど) が動作していることを確認してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。g P. 137

アップデートを実行中
車両を使用しないでください

ソフトウェア アップデートをインストール中です。
ディスプレイおよびパーキング アシスタントなどのコンフォート機能が作動しな
い可能性があります。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ソフトウェア アップデート中は車両を使用しないでください。
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操作および使用
Android Auto
Android Auto の呼び出し

図. 107: アームレスト内の USB インターフェース (タイプ C)

インフォメーション

接続済みデバイスの充電には、バッテリーのシンボル
マークが付いている USB ポート  を使用してくださ
い。
データ転送や接続済みデバイスの充電には、ID のな
い、または USB シンボル マークが付いた USB ポート

 を使用してください。

b Android 6 またはそれ以降。
b Android Auto が電話にインストールされているこ

と。
Android 10 以降では Android Auto がすでに内蔵
されています。

b 電話のモバイル データ接続が有効になっているこ
と。

b 設定で Google アシスタントと Android Auto が有
効になっていること。

b トラブルなく使用するため、USB アダプターなし
の、損傷のない電話メーカーの純正ケーブルを使
用してください。

b Android Auto のホームページに記載されている最
新の要件を遵守してください。

1. 電話をアームレスト内の USB インターフェース
(タイプ C) A g (図. 107) に接続します。

2. 通知で Android Auto が使用されていることを確
定します。
🡆 Android Auto が呼び出され、利用可能なア

プリが表示されます。
3. 電話に表示される通知を確認してください。

e 別のメニュー項目から Android Auto に切り替え
るには、  e Android Auto  を選択します。

インフォメーション

− 最新の Android バージョンをインストールするよ
うお勧めします。

− Android Auto に対応している電話のアプリのみが
表示されます。Android Auto で使用できるアプリ
は、Google Play ストアでご確認ください。

− この機能は Google がサポートされていない国では
ご利用いただけません。対応している国に関する
情報は、Android Auto のホームページをご確認く
ださい。

− Android Auto の表示コンテンツと機能は、接続し
ている電話でのみご利用いただけます。

− Android Auto の使用中は、有効な Bluetooth® 接続
(通話、メディア再生、またはメッセージなど) が
自動的に解除されます。

− Android Auto をご利用いただくためには、有効な
データ接続が必要です。お使いの携帯電話の料金
体系に応じ、また特に海外で使用する場合、追加
費用が発生する場合があります。定額データ プラ
ンのご利用をお勧めします。

ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

Android Auto の操作
PCM による Android Auto の操作
利用可能なすべてのアプリは、PCM のタッチ ディスプ
レイ、ロータリー プッシュ ボタン、バック ボタンで操
作できます。

e Android Auto でメイン メニューを開くには、
PCM のタッチスクリーンでホーム ボタン 
を押してください。
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e PCM のメイン機能に移動するには、Android
Auto  を選択します。
– または –
任意の機能 (  など) を選択します。

Google アシスタント音声認識による Android
Auto の操作

図. 108: ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

Google アシスタントの起動
b お使いのスマートフォンの設定で Google アシスタ

ントが有効になっていること。
b イグニッションと PCM が ON になっています。
b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。
b PCM のボイス コントロールが有効になっていませ

ん。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

Google アシスタントの終了
b Google アシスタントが有効で、ボイス コマンド待

機中であること。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押してくだ

さい。
🡆 終了音が鳴ります。

ボイス コントロールに関する情報：
g 119 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

ワイヤレス Android Auto の呼び出し
ワイヤレス Android Auto (一部の装備と国別仕様ではご
利用不可) では、ケーブルなしで Android Auto を使用
できます。ワイヤレス Android Auto でサポートされる
のは、有効なスマートフォン 1 台のみです。

b スマートフォンの Bluetooth® 機能と WiFi 機能が
有効になっており、他のデバイスに表示されてい
ること。

b スマートフォンのワイヤレス Android Auto が有効
になっていること。

b 車両の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が作動してい
ます。

1.  ステータス エリア  または  (接続ステータ
スによる) と接続ウィザードのメニューから
Android Auto e 検索 を選択します。
– または –
 デバイスをタップします  e Android Auto 

– または –
検索が始まるまで、ステアリング ホイールの 
ボタンを長押します。

2. リストからデバイスを選択してください。
3. 通知で Android Auto が使用されていることを確

定します。
🡆 Android Auto が呼び出されます。利用可能

なアプリが表示されます。

スマートフォンを一度接続すると、乗車時には自動的に
Android Auto が作動します。そのため、スマートフォ
ンはバッグやポケットに入れたままにしておくことがで
きます (Bluetooth® 機能と WiFi 機能を有効にしておく
こと)。

別のメニュー項目から Android Auto に切り替えるに
は：

e    Android Auto  を選択
– または –
 ステータス エリアで Android Auto  を選択し
ます。

ワイヤレス Android Auto の終了

1.    Android Auto  を選択します。
2. お使いのスマートフォンのアイコン  を選択し

ます。
🡆 ワイヤレス Android Auto が終了します。
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Apple CarPlay
Apple CarPlay を開く

インフォメーション

初めて接続する際に Apple CarPlay を必ず選択します。
そうすると、望むとおりに iPod と Apple CarPlay を切
り替えることができます。

g 140 ページの「Apple CarPlay の操作」の章を参照し
てください。

図. 109: アームレスト内の USB インターフェース (タイプ C)

インフォメーション

接続済みデバイスの充電には、バッテリーのシンボル 
付き USB ポートを使用してください。
データ転送や接続済みデバイスの充電には、ID のな
い、または USB シンボル マークが付いた USB ポート

 を使用してください。

b iPhone 7 以降、iOS 14 以上。
b 使用する iPhone の設定で Siri および Apple

CarPlay が有効になっている。
b トラブルなく使用するため、損傷のない Apple 純

正ケーブルを USB アダプターなしで使用してくだ
さい。

1. iPhone をアームレスト内の USB ポート A
(図. 109) に接続してください。

2. Apple CarPlay が使用されていることを確認しま
す。
🡆 Apple CarPlay が開き、利用できるアプリが

表示されます。

e 他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替え
るには、  e Apple CarPlay  を選択します。

インフォメーション

− 最新バージョンの iOS をインストールすることを
お勧めします。

− Apple CarPlay に対応している iPhone アプリのみ
が表示されます。 アプリの入手可能性についての
情報： Apple のウェブサイトを参照してくださ
い。

− この機能は、Apple が対応している国でのみ提供さ
れます。 国別の入手可能性についての情報：
Apple のウェブサイトを参照してください。

− Apple CarPlay 機能の表示コンテンツおよび機能
は、接続している iPhone からのみ提供されます。

− Apple CarPlay の使用中は、有効な Bluetooth® 接
続 (テレフォニー、メディア再生またはニュースの
ためのものなど) はすべて自動的に解除されます。

− 一部のアプリは、有効なデータ接続を必要としま
す。 お使いの携帯電話の料金体系に応じ、また特
に国外で使用する場合、追加費用が発生する場合
があります。 定額データ プランのご利用をお勧め
します。

ポルシェ コミュニケーション マネージメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

Apple CarPlay の操作
PCM で Apple CarPlay を操作する
利用可能なすべてのアプリは、PCM のタッチ ディスプ
レイ、ロータリー プッシュ ボタン、バック ボタンで操
作できます。

e Apple CarPlay のメイン メニューを開くには、
PCM のタッチスクリーンでホーム ボタン 
を押してください。

e PCM のメイン機能に移動するには、Apple
CarPlay   Porsche  を選択します。
– または –
任意の機能 (  など) を選択します。

Siri 音声認識機能で Apple CarPlay を操作する

図. 110: ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

Siri の起動
b お使いの iPhone の設定で Siri が有効になっていま

す。
b イグニッションと PCM が ON になっています。
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b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。
b PCM のボイス コントロールが有効になっていませ

ん。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

Siri の終了
b Siri が有効で、ボイス コマンドを待機していま

す。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押してくだ

さい。
🡆 終了音が鳴ります。

ボイス コントロールに関する情報：
g 119 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

Apple CarPlay と、iPod として使用している
iPhone の切り替え
接続している iPhone を iPod として接続すると、Apple
CarPlay を利用できません。デバイス マネージャーを使
用して、iPhone を iPod として使用するか、または
Apple CarPlay モードで使用するかを切り替えることが
できます。

1. デバイス マネージャーを呼び出すには、接続ス
テータスに応じて、ステータス エリアの  また
は  のいずれかを選択します。
– または –
    デバイスをタップします  を選択します

2. 使用している iPhone の Apple CarPlay  マー
クを選択します。
– または –
お使いの iPhone の iPod  アイコンを選択しま
す。
g 145 ページの「デバイス マネージャー」の章
を参照してください。
🡆 現在有効になっている iPhone のアイコンが

ハイライトされ、現在の接続 (Apple
CarPlay または iPod) が表示されます。

ワイヤレス Apple CarPlay の呼び出し
ワイヤレス CarPlay (一部の装備と国別仕様ではご利用
不可) では、ケーブルなしで Apple CarPlay を使用でき
ます。ワイヤレス CarPlay でサポートされるのは、有効
な電話 1 台のみです。

b 電話の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が有効になっ
ており、他のデバイスに表示されていること。

b 電話でワイヤレス CarPlay が有効になっているこ
と。

b 車両の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が作動してい
ます。

1.   または  ステータス エリア (接続ステータ
スによる) および接続アシスタント メニューで、
Apple CarPlay e 検索を選択します。
– または –
 デバイスをタップします  e Apple CarPlay 

– または –
検索が始まるまで、ステアリング ホイールの 
ボタンを長押します。

2. リストからデバイスを選択してください。

3. Apple CarPlay を使用していることを確認しま
す。
🡆 Apple CarPlay が開きます。利用可能なアプ

リが表示されます。
iPhone を一度接続すると、乗車時には自動的に Apple
CarPlay が作動します。そのため、電話はバッグやポケ
ットに入れたままにしておくことができます。
(Bluetooth® 機能と WiFi 機能を有効にしておくこと)

または、ワイヤレス CarPlay を以下のように接続でき
ます：

1.   e  デバイスをタップします 
2. 使用している iPhone の  マークを選択しま

す。

他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替える
には：

e    Apple CarPlay  を選択
– または –
 ステータス エリアで Apple CarPlay  を選択し
ます。

保存した iPhone をデバイス リストから削除する

1.     デバイスをタップします  を選択します。
2. 削除するデバイスの行を右から左にスワイプしま

す。
🡆 デバイスがデバイス リストから削除されま

す。

ワイヤレス CarPlay の終了

1.     デバイスをタップします  を選択します。
2. 使用している iPhone の  マークを選択しま

す。
🡆 ワイヤレス CarPlay が終了します。
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図. 111: 通知のメイン メニューの領域

通知
通知の概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法

通知を表示する e メイン メニューで をタッチする。

通知のフィルタリング e メイン メニューの  で、クイック アクセス バーの車両など (A (図. 111) を参
照) をタップしてください。

通知を開く e メイン メニューの  で、すべて (A (図. 111) を参照) の通知など (C (図. 111)
を参照) を選択します。

通知は詳細エリアに表示されます (B (図. 111) を参照)。

コンテンツの表示方法を設定する e メイン メニュー  の 

通知を開く

e  メイン メニューで をタッチする。

通知のフィルタリング
通知は、クイック フィルター バーでフィルタリングで
きます (A を参照)。コンテンツは次の領域に分かれてい
ます。
–  既存のすべての通知の表示。
–  車両の通知の表示。

–  接続されている電話の通知が表示されます。
–  情報の通知の表示。

通知設定の変更

e   e 設定   通知センター e 希望の設定を選択
します。



143

操作および使用

車両設定
車両設定の概要
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な車両
設定を調整できます。ここで説明した車両機能は、すべ
てのモデル、国別仕様および装備仕様で利用可能なわけ
ではありません。安全のため、一部の機能は停車中しか
利用できません。

車両設定はイグニッションを OFF にしても保存され続
けます。
g 58 ページの「パーソナル設定」の章を参照してくだ
さい。

希望する操作 何を選択するべきですか？ 操作箇所

ロックおよびロック解除オプションの設定 e  e  設定   車両 e 車両ロックシステム –

ライトとフロント ウィンドウ ワイパーの設定 e   e  設定  e 車両 e ライトと視界 –

シート ヒーターを調節する e  e  車両  e コンフォート e 運転席 / 助手席 –

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) を設定する e  e  設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング g P. 194

マルチファンクション ステアリング ホイールのショートカ
ットボタン (◊ ボタン) 設定

e  e  設定  e 車両 e ステアリングホイール クイックアクセスボタン –

サービス履歴を表示する (サービスの電子記録) e   e  設定  e 車両 e サービス履歴
実施されたサービスおよびサービス範囲が表示されます。

–

自動リフト機能の設定 e   e  設定  e 車両 e スマートリフト –

PCM 表示を調整する e  e 設定   ディスプレイ e センターディスプレイ –

インストルメント パネル ディスプレイを調整する e  e 設定   ディスプレイ e インストルメント パネル –

インストルメント パネルのカスタマイズ表示を調整する e  e  設定   ディスプレイ e インストルメント パネル e 情報表示設定
長押しして移動させると、各車両情報を 4 つのフィールドに割り当てることができ
ます。車両情報の 1 つの項目を複数のフィールドに同時に割り当てることはできま
せん。

–

追加機能の表示を変更する e  e 設定   ディスプレイ e その他の機器 –
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希望する操作 何を選択するべきですか？ 操作箇所

日付と時刻の設定 e   e 設定  e システム e 日付と時刻 –

単位の設定 e   e 設定  e システム e 単位 –

ボイス コントロール システムの設定 e   e 設定  e ボイス コントロール –

言語の設定 e   e 設定  e システム e 言語 –

警告シグナルおよびパークアシストの音量の調整 e  e 設定  e オーディオ e 音量 –

ソフトウェア アップデートを実行する e   e 設定  e システム e ソフトウェア アップデート –

システムを工場出荷時の状態にリセット e   e 設定  e システム e 出荷時の状態
工場設定にリセットすると、すべての設定が削除されます。

–

ファンクション オン デマンド (FoD)
の購入
b ポルシェ コネクトおよび、該当する場合は My

Porsche で有効になっている個々のサービス。
e ポルシェ コネクト ストアで希望する FoD サービス

を購入します。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。

ファンクション オン デマンド (FoD) のダウン
ロードと作動
b ポルシェ コネクトおよび、該当する場合は My

Porsche で有効になっている個々のサービス。
b FoD サービス購入済み。
b データ接続が正常に確立されています。
b プライベート モードが無効です。
アクティベーションが正常に完了すると、メッセージが
1 度 PCM に表示され、メイン メニューの  に後で表
示することができます。
FoD サービスはバックグラウンドで自動的にダウンロ
ードおよび有効化されます。 すべての PCM 機能および
車両機能は、ダウンロード中も完全に使用可能です。

インフォメーション

FoD の情報またはアクティベーション ステータスはい
つでも PCM で呼び出すことができます。

1.   e 設定  e システム e ソフトウェア情報
e バージョン情報

2. 希望する FoD を選択してください。

ファンクション オン デマンド (FoD) の無効化
b ポルシェ コネクトおよび、該当する場合は My

Porsche で有効になっている個々のサービス。
b FoD サービスを購入しており、車両で有効になっ

ています。
b データ接続が正常に確立されています。
b プライベート モードが無効です。
e 希望する FoD サービスを My Porsche で無効にし

ます。
🡆 無効化が正常に完了すると、メッセージが 1

度 PCM に表示され、メイン メニューの  に
後で表示することができます。
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情報

ファンクション オン デマンド (FoD) の有効化
または無効化の失敗
有効化または無効化プロセス中に故障が発生する場合が
あります。
発生した故障の重大度とその結果は、PCM に表示され
ます。

アップデートの失敗による損傷と使用制限。
故障の重大度に応じて、車両の走行準備が整っていない
場合があります。 表示および車両機能が正常に機能し
ません。
e 車両の作動準備が整っている場合： 状況に応じた

適切な運転を心がけてください。
e 車両の作動準備が整っていない場合： ロードサイ

ド アシスタンスに連絡し、車両をけん引して移動
してください。

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。
ポルシェ社ではポルシェ正規販売店のご利用をお
勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

デバイス マネージャー
デバイス マネージャーを開く
デバイス マネージャーを開くと、使用可能な機器や各
機器の接続ステータスの概要を確認できます。

e   e  デバイスをタップします  
– または –
ヘッダーの  または  を選択してください (接
続状態により異なります)。

接続ステータスの表示
シンボルの色と意味
– 赤色のシンボル： 接続が有効
– 白色のシンボル： 接続は可能だが、有効になって

いない
– シンボルがない： 接続できません

選択できる機能：
–  電話： Bluetooth® 経由で接続された携帯電話。

g 164 ページの「電話」の章を参照してくださ
い。

–  音楽： 外部メディア ソースが Bluetooth® で接
続されている。
g 148 ページの「メディア」の章を参照してくだ
さい。

–  データ (国により異なります)： WiFi アクセ
ス ポイント経由でデータ接続が確立されていま
す。
g 156 ページの「 ポルシェ コネクト」の章を参照
してください。

– メッセージ： Bluetooth® を介したメッセージ受信
の ON と OFF を切り替えます。

–  Apple CarPlay： iPhone が USB 接続または無
線で接続され、Apple CarPlay にアクセスしてい
る。
g 140 ページの「Apple CarPlay」の章を参照して
ください。

–  Android Auto： Android 電話が USB 接続で接
続され、Android Auto にアクセスしている。
g 138 ページの「Android Auto」の章を参照して
ください。

e 接続マネージャーは、デバイスまたはメディア
ソースに接続するためのアシスタンスを提供しま
す：  e  デバイスをタップします  e 新しい
デバイスを接続

外部機器を Bluetooth 経由で接続する®

1.  e  デバイスをタップします e 新しいデバイ
スを接続 e 新しい電話を接続/新しい音楽プレー
ヤーを接続 タッチします。

2. リストからデバイスを選択してください。
🡆 6 桁の Bluetooth® コードが生成され、PCM

および携帯電話に表示されます。
3. PCM とデバイスの Bluetooth® コードを比較しま

す。
4. 携帯電話の Bluetooth® コードが一致していれば

確定してください。
🡆 携帯電話が正常に接続されたら、デバイス

リストに表示されます。
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
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デバイスをデバイス リストから削除
e  e  デバイスをタップします タップします。

削除するデバイスの行を右から左にスワイプしま
す。
🡆 デバイスがデバイス リストから削除されま

す。

デバイス マネージャーの設定

e   e  デバイスをタップします  e   をタッ
プします。

次の設定が利用可能です (国によって異なります)。
– 電話設定：164 ページの「電話」の章を参照して

ください。
– Bluetooth 設定：

– Bluetooth の ON/OFF を切り替えます。
– PCM の Bluetooth 名を調整します。

– WiFi 設定：
– WiFi の ON/OFF を切り替えます。
– インターネット アクセスを有効にする：PCM

の WiFi ホットスポットを有効にし、WiFi デ
バイスのデータ接続を有効にします。

– インターネットアクセスを有効にする：PCM
の WiFi アクセス データを表示し、設定しま
す。このデータはデバイス (電話など) を WiFi
経由で PCM に接続したり、WiFi ホットスポ
ットを使用したりするために必要です。
該当するデータ パッケージは
www.porsche.com/connect からご購入いた
だく必要があります。

– データ接続設定：
– オンライン データの使用を表示する
– オンライン データの使用をリセットする

インターフェース
フロント アームレストには 2 つの USB インターフェー
ス (タイプ C) が設けられています。
PCM が ON の場合に USB インターフェースが有効に
なります。

USB を介した外部機器の接続

図. 112: アームレスト内のインターフェース

1. アームレストを開きます。
2. 外部機器 (iPod、USB メモリーなど) を USB イン

ターフェース (タイプ C) A (図. 112) に接続しま
す。

3. メディア e 再生 で希望のメディア ソースを選
択します。
g 148 ページの「メディア」の章を参照してく
ださい。

4. 必要に応じて、外部機器および PCM の音量を調節
します。

各種ドライブおよび外部接続機器に関する注意
事項
– 記憶媒体に多くのファイル、フォルダーまたはプ

レイリストが含まれている場合、最初にトラック
を読み込むのに時間がかかる場合があります。

– オーディオ ファイルの再生時は、記録された追加
情報 (アーティスト、タイトル、アルバム カバーな
ど) が自動的に表示されます。該当する情報が媒体
に記録されていない場合は、利用可能なインター
ネットのデータベースが利用されます。それでも
個々の追加情報が表示されない場合があります。

– USB 延長ケーブルまたはアダプターを使用しない
でください。性能が損なわれる原因になります。

– USB ハブには対応していません。
– ポルシェ社は、ファイルやメディアの損傷や紛失

に対していかなる責任も負いかねます。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニカ
ル データ：
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。
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ホーム画面および個人画面
ホーム画面および MyScreen の設定
ホーム画面の設定

1.   e   e 並べ替えを変更する
2. 希望のタイルを選択して長押しし、任意の位置に

動かしてください。
3.  確定をタップします。

インフォメーション

− メイン操作エリアには最大 5 つのタイルを表示で
きます。

− コンテンツおよびインタラクティブ エリアのタイ
ルをメイン操作エリアに動かすと、そのタイルが
両エリアに表示されます。

個人画面の設定

図. 113: MyScreen の領域

ホーム画面の 2 ページ目 (MyScreen) のさまざまな領
域をカスタマイズできます。

1. ホーム画面  で左にスワイプします。
🡆 MyScreen  が表示されます。

2.   e MyScreen の設定
3. 希望のカテゴリーを選択して長押しし、任意のエ

リアに移動させます (A、B、C (図. 113)を参
照)。

4. タイルは別のタイルと交換することで削除できま
す。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
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図. 114: メディアの再生

メディア
メディアの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

メディア ソースの接続 – 外部デバイスを Bluetooth® を介して接続します。
– USB を介して外部機器を接続してください。

g P. 145

メディアの再生 e クイック フィルター バーで希望のメニュー オプシ
ョンを開きます (A (図. 114) を参照) 希望の放送
局/トラックを選択します。

–

メディア ソースの選択 e フィルター バー (B (図. 114) を参照) で希望のメ
ディアソースを選択します。

–

放送局 / トラック / アルバムの検索 (現在使用可能なす
べてのメディアソースを検索)

e   フィルター バーの  e メディア  (B
(図. 114) を参照) で希望の放送局/トラックを入力
します。

–

メディア ソース / 受信範囲を選択する e  e メディア   フィルター バー (B (図. 114) を
参照) の再生 (A (図. 114) を参照) でメディアソー
スを選択します (  ラジオなど)。

–

メディア ソース/受信コンテンツの表示 e  e メディア   フィルター バー (B (図. 114) を
参照) のリスト (A (図. 114) を参照) でメディアソ
ースを選択します (  ラジオなど)。

–
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1. 必要条件: データ接続が確立されていること。ポルシェ コネクト サービスが有効になっていること。

希望する操作 操作方法 操作箇所

音楽を再生/一時停止する e  e メディア   再生 (A (図. 114) を参照)  ま
たは  (D (図. 114) を参照) をタップします。

–

次 / 前の放送局 / トラックを再生する e  e メディア   再生 (A (図. 114) を参照)  ま
たは   (D (図. 114) を参照) をタップします。

–

お気に入りの放送局を保存する e 希望の放送局を長押しします   をタッチしま
す。
– または –

 e メディア   再生  (A (図. 114) を参照)   を
タップします。

g P. 149

放送局 / トラックのリストを表示する e  e メディア   リスト (A (図. 114) を参照)
選択したメディア ソースに応じて、プレイリス
ト、アーティストなどのサブフォルダーを利用で
きます。 

–

オンライン ステーション トラッキングを起動 e  e メディア    (E (図. 114) を参照) オンライ
ン放送局トラッキング 1

受信状態が悪い場合は放送局が自動的にオンラインで
受信され、放送局名の横にオンラインと表示されま
す。

–

メディアを再生する
利用できるラジオおよびメディア ソース
ラジオは FM および AM (国による) 周波数帯をサポー
トしています。
車両の装備仕様により、次のメディア ソースが利用可
能です： USB または Bluetooth® 経由の外部デバイ
ス、オンライン メディア サービス。

対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニカ
ル データ：
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

メディア再生中の他の機能
b  e メディア   再生 が選択されています。

概要説明の機能に加え、以下の機能が利用可能です。
– 現在の再生リストを表示する： 
– ランダム再生を有効にする： 
– トラックをリピートする： 

お気に入りの保存および編集
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お気に入りの保存

e   e メディア    リスト e 希望の放送局を長押
し   をタップします。
– または –
  e メディア  e 再生 e   をタップしま
す。

お気に入りの整理

1.   e メディア  e お気に入り e   e お気に
入りの並び順を変更する

2.  をタップして編集モードに入ります。

お気に入りの削除

1.   e メディア  e お気に入り
2. 希望の放送局を長押しします。

🡆 削除マークが表示されます。

3. 削除マークをタップします。

メディア設定の変更

e   e メディア  e   e 希望の設定を選択しま
す。

メッセージ
メッセージの表示と編集
メッセージの表示
ショート メッセージ (SMS) を読むだけでなく、メッセ
ージを読み上げさせたり、メッセージに含まれている電
話番号に電話をかけることができます。一部の機能は電
話でサポートされていない場合があります。この設定に
関する詳細情報は、お使いの電話の取扱説明書を参照し
てください。
電話が接続されていると、通知センターにメッセージ
アプリケーションが表示されます。

インフォメーション

− 電話でデバイスのメモリーに保存されているショ
ート メッセージしか表示できない場合は、車両で
受信したショート メッセージが電話のメッセージ
リストに表示されない可能性があります。受信し
た SMS は SIM カードに保存されます。

− PCM はマルチメディア メッセージング サービス
(MMS) に対応していません。

テキスト メッセージの表示

1.   e メッセージ e SMS
2. リストから希望の SMS をタップしてください。
🡆 SMS が PCM に表示されます。
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図. 115: 目的地の入力 / 検索

ナビゲーション
ナビゲーションの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

目的地の検索 / 目的地の住所の入力 e  e  ナビゲーション   
コンテンツとインタラクション エリアに候補が表示さ
れます (D (図. 115) を参照)。
入力オプション (A (図. 115) を参照)
–  検索エリア：ルート沿いまたは付近を検索
–  検索 (国によってはご利用いただけない場合が

あります)：インターネット検索

–

目的地履歴から選択する e フィルター バー (B (図. 115) を参照) 上で、  を
選択します。

–

連絡先から目的地を選択する e フィルター バー (B (図. 115) を参照) 上で、  を
選択します。

–
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希望する操作 操作方法 操作箇所

検索結果を絞り込む e 検索結果はフィルター バーで絞り込むことができ
ます (B (図. 115) を参照)。

– 前回の目的地
– お気に入り
– 連絡先
– 駐車場
フィルター バーのオプション  (B (図. 115) を参照)
からはその他のフィルター (施設情報、充電スタンドな
ど) を表示できます。

–

マップビューを開く e  e  ナビゲーション –

ルート オプションを表示する (代替ルートなど) e  e  ナビゲーション    e オプション  e ル
ートオプション

–

ルート案内を開始 e  e  ナビゲーション  e   目的地の入力 ルー
ト案内を開始 をタップします。

–

ルート案内の停止 e マップ表示で  e  ナビゲーション  e ストップ
をタッチします。

–

目的地をお気に入りに追加 e  e  ナビゲーション  e   目的地を入力するか
候補リストから選択 (D (図. 115) を参照)  をコ
ンテンツおよびインタラクティブ エリア (D
(図. 115) を参照)  から選択してください。
お気に入りはマップビューに  で表示されます。

–

交通情報を表示する b ルート案内が作動中です。

e  e  ナビゲーション 

P. 153

オンライン ナビゲーションを有効にする e  e 設定   ポルシェ コネクト設定 e ポルシェ
コネクト サービスを選択します。購入したサービ
スおよび契約期間に関する情報が表示されます。

–
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警告

警告

希望する操作 操作方法 操作箇所

ナビケーション音声案内の設定 e  e  ナビゲーション  e   e 他のナビゲーショ
ン設定 を選択します。

–

ポルシェ コネクト サービスを使用する (オンライン マ
ップ アップデートなど)

b データ接続が確立されていること。ポルシェ コネ
クト サービスが有効になっていること。ポルシェ
コネクトに関する詳細は、www.porsche.com/
connect を参照してください。

g P. 156

ETC を表示する –  e CAR e  e ETC g P. 155

ナビゲーションの使用
道路交通法を無視すること
による事故の危険性。

案内されたルートが該当する道路交通法と反する場合
は、いつでも国固有の交通規則が適用されます。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に周囲の交通状況に注意してください。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルと速度で走行してください。

システム関連の不正確さお
よび不具合による事故の危
険性

人工衛星に基づくナビゲーション中は、不適切な指示や
不具合の可能性を排除することができません。 ドライ
バーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に路面状態に注意してください。

地図からの目的地入力

1.     ナビゲーション  を選択します。
2. 地図上で目的地をタッチして長押しします。

3. 表示された住所をタッチして、ルート ナビゲー
ションを開始します。

代替ルート
マップ ビューには最大 3 つのルートが表示されます。

1. マップ ビューで、  e 代替ルートを選択しま
す。

2. 利用可能な代替ルートが表示されます。
3. 代替ルートをタップして選択します。

🡆 選択したルートが強調表示されます。

4. 開始を選択し、ルート案内を開始します。

ツアーの計画（経由地の入力）
ツアーは、1 つの目的地と最大 8 箇所の経由地からなり
ます。

ツアーの入力および開始

1.   e  ナビゲーション  e   e 目的地を入力
e 開始。

2.   e  ナビゲーション  e   e 経由地を入力
または選択 e   e 経由地として追加。

3.  ツアーを開始。

ツアーの編集
経由地の順番は後で変更できます。
b ツアーが開始されています。

e オプション   e ルートの編集から該当する経由
地のアイコン  を押したままにし、目的の位置
にドラッグします。

地図コンテンツの設定

1.   e  ナビゲーション  e    (サイドバーの左)
2. 希望の地図コンテンツを有効 / 無効にする (一部

の国別仕様では不可)：
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– 北向き：常に地図の上方が北になります。
– 3D マップ：3D マップ ビュー (と 2D ビュー) の表

示または非表示を切り替えます。
– サテライトマップ：地図のサテライトビューの表

示 / 非表示を切り替えます。

地図設定の変更

1.   e  ナビゲーション  e   e ナビゲーショ
ン設定 e マップ設定

2. 希望の地図コンテンツを有効 / 無効にする (一部
の国別仕様では不可)：

– オートズーム：地図の自動ズーム機能の有効と無効
を切り替えます。

– 施設情報を表示：地図上の施設情報の表示と非表示
を切り替えます。

– 3D 建築物：3D マップ ビュー (と 2D ビュー) の表
示または非表示を切り替えます。

– デイビュー/ナイトビュー：マップ上のビューを選
択します。

交通情報を表示する
地図上に交通情報を表示 P. 154
地図上に、現在地または選択したルートに関する次の交
通情報を表示することができます：
– 色付き警告シンボル：選択したルート上に差し迫っ

た交通渋滞。ルート案内が有効でない場合は、現
在の交通渋滞がカラー表示されます。

– グレー表示の警告シンボル：選択したルート上では
ない交通渋滞

以下の交通量情報が表示されます。
– フリー ライン：円滑に流れる交通状態
– 黄色のライン：動きの遅い交通状態
– オレンジ色のライン：のろのろ運転状態

– 赤線：交通渋滞
– 濃い赤線：交通渋滞と封鎖されている道路
加えて、道路工事、事故、事故多発地点などに関する通
知も地図上に表示されます。

交通渋滞の回避
ルート案内で交通渋滞を自動的に回避または表示するこ
とができます。

e   e  ナビゲーション  e   e ルートオプシ
ョン e 道路交通案内の通知を有効にします。

道路交通案内は、ラジオ放送局またはオンライン コン
テンツ プロバイダーから発信されます。そのため、こ
の情報の完全性および正確性に関してポルシェは責任を
負いかねます。

トリップ概要

図. 116: トリップ概要の情報

ナビゲーション作動中に  をタップすると、トリッ
プ概要を開いたり閉じたりすることができます。エリア
A (図. 116) をタップすると、ルート概要が表示されま
す。現在のルート案内に関する以下の情報を確認できま
す：
– 目的地への到着時刻および距離 (A (図. 116) を参

照)
– 交通渋滞など による遅延。遅延の度合いも表示さ

れます (B (図. 116) を参照)
– 経由地
以下の交通量情報が表示されます。
– 青色：円滑に流れる交通状態
– 黄色：流れの遅い交通状態
– 赤：交通渋滞

追加情報の表示

e 地図上またはトリップ概要の情報 (渋滞による遅
延  B (図. 116) など) を選択します。
🡆 このメッセージに関する詳細情報が、PCM

の詳細エリアに表示されます。

マップ ビューおよびナビゲーション情報をイ
ンストルメント パネルに表示する
インストルメント パネルの操作に関するインフォメー
ション：
g 103 ページの「インストルメント パネルの操作」の
章を参照してください。

地図画面の表示および設定
1. インストルメント パネルの地図画面を選択しま

す。
g 102 ページの「インストルメント パネルの概
要」の章を参照してください。

2. マルチファンクション ステアリング ホイールから
希望のビュー オプションを選択してください：
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– 手動 ズーム：地図の縮尺を地図画面に合わせて調
節します。

– オート ズーム：地図の縮尺は自動調節されます。
– 3D マップ：3 次元地図を表示します。
– 北向き：常に地図の上方が北になります。
– マップ情報：インストルメント パネルで車両 & 情

報画面でマップ表示が選択されていない場合、ナ
ビゲーション作動時にマップが自動的に表示され
ます。

– 矢印情報：インストルメント パネルで速度 & アシ
スト表示のナビゲーションメニューが選択されてい
ない場合、ナビゲーション 作動時にメニューが自
動的に表示されます。

インストルメント クラスター上でのナビゲーション
情報の表示
e インストルメント パネルで速度 & アシスト表示の

ナビゲーション メニューを選択します。
g 102 ページの「インストルメント パネルの概
要」の章を参照してください。

ナビゲーション設定の変更

e   e  ナビゲーション  e   e ナビゲーショ
ン設定 e 希望の設定を選択します。

オンライン ソフトウェア アップデートの実行
オンライン ソフトウェア アップデートの詳細について
は、以下をご覧ください：
g 155 ページの「オンライン ソフトウェア アップデー
トのダウンロードとインストール」の章を参照してくだ
さい。

道路通行料自動収受システム (ETC) の使
用
ETC カードの挿入および取り出し

図. 117: グローブ ボックス内の ETC カード リーダー

1. 有効な ETC カードをカチッと音がするまでカード
リーダーに差し込んでください。

2. ETC カードを取り出すには、  を押してください
🡆 ヘッドラインに表示される  は、カードがな

いこと、またはカード エラーを示します。

ETC 設定
b ETC カードの詰まり

e   e  車両  e ETC e 支払い方法
– 通行料の表示
– 通行料の警告
– カード抜き忘れ警告

オンライン ソフトウェア アップデー
ト
オンライン ソフトウェア アップデートの
ダウンロードとインストール
オンライン ソフトウェア アップデートのダウ
ンロード
国別仕様のオンライン ソフトウェア アップデート機能
により、PCM と車両をアップデートできます。
オンライン ソフトウェア アップデートはバックグラウ
ンドで自動的にダウンロードされます。すべての PCM
機能および車両機能は、ダウンロード中も完全に使用可
能です。
b ポルシェ コネクト ストアでポルシェ コネクト パ

ッケージまたはポルシェ コネクト ケアを購入して
いること。

b My Porsche でポルシェ コネクトが有効になってい
ること。

b オンライン ソフトウェア アップデートが My
Porsche で有効になっていること。

b データ接続が正常に完了していること。
b プライベート モードが無効になっていること。
ダウンロードは、車両を OFF にすると一時停止し、ON
にすると自動的に再開されます。ダウンロード時間は接
続状況によって異なります。ダウンロードが完了する
と、インストールを開始できます。

オンライン ソフトウェア アップデートのイン
ストール
インストールの準備ができると、PCM が再起動するた
びに、利用可能なオンライン ソフトウェア アップデー
トに関するメッセージが 1 回表示されます。通知で、
いつでもメッセージを表示できます。
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情報

情報

e オンライン ソフトウェア アップデートの詳細につ
いては、ホーム画面で アップデート  を選択して
ください。

オンライン ソフトウェア アップデート中の使用制限。
車両の走行準備が整っておらず、始動できません。 ディ
スプレイと車両機能 (コンフォート機能や盗難防止機能
など) が一時的に無効になる場合があります。
e 車両を安全に駐車します。
e PCM のプロンプトに従ってください (すべての乗

員が降車するなど)。
e オンライン ソフトウェア アップデート中は、車両

を使用しないでください。
e 車両はインストール後にのみ使用してください。

1 つのインストール プロセスのみ開始できます。この
インストール プロセスは中断できません。インストー
ル時間はオンライン ソフトウェア アップデートの内容
に応じて異なります。一度インストールしたオンライン
ソフトウェア アップデートは元に戻すことができませ
ん。

b オンライン ソフトウェア アップデートのダウンロ
ードが正常に完了していること。

b 車両が OFF になっていること。
b パーキング ロックとパーキング ブレーキが作動し

ていること。
b バッテリーが十分充電されていること。
b さらに条件が必要になる場合があります (ドアが閉

まっている、車両がロックされているなど)。これ
らの条件は PCM に表示されます。

e インストールでオンライン ソフトウェア アップ
デートのインストールを確定します。

再び走行可能状態を確立すると、PCM に通知が
1 度表示されます。車両を再びフル活用すること
ができます。

インフォメーション

インストールが確認されていない場合、または後で通知
するを使用した場合、インストール時間は自動的に延期
されます。

オンライン ソフトウェア アップデートの失敗
オンライン ソフトウェア アップデートの実行中に故障
が発生する場合があります。
発生した故障の重大度とその結果は PCM に表示されま
す。
エラーが発生する場合、PCM の該当する情報を厳守し
てください。

オンライン ソフトウェア アップデートの失敗による損
傷と使用制限。
表示および車両機能が正常に機能しません。
e 車両の作動準備が整っている場合：状況に応じた

適切な運転を心がけてください。
e 車両の作動準備が整っていない場合：ロードサイ

ド アシスタンスに連絡し、車両をけん引して移動
してください。

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

ポルシェ コネクト
可用性
モデル、国、機器によって使用方法が異なる可能性があ
ります。 そのため、ここに説明されている内容は、す
べてのモデル、国別仕様、および装備仕様で利用可能な
わけではありません。 国によっては、内蔵 SIM カード
または外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を確
立することができます。 現在有効なデータ接続は PCM
のステータス ラインおよびデバイス マネージャーに表
示されます。
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
g 145 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

登録および有効化
Porsche ID アカウント (ポルシェ コネクト ユーザー)
とポルシェ コネクトサービスの有効化
b Porsche ID アカウントを有効にするための E メー

ルを受け取っていること。

1. E メールの「Porsche ID アカウントを有効にす
る」ボタンをクリックし、確認コードを入力しま
す (保存されている携帯電話番号に送信されま
す)。

2. Porsche ID アカウントのパスワードとセキュリ
ティ コードを設定します。

3. プロフィール情報を入力し、一部の国で設定され
ているポルシェ コネクトの無料ご利用期間を有
効にします (該当する国ではバックグラウンドに
て自動的に反映)。
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インフォメーション

Porsche ID を有効にするための E メールが届かないよ
うであれば、担当のポルシェ正規販売店にお問い合わせ
ください。

暗証コード
車内で Porsche ID のログインを完了させ、アプリや
My Porsche から一部のリモートサービスをご利用いた
だくためには、セキュリティ コードを指定する必要が
あります。

1.  My Porsche を開きます。(ポルシェ ウェブサイ
トの左上に表示されますが、国により異なりま
す。)

2. お客様の個人アクセス データ (ポルシェ ID およ
びパスワード) を使ってログインします。

3. セキュリティ コードは、ユーザー設定において
設定、変更、またはリセットできます。

以下のサービスを使用する場合など、国によってはセキ
ュリティ コードを発行する必要があります。
– 乗車後に Porsche ID をロック解除 (「セキュリテ

ィコードでログイン」が設定されている場合)
– 車両のログイン設定を変更 (「セキュリティコード

なしでログイン」などに変更)
– ポルシェ車両追跡システム (PVTS) の停止
– 追加ユーザーのためのリモート機能の作動

My Porsche 経由での追加サービスの有効化
b Porsche ID アカウントが有効になっている。

1.  My Porsche を開きます。(ポルシェ ウェブサイ
トの左上に表示されますが、国により異なりま
す。)

2. お客様の個人アクセス データ (ポルシェ ID およ
びパスワード) を使ってログインします。

3. サービス タブを選択します。
🡆 利用可能なサービスが表示されます。

4. ご希望のサービスを選択します。
5. アクティベーションと設定を行います。
g 155 ページの「オンライン ソフトウェア アップデー
トのダウンロードとインストール」の章を参照してくだ
さい。

インフォメーション

− ポルシェ コネクト サービス パッケージは、無料利
用期間中、幅広いポルシェ コネクト サービスを無
料で提供します。その期間はサービスと国ごとに
期間が異なる場合があります。無料ご利用期間、
ならびにそれ以降の費用やアクティベーション、
ご利用、ご利用可能な各サービスに関する詳細情
報については、www.porsche.com/connect をご
覧いただくか、担当のポルシェ正規販売店にお問
い合わせください。

− 国によっては、ポルシェ コネクト サービスを内蔵
SIM カードまたは外部の WiFi ホットスポットで利
用できます (ロシアでのみ利用可能)。

− お使いの携帯電話の料金体系によっては (また海外
で使用する場合は)、インターネットからデータ パ
ッケージを受信する際に追加料金が発生する場合
があります。定額データ プランのご利用をお勧め
いたします。

サービスの利用可否、範囲およびプロバイダーは
国、年式、機器および使用料金によって異なる場
合があります。

車両での Porsche ID (ポルシェ コネクトユー
ザー) のログイン
一部のポルシェ コネクト サービスをご利用いただくた
めには、車両で Porsche ID のログインが必要となりま
す。このログインを行うことにより、My Porsche のパ
ーソナル設定を車両で呼び出すことができます。
b My Porsche でポルシェ コネクト ユーザー

(Porsche ID) が作成されていること。
b セキュリティ コード (参照先：g P. 157) が

Porsche ID 用に My Porsche で作成されており、
コードを把握していること。

1.   e  設定  e アカウント e アカウントの設定
2. Porsche ID、E メール アドレス、My Porsche パ

スワードを入力し、ログインで確定します。

ナビゲーション システムおよびボイス コント
ロール システムを使用する
– My Porsche からナビゲーション目的地を入力し

て、ポータル施設情報やその他の施設情報カテゴ
リーをロードする場合のオンライン検索。

– 追加地図画面
– リアルタイム交通情報では、インターネット経由

で事故、工事作業、渋滞情報およびその他の事象
に関する情報が提供されます。

– オンライン音声検索
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データ接続の確立
内蔵 SIM カード経由でデータ接続を確立する
国によっては内蔵 SIM カード経由のデータ接続確立オ
プションをご利用いただけない場合があります。
b プライベート モードが無効になっていること。
g 158 ページの「管理と設定」の章を参照してくださ
い。
データ接続は、作動待機が確立されると自動的に確立さ
れます。

インフォメーション

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してくだ
さい：
− プライベート モードが無効です。
− 車両がネットワークからの電波を十分受信できる

場所 (電波の届かない場所ではない) にあります。

e 必要に応じて PCM を再起動してください。

外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を
確立する
外部 WiFi ホットスポットを介したデータ接続の確立
は、現在ロシアでのみ利用可能です。

インフォメーション

外部 WiFi ホットスポットを介したデータ接続には、(デ
ータ ローミングなどによる) 追加のコストが発生する場
合があります。

b 電話の WiFi ホットスポットか公衆ホットスポット
を利用できます。

1. ステータス エリア  または  において (接続
ステータスによって異なる)、  e WiFi 設定
e 外部ホットスポットを検索を選択します。
🡆 WiFi ネットワークが検索され、表示されま

す。
2. WiFi ホットスポット (公衆ホットスポットや電話

の個人ホットスポットなど) を選択し、PCM に
WiFi アクセス データを入力します。データ入力
時は、大文字 / 小文字に注意してください。
🡆 外部 WiFi ホットスポットへの接続が確立し

ます。

PCM WiFi ホットスポットの有効化
車両ホットスポットに接続できる WiFi デバイスは最大
8 台です。

1. PCM の WiFi アクセスデータを呼び出す：  e
設定   接続ウィザード e 車両ホットスポットに
接続
🡆 デバイス名と PCM WiFi パスワードがセン

トラル ディスプレイに表示されます。
2. デバイスの WiFi 設定に PCM の WiFi アクセス

データを入力するか、デバイスを使用して PCM
に表示された QR コードをスキャンします。
🡆 PCM のワイヤレス インターネット アクセ

スへの接続が確立されます。

管理と設定
Porsche ID (ポルシェ コネクト ユーザー) の管
理
b Porsche ID (ポルシェ コネクト ユーザー) がログイ

ンしている。

e   e  設定  e アカウント希望のアカウントを
選択  e アクションを実施：

– セキュリティコードでログイン：作動待機が確立さ
れるか、アカウントが変更されたときに、Porsche
ID およびセキュリティ コードを確定する必要があ
ります。

– セキュリティコードなしでログイン：作動待機が確
立されるか、アカウントが変更されたときに、
Porsche ID の確定のみが必要になります。

– 自動ログイン：作動待機が確立されるか、アカウン
トが変更されたときに、Porsche ID の再確認を必
要とせずに自動的にログインします。

– アカウントの削除：Porsche ID は車両から削除さ
れます。

– アカウントからログアウト：Porsche ID は車両か
らログアウトされます。ゲスト アカウントが有効
になります。

サービス概要を表示

e   e  設定  e プライバシーおよびポルシェ コ
ネクト設定 e すべてのポルシェ コネクト サービ
ス一覧を選択します。
🡆 購入したサービスおよび契約期間に関する

情報が表示されます。

リモート アクセス権限の付与
車両で My Porsche またはポルシェ コネクト アプリ
(国別仕様による) のサービス制御プログラムを使用する
には、リモート アクセス認証が必要です。リモート ア
クセス認証は、メイン ユーザーが初めて車両にログイ
ンするとすぐに自動付与されます。
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1. 名前と機能は変更される可能性があります

警告

危険

b メイン ユーザーが少なくとも 1 回車両にログイン
しています。

e 以下で登録済みユーザーを確認します：  e  設
定 e アカウント

アプリ
国によって利用可能なアプリが異なります (Apple App
Store または GOOGLE Play Store からダウンロードで
きます)。

運転中の使用および操作

運転中にアプリの設定や操作を行うと、交通状況から注
意がそらされる危険があります。車両のコントロールを
失う恐れがあります。
e アプリを使用および操作するのは車両が完全に停

止している場合だけにしてください。

My Porsche アプリ 1

一部の国で利用可能なアプリを使用して、携帯電話を車
両に接続できます。これにより、車両の情報を携帯電話
経由で直接読み取ることが可能になり、アプリを使用し
て選択した設定を車両で実行することができます。加え
て、故障発信をアプリで起動することができます (利用
可能性は国別仕様により異なります)。以下の機能など
を利用できます： 走行可能距離、燃料レベルやバッテ
リー ステータスの確認、リモート操作による車両のロ
ック・ロック解除、エアコンや補助ヒーターの作動と停
止、パーソナル POI (施設情報) の管理と車両への送
信、携帯電話のカレンダーから目的地を PCM に転送。
さらにこのアプリを使用して、製品機能やイベントな
ど、ポルシェ ブランドに関する現在の情報にアクセス
できます。 

WiFi 経由でアプリを PCM に接続し、PCM で
アプリを起動する
b アプリが電話にインストールされていること

(Apple App Store または Google Play ストアから
ダウンロード)。

b アプリが起動している。
b 電話で WiFi 機能が有効になっていること。
b PCM の WiFi 機能が作動している。

1.   e  デバイスをタップします e  e WiFi
設定 e インターネット アクセスを有効にするを
タップします。

2. PCM の WiFi アクセスデータを呼び出す： e
デバイスをタップします e 接続ウィザード e
PCM でホットスポットに接続します。
🡆 PCM のデバイス名および WiFi パスワード

が表示されます。
3. デバイスの WiFi 設定に表示された PCM WiFi ア

クセス データを入力するか、表示された QR コ
ードを電話でスキャンします。
🡆 PCM のワイヤレス インターネット アクセ

スへの接続が確立されます。
車両とアプリ間の通信を無効にすることができます。
g 158 ページの「管理と設定」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

アプリを使用して車両固有データおよびその他の機能に
アクセスできるため、このデータを保護し、第三者によ
る不正なアクセスを防ぐようお勧めします。このアプリ
を使用すると、携帯電話ネットワーク経由でデータが送
信されるため、ご利用のサービス プロバイダーから追
加料金を請求される場合があります。

ポルシェ トラック プレシジョン アプリ
g P. 159
ポルシェ トラック プレシジョン アプリを使用し、無線
通信 (WiFi) 経由でスマートフォンを車両に接続するこ
とができます (一部の国のみ)。このアプリにより、スマ
ートフォン上で走行データの表示、保存、分析ができま
す。ポルシェ トラック プレシジョン アプリを使用する
ために、SIM カード / データ接続が必要ない場合があ
ります。
PCM で WiFi 接続を確立するためのインフォメーショ
ン：
g 158 ページの「データ接続の確立」の章を参照して
ください。
ポルシェ トラック プレシジョン アプリのインストー
ル、機能および管理に関する詳細情報はアプリ内から入
手するか、www.porsche.com/connect またはポルシ
ェ正規販売店から入手できます。

車両コントロールの喪失

速度の出し過ぎや危険な操作により、車両のコントロー
ルが失われる恐れがあります。
e 路面、天候、周囲の交通状況とドライビング スキ

ルに適したスタイルで走行してください。
e アプリはサーキット走行するときにのみ使用して

ください。公道では使用しないでください。

インフォメーション

アプリを使うと車両固有データにアクセスできるため、
第三者による無断アクセスからデータを保護することを
お勧めします。
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警告

スマートサービス
運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。

機能
車両の一部のコンポーネントは、定期的なメンテナンス
または交換を必要としています。スマート サービス (国
別仕様による) を使用すると、メンテナンスおよび修理
データを呼び出して更新できます。構成部品のメンテナ
ンスまたは修理が必要な場合、PCM にメッセージが表
示されます。

スマート サービスの作動
コネクト ストアのコネクト カー パッケージの一部とし
て作動します。その後、この機能は自動的に車両で利用
できるようになります。
g 156 ページの「登録および有効化」の章を参照して
ください。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。

スマート サービスの使用
作動後、現在のスマート サービス データを PCM で確
認できます。

スマート サービスを開く

e  e  スマート サービス  をタップします。
🡆 以下の構成部品などに関するスマート サービス デ

ータを含む概要が表示されます：
– ブレーキ フルード
– キャビン フィルター
– 一般的な点検

コンポーネントの機能の呼び出し
b スマート サービスが開いていること。

1.  希望のコンポーネント横にある  をタップしま
す。

2. 希望の機能を選択してください。
選択したコンポーネントに応じて、以下の機能が利用可
能です。
– 手順を開きます。
– 最寄りの修理工場を PCM に表示します。
– コンポーネントをリセットします。
– 新しい有効期限を入力してください。

コンポーネントの停止または作動
b スマート サービスが開いていること。

1. 希望の構成部品を選択 e 設定 
2. コンポーネントを停止 / 作動します。

🡆 停止したコンポーネントに関する必要なメ
ンテナンスまたは修理の通知は表示されま
せん。

必要なメンテナンスまたは修理の通知の表示
e 次の機会にコンポーネントをメンテナンスまたは

修理してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

以下の機能を利用できます。
– メッセージを読み上げます。
– 最寄りの修理工場を PCM に表示します。
– メッセージを閉じます。メッセージは PCM を再起

動すると再び表示されます。
コンポーネントのメンテナンスおよび修理に関する詳細
情報は、My Porsche で開くことができます。
g 156 ページの「登録および有効化」の章を参照して
ください。

スマート サービスの停止
e プライベート モードを有効にして、スマート サー

ビス (国により利用可能) を無効にします。
g 158 ページの「管理と設定」の章を参照してく
ださい。

インフォメーション

個々のサービスは、My Porsche のコネクト設定から無
効にすることができます。
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クロノ ストップウォッチ
機能
クロノ ストップウォッチを使用して、PCM およびイン
ストルメント クラスターで時間を停止、評価、表示で
きます。
以下の情報を記録し、評価することができます。
– ラップ回数
– 完了したラップ距離
– ラップ タイム
– オプション： その他の各種データ (車両位置や速度

など)
記録中、以下を表示できます。
– 現在のラップ数
– 現在のラップ タイムと最速ラップ タイムの色分け

での比較
– 基準ラップに対して完了したラップの割合
– 現在のラップ タイムが以前の最速ラップまたは選

択したラップより速いか、遅いか、同じかを表示
するカラー レート

– 現在タンクに残っている燃料で走行可能な距離お
よび完了できるラップ回数。

– 残りの記録時間
– 現在のラップおよび基準ラップに関するトラック

進捗。
99 時間、59 分 59.99 秒まで記録および表示できま
す。

クロノ ストップウォッチの操作
ダッシュボードのストップウォッチ

図. 118: クロノ ストップウォッチ

ダッシュボードのストップウォッチに合計時間が表示さ
れます。
アナログ ポインターは秒を表示します。デジタル表示
には最初の 1 分まで 1/100 秒で表示されます。その
後、表示は 2 番目のステップに進みます。
ダッシュボードのストップウォッチの時刻表示およびラ
イトの設定
g 108 ページの「どらいびんぐでーたのひょうじ (とり
っぷじょうほう)」の章を参照してください。, g 143 ペ
ージの「車両設定の概要」の章を参照してください。

PCM のストップウォッチ

図. 119: PCM のストップウォッチ

A ラップ タイム、ラップ回数およびタンクに残ってい
る燃料で走行可能な残りの距離などの記録に関する
情報。 

B トラック進捗状況またはラップ カウンター付きのサ
ークル ダイアグラム：基準ラップと比較してすでに
完了したラップの割合。現在のラップ タイムが基準
ラップより速い (緑色)、同一 (黄色)、または遅い (赤
色) のいずれであるかを示すカラー レート。

計時の開始

e   e Sport Chrono e 開始
🡆 データの記録が開始されます。基準ラップ

がまだ読み込まれていない場合は、最初の
ラップが基準ラップとして使用されます。

計時の停止
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono 停止

計時の継続
b 計時が停止されました。

e   e Sport Chrono 続ける
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ラップの停止 / 新しいラップの開始
1 回の記録で最大 99 ラップ を保存することができま
す。
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono e 新しいラップ
🡆 ラップ カウンターの値が 1 ずつ増えます。

走行した最速ラップのタイムは、距離の差
が設定した差に収まっていれば、最速ラッ
プ タイムとして記録されます。

中間タイムの保存
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono  中間タイム
🡆 中間タイムは短時間表示され、保存されま

せん。時間測定はバックグランドで継続し
ています。

ストップウォッチ タイムのリセット
b 計時が停止されました。

e   e Sport Chrono e リセット
🡆 すべて のストップ タイム表示は 0 にリセッ

トされ、走行記録は停止されます。

基準ラップの読み込み

e   e Sport Chrono e ラップの読み込み

基準ラップの保存

e   e Sport Chrono e   e Sport Chrono 表示
e 評価 希望の記録を選択 基準ラップの保存

記録の表示と編集および統計の記録
1 回のセッションで最大 99 ラップを記録することがで
きます。基準ラップがまだロードされていない場合は、
記録の中の初めラップが基準ラップとして使用されま
す。最大で 10 時間の記録が可能です。

e   e Sport Chrono e   e Sport Chrono 表示
e 評価

記録および基準ラップの名前変更、削除、インポート
およびエクスポート
b  e Sport Chrono 評価 が選択されています。
b インポート / エクスポート用に接続された USB デ

ータ バンク。データは、記憶媒体の
「SportChrono」フォルダーに保存されていま
す。
データ バンクは FAT32 か exFat (Windows または
Linux) にフォーマット化されています。

e   e スポーツ クロノ e  

スポーツ クロノの設定
追加データの記録オプションの起動およびトラック進
捗の表示
ラップの長さとラップ タイムとは別に、他の走行デー
タ (速度など) を 1 秒間隔で記録することができます。
トラック進捗も地図に表示させることが可能です。

e   e Sport Chrono e   e Sport Chrono 設定
e 詳しいデータ記録

許容距離差の設定
基準ラップの長さと任意のラップの長さがどのくらい異
なるかを表示します。長さの逸脱が大きいラップは評価
に含まれません。

e   e Sport Chrono e    Sport Chrono 設定
e 許可されたルート偏差

評価用の最大タイムの逸脱の設定
記録時に速度が同一（黄色マーク）と評価されたラップ
間の最大のタイム差を表示します。

e   e Sport Chrono e     Sport Chrono 設定
e 評価の 最大タイム差

最速ラップ (ゴースト カー) の車両位置の表示

e   e Sport Chrono e    Sport Chrono 設定
e 最速ラップの位置を表示

インストルメント パネルのストップウォッチ
ストップウォッチが｢車両＆情報｣ディスプレイに表示さ
れます。



163

操作および使用

図. 120: インストルメント パネルのストップウォッチ

A ラップ カウンター
B サークル ディスプレイ：基準ラップと比較して既に

完了したラップの割合。
C コントロール コマンド
D 基準ラップ タイム
E 現在のラップ タイム

計時の開始
e  Sport Chrono e 開始

🡆 データの記録が開始されます。基準ラップが
まだ読み込まれていない場合は、最初のラッ
プが基準ラップとして使用されます。

計時の停止
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e 停止

計時の継続
b 計時が停止されました。

e  Sport Chrono e 続ける

ラップの停止 / 新しいラップの開始
現在のストップウォッチ タイムはラップ タイムとして
保存されますが、ストップウォッチは停止しません。
1 回の記録で最大 99 ラップ を保存することができま
す。
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e ラップ
🡆 ラップ カウンター A が 1 ラップずつ増えま

す。最速で終了したラップのタイムが最速ラ
ップ タイムとして保存されます。

中間タイムの保存
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e 中間タイム
🡆 中間タイムは短時間表示され、保存されませ

ん。時間測定はバックグランドで継続してい
ます。
サークル ダイアグラム B の数字は設定された
各中間タイムを示します。

ストップウォッチ タイムのリセット
b 計時が停止されました。

e  Sport Chrono e リセット
🡆 すべてのストップウォッチ タイムをゼロにリ

セットすることができます。



164

操作および使用

図. 121: 電話番号の入力 (キーパッド)

電話
電話の概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

Bluetooth® を介した電
話の接続

e  e  電話   既知デバイスを選択または新規検索 e 検索開始 をタップします。 g P. 165

接続されている 2 台の
電話を切り替える

e ステータス エリア (D (図. 121) を参照) で現在接続されている電話を選択します。既に接続している 2 つの
デバイスが表示されます。希望する電話を選択してください。
– または –
ステータスエリア (E (図. 121) を参照) で  をタップします。

–

電話をお気に入りに設
定 e  e  デバイスをタップします     をタップします。 –

デバイス リストから電
話を削除

e  e  デバイスをタップします  をタップします。
削除する電話の行を右から左にスワイプします。
デバイス リストから電話が削除されます。

–

接続済みオーディオ再
生デバイスの切り替え e  e  電話  e キーパッド (B (図. 121) を参照)  をタップします。希望の再生デバイスを選択します。 –

ダイヤル番号 e  e  電話  e キーパッド (B (図. 121) を参照) をタップします。 –

連絡先をお気に入りに
登録する

e  e  電話  e お気に入り (A (図. 121)を参照) +お気に入りに追加 e 希望の連絡先をリストから選択 e
 をタップします。

g P. 165
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警告

警告

希望する操作 操作方法 操作箇所

通話履歴を表示する e  e  電話  e 通話履歴 (A (図. 121) を参照) –

連絡先を表示する e  e  電話  e 連絡先 (A (図. 121) を参照) –

メッセージを表示する e  e 通知 をタップします。 g P. 150

ボイスメールを聞く e  e  電話  e キーパッド (B (図. 121) を参照) 選択ボタン 1 を長押しします。 –

着信に応答する / 拒否
する

e 応答  または 拒否  をタッチします。 –

通話を終了 e キーパッド (B (図. 121) を参照) かステータス エリア (C (図. 121) を参照) で 拒否  をタップしま
す。
– または –
マルチファンクション ステアリング ホイールの  ボタンを押します。

–

モデル、国、機器によって異なる使用方法が可能です。
そのため、ここに説明されている内容は、すべてのモデ
ル、国別仕様、および装備仕様で利用可能なわけではあ
りません。

電話の使用による事故の危
険あり

走行中に電話を使用すると、注意力が散漫になり交通状
況に集中できなくなります。車両のコントロールを失う
恐れがあります。
e 必ずハンズフリー機器を使用してください。

ケガをする恐れがありま
す。

ガソリン スタンド、燃料貯蔵所、化学工場、または爆
破作業を行っている近くなど、危険な場所では電話の電
源を切ってください。携帯電話は機器設備と電波干渉を
起こすことがあります。
e 常に法律および各地域の規定、および取扱説明書

に従ってください。

Bluetooth® を介した電話の接続

新しい電話を接続
g 145 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

b 電話の Bluetooth® 機能が作動しており、他のデバ
イスから検出可能になっていること。

b PCM の Bluetooth® 機能が有効になっているこ
と。

1.   e  デバイスをタップします  e 新しいデバ
イスを接続 e 新しい電話を接続 / 新しいオーディ
オプレーヤーを接続をタップします。

2. リストからデバイスを選択してください。
🡆 6 桁の Bluetooth® コードが PCM と該当す

るデバイスに表示されます。
3. PCM とデバイスの Bluetooth® コードを比較し

てください。
4. コードが一致していれば、デバイスの

Bluetooth® コードを確定します。
🡆 電話の接続が正常に完了すると、電話がデ

バイス リストに表示されます。

インフォメーション

− 電話でサポートされている Bluetooth® の機能に応
じて、電話帳や通話履歴、メッセージの内容にア
クセスすることができます。

− 車両停止後は、電話がこの機能に対応している場
合、通話を中断せずに電話に転送することができ
ます。

登録済みの電話を接続
b 電話の Bluetooth® 機能が作動していること。
b PCM の Bluetooth® 機能が有効になっているこ

と。
g 145 ページの「デバイス マネージャー」の章を
参照してください。

1.   e  デバイスをタップします 
– または –
ステータス エリア (D を参照) で (接続ステータ
スに応じて)  か  をタップします。
🡆 登録されている電話が最大 20 件記載された

リスト表示されます。
2. リストから電話を選択してください。

🡆 電話が Bluetooth® を介して接続されます。

別の電話の接続と使用
b 1 台の電話がすでに PCM に接続されていること。

1.   e  デバイスをタップします 
– または –
ステータス エリア (D ) で (接続ステータスに応
じて)  か  をタップします。

2. リストから電話を選択するか、新しい電話を接続
してください (参照先：g P. 165).
🡆 接続されているいずれの電話でも着信は可

能ですが、操作は有効な電話でしか行うこ
とができません。
電話を有効な電話として優先的に接続した
い場合は、お気に入りとして設定すること
ができます (g 164 ページの「電話の概要」
の章を参照してください。).

3. 接続されている 2 台の電話を切り替えるには、
ステータス エリア (D を参照) の右側で  を選
択します。
– または –
 電話    e 電話設定 e 希望のデバイスを選
択します。
🡆 既に接続している 2 つのデバイスが表示さ

れます。

電話の機能
接続ステータスの表示
モデル、国別仕様および装備仕様によっては、以下のよ
うにステータス エリアに表示されることがあります：

電話が接続されていません。
電話を接続してください。
2 台の電話が接続されています。
車両のデータ接続が確立されていません (考えら
れる原因：接続なし、ネットワーク品質不良、音
声接続中のデータ接続中断)。
LTE 携帯電話ネットワークを介した車両のデータ
接続。
接続されている作動中の電話の携帯電話ネットワ
ークの受信電界強度。
外部 WiFi ホットスポットを介した車両のデータ
接続。

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

1.   e  電話   お気に入り
2. お気に入りに追加します。

3. 連絡先を選択してください。

お気に入りの整理

1.   e  電話  e お気に入り
2. 希望の連絡先を長押しして選択し 、移動しま

す。

お気に入りの削除

1.   e  電話  e お気に入り
2. 希望の連絡先を選択  をタップしてください。

– または –
希望の連絡先を長押ししたまま、  をタップし
ます。

通話中の各種機能
b  e  電話  e キーパッド が選択されているこ

と。

マイクのミュート
b 通話中であること。

e  をタップし、マイクをミュートにします。

通話の保留
b 通話中であること。

1.  をタップします。
2. 通話を再開するには、  をタップします。

電話会議を開始する
この機能は、接続されている電話やお使いの SIM カー
ド、ネットワーク プロバイダーによって異なります。
b 通話中であること。

1.  e 新しい通話の追加 (電話番号の入力または
連絡先の選択) 

2. 会議を開始するには、  を選択します。
3. 電話会議を停止するには、  を選択します。

2 つの会議の切り替え
b 1 つ目の通話が通話中であること。
b 2 つ目の通話が保留になっていること。

e   をタップすると、保留中の通話が有効にな
り、代わりにそれまで有効だった通話が保留にな
ります。

インストルメント パネルに通話情報を表示
e インストルメント クラスターの「車両＆情報」デ

ィスプレイで希望の機能を選択してください。
g 105 ページの「インストルメント パネルの表示
項目 」の章を参照してください。

– 着信：ステアリング ホイールの電話ボタンから、
着信の応答または拒否を選択します。

– 発信履歴: ステアリング ホイールの電話ボタンやロ
ータリー ノブを使用して、最近ダイヤルした電話
番号のリストを表示します。

– 会議通話：ステアリング ホイールのロータリー ノ
ブや電話ボタンを使用して、通話中に別の電話を
かけたり、会議通話の参加者を追加したりできま
す。

インストルメント パネルの操作に関するインフォメー
ション：
g 103 ページの「インストルメント パネルの操作」の
章を参照してください。

電話の収納と充電
電話の収納

図. 122: アームレストの小物入れ

アームレストの小物入れには、電話の充電と PCM への
接続用 USB インターフェース (タイプ C) (一部の国別
仕様と装備では使用不可) が設けられています。

b 電話のキーボード / コード ロックが有効になって
いること。

e 電話のディスプレイを上に向け、小物入れに配置
してください。
g 113 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マ
ネジメント システム (PCM)」の章を参照してくだ
さい。

電話設定の変更
一般設定

e   e  電話    e 電話設定 e 希望の設定を選
択します。

SOS 通報時の番号データ転送
SOS 通報 (法定 SOS 通報を除く) の際、Bluetooth® を
介して接続されている電話の番号を緊急電話センターに
転送するか設定することができます。

e   e  電話    e 電話設定 e 緊急時に番号の
転送を許可します。

SOS 通報時に電話番号が転送されます。
SOS 通報時に電話番号が転送されません。

g 187 ページの「緊急電話システム」の章を参照して
ください。
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収納スペース
荷物の収納

固定されていない、または
不適切な位置に積載された
荷物

固定されていない荷物、あるいは積載位置が正しくない
荷物は、急ブレーキ、進路変更、または事故の際に、位
置がずれたり飛び出したりして乗員を危険にさらす可能
性があります。
e 車内に固定していない物を載せて走行しないでく

ださい。
e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば

ないでください。
e 走行中はロック可能な小物入れを閉じてくださ

い。

センター コンソール内の荷
物

小物入れやドリンク ホルダーがセンター コンソールに
挿入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボ
タンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e ドリンク ホルダーは、その用途の通り、飲み物を

収納するためにのみ使用してください。
e 荷物をドリンク ホルダーに収納しないでくださ

い。
e ドリンク ホルダーまたは小物入れが挿入されてい

ない状態では車両を操作しないでください。

収納ネットを損傷する危険があります。
e 収納ネットの中に重量物やかさばる物を置かない

でください。

車両装備により、次のような収納オプションが利用でき
る場合があります。
– 2 ドリンク ホルダー
– グローブ ボックス
– ドアのボトル ホルダー付き小物入れ
– 助手席足元の収納ネット
– センター コンソールの小物入れ
– アームレストの小物入れ

グローブ ボックスの開閉

図. 123: グローブ ボックスを開く

グローブ ボックスの開閉
グローブ ボックスを開く
e ハンドルを引いてください。

🡆 グローブ ボックスは自動的に開きます。

グローブ ボックスを閉じる
e カバーを押して閉じてください。
グローブ ボックスは、エマージェンシー キーを用いて
ロックやロックの解除ができます。

小物入れの取り付けおよび取り外し
センター コンソール内の荷
物

小物入れやドリンク ホルダーがセンター コンソールに
挿入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボ
タンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e ドリンク ホルダーは、その用途の通り、飲み物を

収納するためにのみ使用してください。
e 荷物をドリンク ホルダーに収納しないでくださ

い。
e ドリンク ホルダーまたは小物入れが挿入されてい

ない状態では車両を操作しないでください。
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図. 124: 小物入れの取り付けおよび取り外し

小物入れの取り付け
車両には、センター コンソールに挿入できる小物入れ
が付いています。
e センター アームレストの前の開口部に小物入れを

挿入し、可能な限り下方に押し込みます。

小物入れの取り外し
e 小物入れを握って取り外します。

アームレストの小物入れを開く

図. 125: アームレストの小物入れを開く

小物入れを開く
e アームレストの右側のボタンを押してください。

🡆 リッドが自動的に開きます。

ドリンク ホルダー
ドリンク ホルダーの使用

センター コンソール内の荷
物

小物入れやドリンク ホルダーがセンター コンソールに
挿入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボ
タンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e ドリンク ホルダーは、その用途の通り、飲み物を

収納するためにのみ使用してください。
e 荷物をドリンク ホルダーに収納しないでくださ

い。
e ドリンク ホルダーまたは小物入れが挿入されてい

ない状態では車両を操作しないでください。

熱い飲み物がこぼれる恐れ

熱い飲み物がこぼれて火傷をする恐れがあります。
e ドリンク ホルダーに合う容器のみを使用してくだ

さい。
e 一杯に入った容器をドリンク ホルダーに置かない

でください。
e 熱い飲み物を置かないでください。
e 走行中は、助手席側のドリンク ホルダーを必ず閉

じてください。

飲み物がこぼれて損傷する恐れがあります。
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e ふた付きの適切な容器のみを使用してください。
e 一杯に入った容器をドリンク ホルダーに置かない

でください。

ドリンク ホルダーは、センター コンソールに 1 個、助
手席側のアウター エア ベントの下に 1 個あります。

ドリンク ホルダーのセンター コンソールへの
挿入

図. 126: ドリンク ホルダーのセンター コンソールへの挿入

e ドリンク ホルダーを挿入し、カチッと音がして収
まるまで押し込みます。
🡆 ドリンク ホルダーが使用できます。

車両装備により、ドリンク ホルダーに挿入できる灰皿
が利用可能です。
g 172 ページの「スモーカーズ パッケージ」の章を参
照してください。

ドリンク ホルダーのセンター コンソールから
の取り外し

図. 127: ドリンク ホルダーのセンター コンソールからの取り外
し

e ボタンを押して、カップホルダーを上方に取り外
します。

助手席側のドリンク ホルダーの使用

図. 128: ドリンク ホルダー

図. 129: ドリンク ホルダーを開く
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警告

警告1. 助手席側のアウター エア ベントの下のパネルを押
し込んで、開きます。
🡆 カップホルダーが自動的に開きます。

2. 閉じるには、カップホルダーをカチッと音がして
収まるまで挿入します。

ラゲッジ コンパートメント
荷物の積載

積載時の車両の操縦性の変
化

車両の操縦性は積載量によって変化します。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ

さい。

固定されていない、あるい
は固定方法や固定位置が正
しくない荷物

固定していなかったり不適切な位置に載せられた荷物
は、ブレーキやステアリングを操作したとき、または事
故の際に、滑り出して乗員がケガをする恐れがありま
す。
e 固定していない荷物を輸送しないでください (事

故、ブレーキ、コーナリング)。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントで輸送し

て、車室内 (座席の上または前など) には絶対に入
れないでください。

e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば
ないでください。

e 走行中はロック可能な小物入れカバーを必ず閉じ
ます。

不適切なタイヤ空気圧

不適切なタイヤ空気圧は、走行安全性に悪影響を与える
恐れがあります。
e 荷重に合わせてタイヤ空気圧を調整してくださ

い。
e タイヤ空気圧を調整した場合、タイヤ空気圧モニ

タリングの設定も更新してください。

ラゲッジ コンパートメントの開閉
g 31 ページの「ラゲッジ コンパートメント リッドの開
閉」の章を参照してください。

タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ シ
ステム - TMS)、工具セット、軽修理用装
備の取り外しおよび収納
停止表示板の取り外し
停止表示板 A(図. 130) (国別仕様により異なります) は
ラゲッジ コンパートメントの裏側に収納されていま
す。

応急処置キットの固定と取り外し
応急処置セット B(図. 130) (国別仕様により異なりま
す) は、ラゲッジ コンパートメント内のカーペットにマ
ジック テープで固定することができます。
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タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システ
ム – TMS) および工具セットの取り外しと収納

図. 130: タイヤ シーラントが入ったプラスチックの箱

図. 131: タイヤ シーラントおよび工具セット

D タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システム –
TMS)

E アダプターを取り付けます
F けん引フックを緩めます
G 両口スパナ
H ドライバー
I セントラル ホイール ロック用レンチ ソケット

タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システム –
TMS) および工具セットの取り外し
e ハンドルの取っ手部分のプラスチック カバーを取

り外してください。

タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システム –
TMS) および工具セットの収納
1. ラグは下部に挿入してください。
2. プラスチック カバーは上部にはめ込みます。

タイヤ充填コンプレッサーの取り外しおよび収
納
タイヤ充填コンプレッサーの取り外し

図. 132: プラスチック カバーの解除と引き上げ

1. プラスチック カバーの取っ手 (矢印) を持って持ち
上げ、ラッチを外します (外れる音が聞こえま
す)。

2. プラスチック カバーを少し前方に引き、前部を持
ち上げてください。
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図. 133: プラスチック カバーの取り付け

3. プラスチック カバー下側の固定ストラップを外
し、ラゲッジ コンパートメント リッドに取り付け
てください。

図. 134: タイヤ充填コンプレッサーの収納スペースを開く

4. タイヤ充填コンプレッサーの収納スペースのリッ
ドを開きます。

5. タイヤ充填コンプレッサーを収納スペースから取
り出してください。

タイヤ充填コンプレッサーの収納

図. 135: タイヤ充填コンプレッサーの収納

1.  タイヤ充填コンプレッサーを収納スペースに入れ
ます。

2. 収納ボックスのカバーを閉じてください。

図. 136: プラスチック カバーを閉じる

3. 固定ストラップを外し、プラスチック カバーに取
り付けてください。

4. プラスチック カバーの後端部をガイドに差し込
み、ホルダー上に置きます。 プラスチック カバー
の前部を下げてください。

5. カバー下側のセンタリング ピンが該当するガイド
にはまっていることを確認します。 ラッチのはま
る音が聞こえるまで、カバーの取っ手部分を下に
押してください。
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警告

スモーカーズ パッケージ
灰皿の使用

可燃性物質による火災警告

灰皿に紙類が入っていると引火する可能性があります。
e 可燃物を灰皿に入れないでください。

灰皿の挿入

図. 137: 灰皿の挿入

車両装備によっては、センター コンソールのドリンク
ホルダーで灰皿が利用可能です。
g 167 ページの「ドリンク ホルダー」の章を参照して
ください。

e 灰皿をドリンク ホルダーに挿入し、いっぱいに押
し込みます。

灰皿の開閉

図. 138: 灰皿の開閉

e リッドを持ち上げ、倒すことで灰皿を開閉しま
す。

灰皿の取り外し
e 灰皿を握って取り外します。
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情報

図. 139: 12 ボルト プラグ ソケット用充電アダプター

電気ソケット
12 V プラグ ソケットの使用
12 V プラグ ソケットには電装品 (アクセサリー) を接続
できます。
12 ボルト プラグ ソケットは助手席側の足元にありま
す。

充電アダプターの接続
インフォメーション

− 12V プラグ ソケットおよび接続している電装品
（アクセサリー）は、イグニッションが OFF のと
きでも、キーを抜いた状態でも使用できます。エ
ンジンを停止したままアクセサリーを使用する
と、バッテリー上がりの原因になります。車両の
バッテリーを保護するため、30 分後に電源の供給
が遮断されます。電装品への電源供給を再開する
には、イグニッションを ON にしてください。

− 電装品が 1 つだけ作動している場合、12 V プラグ
ソケットの最大電流値は 20 A です。複数の電装品
を同時に使用する場合は、12 V プラグ ソケット当
たりの電流値が 10 A を超えないようにしてくださ
い。

− シールドされていない機器を使用すると、ラジオ
および車両電装品に対する電波干渉の原因となる
ことがあります。

A 適切な充電アダプター
B 使用できない充電アダプター

電気系統を損傷する恐れがあります。
e 適切な充電アダプター (A (図. 139)) のみを使用し

てください：
グラウンド端子部から充電アダプター上端までの寸
法 X は、約 16 mm 未満である必要があります。

e グラウンド端子部から充電アダプター上端までの寸
法 X が 16 mm を超える不適切な充電アダプター
(B (図. 139)) を使用すると、12 V プラグ ソケット
が損傷することがあります。
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モビリティおよび軽修理
12 V バッテリー
一般的な安全に関する指示
装備に応じて、車両には 60 Ah または 40 Ah の容量
(軽量バッテリー) の 12 V リチウム バッテリー
(LiFePO4) が装備されています。
リチウム バッテリーにはステッカーが貼られていま
す。
e いかなる場合も、ステッカーをはがしたり、汚損

したり、判読不能にしたりしないでください。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェではポルシェ正規販
売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレー
ニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技
術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整
備をお約束します。

リチウム バッテリー
感電、ショート、火災また
は爆発

車両の通電部品に触れると感電する危険があります。
車両エレクトリカル システムでの作業が原因で、ショ
ートする恐れがあります。 ショートは火災の原因とな
ります。 燃料、エンジン オイル、トランスミッション
オイルなど、自動車用油脂類の多くには非常に引火しや
すい性質があります。 燃料蒸発ガスは可燃性です。
e エレクトリカル システムの作業、バッテリーの取

り外しおよび取り付けは、ポルシェ正規販売店の
みで実施してください。 ポルシェではポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

電解液および有毒ガスの流
出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な状
況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがありま
す。
e ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしないよ

うにしてください。
e 人を周囲に近づけないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

回路のショート、火災、またはオルタネーター、電気系
統、および構成部品を損傷する危険があります。
e エレクトリカル システムの作業、バッテリーの取

り外しおよび取り付けは、ポルシェ正規販売店の
みで実施してください。 ポルシェではポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ
ナス端子をバッテリーから切り離してください。

図. 140: リチウム バッテリー

12 V リチウム バッテリーはラゲッジ コンパートメント
内のプラスチック カバーの下にあります。
プラスチック カバーの取り外しに関する情報：
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。
12 V リチウム バッテリーの接続は、バッテリーの充電
レベルが低い場合、車両エレクトリカル システムから
自動的に切り離されます。 エレクトリカル システムは
一時的に停止します。 バッテリーを充電した場合 (10
分以上)、またはジャンパー ケーブルによるエンジンの
始動をした場合、または外部電源を接続した場合、電気
系統は自動的に再作動します。 12 V リチウム バッテリ
ーは車両エレクトリカル システムに自動的に再接続さ
れます。
g 176 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。
e ジャンパー ケーブルは絶対にバッテリーへ直接接

続しないでください。
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リチウム バッテリーの安全シンボル
説明書をお読みください

保護メガネを着用してください

火気、スパーク、裸火、喫煙は禁止されていま
す
電気配線や電気機器を取り扱うときは、火花
を発生させたり、ショートさせたりしないで
ください。

お子様を絶対に近づけたりしないでください

爆発の危険があります

腐食性やけどの危険があります
電解液は腐食性が高いです： 保護手袋と保護
眼鏡を必ず着用してください。

応急処置
電解液が目に入った場合、直ちにきれいな水
で数分間洗い流し、 直ちに医師の診察を受け
てください。 電解液が皮膚や衣服にかかった
場合、直ちに石鹸水で中和し、多量の水で洗
い流してください。 万一電解液を飲み込んで
しまった場合は、直ちに医者の診察を受けて
ください。

廃棄
古いバッテリーは、バッテリー回収場所に持
ち込んでください。

絶対に古いバッテリーを家庭ごみと一緒に廃
棄しないでください。

メンテナンス作業は、必ずポルシェ正規販売店
で実施してください
ご自身では絶対にバッテリーを交換しないで
ください。 この車両のリチウム バッテリーの
交換には、ポルシェ指定のリチウム バッテリ
ーのみを使用してください。 他のリチウム バ
ッテリーまたは鉛蓄電池の使用は、エレクト
リカル システムの全面的な故障を含め著しい
不具合の原因になります。
バッテリー交換は必ずポルシェ正規販売店で
実施してください。 ポルシェではポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分
なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

リチウム バッテリーのお手入れ

希望する操作 操作方法

バッテリー上
がりを避ける

e 短距離走行時には、不要な電装
品のスイッチを OFF にしま
す。

e 車両から離れるときは、イグニ
ッションを OFF にしてくださ
い。

冬季走行の準
備をする

e 冬になる前に、ポルシェ正規販
売店でバッテリーの点検を受け
てください。

バッテリーを
充電する

e 損傷したバッテリーは決して充
電しないでください。

希望する操作 操作方法

車両を保管す
る

e 車両をガレージやワークショッ
プで長期間保管する場合は、ド
アとリッドを閉めておきます。

e イグニッションを OFF にして
ください。

インフォメーション

車両を使用していない間でも、バッテリーは常に放電し
ています。
e 正常に使用可能な状態を保つには、約 6 週間ごと

の充電またはリチウム バッテリーに適した CC/CV
または pure CV 充電特性を持つトリクル充電器の
使用が必要です。 ポルシェでは、ポルシェ テクイ
ップメントの充電器およびトリクル充電器を使用
することを推奨いたします。
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警告リチウム バッテリーの充電

図. 141: リチウム バッテリー端子

損傷のあるバッテリーが引
き起こす刺激性ガスの流出

ブースターまたは認定されていない充電器を使用する
と、充電対象バッテリーでの充電電圧や充電電流が過度
に高くなる場合があります。 この場合、バッテリーが
損傷して刺激性のガスが流出する恐れがあります。 化
学火傷およびブースター、充電器、または車両への深刻
な損傷が発生する可能性があります。
e リチウムイオン テクノロジーのブースターは使用

しないでください。
e 内蔵型電子保護回路付きの LiFePO4 バッテリーに

は、メーカーにより承認された充電器のみを使用
してください。

e 以下の最大値を絶対に超えないでください。
− 最大充電電圧： 14.8 V (バッテリーが切り離

された状態で故障している場合であっても、
電圧ピーク不可)

− 最大充電電流： 90 A
e 疑わしい場合： ポルシェ正規販売店にお問い合わ

せください。

e 充電器メーカーの取扱説明書に従ってください。
e バッテリーの充電中は必ず十分に換気を行ってく

ださい。

1. ラゲッジ コンパートメントを開いてください。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の
章を参照してください。

2. ジャンパー ケーブル接続用のプラス端子のキャッ
プ (＋(図. 141)) を開きます。

3. 充電器の赤色のプラス ケーブルを、ジャンパー ケ
ーブルによるエンジンの始動用プラス端子 (+) に接
続してください。

4. 充電器の黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 –
(図. 141) に接続します。

5. 充電器のスイッチを ON にしてください。
6. バッテリーの充電後、充電器のスイッチを OFF に

して切り離します。
7. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ

ス端子 + のキャップを閉じます。
適切な充電器に関する情報は、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

ジャンパー ケーブルによるエンジンの始
動
装備に応じて、車両には 60 Ah または 40 Ah の容量
(軽量バッテリー) の 12 V リチウム バッテリー
(LiFePO4) が装備されています。
リチウム バッテリーにはステッカーが貼られていま
す。
e いかなる場合も、ステッカーをはがしたり、汚損

したり、判読不能にしたりしないでください。

リチウム バッテリー ジャンパー ケーブルによ
るエンジンの始動
12 V リチウム バッテリーの接続は、バッテリーの充電
レベルが低い場合、車両エレクトリカル システムから
自動的に切り離されます。 エレクトリカル システムは
一時的に停止します。 バッテリーを充電した場合 (10
分以上)、またはジャンパー ケーブルによるエンジンの
始動をした場合、または外部電源を接続した場合、電気
系統は自動的に再作動します。 12 V リチウム バッテリ
ーは車両エレクトリカル システムに自動的に再接続さ
れます。
他の車両のバッテリーを、ジャンパー ケーブルを介し
てエンジンを始動したり、外部電源にしたりするために
使用できます。 両方のバッテリーの公称電圧は 12 V で
なければなりません。 支援車側のバッテリーの容量
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(Ah) が、上がったバッテリーの容量に比べて小さすぎ
てはなりません。 上がったバッテリーは、必ず車両電
気系統に正しく接続してください。
g 174 ページの「12 V バッテリー」の章を参照してく
ださい。
通常の作動状態でジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動を繰り返し行わなければならない場合は、バッテ
リーの損傷が考えられます。

不適切なジャンパー ケーブ
ルや始動手順

不適切なジャンパー ケーブルを使用した場合や、ジャ
ンパー ケーブルによるエンジンの始動が適切に行われ
なかった場合、ショートする恐れがあります。 ショー
トは火災の原因となります。
e 十分な太さがあり、ターミナル クランプが完全に

絶縁されている標準的なジャンパー ケーブルのみ
を使用してください。 ジャンパー ケーブルのメー
カーが定めた取り扱い方法を遵守してください。

e 車両には決して触れないようにしてください。そ
うしないと、プラス端子を接続した途端、電流が
流れる可能性があります。

e 導電性の装飾品 (指輪、チェーン、時計ストラップ
など) が車両の通電部品に接触しないようにしてく
ださい。

e ジャンパー ケーブルをバッテリーまたは他の電子
部品に決して直接に接続しないでください。 ジャ
ンパー ケーブルを接続するのはジャンパー ケーブ
ルによるエンジンの始動用端子のみにしてくださ
い。

電解液および有毒ガスの流
出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な状
況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがありま
す。
e ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしないよ

うにしてください。
e 人を周囲に近づけないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

完全放電したリチウム バッテリーにジャンパー ケーブ
ルによるエンジンの始動が実施されると、損傷を起こす
恐れがあります。
e リチウム バッテリーの完全放電が疑いがある場

合、ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動を
行わないでください。

ジャンプ スタート

図. 142: リチウム バッテリー端子

1. ラゲッジ コンパートメントを開いてください。
g 32 ページの「ラゲッジ コンパートメント リッ
ドの緊急ロック解除」の章を参照してください。

2. ラゲッジ コンパートメント カバーを取り外してく
ださい
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の
章を参照してください。

3. 赤色のプラス ケーブルをジャンパー ケーブルによ
るエンジンの始動用プラス端子 + に接続します。

4. 赤色のプラス ケーブルを支援車のバッテリーのプ
ラス端子に接続します。

5. 黒色のマイナス ケーブルを支援車のバッテリーの
マイナス端子に接続します。

6. 黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 – に接続し
ます。
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7. 支援車のエンジンを始動し、エンジン回転数を高
めにします。

8. エンジンを始動してください。 ジャンパー ケーブ
ルを使用した始動は、15 秒以上続けないでくださ
い。 始動に失敗したときは、1 分以上待ってから
再試行してください。

9. エンジンが作動状態のまま、 まず黒色のマイナス
ケーブルをアース箇所 – から外し、次に支援車の
バッテリーのマイナス端子からケーブルを外しま
す。

10. エンジンが作動状態のまま、 赤色のプラス ケーブ
ルを先に支援車のバッテリーのプラス端子から外
し、次にジャンパー ケーブル接続用のプラス端子
+ から外します。

リチウム バッテリーの交換
不適合な 12 V リチウム バ
ッテリーによる火災の恐れ

車両エレクトリカル システムの著しい作動不良に加え
て、不適合な 12 V リチウム バッテリーの使用または誤
った取り付けは特別な状況下で火災の原因になる恐れが
あります (充電中など)。
e ご自身では絶対に 12 V リチウム バッテリーを交

換しないでください。 この車両の 12 V リチウム
バッテリーの交換には、ポルシェ指定の 12 V リチ
ウム バッテリーのみを使用してください。 他のリ
チウム バッテリーまたは鉛蓄電池の使用は、エレ
クトリカル システムの全面的な故障を含め著しい
不具合の原因になります。

e 必ずポルシェ正規販売店に 12 V リチウム バッテ
リーの交換を依頼してください。 ポルシェではポ
ルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。
十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

e リチウム バッテリーの廃棄に関する指示を遵守し
てください。

電源遮断
一時的な電源遮断の後、特定の機器では再初期化が必要
です。

1. パワー ウィンドウの停止位置を保存します。
g 29 ページの「ウィンドウ」の章を参照してくだ
さい。

2. タイヤ空気圧モニタリング (TPM) にホイールおよ
びタイヤを登録します。
g 194 ページの「タイヤおよびホイール」の章を
参照してください。

けん引
車両のけん引

インフォメーション

e けん引およびけん引によるエンジンの始動を行う
ときは、法規等を遵守してください。

e 車両をけん引するときは十分注意してください。
発進する前に、けん引する車両とけん引される車
両の両方のドライバーが、けん引によるエンジン
の始動とけん引時の通常とは異なる運転特性をし
っかりと理解しておくことが大切です。

e けん引する前に、両方の車両のドライバー アシス
タンス システムを OFF にします。

e 電気系統の不具合が発生している場合、エレクト
リック パーキング ブレーキやステアリング コラム
ロックを解除するために外部電源の接続が必要な
ことがあります。

けん引または押しがけによるエンジンの始動

PDK 装備車のけん引または押しがけによるエンジンの
始動は、車両とトランスミッションに重大な損傷を与え
る危険があります。
e けん引または押しがけによるエンジンの始動は行わ

ないでください。

e マニュアル トランスミッション装備車のけん引ま
たは押しがけによるエンジンの始動は、エンジン
冷間時にのみ実施してください。 エンジンが熱い
と、未燃焼ガスにより触媒コンバーターが損傷す
る可能性があります。
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けん引ロープまたはけん引バーの使用
e これらの仕様と取り扱い方法は、製品メーカーの

取扱説明書を参照してください。
製品メーカーが指示する注意事項と取り扱い方法
に従ってください。

e けん引ロープまたはけん引バーの許容荷重を遵守
してください。 けん引ロープまたはけん引バーの
許容荷重が、けん引される車両の重量よりも大き
いことを確認してください。 製品メーカーが指定
する定格荷重を超えてはなりません。

e ブレーキが故障した車両はけん引しないでくださ
い。

けん引ロープの使用
e 車両をけん引するときは、けん引フックを車両に

取り付けてから、けん引ロープをけん引フックに
取り付けます。
g 180 ページの「けん引フックの使用」の章を参
照してください。

e けん引による走行中は、ロープがたるまないよう
に注意し、 ロープに急激な衝撃を与えないでくだ
さい。

けん引バーの使用
e けん引バーは車両間で斜めに取り付けないでくださ

い。

車両のけん引
パワー アシスト機能が作動
しないことによる操舵力と
ブレーキ踏力の増加

けん引されている車両のエンジンが停止している場合、
パワー ステアリングを利用することはできません。 ス
テアリング操作およびブレーキ操作に大きな力が必要と
なります。
e 車両をけん引するときは十分注意してください。

けん引する車両より重い車両はけん引しないでくださ
い。
エンジンが停止している場合、トランスミッション オ
イルの十分な循環は保証されません。 トランスミッシ
ョンの損傷を回避するため、次の点に注意してくださ
い。
PDK 装備車に関する重要な情報：
e PDK がエマージェンシー モード (警告メッセージ

がトランスミッションの故障を表示している) の場
合、車両をけん引しないでください。 車両輸送専
用車またはトレーラーを使用してください。
g 180 ページの「鉄道、船舶および積載車での車
両輸送」の章を参照してください。

バッテリーに不具合がある、またはバッテリーが完全に
上がってしまった車両に関する注意事項
e バッテリーに不具合があるとき、またはバッテリ

ーが完全に上がってしまったときは、バッテリー
を交換するか、ジャンパー ケーブルを使用してエ
ンジンを始動させてください。

g 174 ページの「12 V バッテリー」の章を参照してく
ださい。
g 176 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。
4 輪が接地した状態でのけん引時の注意事項
e けん引される車はイグニッション スイッチを ON

にして、ブレーキ ライトや方向指示灯が機能し、
ステアリング ロックが解除されるようにしてくだ
さい。

片側のアクスルを持ち上げた状態でのけん引時の指示
e ステアリング ロックがロックされないようにイグ

ニッションを ON にします。
e 車両のライトが十分に点灯していることを確認し

てください。

車両のけん引
e マニュアル トランスミッション装備車： ギヤ シフ

ト レバーをニュートラル位置に動かします。
e PDK 装備車： セレクター レバーを N の位置にし

ます。 ディスプレイおよびセレクター レバーで正
しくセレクター レバーを N の位置にするために
は、車両をけん引する前にエンジンを一度始動し
なければなりません。 セレクター レバーが N の位
置にあり、ディスプレイ上でもセレクター レバー
位置が N に表示されれば、車両をけん引できま
す。

e けん引するときの速度は 50 km/h 以下にしてくだ
さい。 けん引距離は 50 km 以内にしてください。
50 km を超える場合は、車両輸送専用車またはト
レーラーで車両を輸送してください。
g 180 ページの「鉄道、船舶および積載車での車
両輸送」の章を参照してください。

雪や砂などで立ち往生した車両の救援
e 車両を救出するときは十分に注意してください。
e 車両を急に引っ張ったり、角度を付けて斜め方向

に引いたりしないでください。
e 可能な限り、立ち往生した車両を進入したタイヤ

の軌跡に沿って元の方向に引き出してください。
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けん引フックの使用

図. 143: けん引フックを緩めます

けん引フックの取り付け
けん引フックは工具セットに収納されています。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。
1. プラスチック カバーの下端部をバンパー内に押し

込んで取り外すか、または適切なツール (例：スク
リュードライバー) で慎重にプラスチック カバーを
取り外してください。

2. プラスチック カバーをバンパーから引き出し、カ
バーに付いているひもで吊り下げられた状態にし
てください。

3. けん引フック A(図. 143) を反時計方向いっぱいに
ねじ込み (逆ねじ)、手で締め付けます。

けん引フックの取り外し
1. けん引フック A(図. 143) を外します (時計回りに

回転、逆ねじ)。
2. 開口部の下端にプラスチック カバーを差し込んで

ください。
3. プラスチック カバーを折り曲げ、バンパーにはま

るまで上端を押します。
4. けん引フックを工具セットに収納してください。

鉄道、船舶および積載車での車両輸送
1. ロープ等で車両を固定するときは、ホイール部の

みを固定してください。 テンション ストラップを
けん引フックにかけないでください。

2. 室内モニタリング システムと傾斜センサーを解除
してください。
g 26 ページの「警報システム」の章を参照してく
ださい。

フラットベッドの使用
車両をフラットベッドに載せる
フラットベッドは、トランスミッション パーキング ロ
ック (PDK 装備車両) またはエレクトリック パーキング
ブレーキを解除できる場合にのみ使用してください。
故障 (バッテリーの放電など) が発生した場合は、車両
をフラットベッドに積み込まないでください。

図. 144: 車両をフラットベッドに載せる

PDK 装備車
1. セレクター レバーを N の位置にします。
2. イグニッションを OFF にしてください。

約 30 分間、車両のタイヤを回転させることができ
ます。その後、トランスミッション パーキング ロ
ックが自動的に作動します。

3. 傾斜路をフラットベッドの基部に配置して、積み
込み時の角度を小さくします。

4. ウインチ ケーブルを引き込み、車両のアンダーボ
ディをチェックして、障害物がないかどうかを確
認します。

マニュアル トランスミッション装備車
1. トランスミッションをニュートラルにシフトしま

す。
2. イグニッションを OFF にしてください。
3. 傾斜路をフラットベッドの基部に配置して、積み

込み時の角度を小さくします。
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4. ウインチ ケーブルを引き込み、車両のアンダーボ
ディをチェックして、障害物がないかどうかを確
認します。

車両をフラットベッドに固定する

図. 145: 車両をフラットベッドに固定する

1. 後輪の開口部からラッシング ストラップを慎重に
巻きつけます。 ラッシング ストラップの金属部分
がリムを損傷しないことを確認します。 ラッシン
グ ストラップがリム ビード上で平らに配置されて
いることを確認します。 ブレーキ キャリアを損傷
しないように注意してください。

2. フラットベッドの後部にストラップを固定しま
す。

3. ラッシング ストラップに張力がかかる程度だけ、
ウインチ ケーブルを引き込みます。

4. 前輪の開口部からラッシング ストラップを慎重に
巻きつけます。 ラッシング ストラップの金属部分
がリムを損傷しないことを確認します。 ラッシン

グ ストラップがリム ビード上で平らに配置されて
いることを確認します。 ブレーキ キャリアを損傷
しないように注意してください。

5. フラットベッドの前部にストラップを固定しま
す。

6. ウインチ ケーブルをゆるめますが、外さないでく
ださい。

ブレーキ フルード
ブレーキ フルード レベルの点検

図. 146: ブレーキ液タンク

e ブレーキ液タンクのブレーキ フルード レベルを読
み取ります。 フルード レベルは必ず MIN マークと
MAX マークの間でなければなりません。

e ブレーキ フルード レベルが MIN マークより下にあ
る場合は、ブレーキ フルード液を補充します： ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェで
はポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。
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危険

警告

ブレーキ フルードの交換
ブレーキ フルードの飲み込
み

ブレーキ フルードは健康に有害であり、飲み込むと死
に至る可能性があります。
e カー ケア用品はお子様の手の届かない場所に保管

してください。
e ペットをブレーキ フルードに近づけないでくださ

い。 ペットは、こぼれたブレーキ フルードや開口
容器に保管されている古いブレーキ フルードに引
き付けられる可能性があります。

e ブレーキ フルードが皮膚や目に付着した場合は、
すぐに患部をきれいな水で数分間すすいでくださ
い。 直ちに医師の診察を受けてください。

e ブレーキ フルードの補充容器に関するすべての情
報に注意を払ってください。

ブレーキ フルードの定期的な点検および交換は、メン
テナンスの一部です。

e ご自身ではブレーキ フルードを交換しないでくだ
さい。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

g 15 ページの「お出かけの前に： 車両に関する重要な
情報」の章を参照してください。

警告メッセージへの対応
ブレーキ フルード レベルが低すぎる場合、インストル
メント クラスターに警告灯  と警告メッセージが表
示されます。 ペダルの可動域が大きくなり、警告灯が
点灯する場合、ブレーキ システムが故障している可能
性があります。

e 安全な場所に停車し、運転を続けないでくださ
い。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

クーラント
一般的な安全に関する指示

エンジン コンパートメント
ブロワーおよびエンジン付
近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン カバーの下に取り付けら
れています。 エンジンを停止した後も、引き続きエン
ジン コンパートメント内の温度が監視されます。 この
間は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し続
けたり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。
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警告

情報

高温のエンジン部品やクー
ラント

エンジン作動中は、エンジンと周辺の部品、エキゾース
ト システム、クーラントなどが非常に熱くなっていま
す。
クーラント リザーバーには圧力がかかっています。 ク
ーラント タンクを不用意に開くと、熱いクーラントが
突然吹き出す恐れがあります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e クーラントの補充はエンジンを停止し、イグニッ
ションを OFF にしてから行ってください。

e エンジンが熱いときは、クーラント タンクのキャ
ップを開かないでください。 水温計の表示が 60
°C を下回るまで待ってください。

警告メッセージが表示された後も走行を続けると、エン
ジンを損傷する恐れがあります。
e エンジンを OFF にして冷却してください。
e クーラント レベルが適正でも警告が表示され続け

るときは、運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

g 122 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
エンジン クーラントには年間を通じた腐食防止と、–
37 ℃までの凍結防止の働きがあります。
クーラント レベルを定期的に点検することは、メンテ
ナンスの一部です。
ポルシェが認定した不凍液のみを使用してください：
– Glysantin® G40®

クーラント レベルの点検と補充
g 102 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。
g 33 ページの「エンジン コンパートメント リッド (サ
ービス フラップ)」の章を参照してください。

図. 147: クーラント リザーバー タンクの表示

b 車両が平坦な場所に駐車されている。
b エンジンが冷えていて、水温計が 60 ℃ 以下であ

る。
1. クーラント レベルを読み取ります。 クーラント レ

ベルは必ず min マークと max マークの間でなけれ
ばなりません。

2. クーラント レベルが min マークより下の場合は、
クーラントを補充します。

3. 慎重にクーラント リザーバー タンクのキャップを
開き、内部の圧力を逃がしてください。

4. 圧力が完全に抜けてから、キャップを完全に取り
外してください。

5. クーラントを補充します。 不凍液と蒸留水を同量
混ぜ合わせた物のみを補充してください。 補充す
るときに max マークを超えないようにしてくださ
い。

6. リザーバー タンクのキャップをしっかりとロック
するまでねじ込んでください。

7. クーラントの減少が著しい場合、クーリング シス
テムに漏れがあるか、過剰に充填されていると考
えられます。 クーリング システムを点検し、直ち
にクーラント減少の原因を解消してください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェで
はポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。
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情報

インフォメーション

緊急で水のみを補充した場合は、速やかに不凍液の混合
比率を修正してください。 クーラントの減少が著しい
場合、クーリング システムに漏れがあるか、過剰に充
填されていると考えられます。
e 早急に原因を解消してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

エンジン オイル
エンジン オイル レベルの点検
走行スタイルと作動条件によっては、オイル消費量は最
大 0.8 リットル /1,000 km になる場合があります。 オ
イル レベルは定期的に点検してください (車両に燃料を
補給するときなど)。

オイル レベル警告への対応
オイル レベルが低くなりすぎると、インストルメント
クラスターに警告メッセージが表示されます。
エンジン オイルはすぐに追加する必要があります。

エンジン オイル レベルの測定と表示

エンジンを損傷する恐れがあります。
オイル レベルが下限マークより下にある場合、エンジ
ンが適切に潤滑できません。
e オイル レベルを定期的に点検してください。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。

インフォメーション

特定の状況下では、オイル レベルが測定されないこと
があります。 以下の場合に発生します。
− 車両が動いている。
− エンジンが作動温度に達していない。
− エンジンをアイドリングさせていない。
− 車両が傾いている。

b 車両が平坦な場所に駐車されている。
b 作動温度でアイドリング中のエンジン。

e  車両 e オイル レベル

インフォメーション

オイル測定には約 2 分ほどかかります。 タイマーにオ
イル レベルが表示されるまでの残り時間が表示されま
す。

図. 148: インストルメント クラスターのオイル レベル ゲージ

A オイル レベルは十分 - 上限に達している
B オイル レベルが下限に達している
C 差は約 1.0 リットル
D エンジン作動に最適な推奨オイル レベル
E オイル レベルが下限を下回っている
F オイル レベルが上限を超えている

表示が緑色 A(図. 148) の場合、オイル レベルは上限の
マークに達していて、十分であることを示します。
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警告

警告

警告

警告

情報

最下部のセグメントが黄色 B(図. 148) で表示されてい
る場合、オイル レベルが下限のマークまで低下してい
ることを示しています。
e 次の機会に、インストルメント クラスターに表示

されている量のエンジン オイルを補充します。 表
示された補充量以上のエンジン オイルを補充しな
いでください。 下限マークと上限マークの差は約
1.0 リットルです。

最下部のセグメントが赤色 E(図. 148) で表示されてい
る場合、オイル レベルが下限を下回っています。
1. 適切な場所に停車してください。
2. インストルメント クラスターに表示されている量

のエンジン オイルを直ちに補充します。 表示され
た補充量以上のエンジン オイルを補充しないでく
ださい。 下限マークと上限マークの差は約 1.0 リ
ットルです。

最上部 F(図. 148) まで黄色で表示されている場合、エ
ンジン オイルが容量の上限を超えて補充されているこ
とを示しています。 これによって車両が損傷するおそ
れがあります。
次の機会にオイル レベルを適正に戻してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

レース サーキットの走行
レース サーキット走行に関する重要な情報：
g 別冊の「サーキット走行の前に」を参照してくださ
い。

エンジン オイルの選択と追加
エンジン コンパートメント
ブロワーおよびエンジン付
近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン カバーの下に取り付けら
れています。 エンジンを停止した後も、引き続きエン
ジン コンパートメント内の温度が監視されます。 この
間は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し続
けたり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

高温のエンジン部品

エンジン稼働中は、エンジン、周辺部品、およびエキゾ
ースト システムが高温になります。
e 触れると火傷する危険があります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e エンジン オイルの補充は、エンジンを停止し、イ
グニッションを OFF にしてから行ってください。

エンジン オイルの発火

エンジン オイルが過熱したエンジン部品に触れると発
火する恐れがあります。 エンジン オイルの残りが付着
したまま換気せずに廃棄または保管された布は、自然発
火して火災が発生する原因となる恐れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気された場所で保管してください。
e エンジン オイルを補充する前にエンジンを冷まし

てください。

高温のエンジン部品

エンジン稼働中は、エンジン、周辺部品、およびエキゾ
ースト システムが高温になります。
e 触れると火傷する危険があります。
e 高温の車両部品、特にエンジンとエキゾースト シ

ステムの近くでは、十分注意して作業を行ってく
ださい。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e エンジン オイルの補充は、エンジンを停止し、イ
グニッションを OFF にしてから行ってください。

エンジン オイルは少なすぎても多すぎても、エンジン
を損傷する恐れがあります。 エンジン オイルが多すぎ
るとブルースモークが発生し、長期的にはエミッション
コントロール システムを損傷する恐れがあります。
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e オイル レベルが下限マークを下回らないように注
意してください。

e エンジン オイルを補充する際は、上限マークのと
ころまでにしてください。 オイルを補充しすぎた
場合は、次の機会にオイル量を適正に戻してくだ
さい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポ
ルシェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧め
いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊
かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

下記の点を必ず守ってください：
– Porsche Porsche が認定したエンジン オイルのみ

を使用することを推奨します。 定期点検時期 (サー
ビス インターバル) を遵守してください。

– 定期点検時期 (サービス インターバル) を遵守して
ください。

– ポルシェが認定したオイルであれば、互いに混ぜ
合わせることができます。

– オイル添加物を使用しないでください。
– エンジン オイルの漏れが検出されたら、直ちにエ

ンジンを点検してください。

エンジン オイルの選択
ポルシェでは、  を推奨します。
認定されたエンジン オイルの名前を示すステッカーがエ
ンジン コンパートメント リッド (サービス フラップ) に
貼られている場合、ステッカーの情報はこの取扱説明書
の情報よりも優先されます。
Porsche は、ポルシェ正規販売店から適切なエンジン
オイルに関する情報を入手すること、そしてエンジン
オイルを補充する必要がある場合はそれを使用すること
をお勧めします。

車両 認定 SAE 粘度等級

すべて： Porsche C40、
または
VW 511 00

SAE 0W-40

エンジン オイルの補充

図. 149: オイル フィラー キャップ

エンジンの作動を最適な状態に保つため、オ
イル レベルは表示エリアの約 75% に調節す
ることを推奨します。

インフォメーション

表示の下限 (Min) と上限 (Max) の差は約 1.0 リットル
です。
e 上限 (Max) を超えてエンジン オイルを補充しない

でください。
e エンジン オイルを追加した後： 約 30 秒待ち、オ

イル レベルを再度測定します。

1. インストルメント クラスターでエンジン オイル レ
ベルを確認します。

2. エンジンを OFF にします。
3. エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ

ップ) を開きます。
g 33 ページの「エンジン コンパートメント リッ
ド (サービス フラップ)」の章を参照してくださ
い。

4. オイル フィラー キャップをゆるめて取り外しま
す。

5. インストルメント クラスターに表示されている量
のエンジン オイルを補充します。 表示された補充
量以上のエンジン オイルを補充しないでくださ
い。 下限マークと上限マークの差は約 1.0 リット
ルです。

6. オイル フィラー キャップを慎重に取り付けます。
7. エンジン コンパートメント リッド (サービス フラ

ップ) を閉じます。
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警告

情報

緊急電話システム
故障時電話
故障または事故が発生した場合、故障時電話によって援
助を求めることができます (国別仕様および装備によ
る)。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。

b 携帯電話ネットワークを利用可能。
b 故障時電話システムの作動準備が整っていること

(車両を ON にしてから約 20 秒後)。
b プライベート モードが無効になっていること。

g 156 ページの「 ポルシェ コネクト」の章を参照
してください。

インフォメーション

故障時電話システムには独立した携帯電話モジュールが
備わっているため、車内に電話が登録されている必要は
ありません。

ポルシェが制御できる範囲を超える技術的または組織的
な制限 (ローミングまたは有効なデータ接続がないなど)
により、ポルシェ アシスタンスに故障時電話を確立す
ることができない場合があります。

データ通信
故障時電話が発生した場合、必要な措置を決定するため
のデータ (利用可能な場合) をポルシェ アシスタンスに
送信することができます。これには以下が含まれる場合
があります。
– 現在の車両位置
– 車両識別番号

– 車両タイプ
– 故障個所を特定するための故障コードとその他の

データ

故障発信の作動

1.   e  電話  e キーパッドをタップします。
2. スイッチ  を押します。

故障時電話を終了するには  を選択しま
す。

3. 状況が許す場合は、ポルシェ アシスタンスへの
接続が確立されるまで、車内でお待ちください。

故障時電話はアプリから作動させることもできます (国
別仕様によって異なる)。

車両のお手入れ
一般的なお手入れの諸注意

ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み込むとき
に普通以上に力が必要になったりすることがあります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e 後方の安全を確認した上で定期的にブレーキをか

け、ブレーキを乾かしてください。 このとき、後
方の交通状況に注意してください。

ポルシェ正規販売店で定期的に点検することは、車両の
価値の維持につながります。また、このような点検が車
両の保証を受けるための前提条件になっている場合があ
ります。
ポルシェは、ポルシェ テクイップメントのカー ケア用
品の使用を推奨します。
e カー ケア用品のパッケージに記載されている使用

上の注意事項を遵守してください。
e カー ケア用品はお子様の手の届かない場所に保管

してください。
e カー ケア用品を廃棄する際には、廃棄物に関する

法律や地域のルールに従ってください。
車両の状態をしっかりと点検し、保証期間を最大限有効
にするためには： ポルシェ正規販売店にお問い合わせ
ください。 ポルシェ正規販売店が状態レポートを作成
し、車両の整備状況を認定いたします。

車両は完全な防漏構造ではありません。 車両の洗浄
時、車内に水が入る事もあります。
高圧洗浄機およびスチーム クリーナーを使用すると、
以下の構成部品に損傷を与える恐れがあります。
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情報

タイヤ
ロゴ、エンブレム、デコラティブ フィルム、および塗
装用の保護フィルム
塗装面
オルタネーター
エンジン コンパートメント内の電装部品およびプラグ
接続
パークアシスト センサー
リバース カメラ
ワイパー ブレード
e 機器メーカーの取扱説明書に従ってください。
e デコラティブ フィルムを洗浄するときは、高圧洗

浄機またはスチーム クリーナーを使用しないでく
ださい。

e 塗装用の保護フィルムを清掃するときは、高圧洗
浄機をフィルムの端に向けないでください。

e 高圧洗浄機を使用する場合、ノズルから 50 cm 以
上離してください。

e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを丸型ジェ
ット ノズルと組み合わせて使用することはしない
でください。 高圧洗浄機またはスチーム クリーナ
ーと丸型ジェット ノズルを組み合わせて使用する
と、車両に傷が付きます。 特にタイヤは損傷しや
すいため、丸型ジェット ノズルで洗浄しないでく
ださい。

e 高圧洗浄機を使用するときは、これらの構成部品
にジェット ノズルを直接向けないでください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e 高圧洗浄機のジェットは絶対に開口部 (スパークプ
ラグ シャフト、エア クリーナー ハウジング、エア
フィルターなど) に向けないでください。 洗浄前に
開口部を覆ってください。

車両エクステリアの清掃とお手入れ
車両の洗浄
車両の外観を美しく保つには、日頃のお手入れが大切で
す。こまめに洗車し、ワックスで保護してください。
解氷剤 (塩分)、砂塵、ばい煙、昆虫の死骸、鳥の糞、樹
液や花粉などは、車両に付着してからの時間が長くなる
ほど塗装に悪影響を与えます。 車両は完全な防漏構造
ではありません。 車両の洗浄時、車内に水が入る事も
あります。
車両の塗装面に損傷を与えることなく洗車するために、
次の点に注意してください。
e 車両の下周りは、少なくとも道路の砂まきのシー

ズンの終わりには、しっかりと洗い流す必要があ
ります。

e すす、グリース、油、重金属が車両に影響を与え
るのを防ぐために指定された洗浄エリアのみを洗
車するようにしてください。

e 直射日光のもとで、または車体が熱くなっている
ときには洗車しないでください。

e 手洗いを行うときは、柔らかいスポンジ、洗車用
ブラシ、カー シャンプーを使用して多量の水で洗
ってください。

e 洗車を始める際には、塗装面にしっかりと水をか
けて、泥を洗い落としてください。

e 洗剤を使った後は、水で十分にすすぎ、セームで
拭き取ってください。 ウィンドウには、ボディを
洗ったときと同じセームを使用しないでくださ
い。

テールパイプ カバーの清掃
エキゾースト システムへの水分の侵入は、触媒コンバ
ーターを損傷し、ノイズを引き起こす可能性がありま
す。
e テールパイプ カバーやその周辺のみを手洗いして

ください。
e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを使用しな

いでください。

自動洗車機

自動洗車機を使用すると、取り付けたオプション部品や
ボディ表面から突出しているパーツが損傷する恐れがあ
ります。
e 自動洗車機を使用する前に、洗車スタッフに確認

してください。
e 自動洗車機を使用する前に、すべてのスポイラー

を格納してください。

危険 何に従う必要があります
か?

ウィンドウが下がってい
ると車内に水が入ります

e イグニッションを
OFF にしないでくだ
さい。
– または –
車両をロックしま
す。

洗車機で洗車中、フロン
ト ウィンドウ ワイパー
の不意の作動による損傷
の可能性があります。

e フロント ワイパー
のスイッチを OFF
にしてください。
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情報

危険 何に従う必要があります
か?

外装部品への損傷 e ドア ミラーを格納
してください。

e 車両をロックしま
す。

ホイールへの損傷 e 洗車機のガイド レ
ールの寸法を確認し
てください。 タイ
ヤのリム径が大きく
高さが低くなるに従
い、損傷のリスクも
大きくなります。

ハイグロスまたはシルク
グロス ホイールへの傷

e 洗車機のホイール用
洗浄ブラシを使用し
ないでください。

塗装面のお手入れ

塗装された表面に付着したほこり粒子は、お手入れ方法
を誤ると塗装を損傷する可能性があります。
e 乾いた布でほこりを拭きとらないでください。

適切にお手入れを行わないと構成部品の艶消し効果が失
われる場合があります。
e 艶消し仕上げの部品にワックスや光沢剤を使用しな

いでください。

塗装面の保護

塗装面は風化によって時間とともにつやがなくなります
ので、洗車後に定期的に塗装保護剤で保護する必要があ
ります。 そうすることにより、塗装の輝きと弾性を維
持することができ、汚れが塗装面に付着したり、粉塵が
塗装面に侵入したりすることを防ぎます。

塗装面のつや出し (研磨)
ペイント ポリッシュを使用するのは、保護剤では元の
輝きが出せなくなった場合のみにしてください。
ヘッドライトは磨かないでください。

汚れ、染みの除去
タールの跳ねかかり、オイル跡、虫などは、そのまま放
っておくと時間とともに塗装が変色しますので、インセ
クト リムーバーを使用してできるだけ早めにそれらを
取り除いて、その後その部分を慎重に洗ってください。

小さな傷の補修
亀裂、引っかき傷、飛び石による塗装面の小さな傷は、
ボディの腐食が進行する前に修理してください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェではポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。
ボディが腐食したときは、はじめに錆を完全に除去して
ください。 錆を取り除いたら、その箇所にプライマー
(防錆剤) を塗布してから、上塗り塗装を施してくださ
い。

アンダー コーティングの補修
エキゾースト システム付近
の可燃物

エキゾースト システム エリア内に防錆剤またはアンダ
ー コーティングを追加で塗布すると、運転時に過熱し
て発火する可能性があります。
e エキゾースト マニホールド、エキゾースト パイ

プ、触媒コンバーター、またはヒート シールドの
近くに、追加のアンダーコーティングや防錆を施
さないでください。

車両のアンダーボディは化学的、機械的影響から永続的
な方法で保護されています。 しかし、走行中に保護コ
ーティングが損傷することは避けられません。
e ポルシェは、ポルシェ正規販売店で定期的に点検

を受け、必要に応じて保護コーティングの復元を
依頼するようお勧めします。 ポルシェ正規販売店
にお問い合わせください。

デコラティブ フィルムの清掃

洗浄時にデコラティブ フィルムが剥れて損傷する恐れ
があります。
e ポリッシュやホット ワックスを使用しないでくだ

さい。
e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを使用しな

いでください。
e 柔らかいスポンジ、中性洗剤、および多めの水を

使用してください。
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カーボン ファイバー強化プラスチック (CFRP)
の清掃
e 露出したカーボン部品のお手入れと洗浄のため

に、いかなる種類の研磨剤を含む薬剤を使用しない
でください。

保護フィルムのお手入れの諸注意

保護フィルムのお手入れを不適切な方法で行うと、損傷
する恐れがあります。
e 保護フィルムのメーカーが提供するお手入れの諸

注意に従ってください。
e フィルムを貼った後、少なくとも 48 時間経過する

まで、洗車を控えてください。
e 洗車機を使用する場合は、布製の洗車機でのみ洗

車してください。 洗車機を使用する前に、洗車ス
タッフに確認してください。

e 高圧洗浄機の水流をフィルムの端に直接向けない
でください。

e ゴミを できるだけ早く取り除いてください。
e 頑固な汚れを取り除くには、99% イソプロパノー

ル溶液を使用します。
e ホット ワックスを均等に塗ります。ワックスはス

ムースかつ均一に塗布するようにしてください。

ウィンドウ、ヘッドライト、ライト、プ
ラスチック製部品および表面、センサー
とカメラの清掃
ウィンドウの清掃
フロント両側のウィンドウには、汚れを抑制する (疎水
性の) 撥水剤がコーティングされています。 このコーテ
ィングは経年変化で徐々に劣化します。また新たにコー
ティングすることもできます。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e すべてのウィンドウの内側と外側を、ウィンドウ

洗浄剤を使用して定期的に清掃してください。
e 塗装面に使用したのと同じセーム皮を使用してウ

ィンドウをふき取らないでください。 保護剤の残
留物で視界が低下する可能性があります。

e 虫の死骸はインセクト リムーバーで取り除きま
す。

ヘッドライト、ライト、プラスチック製部品お
よび表面、センサーとカメラの清掃

洗剤がコントローラーまたはスイッチに侵入し、損傷さ
せる恐れがあります。 不適切な洗浄剤を使用するとプ
ラスチック面に損傷を与える場合があります。

e 車内のプラスチック製部品に直接水や室内用ウィ
ンドウ クリーナーをスプレーしないでください。

e ヘッドライト、ライト類、車両カメラ、プラスチ
ック部品および表面を清掃するときは、きれいな
水と、少量の液体洗剤またはインテリア ガラス ク
リーナーのみを使用してください。 このとき、柔
らかいスポンジまたは柔らかい不織布を使用して
ください。

e ヘッドライトは磨かないでください。
e タッチ センサー式ボタンを有するセンター コンソ

ールの清掃には、マイクロ ファイバー クロスのみ
を使用してください。

e 他の化学成分が入ったクリーナーや溶剤を使用し
ないでください。

ワイパー ブレードのお手入れ

適切に洗浄されない場合、ワイパー ブレードのグラフ
ァイト コーティングが損傷することがあります。
e 高圧洗浄機のノズルまたはスチーム コリーナーを

ワイパー ブレードに向けないでください。
e 布やスポンジでワイパー ブレードを洗浄しないで

ください。
e ワイパー ブレードの洗浄は清潔な水でのみ行って

ください。

フロント ワイパー ブレードを万全の状態に保つことは
良好な視界のために不可欠です。
e ウィンドウ クリーナーを使用してフロント ウィン

ドウを定期的に清掃してください。特に洗車機を
使用した後は清掃してください。

e 汚れがひどい場合 (虫の付着など)、スポンジまた
は布を使用してフロント ウィンドウを清掃しま
す。
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ワイパーブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレードが
損傷したりした場合に交換する必要があります。

ホイールのお手入れ
クリーナーなどの溶剤によ
るブレーキ ディスク上の膜
の発生

洗浄剤 (ホイール洗浄剤など) がブレーキ ディスクにか
かると、ブレーキ ディスクに膜が形成されてブレーキ
性能が低下する恐れがあります。
e ブレーキ ディスクにホイール クリーナーなどの溶

剤が付着しないようにしてください。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかかった場合は、強

力なウォーター ジェットでブレーキ ディスクをし
っかりと清掃してください

e 周囲の交通状況に注意してブレーキを作動させ、
ブレーキ ディスクを乾かしてください。

合金製ホイールの表面に付着した金属の微粒子 (ブレー
キ ダストに含まれる黄銅や銅など) は、長期間放置しな
いでください。 金属同士の接触による腐食が発生し、
小さな穴 (ピッチング) が生じます。
酸化除去効果のある洗浄剤や pH 値が不適切な洗浄剤
(他の金属に通常使用されるもの)、および機械的なツー
ルや製品は、表面を損傷するため使用に適しません。
e 合金製ホイール用の中性洗剤 (pH 値：4～10) のみ

を使用してください。 pH 値が不適切な製品を使用
すると、ホイールの表面を損傷する場合がありま
す。

e 可能であれば、2 週間ごとにスポンジまたは洗車ブ
ラシを使用してホイールを洗浄してください。 冬
季に凍結防止剤がまかれる地域や、ばい煙が多い
地域では、毎週洗浄するようにしてください。

ドア、ルーフ、リッド、ウィンドウ シー
ルの清掃

インナー ドア シールの潤滑剤コーティングは、不適切
な清掃やケア用品の使用によりダメージを受けることが
あります。
e 合成洗剤や溶剤を使用しないでください。
e カー ケア用品は使用しないでください。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e 定期的にすべてのシールの汚れ (摩耗、ほこり、凍

結防止剤、砂など) を暖かい石鹸水を使用して洗浄
してください。

e 凍結の恐れがある場合は、適切な手入れ用品を使
用して、アウター ドア シールおよびリッドとフラ
ップのシールを凍結から保護してください。

車内の清掃とお手入れ
革のお手入れ

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切な
処理を行ったりすると革製品が傷む場合があります。
e 腐食性のある洗浄剤または固い清掃具を使用しな

いでください。
e 表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本革は、

裏側まで湿らせないよう注意してください。
e 水滴は革製品から直ちに取り除いてください。

適切な車両の清掃とお手入れのために、次の点を遵守し
てください：
e 湿らせた柔らかくて白い毛織布、または市販のマ

イクロファイバー クロスを使用して、すべての種
類の革製品を定期的に清掃し、細かなほこりを取
り除いてください。

e 頑固な汚れ (水性の染みではない) は、革用洗浄剤
で取り除きます。容器に記載されている取扱説明
をお読みください。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

e 清掃した革製品は、皮革ケア製品でのみお手入れ
するようにしてください。

カーペットおよびフロア マットの清掃
ペダル操作の妨げ

フット マットの固定が不適切であるか、正しく固定さ
れていないと、アクセル ペダルやブレーキ ペダルが誤
って操作されたり、ペダルが固定される可能性がありま
す。
その結果、意図せず車両が加速または減速したり、加速
や減速が困難になる場合があります。
e 車両には適切なフロア マットのみを使用してくだ

さい。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e 幾つものフロア マットを重ねて敷かないでくださ

い。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。
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適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e 電気掃除機または柔らかすぎないブラシを使用し

て清掃します。
e 染み抜きを使用して、ひどい汚れや染みを取り除

きます。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

フロア カーペットの汚れや傷付きを防ぐため、ポルシ
ェは適正なサイズの固定具付きフロア マットをカー ア
クセサリーとして用意しています。

エアバッグ カバーの清掃
不適切な清掃

不適切な洗浄剤やケア剤を使用すると、エアバッグ シ
ステムに染み込む場合があります。 不適切な取り扱い
により、エアバッグ システムが損傷する恐れがありま
す。 事故が起きた場合にエアバッグ システムが作動し
ない可能性があります。
e 個々の部品 (ステアリング ホイール カバー、ダッ

シュボード、フロント シート、ドア パネル、ルー
フ フレーム パネルなど) にいかなる調整も加えな
いでください。

e エアバッグの周部には洗剤や他の液体を使用しな
いでください。

ファブリック ライニングの清掃
ピラー、ルーフライナーおよびサン ブラインドなどの
ファブリック ライニングは、素材に適した洗浄剤、ド
ライ フォーム、柔らかいブラシのみを使用して清掃し
てください。

Race-Tex やその他の生地のお手入れ
Race-Tex / その他の生地でできたマイクロファイバー
カバーの清掃には、皮革ケア製品を使用しないでくださ
い。
日常のお手入れとしては、表面を柔らかいブラシで拭け
ば十分です。清掃する際に強く擦りすぎると、表面が恒
久的に変化してしまいます。
e 軽い汚れは、柔らかい布を水または中性の石鹸水

で湿らせて、汚れを拭き取ってください。
e 汚れがひどい場合は、温めのお湯または薄めたク

リーニング用溶剤で柔らかい布を湿らせ、汚れた
部分の外側から内側へ軽くたたいてください。

Race-Tex マイクロファイバー カバー装備のステアリン
グ ホイールは常に皮膚に接触するため、よりひどく汚
れる場合があります。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を中性石鹸水で湿ら

せ、アウター ステアリング ホイール リムを拭き取
ります。

e 汚れがひどい場合、洗剤メーカーの指示に従っ
て、柔らかい布と市販の内張り泡クリーナーでア
ウター ステアリング ホイール リムを軽く擦った
り、たたいたりして清掃できます。

シート ベルトの清掃
適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e シート ベルトの汚れには、中性洗剤を使用しま

す。
e 乾燥時は直射日光を避けてください。
e 適切な洗浄剤のみを使用してください。
e シート ベルトを染めたり漂白したりしないでくだ

さい。シート ベルト素材の強度が低下し、安全性
が損なわれます。

画面とタッチ ディスプレイの清掃

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切な
お手入れを行うと画面およびタッチ ディスプレイを痛
めることがあります。
e PCM の清掃に変性アルコール、シンナー、ガソリ

ン、アセトン、アルコール類 (エタノール、メタノ
ール、またはイソプロピル アルコール) などの溶
剤、または研磨剤などを使用しないでください。

e 画面またはタッチ ディスプレイに直接クリーナー
や他の液体を吹きつけないでください。 液体が入
り込むと、電子部品は修理不能になることがあり
ます。 代わりに布を湿らして慎重に画面を拭いて
ください。

e 画面の清掃は、画面を OFF にしてから行ってくだ
さい。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e 画面とタッチ ディスプレイは擦ると傷が付く恐れ

があります。時折、清潔で柔らかい乾いた布 (マイ
クロファイバー クロス) で慎重に画面とタッチ デ
ィスプレイを清掃してください。清掃の際、表面
に大きな力を加えないでください。

e 指紋は、少し湿らせた布や中性洗剤を使用して拭
き取ります。

車両の保管
車両を長期保管する場合： ポルシェ正規販売店にお問
い合わせください。 必要な対策 (腐食の予防、お手入
れ、メンテナンス、保管など) についての情報やアドバ
イスを喜んでお伝えします。
g 178 ページの「けん引」の章を参照してください。
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バッテリーを切り離している場合の車両のロックに関す
る情報は以下をご覧ください：
g 34 ページの「セントラル ロック」の章を参照してく
ださい。

テスト スタンドでの測定
テスト スタンドでのテストの実施

有毒な排気ガスの吸入

有害な排気ガスを吸い込むと、重症または致命傷に至る
恐れがあります。
排気ガスは無色無臭の一酸化炭素を含んでいます。一酸
化炭素は低濃度でも人体に有害です。
e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また

は車両排気ガスの適切な排気システムが備わって
いる環境でのみ行ってください。

車両の不十分な固定

車両がしっかり固定されていないか正しく固定されてい
ない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフティング
プラットフォームなどのリフト装置から落下したりする
恐れがあります。これにより深刻な怪我や損傷に至る場
合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。 

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。ジャッ
キで車体を支えるのは危険ですのでおやめくださ
い。

e 車両をジャッキアップした後は、絶対にエンジン
を始動しないでください。エンジンの振動により
車両が落下するおそれがあります。

パフォーマンス テスト
ポルシェでは、ローラー タイプ テスト スタンドでのパ
フォーマンス テストを承認していません。

ブレーキ テストの実施
e ブレーキ テストには、ローラー タイプ テスト ス

タンドのみを使用してください。
以下の制限値を超えないでください：
– 測定速度 7.5 km/h
– 測定時間 20 秒

エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
e ブレーキ テスト スタンドでエレクトリック パーキ

ング ブレーキのテストを行うときは、必ずイグニ
ッションを ON にし、マニュアル トランスミッショ
ンの場合はニュートラルに、PDK セレクター レバ
ーの場合は N の位置にします。

車両が自動的にブレーキ テスト スタンド モードに切り
替わり、エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
が可能になります。インストルメント パネルに通知が
表示されます。
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タイヤおよびホイール
積載荷重および速度の要件を満たす
タイヤの寿命は、適正なタイヤ空気圧やホイール アラ
イメントに加えて、お客様の運転スタイルにも左右され
ます。 急加速や高速でのコーナリング、ブレーキを酷
使する運転スタイルは、タイヤの摩耗を早めます。 ま
た、外気温度が高いときや悪路での走行も、タイヤの摩
耗を早める原因です。
e 適切な速度で走行してください。
e 車両に規定重量を超える荷物を積まないように

し、ルーフ積載荷重を確認してください。
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

ラジアル タイヤとクロスプライ タイヤを車両で同時に
使用しないでください。
e 必ず同じタイプのタイヤを使用してください。

タイヤ空気圧およびタイヤ空気圧モニタ
リング (TPM) システム
タイヤ空気圧の点検

– 不十分なタイヤ空気圧が原因でタイヤが過熱し、目に
見えないところまで損傷が生じることがあります。
e タイヤ空気圧を補正しても、目に見えないタイヤ

の損傷は取り除くことができません。
e タイヤの温度が高い状態で空気圧を調整しない (空

気を抜かない) でください。 タイヤが温かい状態で
はタイヤ空気圧が増加します。 タイヤ空気圧が規
定値を下回ってしまいます。

図. 150: タイヤ空気圧プレートの記載箇所

タイヤを規定の空気圧に保ってください。タイヤ空気圧
の規定値は、冷間時 (20 ℃) を基準にしています。
e タイヤ空気圧プレートを確認します。
e 少なくとも 2 週間に 1 回はタイヤの冷間時にタイ

ヤ空気圧を点検してください。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM)
欠陥のあるタイヤ

欠陥のあるタイヤで走行すると、重大な事故を起こす恐
れがあります。
e インストルメント クラスターに赤色のタイヤ空気

圧警告灯が表示された場合： 速やかに適切な場所
に停車し、タイヤに損傷がないか点検してくださ
い。 必要に応じて、パンク修理剤で損傷箇所の修
理を行うか、スペア ホイールを装着してくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 損傷したタイヤは速やかに交換してく
ださい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

e 空気圧を調整しても短時間で空気圧が下がる場
合、そのタイヤでの運転を続けないでください。
不安な場合は、ポルシェ正規販売店で点検を受け
てください。 ポルシェではポルシェ正規販売店の
ご利用をお勧めいたします。十分なトレーニング
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

パフォーマンス空気圧での
高速走行

パフォーマンス空気圧が有効なときに過剰な速度で走行
すると、タイヤとホイールに修復不能な損傷を与える恐
れがあります。
e インストルメント クラスターに表示された最大速

度まで減速してください。
e 高速走行するときは、タイヤ空気圧を標準タイヤ

空気圧まで充填してください。
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タイヤ空気圧モニタリング システムには次の機能があ
ります：
– タイヤ空気圧および温度の常時モニタリング。
– 走行中の実際のタイヤ空気圧 (実測空気圧) の表

示。
– 2 段階のタイヤ空気圧警告 (黄色と赤色の警告)。
– 停車中に：規定空気圧からの空気圧偏差の表示。
– サーキットを走行するための個々のタイヤ空気圧

の保存と監視。
タイヤ空気圧警告灯  とインストルメント パネルの対
応のメッセージにより、空気圧が不足している場合、2
段階 (空気圧低下の程度に応じて黄色と赤色のタイヤ空
気圧警告を使用) で警告が発せられます。
タイヤ空気圧を規定空気圧に調整した場合のみ、タイヤ
空気圧警告灯が消灯します。
黄色のタイヤ空気圧アラートは、車両を停止してイグニ
ッションを OFF にした場合、またはイグニッションを
再度 ON にした場合に、約 10 秒間表示されます。イグ
ニッションを ON にすると、黄色のタイヤ空気圧警告を
確認できます。赤色の空気圧警告は走行中にも表示さ
れ、異常を知ることができます。
e タイヤ圧力が正常にもかかわらず、タイヤ空気圧

警告灯が点灯してタイヤ圧力警告が表示される場
合：ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

インフォメーション

タイヤ空気圧モニタリング システムは、自然放散によ
る空気圧低下と、タイヤに異物が刺さったことなどによ
る空気圧のゆっくりとした低下の両方について警告しま
す。タイヤ空気圧モニタリング システムは、突然のタ
イヤの損傷については警告しません (予期しない外部か
らの影響によるパンクなど)。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システムの
故障
次のような場合は、モニタリングは正常に機能しませ
ん：
– タイヤ空気圧モニタリング システムが故障してい

る場合
– タイヤ空気圧モニタリング システム用のホイール

トランスミッターが取り付けられていない場合
– タイヤの設定を更新した直後の登録プロセス中
– ホイールを交換した後、タイヤ設定を更新しなか

った場合。
– タイヤの温度が高すぎる場合

タイヤ空気圧の確認

図. 151: 現在の空気圧の例

個々のタイヤの空気圧が表示されるのは、速度が
約 25 km/h を超えるか、タイヤに 0.1 bar 以上の空気
を補充した場合にのみです。車両が約 10 分以上停止し
た後にイグニッションを ON にした場合、タイヤ空気圧
の代わりにダッシュ記号 (-.-) が表示されます。

e  タイヤ空気圧 e 現在の空気圧
実測空気圧の表示は、参考情報としてのみ利用してくだ
さい。タイヤ空気圧は温度によって変化します。
e いかなる場合も、この表示を元に公道走行用のタイ

ヤ空気圧を調整しないでください。

サーキット用タイヤ空気圧
サーキットの走行では、公道の走行に要求される空気圧
とは異なる空気圧を設定および監視することができま
す。そのため、経験豊富なドライバーはタイヤ空気圧を
サーキットに合わせてカスタマイズすることができま
す。サーキット モードは公道を走行するためのもので
はありません。

タイヤ空気圧の不足

タイヤ空気圧モニタリング システムが作動している場
合でも、ドライバーにたとえばサーキット走行のために
設定されたタイヤ空気圧が走行中に選択されていること
を確認する責任があります。
e 走行する予定の最高速度に応じて空気圧の設定値

を調整します。
e TPM 警告メッセージを遵守してください。

サーキット用タイヤ空気圧の有効化
2 つの選択肢があります：
走行プログラム TRACK からの作動
TRACK 走行プログラムを設定することで、走行プログ
ラムを選択するとサーキットを走行するためのタイヤ空
気圧が TPM システムで監視されるようになります。
走行プログラムに関する情報：
g 73 ページの「走行プログラムの選択」の章を参照し
てください。
e TRACK 走行プログラムを選択します。

– または –

インストルメント パネルからの作動

e  タイヤ空気圧 e 現在の空気圧 e サーキットを有
効にする

インストルメント クラスターにメッセージが表示さ
れ、シンボル  が常時表示されます。
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警告

サーキット用タイヤ空気圧を初めて有効にすると、選択
されているタイヤの規定空気圧がサーキット用にモニタ
リングされます。サーキットのタイヤ空気圧を再度有効
にする場合は、前回保存されたタイヤ空気圧が監視され
ます。

新規のサーキット用タイヤ空気圧の設定
b サーキット用タイヤ空気圧が有効になりました。
b 現在のタイヤ空気圧が表示されます。
e サーキット走行用の空気圧をホイールに設定しま

す。

e  タイヤ空気圧 e サーキット e 新しい空気圧
🡆 インストルメント パネルに通知が表示されま

す。

インフォメーション

タイヤの最低空気圧は、ホイールあたり 1.8 bar 以上で
なければなりません。
タイヤの最小空気圧を下回ると、インストルメント パ
ネルにメッセージが表示され、新しい空気圧は適用され
ません。メッセージは確認できます。
e この場合、新しい空気圧を再度設定してくださ

い。

サーキット用タイヤ空気圧の無効化
b サーキット用タイヤ空気圧が有効になりました。

e  タイヤ空気圧 e サーキット e サーキットを無効
にする

インストルメント クラスターでシンボル マーク  が消
灯します。
タイヤ空気圧が不足している場合は、インストルメント
パネルにメッセージが表示されます。
e 必要に応じて、ホイールのタイヤ空気圧を規定空

気圧に設定してください。

TPM のサーキットモードは、次の状況では自動的に無
効になります：
– イグニッションを OFF にしたとき
– 走行プログラムを TRACK から SPORT または

NORMAL に切り替えたとき
g 73 ページの「走行プログラムの選択」の章を参照し
てください。

空気圧偏差の表示

図. 152: 空気圧偏差の例

b 車両が停止している状態。

e  タイヤ空気圧 e 空気圧偏差
該当するホイールの規定圧との差が表示されます。
例：右リヤ ホイールの位置に– 0.1 bar と表示される場
合は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充する必要があ
ります。表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮し
た結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤ設定の変更
ダッシュボードのタッチ ディスプレイによるタイヤの
タイプ、タイヤのサイズおよびパフォーマンス / 標準の
空気圧の設定変更：

g 196 ページの「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定」の章を参照してください。

PCM でのタイヤ空気圧モニタリング (TPM) の
設定

不適切なタイヤ空気圧

タイヤ空気圧が極端に低いまたは高いと、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷が発生するだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まりま
す。
タイヤ空気圧モニタリングを使用している場合でも、タ
イヤ空気圧を適切に維持し、車両を適切に設定すること
はドライバーの責務です。 不完全な、または不適切な
設定は、警告とメッセージ表示の正確さに悪影響を及ぼ
す可能性があります。
e 装着されているタイヤに合わせてタイヤ空気圧を

調整してください。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューの設定が、車

両に装着されているタイヤに対応していることを
確認してください (特にホイール交換後)。

e 新しく装着したホイールのタイヤ空気圧が以前の
設定と一致しているとしても、タイヤ空気圧モニ
タリング メニューでタイヤの種類とタイヤのサイ
ズを再度選択してください。

空気圧偏差および充填情報の表示
b 車両が停止している状態。

e   e  設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e 空気圧偏差

該当するホイールの規定空気圧と規定空気圧との空気圧
偏差、さらにタイヤの種類、タイヤのサイズ、パフォー
マンス空気圧に関する設定が表示されます。



197

モビリティおよび軽修理

注意

例：右リヤ ホイールの位置に– 0.1 bar と表示される場
合は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充する必要があ
ります。表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮し
た結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤをまだ登録していない場合、現在の圧力差の代わ
りに、新しい規定空気圧が表示されます。

タイヤの種類とサイズの設定
インフォメーション

利用できる項目は、車両のモデルやタイヤの種類により
異なります。このため本書で説明しているオプションの
中には、利用できないものが含まれている場合がありま
す。
e [タイヤ空気圧モニタリング] メニューで選択できな

いサイズのタイヤとホイールを装着するときは、
装着の前に不足している情報を追加する必要があ
ります。ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが承認したタイヤおよびホイールのみを
使用してください。

e   e  設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e タイヤ選択

パフォーマンス空気圧または標準空気圧の選択
タイヤ空気圧はパフォーマンスを向上させるために減圧
することができます。

パフォーマンス空気圧を選択すると、タイヤ空気圧モニ
タリング システムでタイヤ空気圧のモニタリングに低
めの規定空気圧が自動的に使用されます。

e   e  設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e パフォーマンス空気圧

パフォーマンス空気圧
パフォーマンス空気圧が選択されます。
パフォーマンス空気圧
標準プレッシャーが選択されます。

e タイヤ空気圧をパフォーマンス空気圧か標準プレ
ッシャーに合わせて調整してください。

タイヤ空気圧モニタリングの登録
タイヤ / ホイール交換、ホイール トランスミッター交
換、またはタイヤ設定更新を行うと、タイヤ空気圧モニ
タリング システムがタイヤの登録を開始します。この
プロセスによって、タイヤ空気圧モニタリング システ
ムが各ホイールとその装着位置を検出します。タイヤ空
気圧モニタリング システムが検出した各ホイールに正
しい装着位置を割り当てると、直ちにホイールの位置と
空気圧情報が表示されます。
このプロセス中、PCM に冷間時 (20 ℃) の規定タイヤ
空気圧が表示され、インストルメント パネルにメッセ
ージが表示されます。
タイヤ空気圧警告灯  がすべてのホイールの登録が完
了するまで、インストルメント パネルで点灯したまま
になります。

タイヤ空気の充填
高温の充填ホース

タイヤに空気を充填する間、コンプレッサーの充填ホー
スが高温になり、やけどの原因となります。
e 作業用手袋を着用してください。

コンプレッサーはラゲッジ コンパートメントのカバー
の下にあります。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。

g コンプレッサーの取り扱い上の注意事項を遵守してく
ださい。
1. コンプレッサー充填ホースをタイヤ バルブにねじ

込んでください。
2. コンプレッサーを車両のソケットに接続し、コン

プレッサーを ON にしてください。
🡆 タイヤに空気が充填されます。

3. 空気圧計で充填した圧力を点検し、必要に応じて
タイヤ空気圧を調整してください。 再度タイヤ空
気圧を点検してください。

4. コンプレッサーを OFF にしてください。
5. コンプレッサー充填ホースを外します。

インフォメーション

タイヤ空気圧はガソリン スタンドでも点検でき、空気
の充填も行えます。

タイヤ空気圧を下げる
1. コンプレッサーを OFF にしてください。
2. 充填ホースのエア抜きスクリューを適正なタイヤ

空気圧になるまで開いてください。



198

モビリティおよび軽修理

警告

タイヤ表記の読み取り

図. 153: タイヤ表記

A 公称タイヤ幅 (mm)
B 偏平率 (%)
C タイヤ構造記号
D リム径 (インチ)
E ロード インデックス
F 速度記号

速度記号 F は、そのタイヤの許容最高速度を示しま
す。

H 210 km/h まで

V 240 km/h まで

W 270 km/h まで

Y 300 km/h まで

(Y) 300 km/h まで (Y 記号タイヤの場
合)。 タイヤのロード インデックス
(最大積載容量) の 85% までを搭載
した状態の場合、300 km/h 以上の
速度で走行することが可能です (300
km/h 以上で走行する場合はタイヤ
メーカーの確認が必要です)。

タイヤを点検する
タイヤの損傷の検出

目に見えないタイヤ損傷と
リム フランジの損傷

目に見えないタイヤの損傷によりタイヤがバーストする
恐れがあります。 運転操作を誤る恐れがあります。
e 定期的にタイヤの状態 – 側面も含めて – を点検

し、異物の噛み込み、欠損、切り傷、亀裂、側面
の膨れなどがないか確認してください。

e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ
け直角に通過してください。 傾斜が大きく縁が尖
った縁石や角ばった物体 (石など) に強くぶつけた
り鋭角に乗り上げたりしないように注意してくだ
さい。

e ホイールを損傷した可能性があるとき – 特に内側
– は、専門家による点検を受けてください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェでは
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

e いかなる場合も、タイヤを修理しないでくださ
い。 タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふ
さぐことは、最寄りの修理工場まで走行するため
の応急処置に過ぎません。

タイヤに次のような損傷を受けた場合は、安全のために
タイヤを交換してください：
– タイヤ内部の構造物の層が損傷した可能性がある

とき。
– タイヤ空気圧が不足しているときや、損傷箇所が

ある場合など、それらが原因でタイヤが過熱した
り、異常な負荷がかかった可能性があるとき。
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警告

バルブおよびバルブ キャップの点検と交換
e タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) 用のポ

ルシェ純正バルブのみを使用してください。
e タイヤを交換する場合は必ずバルブを点検し、必

要に応じて交換してください。 ポルシェではポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

バルブ キャップがない場合、ほこりや汚れからバルブ
を保護することができないため、漏れの原因になること
があります。
e バルブ インサートの汚れを防ぐため、必ずバルブ

キャップをしっかりと閉めてください。 バルブ イ
ンサートが汚れると、タイヤ空気圧がゆっくり減
少する場合があります。

e 紛失した場合は、直ちに新しいバルブ キャップを
取り付けてください。

e プラスチック製のバルブ キャップのみを使用して
ください。

タイヤ トレッドの点検
多くのタイヤのトレッド中央部にはウェア インジケー
タがあります。 ウェア インジケーターは主要なトレッ
ド溝に設けられており、トレッド溝の深さが最少の
1.6 mm になると現れます。
e タイヤのトレッドを定期的に点検してください。

特に長距離走行の前後は、入念に点検してくださ
い。

トレッド溝の深さの測定
e 市販のトレッドの深さを測るゲージまたはキャリ

パーをタイヤ トレッドに挿入してタイヤ トレッド
の深さを測定します。

インフォメーション

タイヤの摩耗に偏りがある場合、車両の不具合が考えら
れます：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤおよびホイールの交換
e ホイール交換の際には、イグニッションを OFF に

してください。
グリップの低下

新品のタイヤはグリップ性能を十分に発揮できません。
e このため最初の 200 km は、控えめな速度で走行

してください。これによりタイヤ寿命が伸び、性
能を最大限に引き出すことができます。

e 同一メーカーの同一仕様番号 (｢NA...｣など) のタイ
ヤのみを装着してください。

e 新しいタイヤに交換する前に、最新の承認タイヤ
について確認してください。 ポルシェ正規販売店
にお問い合わせください。

e ポルシェがテストを行い、承認したタイヤのみを
使用してください。

e 同一アクスル上のトレッド溝の深さの差は 30% を
超えないようにしてください。

e 使用経歴が不明な中古タイヤは使用しないでくだ
さい。

e トレッド溝の深さの差によって不必要な車両操作
への影響が出ないように、同一アクスル上の両方
のタイヤは必ず同時に交換してください。

e タイヤの交換は、必ず専門の整備工場で実施して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用を
お勧めいたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく
ださい。

e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) 用タイヤ空気圧
センサー付きタイヤのみを使用してください。

e この車両の TPM システムに適合するホイールであ
ることを確認してください。 車両の適正ホイール
と TPM に関する情報： ポルシェ正規販売店にお問
い合わせください。

e タイヤを交換するときは、タイヤ空気圧センサー
のバッテリー充電状態を点検してください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェでは
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

インフォメーション

一方のアクスルのみに新しいタイヤを取り付ける場合、
他方のアクスルと比較してトレッド深度が異なることに
より、以前の運転挙動から顕著な変化が生じる可能性が
あります。 新しいタイヤをリヤ アクスルに取り付ける
場合は特にそうです。 とはいえ、タイヤの走行距離が
長くなるにつれ、影響は減少していきます。
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警告

警告

警告

情報

情報

タイヤの装着
タイヤをリムに正しく装着しないと、タイヤとリムを損
傷する可能性があります。 これによりタイヤがバース
トする可能性があります。 運転操作を誤る恐れがあり
ます。

e タイヤの交換は、必ず専門の整備工場で実施して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用を
お勧めいたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

ホイールのバランス調整
万一に備えて、春 (サマー タイヤ) および冬の前
(「M+S」のタイヤ) にホイールのバランス調整を実施
してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

セントラル ホイール ロック付きホイール
の交換

セントラル ホイール ロッ
クに関する注意点

セントラル ホイール ロック付きホイールの交換は、標
準のホイール ボルト付きホイールの交換とは大きく異
なります。
ホイール交換の方法が正しくなかったり不適切なツール
を使用したりすると、損傷や作動不良が発生したりホイ
ールがゆるんだりすることがあります。
e ホイールを交換する場合、以下に記載されている

手順に厳密に従ってください。
e センター ボルトのゆるめと締め付けには、純正の

ソケットのみを使用してください。
e 600 Nm の高い締め付けトルクに適し、設定値か

らの公差が 15% 以内のトルク レンチを使用しま
す。

車両の下に入っての作業

取り付けの際の強い力によって車両が動き、ジャッキか
ら滑り落ちる恐れがあります。
e 利用可能な場合は、必ずリフティング プラットフ

ォームを使用してください。
e 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。 

e ジャッキ アップしながらのホイール交換時は、車
内に誰もいないようにしてください。

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両が斜面 (上り坂、下り坂、道路端に向かって傾
斜している場所など) に駐車されている場合は絶対
にジャッキ アップしないでください。

認定外部品およびホイール
の使用によるボルト接続の
欠陥

不適切なサイズのホイールやアクセサリー ホイールの
ハブ部分に不適切な寸法の部品を使用すると、部品を破
損する恐れがあります。 追加でスペーサーを使用する
と、ホイール取り付け全体の機能が損なわれます。
e ポルシェが承認した構成部品のみを使用してくだ

さい。
e スペーサーは決して使用しないでください。

インパクト レンチは、強い衝撃によってセンター ボル
トとキャプティブ ロックに損傷を与えます。
コードレス インパクト レンチのリアクション アーム
は、リムを損傷させる恐れがあります。
リアクション アームなしでコードレス インパクト レン
チを使用すると、高トルクの回り止めができず、傾く恐
れがあります。
e インパクト レンチは使用しないでください。
e コードレス インパクト レンチは使用しないでくだ

さい。

ボルトの締め付け中は、ホイールが地面に触れないよう
にして、自由に回転できるようにする必要があります。
そうしないと、車両の重量により、ボルト接続部に応力
と不均衡が生じます。
e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接

地状態にしないでください。
e 適切なトルク レンチのみを使用してください。
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情報

インフォメーション

ホイール交換に必要な工具とグリース (ジャッキ、トル
ク レンチ、アルミニウム ペーストなど) は、車両に標
準装備されていません。
詳しくは、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

インフォメーション

前輪と後輪それぞれのタイヤおよびホイールのサイズは
異なります。
ホイールを取り外す場合は、各ホイールの回転方向や取
り付け位置をマーキングしておき、取り付け時はこれを
目印にしてください。
e 認可されたサイズの前輪/後輪用ホイール/タイヤ

を必ず使用してください。

ホイールの準備
ポルシェ セントラル ホイール ロックは、以下の構成部
品が適切に組み合わされた完全なシステムです：
– ホイール
– キャプティブ ロック付きセンター ボルト
– ブレーキ ディスク
– ホイール スタッド
– ホイール ハブ
– キャップ
ホイールの交換はポルシェ正規販売店で行ってくださ
い。ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。
十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整
備をお約束します。

図. 154: ラゲッジ コンパートメントのソケット

1. ラゲッジ コンパートメントを開き、プラスチック
カバー A (図. 154) を開きます。

2. レンチ ソケットを取り出します。センター ボルト
をゆるめる際は必ずこの純正レンチ ソケットを使
用します。このレンチ ソケットはラゲッジ コンパ
ートメントに常備して、故障したときにいつでも
使用できるようにしてください。

図. 155: 補助ツール付きソケット

3. レンチ ソケットには、キャップを取り外すための
補助ツール C (図. 155) が付属しています。この補
助ツールは四角い部分から取り外して使用してく
ださい。使用した後は元に戻してください。

4.

カバー キャップは慎重に外さないと傷が付く恐れ
があります。
e カバー キャップは慎重に取り外してくださ

い。
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図. 156: 補助ツールを使用してカバー キャップを取り外す

補助ツールを使用して、キャップを取付面から慎
重に取り外します。そのために、その金属の突起
部をセンター ボルトの開口部の溝 A (図. 156) に奥
まで挿入します。次に、補助ツールを 90° 以上回
転させて戻します。

車両の準備
1.  PDK 装備車：セレクター レバーを P 位置に入れて

ください。
– または –
 マニュアル トランスミッション装備車：ギヤシフ
ト レバーはニュートラルにしてください。

2. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて
ください。

3. イグニッションを OFF にしてください。
4. 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。

5. 車両のリフト アップは必ず所定のジャッキアップ
ポイントで行ってください。
g 217 ページの「ジャッキおよびリフティング プ
ラットフォーム」の章を参照してください。

6. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から完全に浮か
せます。ホイールの取り付けが完了するまで、車
両を下げないでください。

ホイールの取り外し

図. 157: 持ち上げられた車両

e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接
地状態にしないでください。

インフォメーション

ソケットを押し込むことができない場合：
長期間の使用後や高い負荷がかかり続けた後では、ロッ
ク ピン A が動かなくなる場合があります。
e この場合、ロック ピン A (図. 158) をゆるめるた

め、適切な補助ツール (細い丸棒など) を使用し、
ゴム ハンマーで軽く叩いてください。

図. 158: ロック ピンの解除

図. 159: ソケットの押し込み
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警告

情報

情報

1. ソケットを位置決めし、わずかな抵抗感がありま
すが、押し込みます。(図. 159)
🡆 レンチ ソケットがカチッという音がしてロッ

クします。これにより、センター ボルトのキ
ャプティブ ロックが解除されます。

2. 1 インチの四角い取り付け具が付いた、トルク レ
ンチまたは長いレバー (最適な長さは 1.2 m –
1.5 m) をレンチ ソケットに挿入します。

3. 別の作業員にブレーキ ペダルを踏んでもらい、ホ
イールにしっかりとブレーキをかけます。パーキ
ング ブレーキまたはトランスミッションだけで
は、このトルクを回り止めできません。

4. センター ボルトは突然ゆ
るみます

センター ボルトをゆるめるには、非常に高い解除
トルクが必要です。 解除トルクは、締め付けトル
クよりも大幅に大きくなる場合があります。 ボル
トが急に動いてゆるむ場合があります。
ソケットの締結が不十分な場合、滑って外れ怪我
をする恐れがあります。
e レバーで人が怪我をしたり車両部品が損傷し

たりしないように、十分な空間を確保してく
ださい。

e センター ボルトをゆるめるときには、ソケッ
トをしっかり奥まで押し込み続け、滑って外
れないようにしてください。

ソケットが完全に押し込まれていない状態でセン
ター ホイール ロックを開くと、キャプティブ ロッ
クが損傷する恐れがあります。

e センター ボルトをゆるめるときには、ソケッ
トをしっかり奥まで押し込み続け、滑って外
れないようにしてください。

e 回転方向に注意してください。
e フロント ホイールをゆるめる際は、別の作業

員にステアリング ホイールをしっかり保持し
てもらってください。

図. 160: センター ボルトのゆるめ

強い力をかけてセンター ボルトをゆるめ、取り外
します。(図. 160)その間ずっとレンチ ソケットは
完全に押し込まれている必要があります。

5. 目に見える側を上にして、水、ほこり、汚れなど
が付かないようにして、センター ボルトを置きま
す。

6.

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ
(PCCB) 装備車ではブレーキ ディスクが損傷する恐
れがあります。

e ホイールの取り外し時に、ホイールを PCCB
ブレーキ ディスクの上に置かないでくださ
い。

e PCCB 組み付け補助工具を使用します。

ホイールを慎重に取り外します。

ホイールの取り付け準備
ホイールを取り付ける前に、関係する構成部品を清掃お
よび点検し、部分的にグリースを塗布する必要がありま
す。ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

センター ボルトの点検

図. 161: コーン リングの点検
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情報

e 大きな抵抗や不均一さがない状態で、センター ボ
ルトのコーン リング C (図. 161) を回すことが可能
でなければなりません。ほとんど回すことができ
ない場合は、センター ボルトの内側に再びグリー
スを塗布します。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

図. 162: キャプティブ ロックの点検

e キャプティブ ロック D (図. 162) は時計回りに回す
ことが可能でなければなりません。これを回す
と、金庫のダイヤル錠のようにカチカチと音がし
ます。

e キャプティブ ロック D (図. 162) を反時計回りに回
してはなりません。不規則なカチカチ音、ロック
の遅れ、スキップ、ジャミング (動かなくなる) が
発生した場合、キャプティブ ロックが破損してい
ると考えられます。

このセンター ボルトは、どんな状況であっても使
用しないでください。

図. 163: ロック ピンの点検

e ロック ピン E (図. 163) をボルトに約 1 cm 押し込
みます。ピンを放すと、ピンは元に戻ります。固
着している場合は、キャプティブ ロックが破損し
ていると考えられます。
このセンター ボルトとキャプティブ ロックは、ど
んな状況であっても使用しないでください。

ホイールの取り付け

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB) 装
備車ではブレーキ ディスクが損傷する恐れがありま
す。

e ホイールをホイール ハブに取り付けるときに、ホ
イールを PCCB ブレーキ ディスクの上に置かない
でください。

e PCCB アッセンブリー エイドを使用します。

図. 164: ホイールをホイール ハブに取り付ける
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1. ホイールを傾けずに、ホイール ハブに慎重に取り
付けます。(図. 164)ホイールを少し回してホイー
ル スタッドにはめ込み、ブレーキ ディスクに押し
付けます。

図. 165: 構成部品にグリースを塗布する

2. ホイールを取り付ける際に、必ず次の表面にグリー
スを塗布してください：
– ホイールの円錐面 E (図. 165) とホイール ハブ

のフロント外側 F (図. 165) から古いグリース
や汚れを拭き取ります。その後、アルミニウ
ム ペーストをごく薄く塗布します。これによ
り、ボルトを所定の位置にまでスライドさせ
るのが容易になります。

– ホイール ハブのネジ山 G (図. 165) にグリー
スを十分に塗布する必要があります。そのた
め、ボルトをねじ込むときには、必ずアルミ
ニウム グリースを塗布し直してください。古

いグリースを除去しないでください。他のす
べての部品と接触面には、グリースが付かな
いようにする必要があります。

– ポルシェが承認したアルミニウム グリースの
みを使用してください。

図. 166: センター ボルトのねじ込み

3. センター ボルトをホイール ハブに挿入し、手でね
じ込みます。(図. 166)

図. 167: ソケットの押し込み

4. ソケットを位置決めし、わずかな抵抗感がありま
すが、押し込みます。(図. 167)
🡆 レンチ ソケットがカチッという音がしてロッ

クします。これにより、センター ボルトのキ
ャプティブ ロックが解除されます。

5. 1 インチ角の取り付け具が付いたトルク レンチを
ソケットに挿入します。

6. 別の作業員にブレーキ ペダルを踏んでもらい、ホ
イールにしっかりとブレーキをかけます。パーキ
ング ブレーキまたはトランスミッションだけで
は、このトルクを回り止めできません。
フロント ホイールを締め付ける際は、別の作業員
にステアリング ホイールをしっかり保持してもら
ってください。
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図. 168: センター ボルトを締め付ける

7. センター ボルトを 600 Nm で締め付けます
(図. 168)。

図. 169: ロック ピンの位置の確認

8. ロック ピン C (図. 169) が歯の面取りの前部にある
ことを確認します。

9. 車両を完全に降ろしてください。
10. キャップのラバー リングにグリースを薄く塗布し

ます。これにより、キャップの取り付けと後の取
り外しが容易になります。

図. 170: カバー キャップの取り付け

11. 位置決めタブがねじ溝に向くように、キャップを
センター ボルトに位置決めします。その後、キャ
ップを所定の位置まで押し込んでください。
(図. 170)
カバー キャップが適正な位置にない状態では走行し
ないでください 。これを守らないと、水や汚れが
侵入して、キャプティブ ロックの機能が損なわれ
る恐れがあります。

インフォメーション

後で (50 km 走行後など) センター ボルトを再度締め付
ける必要はありません。

インフォメーション

ホイール ハブ、ブレーキ ディスク、ホイール スタッ
ド、ホイール、またはセンター ボルトを交換した場合、
センター ボルトを 2 回締め付ける必要があります
(図. 171)。
− センター ボルトを 600 Nm で締め付けます。
− センター ボルトを再度 1/4 回転ゆるめます。
− センター ボルトを再度 600 Nm で締め付けてくだ

さい。

図. 171: 新品の部品の使用

インフォメーション

e ホイール交換後、タイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定を更新します。
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センター ボルトの緊急締め付けの実施
センター ボルトのゆるみ

センター ボルトがしっかり締め付けられていない状態
で走行すると、事故を起こす危険があります。
e 急な加速やコーナリングは避けてください。
e 80 km/h 以上で走行しないでください。
e サーキット走行時に、緊急締め付け手順を絶対に

実施しないでください。

緊急時に、センター ボルトの締め付けに必要な高いト
ルク (600 Nm) をかけるための適切なトルク レンチを
使用できない場合、必ず緊急締め付け手順でセンター
ボルトを締め付けてください。
e ホイールを交換します。

g 200 ページの「セントラル ホイール ロック付き
ホイールの交換」の章を参照してください。

e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接
地状態にしないでください。

b 長いレバー (約 1 m) と 1 インチのアダプター。
b トルク レンチ (100 Nm 用) と 1 インチのアダプタ

ー。

図. 172: センター ボルトを締め付けて再びゆるめる

1. 長いレバーを使用して大きな力を加えてセンター
ボルトを締め付け、再び 1/4 回転ゆるめます 。
(図. 172)

図. 173: センター ボルトを締め付ける

2. 適切なトルク レンチを使用して、センター ボルト
を 100 Nm で締め付けます (図. 173)。
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図. 174: センター ボルトのマーク

3. センター ボルトには  および  (図. 174) のマー
クが付いています。
ペンを使用して、ホイール上の  マークの向かい側
に基準線を付けてください。

図. 175: センター ボルトを締め付ける

4. 長いレバーを使用して、 STOP マークが基準線
に合うまでセンター ボルトを締め付けてください
(図. 175)。これにより、ボルトを十分に締め付け
ることができます。

5. ロック ピンの点検とキャップの取り付けの手順を
実施します。
g 204 ページの「ホイールの取り付け」の章を参
照してください。

e 直ちにポルシェ正規販売店でセンター ボルトを再
度ゆるめ、適切なトルク レンチで 600 Nm の規定
トルクに締め付けてください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

サーキット走行の前に
サーキット走行に関する重要な情報：
g 別冊の「サーキット走行の前に」を参照してくださ
い。

ウィンター タイヤとスノー チェーンの使
用
ウィンター タイヤの使用

最高許容速度の超過

最高許容速度を超えると、タイヤがバースト (破裂) す
る恐れがあります。
e タイヤの最高許容速度を守ってください。
e ウィンター タイヤの側面に M+S 指定、または雪

の結晶のマークがある場合、車両の最高速度より
最高許容速度が低いタイヤのみを装着してくださ
い。 法定速度を遵守してください。

e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。 法定速度を
遵守してください。

e 許容最高速度を制限速度として設定します。

e 積雪や凍結の恐れがある時期が近づいたら、早め
にウィンター タイヤを装着してください。

e ポルシェがテストを行い、承認したタイヤのみを
使用してください。

e 新しいタイヤに交換する前に、最新の承認タイヤ
について確認してください。 ポルシェ正規販売店
にお問い合わせください。
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気温が低い時には、ドライ / ウェット路面に関係なく、
走行中やコーナリング後の加速中にタイヤによる振動ノ
イズが発生することがあります。
サマー タイヤの走行性能は、気温が 7 °C を下回ると低
下し、快適性も損なわれます。 このため、ポルシェは
気温が 7 °C を下回る時期にはウィンター タイヤへの交
換を推奨します。
さらに外気温度が –15 °C を下回り極端に低くなると、
サマー タイヤに恒久的な損傷が生じることがありま
す。
ウィンタータイヤは、トレッド溝の深さが 4 mm 以下
になると使用に適さない状態になります。

スノーチェーンの使用
スノー チェーンはリヤ タイヤのみに装着してくださ
い。またテクニカル データの章のリストを参照して、
スノー チェーンの装着に適したタイヤ/ホイールを使用
しなければなりません。
e スノー チェーンとタイヤ ハウスのクリアランスを

十分に確保するため、ポルシェが承認したスノー
チェーンのみを使用してください。

e チェーンを装着する前に、ホイール ハウジングに
溜まった雪や氷を取り除いてください。

e 最高速度については各国の法規に従ってくださ
い。

g 224 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。

タイヤの保管
製造から 6 年以上が経過したタイヤは使用しないでく
ださい。 年数が経過すると、ゴムに弾性を与えるため
に添加している化学添加物の効果が弱まり、ゴムがもろ
くなります。 タイヤの製造時期は、タイヤ側面の DOT

コードでわかります。 例えば、最後の 4 つの数字が
3016 の場合、タイヤは 2016 年の 30 番目の週に製造
されたことを示します。
e タイヤは、常に乾燥した冷暗場所に保管してくだ

さい。 ホイールに装着していないタイヤは、立た
せた状態で保管してください。

e 外気温が –15 °C 以下の場所にサマー タイヤを保
管したり、またはサマー タイヤ装着車を駐車した
りしないでください。

e 燃料、オイル、グリースなどがタイヤに触れない
ようにしてください。

パンク
装備品
車両にはタイヤ シーラント キット (Tire Mobility
System –TMS) が装備されています。

タイヤ空気圧モニタリングの警告メッセ
ージに対応する
タイヤ空気圧モニタリング システムが空気圧の著しい
低下を検出した場合、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。 空気圧の低下はタイヤの
損傷を示している可能性があります。
e 適切な場所に停車し、該当するタイヤに損傷がな

いか点検してください。
g 194 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。

安全に駐車する
1. 走行車線からできるだけ離れた安全な場所に停車

してください。 ジャッキがセットできる固く平坦
な滑りにくい場所に駐車してください。

2. ハザード ライトを ON にします。
3. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
4. マニュアル トランスミッション装備車： 1. ギヤ。

PDK 装備車： セレクター レバーを P 位置に入れて
ください。

5. フロント ホイールをまっすぐにします。
6. すべての乗員を安全な場所に避難させてくださ

い。 降車時には交通状況に注意してください。
7. 適切な距離に停止表示板を設置します。
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警告

8. 交換するタイヤの対角線上の車輪に輪止めをする
などして、車両が不意に動き出さないようにしま
す。

g 217 ページの「ジャッキおよびリフティング プラッ
トフォーム」の章を参照してください。

損傷したタイヤの補修
b タイヤ シーラント装備車 (Tire Mobility System –

TMS)。
シーラントでふさいだだけ
のタイヤは、事故の原因と
なる可能性があります

タイヤ シーラントでふさがれた損傷タイヤは、不適切
な速度で走行したり連続的な負荷がかかったりすると圧
力を失ったり、バーストしたりする可能性があります。
e タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふさぐ

ことは、最寄りの修理工場まで走行するための応
急処置に過ぎません。

e タイヤ シーラントは 4 mm 以下の切り傷またはパ
ンクにしか使用しません。

e リムが損傷している場合、空気圧が低い状態のタ
イヤや空気の抜けたタイヤで走行していた場合、
絶対にタイヤ シーラントを使用しないでくださ
い。

e 外気温度が -20 °C 未満の場合は、タイヤ シーラン
トを使用しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。

e 80 km/h を超える速度で走行しないでください。
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。 タイヤ空気圧が 1.5 bar 未満の場合は、
運転を中止してください。

e シーラントでふさいだタイヤは修理工場ですぐに
交換してください。 タイヤ シーラントを使用した
タイヤであることを修理工場に伝えてください。

e タイヤを修理しないでください。 損傷したタイヤ
を交換します。

e タイヤ シーラントおよびコンプレッサーの各取扱
説明書に記載されている安全および取り扱い上の
注意事項を遵守してください。

パンクした場合、車両に備えられているタイヤ シーラ
ントを使用してタイヤの傷を一時的にふさぐことができ
ます。
タイヤ シーラント キット(Tire Mobility System –TMS)
はラゲッジ コンパートメントにあります。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System –
TMS) の充填

人体に有害な可燃性シーラ
ント

シーラントは強燃性であり、人体に有害です。 長時間
または繰り返し触れていると、刺激、アレルギー反応ま
たは臓器の損傷の原因となります。
e タイヤ シーラントの近くで喫煙したり、裸火を使

用したりしないでください。
e タイヤ シーラントは、お子様の手の届かない場所

に保管してください。
e 皮膚、目、衣服に付着しないように注意してくだ

さい。
e タイヤ シーラントが皮膚に付着したり目に入った

りしたときは、直ちに多量の水で洗い流してくだ
さい。

e 体調不良やアレルギー反応を起こしたときは、直
ちに医師の診察を受けてください。

e 衣服に付着したときは、すぐに着替えてくださ
い。

e シーラントの蒸発ガスを吸い込まないようにして
ください。

e タイヤ シーラントを誤って飲み込んだときは、す
ぐに口を多量の水でゆすぎ、多量の水を飲んでく
ださい。 無理に嘔吐しないでください。 直ちに医
師の診察を受けてください。

タイヤの空気圧低下が検出
されない

タイヤ シーラントが付着したタイヤ空気圧センサーで
は、タイヤ空気圧を正しく検出できません。
e 損傷したタイヤを交換するときは、タイヤ空気圧

センサーも必ず一緒に交換してください。
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図. 176: タイヤ シーラントの充填

A 充填ボトルを振ります
B 充填ホースを取り付けます
C 充填ホース プラグ
D バルブ回し
E スクリュー バルブ インサート
F タイヤ バルブ

充填作業の準備
1. タイヤの空気が抜けた原因である異物は取り除か

ず、そのままタイヤに残しておいてください。
2. ラゲッジ コンパートメントからタイヤ シーラント

(Tire Mobility System –TMS) および付属のステッ
カーを取り出してください。 タイヤ シーラント
(Tire Mobility System –TMS) はラゲッジ コンパ
ートメントの右側のボックスにあります。 コンプ
レッサーはラゲッジ コンパートメントのカバーの
下にあります。
g 169 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の
章を参照してください。

3. 許容最高速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System –TMS) の
充填
g タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システム –
TMS) の取扱説明書に従ってください。
1. 充填ボトル A(図. 176) を振ってください。
2. 充填ホース B(図. 176) を充填ボトル A に取り付け

てください。
🡆 充填ボトルが開いています。

3. タイヤ バルブ F(図. 176) からバルブ キャップを取
り外してください。

4. バルブ回し D(図. 176) を使用して、バルブ インサ
ート E(図. 176) をタイヤ バルブ F から取り外して
ください。
交換用バルブ インサートが入手できない場合は、
バルブ インサートを清潔で乾燥した場所に保管し
てください。

5. 充填ホース B からプラグ C(図. 176) を取り外して
ください。

6. 充填ホース B をタイヤ バルブ F に押し付けてくだ
さい。

7. 充填ボトル A をタイヤ バルブ F より上方に持ち上
げ、ボトルを強く握って中身をすべてタイヤに充
填してください。

8. タイヤ バルブ F から充填ホース B を取り外しま
す。

9. 入手可能な場合は、バルブ回し D を使用して、交
換用バルブ インサートまたはバルブ インサート E
をタイヤ バルブ F に確実にねじ込んでください。

タイヤ空気の充填
g コンプレッサーの取扱説明書を読み、遵守してくださ
い。

g 197 ページの「タイヤ空気の充填」の章を参照して
ください。
1. コンプレッサーを車両のプラグ ソケットに接続

し、圧力が 2.5 bar 以上になるまでタイヤに空気を
入れてください。 タイヤ空気圧がこの規定値に達
しない場合は、タイヤの損傷が激しすぎます。 こ
のようなタイヤで運転を続けないでください。

2. バルブ キャップをタイヤ バルブ F(図. 176) に取り
付けてください。

タイヤ空気圧の点検
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。 タイヤ空気圧が 1.5 bar 以下の場合は、
運転を中止してください。

g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

タイヤ交換
g 199 ページの「タイヤおよびホイールの交換」の章
を参照してください。

ホイール交換後、タイヤ空気圧モニタリングの
タイヤ設定を更新する
g 194 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気圧モ
ニタリング (TPM) システム」の章を参照してくださ
い。
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危険

警告

警告ヒューズ
一般的な安全に関する指示

感電

エンジン作動中またはイグニッション ON の状態でヒュ
ーズまたはリレーを交換すると、感電の恐れがありま
す。
e 車両エレクトリカル システムの作業を行うとき

は、必ずエンジンとイグニッションを OFF にして
ください。

短絡

車両エレクトリカル システムの作業により、短絡が発
生する場合があります。 短絡は火災の原因となりま
す。
e 電気系統の作業を行うときは、必ず 12 V リチウム

バッテリーのマイナス端子を外してください。

g 174 ページの「12 V バッテリー」の章を参照してく
ださい。

不適切な介入および不適切
なアクセサリー

ヒューズ ボックスへの不適切な介入および不適切なア
クセサリーの使用は、エレクトリカル システムおよび
電子回路の損傷や故障の原因になります。
e ここに記載されているヒューズ以外のすべての電

気部品 (リレーなど) については、交換しないでく
ださい。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが承認したアクセサリーのみを使用して
ください。 認定アクセサリーに関しては、 ポルシ
ェ正規販売店にお問い合わせください。

ヒューズの点検および交換
ショートや過負荷による電気系統の損傷を防ぐために、
個々の回路はヒューズで保護されています。
ヒューズ ボックスは運転席および助手席側のフットウ
ェルにあります。
装備仕様により、追加のヒューズ ボックスが車両内の
さまざまな箇所にあります。これらの箇所には修理工場
でのみアクセスできます。

ヒューズ定格

色 定格電流

薄茶色 5 A

茶色 7.5 A

赤色 10 A

青色 15 A

黄色 20 A

白色 / 透明 25 A

緑色 30 A

青緑色 35 A

オレンジ 40 A

ヒューズの点検および交換
ヒューズ スロットの番号は、ヒューズ キャリアのカバ
ー内側または上に印字または刻印されています。

インフォメーション

割り当てられていないヒューズ スロットは、以下の概
要に記載されていません。

1. 可能であれば交換するヒューズと関係のある電装
品を OFF にしてください。

2. 該当するヒューズ ボックス カバーを開きます。
3. 必要に応じて、ヒューズ上の紫色のプラスチック

ストリップを慎重に取り外します。
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4. ヒューズを点検するため、黄色のプラスチック製
ヒューズ リムーバーを使用して、スロットから対
応するヒューズを引き抜いてください。 切れたヒ
ューズは、内部の金属線が溶けていることで判別
できます。

5. 新しいヒューズを差し込んでください。 交換する
ヒューズは、必ず同じ容量のものを使用してくだ
さい。

6. 紫色のプラスチック ストリップを元の位置に戻し
ます。

同じヒューズが何度も切れる場合は、不具合原因を早急
に修理してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

ヒューズ ボックスを開く
運転席フットウェルのヒューズ ボックスを開
く

図. 177: 運転席フットウェルのヒューズ ボックス

A 列 (図. 177)

No. 電装品

1 イグニッション ロック、ライト ボタン、そ
の他の機器、インストルメント パネル、セ
ンター コンソールのスイッチ パネル

3 ステアリング ホイール ロック、ステアリン
グ コラム コントロール ユニット

5 警報システム

6 レイン センサー

No. 電装品

7 PDK セレクター レバー コントロール ユニ
ット

9 パーキング ブレーキ、PSM コントロール ユ
ニット

10 ドライバー アシスタンス システム コントロ
ール ユニット

12 PVTS コントロール ユニット

13 故障診断用ソケット

14 BCM コントロール ユニット

15 電気ソケット供給

16 シート調節、左フロント

B 列 (図. 177)

No. 電装品

2 BCM コントロール ユニット

3 ホーン

4 シート ベルト、左フロント

5 シート ヒーター

7 エアコン システム

8 インテリア ライト

9 サブウーファー
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No. 電装品

11 左右のドア コントロール ユニット

12 左ヘッドライト エレクトロニクス

C 列 (図. 177)

No. 電装品

1 ドライバー アシスタンス システムのカメラ

2 ラジエーター ファン、左

3 ブレーキ ブースター コントロール ユニット

5 ラップ トリガー

7 ルーム ミラー

8 BCM コントロール ユニット

9 クラッチ ペダル スイッチ、PDK セレクター
レバー コントロール ユニット

12 PVTS コントロール ユニット

14 故障診断用ソケット

助手席フットウェルのヒューズ ボックスを開
く

図. 178: 助手席側のヒューズ ボックス

A 列 (図. 178)

No. 電装品

1 SOS 通報用コントロール ユニット

4 ダッシュカム

5 メディア インターフェイス

9 タイヤ空気圧モニタリング コントロール ユ
ニット

10 リフト システム コントロール ユニット

11 エアバッグ コントロール ユニット

No. 電装品

12 ルーフ コンソール

13 ガレージ ドア オープナー

14 BCM コントロール ユニット

15 BCM コントロール ユニット

16 シート調節、右フロント

B 列 (図. 178)

No. 電装品

4 シート ベルト、右フロント

7 外気ブロワー

8 ラゲッジ コンパートメント

9 PCM

10 PCM、センター コンソールのスイッチ パネ
ル

11 運転席 / 助手席ドア コントロール ユニット

12 右ヘッドライト エレクトロニクス
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警告

警告

情報

C 列 (図. 178)

No. 電装品

1 エアコン圧力スイッチ、空気質センサー

2 ラジエーター ファン、右

7 SOS 通報用コントロール ユニット

9 ブレーキ ブースター コントロール ユニット

14 右リヤ ヒューズ ボックス

15 運転席フットウェルのヒューズ ボックス

補給
一般的な安全に関する指示

給油時の火災の危険

燃料は強燃性であり、燃焼または爆発が起こる恐れがあ
ります。
電話からの高周波エネルギーは、電子レンジ内に置かれ
たアルミホイルのように、露出した金属面に火花を生じ
させる可能性があります。この火花は、給油中に発生す
る燃料蒸発ガスに点火する恐れがあります。
車外に出て給油ノズルに触れると、身体から発生した静
電気放電が周囲に存在するガソリン蒸発ガスに引火する
恐れがあります。
e 燃料を取り扱う際、火炎、裸火、および喫煙は禁

止されています。
e 給油時は電話を使用しないでください。
e 給油中は車両に戻らないでください。

燃料蒸発ガスの吸入、およ
び皮膚への燃料の付着

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。

インフォメーション

場合により燃料に硫黄成分が多く含まれることがありま
す。特定の運転条件下では、エンジン内での燃焼により
不快な臭い (いわゆる「腐った卵の匂い」) を伴う排気
が発生する場合があります。ポルシェ社にはこの特性に
対する責任はなく、車の故障を示すものではありませ
ん。

イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに燃料の残量が表示されます。

燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量を
下回る場合、インストルメント クラスターに警告メッ
セージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

適切な燃料の選択

不適切な燃料を使用するとエンジン、燃料系統、エキゾ
ースト システムを損傷する恐れがあります。
e 以下の仕様に適合する燃料のみ 使用してくださ

い。
e メタノールを含む燃料は使用しないでください。

エンジンは金属系添加物を含まない無鉛ガソリンを使用
した場合に最適に作動するよう設計されています。

モデル 推奨燃料 代替燃料

最低オクタン価：

すべて： 98 RON/
88 MON

95 RON/
85 MON

エンジンはエタノール含有量 10% 以下の燃料の使用に
対応しています。 エタノール含有燃料を使用すると燃
費が悪化することがあります。
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情報

情報

通常、燃料のオクタン価に関する情報は、ガソリン ス
タンドの給油機に掲載されています。 ガソリン スタン
ドのスタッフからも情報が得られます。

インフォメーション

推奨燃料が入手困難な場合は、緊急措置としてオクタン
価 91 RON/82.5 MON の金属系添加物を含まない無鉛
ガソリンを使用することができます。 ただし、この場
合はエンジン出力が低下し、燃費が悪化することがあり
ます。
e オクタン価 91 RON/82.5 MON 以上の金属系添加

物を含まない無鉛ガソリンを使用してください。
e オクタン価 91 RON/82.5 MON の無鉛ガソリンを

使用した場合は、フル スロットルで走行しないで
ください。

オクタン価の低い燃料と添加剤の使用

ポルシェが承認していない添加剤を使用した場合、エン
ジン、燃料系統、エキゾースト システムに損傷を与え
る恐れがあります。
e ポルシェが承認した添加剤のみを使用してくださ

い。
e 添加剤は給油の前に充填してください。

国によっては、燃料の析出挙動がポルシェの基準を満た
していないことがあります。 ポルシェの基準を満たす
燃料を入手できない場合は、推奨する添加剤を混ぜ合わ
せてください。詳しくはポルシェ正規販売店にお問い合
わせください。 ポルシェ部品番号 000 043 209 02。
e 容器に記載された指示や混合比を読み、それに従

ってください。
e 常に定期点検時期およびオイル交換時期に従って

ください。

燃料の給油

デコラティブ フィルムに燃料が付着すると、退色の原
因になります。
e フィルムに付着した燃料はすぐに拭き取ってくだ

さい。

図. 179: フィラー フラップの開操作

図. 180: タンク キャップを開く

b エンジンが停止している
b イグニッションが OFF になっている
b 車両がロック解除されている
1. フィラー フラップの後部 (図. 179) を押すと、フ

ラップが開きます。
この車両に使用できる燃料の種類は、フィラー フ
ラップの裏のステッカーに明示されています。

2. タンクのキャップをゆっくり開いて取り外してく
ださい。

3. タンク キャップをホルダー (図. 180) に入れま
す。

4. 給油ノズルはハンドルを下向きにして確実に給油
口の奥まで差し込んでください。
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5. 給油ノズルを操作して、燃料を給油してくださ
い。 給油ノズルが自動停止したら、それ以上給油
を続けないでください。 燃料が温まると、スプレ
ーバックまたはオーバーフローする可能性があり
ます。
g 220 ページの「テクニカル データ」の章を参照
してください。

6. 給油後はすぐにタンク キャップを元の位置に戻
し、カチッと閉まる音が聞こえ、手ごたえがある
まで締めつけます。

7. フィラー フラップを閉じてフィラー フラップの後
部 (矢印) を押し、しっかりと閉じてください。

インフォメーション

タンク キャップを紛失した場合は、必ず純正部品と交
換してください。

フィラー フラップの緊急操作

図. 181: 緊急時のフィラー フラップの操作

フィラー フラップの電動ロック解除機構が故障したと
きは、手動でフィラー フラップを開くことができま
す。
1. 助手席側ドアを開いてください。
2. 助手席ドアおよびフェンダーの間のドア開口部に

手を伸ばします。 抵抗を感じる位置までノブを上
に引いてください (図. 181)。
🡆 フィラー フラップのロックが機械的に解除さ

れます。
3. フィラー フラップの後部を押すと、フラップが開

きます。
4. フラップが開かない場合、ステップ 2 と 3 を繰り

返します。
5. 緊急解除を行った場合は、ノブを指定されたキャ

ッチに固定します。 要整備。

ジャッキおよびリフティング プラッ
トフォーム
車両のリフト アップ

図. 182: ジャッキおよびリフティング プラットフォーム用のフ
ロント側ジャッキアップ ポイント
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警告

図. 183: ジャッキおよびリフティング プラットフォーム用のリ
ヤ側ジャッキアップ ポイント

車両の不十分な固定

車両がしっかり固定されていないか正しく固定されてい
ない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフティング
プラットフォームなどのリフト装置から落下したりする
恐れがあります。これにより深刻な怪我や損傷に至る場
合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。

e 車両をジャッキアップした後は、絶対にエンジン
を始動しないでください。エンジンの振動により
車両が落下するおそれがあります。

e エンジンをかけたまま作業する場合は、必ずエレ
クトリック パーキング ブレーキを作動させ、なお
かつセレクター レバーを P の位置に入れてくださ
い。

g 200 ページの「セントラル ホイール ロック付きホイ
ールの交換」の章を参照してください。

ウォッシャー液
ウォッシャー液の選択

図. 184: フロント ウィンドウ用ウォッシャー液タンク

e 季節に合わせて、水と適切な添加剤 (ウィンドウ ク
リーナー濃縮液、不凍液) を混ぜ合わせてくださ
い。 常に適切な割合で混合し、使用する添加物の
容器に記載されたすべての指示を読んでくださ
い。
– 夏季： 水とウィンドウ クリーナー濃縮液を入

れてください。
– 冬季： 水、不凍液、およびウィンドウ クリー

ナー濃縮液を入れてください。
次の要件を満たしたウィンドウ クリーナー濃縮液のみ
を使用します：
– 希釈 1:100
– リン酸塩不使用
– プラスチック製ヘッドライト レンズ適合品
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情報

ポルシェが推奨するウォッシャー液濃縮液については：
ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
ウォッシャー液レベルが低くなりすぎると、インストル
メント クラスターに警告メッセージが表示されます。

ウォッシャー液の追加

ヘッドライトを損傷する恐れがあります。
e ウォッシャー液を補充するときに、ヘッドライト

に寄りかからないようにしてください。

1. ウォッシャー液タンクのキャップを開けます。
2. ウォッシャー液を追加します。

g 221 ページの「充填容量」の章を参照してくだ
さい。

3. キャップを慎重に閉めます。



220

テクニカル データ

テクニカル データ
テクニカル データ
車両識別データ
この取扱説明書に含まれる情報は、装備品または国固有
の理由により、車両固有のデータとは異なる場合があり
ます。個別に指定されている場合を除き、すべてのボデ
ィの種類に適用されます。車両固有データに関しては、
車両の公式登録書類およびインフォメーション プレー
トを参照してください。
車両の公式登録書類の情報は常にこのマニュアルの情報
よりも優先されます。

車両識別番号

図. 185: 車両識別番号の記載箇所

車両識別番号はフロント ウィンドウ後ろの左下と助手
席の下に記載されています。

e 交換部品をご注文いただく際には、必ず車両識別
番号をお伝えください。

タイヤ空気圧プレート

図. 186: タイヤ空気圧プレートの記載箇所

タイヤ空気圧プレートは、運転席ドアのドア シル部に
取り付けられています。

車両データ バンク
車両の大切な情報が記載されたデータ バンクは、整備
手帳に添付されています。このデータ バンクは、紛失
したり破損したりしても再注文することができません。
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エンジン データ

シリンダー数 6

総排気量 3,996 cm3

最高出力 (ECE-R 85) 375 kW (510 hp)

エンジン回転数 8,400 rpm

最大トルク (ECE-R 85) 470 Nm

エンジン回転数 6,100 rpm

エンジン許容最高回転数 9,000 rpm

寸法

全長 4,573 mm

全幅 1,852 mm

ドア ミラーを含む全幅 2,027 mm

DIN 規定の空車重量での車高 1,279 mm

DIN 規定の空車重量での地上高 99 mm

充填容量

ウォッシャー液 (装備仕様により異なる) 約 2.5 L～3.5 L

燃料タンク 約 64 リットル (オプションで約 90 リットル、国によって異なる)、予備用に約 8 リ
ットル (PDK 装備車) または約 10 リットル (マニュアル トランスミッション装備車)
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燃費と CO2 排出
CO2 排出量は燃費に直接影響されます。 安全運転や定期点検によって、CO2 排出量を最小限に抑制できます。

インフォメーション

国により、車両の燃費と排出値が納車時に提供された書類 (例：「適合証明」) に記載されています。 規定の測定方法による値を表示しています (現行バージョンの Euro 6：
Regulation (EC) 715/2007、現行バージョンの Euro 5： ECE-R.83 と ECE-R 101 の組み合わせ)。
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重量

911 GT3
Porsche Doppelkupplung (PDK)

911 GT3
マニュアル トランスミッション

空車重量 (装備仕様により異なる)

DIN 70020 規格 1,435 kg～1,562 kg 1,418 kg～1,545 kg

EC 規格 1230/2021 に基づく 1,510 kg～1,637 kg 1,493 kg～1,620 kg

最大軸荷重、フロント 750 kg 750 kg

最大軸荷重、リヤ 1,040 kg 1,040 kg

最大総重量 1,782 kg 1,765 kg

911 GT3
ツーリング パッケージ装備車

Porsche Doppelkupplung (PDK)

911 GT3
ツーリング パッケージ装備車

マニュアル トランスミッション

空車重量 (装備仕様により異なる)

DIN 70020 規格 1,435 kg～1,536 kg 1,418 kg～1,519 kg

EC 規格 1230/2021 に基づく 1,510 kg～1,611 kg 1,493 kg～1,594 kg

最大軸荷重、フロント 750 kg 750 kg

最大軸荷重、リヤ 1,040 kg 1,040 kg

最大総重量 1,756 kg 1,739 kg
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タイヤおよびホイール
ホイールおよびタイヤのサイズ
ポルシェが承認したタイヤにより、この車両に最適な走行性能が得られます。荷重指数 (｢105｣など) と許容最高速度を示す記号 (｢Y｣など) は、いずれも最低要件です。新しい
タイヤの装着時やタイヤ交換時は：
g 194 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照してください。
e スノー チェーンは適切なマークが付いたホイールおよびタイヤのサイズにのみ装着してください。スノー チェーンを装着したときの最高速度については各国の法規に従っ

てください。ポルシェが承認したスノー チェーンのみを使用してください。
e 別のタイヤおよびホイールと交換する前には、公式車両登録書類 (国によっては｢適合証明書｣など) を参照して、保有車両に適したホイール / タイヤの組み合わせかどうか

を確認してください。詳細情報：ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

タイヤ種類 タイヤ サイズ ホイール サイズ スノー チェーンの装着

サマー タイヤ
FA：255/35 ZR 20 (97Y) XL

RA：315/30 ZR 21 (105Y) XL
FA：9.5J x 20、RO 46
RA：12J x 21、RO 45

不可

ウィンター タイヤ
FA：245/35 R 20 95V XL M+S

RA：305/30 R 21 104V XL M+S
FA：9J x 20、RO 43

RA：11.5J x 21、RO 46
リヤ アクスルのみ

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル、RO = リム オフセット

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧はいずれも、ポルシェが認定したメーカーおよび仕様のタイヤの冷間時 (20 °C) にのみ適用されるものです。
工場取り付けタイヤの正しいタイヤ空気圧は、タイヤ空気圧プレートで確認できます。選択できるその他すべてのタイヤの指定タイヤ空気圧は、PCM のタイヤ空気圧モニタリ
ング (TPM) 画面で確認できます。
e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) でタイヤの種類およびタイヤのサイズを設定し、｢標準空気圧｣または｢パフォーマンス空気圧｣のいずれか (国または装備に応じて) を選

択します。
g 194 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照してください。

e タイヤ空気圧プレートと、PCM のタイヤ空気圧モニタリング (TPM) ディスプレイを参照してください。

e   e  設定 e 車両 e タイヤ空気圧モニタリング e 空気圧偏差

e タイヤ空気圧を仕様に合わせて調整します。
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警告 タイヤ空気圧の不足

「パフォーマンス空気圧」の設定は国と装備によって異なります。
タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。
− パフォーマンス空気圧は「パフォーマンス空気圧」設定機能を持つ車両のタイヤのみに設定してください。

標準タイヤ空気圧

タイヤ FA RA

サマー タイヤ
255/35 ZR 20 / 315/30 ZR 21

2.2 bar
220 kPa
31 psi

2.4 bar
240 kPa
34 psi

ウィンター タイヤ
245/35 R 20 / 305/30 R 21

2.3 bar
230 kPa
33 psi

2.5 bar
250 kPa
36 psi

パフォーマンス タイヤ空気圧、290 km/h まで

タイヤ FA RA

サマー タイヤ
255/35 ZR 20 / 315/30 ZR 21

1.9 bar
190 kPa
27 psi

2.1 bar
210 kPa
30 psi

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル
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シャーシ設定
公道
シャーシは公道では工場出荷時の設定になっている必要があります。

フロント アクスル、トータル トーイン +2' ±2'

リヤ アクスル、各ホイールの個別トーイン +10' ±2'

フロント アクスル、キャンバー - 1°30' ±30'

リヤ アクスル、キャンバー - 1°30' ±30'

– サーキット走行用のシャーシ設定に関する重要な情報：別冊の「サーキット走行の前に」を参照してください。

全負荷時のエンジン性能グラフ
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ポルシェ コミュニケーション マネージメント システム (PCM)

テクニカル データ： オーディオおよびビデオ ファイル

対応するメディア ポータブル プレーヤー MTP プレーヤー、「USB デバイス サブクラス 1 および 6」の USB 3.0 デバイス (USB スティッ
ク、特別なドライバー ソフトウェアを含まない USB MP3 プレーヤー、外部 USB フラッシュ メモリー、およびハード ド

ライブなど)

ファイル システム USB 大容量記憶装置 exFAT、FAT または FAT32、NTFS ファイル システム (最大 4 パーティション)

フォーマット MPEG 1/2 Layer 3、Windows Media Audio 9 および 10、MPEG 2/4、FLAC、MPEG 1/2、ISO-MPEG4、DivX 3、
4、5、Xvid、ISO-MPEG4 H.264 (MPEG4 AVC)、Windows Media Video 9

ファイル拡張子 .mp3、.wma、.asf、.m4a、.m4b、.aac、.flac、.mpg、.mpeg、.avi、.mp4、.m4v、.mov、.wmv

再生リスト .M3U、.PLS、.WPL、.M3U8、.ASX

特性 最大 320 kbit/s および 48 kHz サンプリング周波数、最大 2,000 kbit/s および 720x576 ピクセル (最大 25 fps)

ファイル数 USB 大容量記憶装置 1 メディアにつき最大 10,000 ファイル、1 ディレクトリー / 1 再生リストにつき最大 1,000 ファ
イル

メタデータ アルバム ジャケット最大 800 x 800 ピクセル。GIF、JPG、および PNG フォーマット、または Gracenote データベース
経由

テクニカル データ： 接続

モバイル ネットワーク GSM/GPRS/EDGE： デュアル バンド、900 MHz/1800 MHz
UMTS/HSPA+： トリプル バンド、900 MHz (Band VIII)/1800 MHz (Band III)/2100 MHz (Band I)

LTE： クワッド バンド、800 MHz (Band 20)/900 MHz (Band 8) /1800 MHz (Band 3)/2600 MHz (Band 7)

WiFi IEEE 802.11a/b/g/n (2.4 GHz)

Bluetooth® Bluetooth® 2.1、IEEE 802.15.1、クラス 2、到達範囲約 10 m
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テクニカル データ： ラジオ

周波数範囲 / 規格
UKW (FM)： 87.5 – 108 MHz (100 kHz ごとの手動調節)

MW (AM)： 537 – 1602 kHz (国の仕様に応じた 9 kHz 単位の手動設定)

放送局の自動検索による選局グリッド
UKW (FM)： 100 kHz

MW (AM)： 9 kHz (国別仕様により異なる)

ライセンスについて

Bluetooth® Bluetooth® マークおよびロゴは Bluetooth SIG, Inc. の登録商標で、AISIN AW CO., LTD. は認可を受けてこれらを使用して
います。 その他のマークおよびブランド名は、それぞれの所有者に帰属します。

Dolby Digital Dolby Laboratories のライセンスの下で製作 Dolby およびダブル D マークは Dolby Laboratories の登録商標です。

DTS Digital Surround
DTS の特許については、http://patents.dts.com を参照してください。 DTS Licensing Limited のライセンスの下で製作。
DTS、シンボル、および DTS とシンボルの組み合わせは登録商標として登録されています。DTS Digital Surround のシンボ

ルは DTS, Inc. の登録商標です。© DTS, Inc. All Rights Reserved.

Gracenote® Gracenote ロゴおよび「Powered by Gracenote」ロゴは、米国またはその他の国における Gracenote Inc. の登録商標また
は商標です。

エンド ユーザー ライセンス契約

Gracenote®

Gracenote® エンド ユーザー ライセンス契約
このアプリケーションまたは機器には、米国カルフォルニア州エメリービルの Gracenote, Inc.によるソフトウェア
(「Gracenote」) が搭載されています。 このアプリケーションは Gracenote によるソフトウェア (「Gracenote
Software」) を利用し、オンラインのディスクまたはファイルを識別し、名前、アーティスト名、トラック名、タイトル
情報など音楽関連の情報 (「Gracenote Data」) をオンライン サーバーまたは実装データベース (総称として「Gracenote
Servers」) から入手するとともに、その他の機能も実現しています。 Gracenote データは、アプリケーションまたは機
器のエンド ユーザー機能の意図に沿う形でのみ利用できます。 Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および
Gracenote サーバーを個人的かつ非営利の目的でのみ使用することに同意するものとします。 Gracenote ソフトウェアお
よび Gracenote データを第三者に譲渡、コピー、転送または送信しないことに同意するものとします。 お客様は、ここ
に明示的に許諾されていること以外の目的に、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、または Gracenote サーバ
ーを使用または活用しないことに同意するものとします。 これらの制限に反した場合は、Gracenote データ、Gracenote
ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの通常使用権約が解除されることに同意するものとします。 ライセンスが停止
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エンド ユーザー ライセンス契約

すると、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーすべての使用を中止することに同意す
るものとします。 全所有権を含めた Gracenote データ、Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーについての
すべての所有権を含む、すべての権利を Gracenote が保有します。 いかなる状況においても Gracenote はお客様が提供
した情報についてお客様に対して支払いの責任を持ちません。 Gracenote, Inc. が自己の名義をもってお客様に対してこの
合意に基づいた権利を執行できることに同意するものとします。 Gracenote サービスは、統計的処理を行うために、クエ
リ調査用の固有の識別子を使用します。 ランダムに割り当てた数字による識別子の目的は Gracenote サービスが質問者
の個人情報を取得せずにクエリをカウントすることを可能にします。 より詳細な情報については、Gracenote サービスの
Gracenote プライバシー ポリシーのウェブ ページを参照してください。 Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote デー
タの各アイテムは、「現状のまま」でお客様にライセンス供与されます。 Gracenote は、Gracenote サーバーから得られ
た Gracenote データの正確性に関して、明示または黙示を問わず、いかなる表明または保証も行いません。 Gracenote
は、妥当な理由があると判断した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴリーを変更したり
する権利を留保します。 Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote サーバーにエラーがない、または Gracenote ソフト
ウェアまたは Gracenote サーバーの機能が中断しないことは保証されていません。 Gracenote は Gracenote が提供可能
な新しい拡張または追加データ タイプまたはカテゴリーを提供する義務を負いません。またいつでもサービスを中断する
ことができます。 Gracenote は明示的または暗示的にかかわらず、商品性および特定目的に対する適合性、所有権および
非侵害などで暗示されている保証も含め (限定はしない)、いかなる保証も行いません。 Gracenote は、お客様が
Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote サーバーを使用することにより入手した結果について保証しません。 結果的
なまたは付随的な損害、または利益や収益の損失について、Gracenote は一切責任を負いません。 ©Gracenote, Inc.
2009
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Bluetooth® 認証 (抜粋)
アルバニア – アンドラ – アンゴラ – アルバ – オースト
ラリア – オーストリア – バハマ – バーレーン – バルバ
ドス – ベラルーシ – ベルギー – ベリーズ – ボリビア –
ボネール島 – ボスニア ヘルツェゴビナ – ブラジル – ブ
ルネイ – ブルガリア – ブルキナ ファソ – カナダ – チ
リ – 中国 – コロンビア – コスタリカ – クロアチア –
キュラソー – キプロス – チェコ共和国 – デンマーク –
ドミニカ共和国 – エクアドル – エジプト – エルサルバ
ドル – エストニア – エチオピア – フィンランド – フラ
ンス – フランス領ギアナ – フランス領ポリネシア – ガ
ボン – ドイツ – ガーナ – ジブラルタル – グアドループ
島 – グアテマラ – ギリシャ – グリーンランド – 香港 –
ハンガリー – アイスランド – インド – インドネシア –
アイルランド – イラク – イスラエル – イタリア – コー
トジボワール – ジャマイカ – 日本 – ヨルダン – ケニア
– コソボ – クウェート – ラトビア – レバノン – レソト
– リベリア – リビア – リヒテンシュタイン – リトアニ
ア – ルクセンブルグ – マカオ – マケドニア – マダガス
カル – マレーシア – マルタ – マルティニーク – モーリ
シャス – メキシコ – モナコ – モンゴル – モロッコ –
モザンビーク – オランダ – ニューカレドニア – ニュー
ジーランド – ナイジェリア – ノルウェー – オマーン –
パキスタン – パナマ – ペルー – ポーランド – ポルトガ
ル – プエルトリコ – カタール – レユニオン – ルーマニ
ア – ロシア – サンマリノ – サウジアラビア – セネガル
– セルビア – シンガポール – スロバキア – 南アフリカ
– スペイン – セントルシア – スウェーデン – スイス –
タヒチ – 台湾 – タイ – アラブ首長国連邦 – イギリス –
ウルグアイ – 米国 – ベネズエラ – ベトナム – イエメン
– ジンバブエ
リサイクル
耐用年数経過後の車両の返却
EU 加盟国のみ：

耐用年数に達したポルシェ車両は、Dr. Ing. h.c. F.
Porsche AG により無料で、環境にやさしい方法でスク
ラップされます。 使用済みの車両を返却して関連する
解体証明書を取得するには、

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

エアバッグおよびシートベルト テンショナー
ユニット
未作動のガス発生器、エアバッグが付いたままの車両、
エアバッグ ユニット、シート ベルト テンショナー ユニ
ットは、一般の廃棄物やスクラップとして処分できませ
ん。 適切な廃棄に関する詳細情報について：

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

 電気 / 電子部品および使用済みバッテリー
ゴミ箱にバツマークがある絵文字のラベルが付いている
電気 / 電子部品および使用済みバッテリーは、家庭ごみ
と一緒に廃棄できません。適切な方法で廃棄してくださ
い。
e 各国の廃棄に関する法規を遵守してください。
e 古いバッテリーおよび電気 / 電子機器は、回収場

所に持ち込んでください。
e 12 V リチウム バッテリーは危険物です。 このバ

ッテリーに手を加えたり、決してご自身で廃棄し
たりしないでください。

適切な廃棄に関する詳細情報について：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

欧州化学物質規制 (REACH) に基づく表示
EU 化学物質規制 REACH (化学物質の登録、評価、認
可、および制限) に従い、ポルシェは車両に含まれてい
る可能性のある高懸念物資 (SVHC) に関する情報を提供
します。

この情報はインターネットで入手できます。

g https://www.porsche.com/international/reach-
regulation/



232

テクニカル データ

無線機器 (EU 地域外)
検査マークおよび適合宣言書
アルバニア、バーレーン、ボスニア ヘルツェ
ゴビナ、フランス領ギアナ、ジョージア、ジブ
ラルタル、グアドループ島、アイスランド、イ
スラエル、コートジボワール、クウェート、マ
ケドニア、マルティニーク島、モルドバ、モナ
コ、モンテネグロ、ニューカレドニア、ノルウ
ェー、レユニオン、スリランカ、セントルシ
ア、スイス、トリニタード & トバゴ、トルコ

Argentina

CNC ID: C-24063 (MIB3)
CNC ID: H-17001 (Homelink)
CNC ID: C-23466 (ConBox High Offline)

 

Australia

Belarus

Brazil

00971-18-02930 (Key PK3)
02393-19-05364 (BCMevo5)
05224-19-12227 (MIB3)
05031-16-06324 (Homelink)
09087-19-07978 (ConBox High offline)
"Este equipamento opera em caráter secundário, isto
é, não temdireito à proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estaçõesdo mesmo tipo, e não
pode causar interferência a sistemas operandoem
caráter primário."
Este equipamento não tem direito à proteção contra
interferência prejudicial e não pode causar
interferência em sistemas devidamente autorizados.
Este produto estáhomologado pela ANATEL, de
acordo com os procedimentos regulamentadospela
Resolução 242/2000, e atende aos requisitos
requisitos técnicos aplicados.
Para maiores informações, consulte o site da ANATEL
www.anatel.gov.br

Brunei
DTA-002453 (BCMevo5)
DTA-004048 (Conbox-High offline)

DTA-002281 (Key PK3)
DTA-003655 (MIB3)

カナダ
This vehicle includes following Radio Frequency
Devices/ Ce véhicule comprend les appareils à
radiofréquence suivants:
IC: 2694A-BCMEVO5 (BCMevo5)
IC: 2701A-PK3 (Key PK3)
IC: 4112A-ADHL5D (Homelink)
IC: 6434A-P114 (ConBox High online)
Radio Frequency Devices and Radio Communication
Equipment comply with RSS-210 of Industy Canada.
ISED Canada’s licence-exempt RSSs and These
devices contain licence-exempt transmitter(s)/
receiver(s) that comply with Innovation, Science and
Economic Development Canada’s licence-exempt
RSS(s).
Operation is subject to the following two conditions:
(1) These devices may not cause interference; and
(2) These devices must accept any interference,
including interference that may cause undesired
operation of the device.
These Class B digital apparatus comply with
Canadian ICES-003.
Ces appareils sont conformes à la norme RSS-210
de l'Industrie Canadienne. Les émetteurs/récepteurs
exempt de licence contenu dans le présent appareil
sont conformes aux CNR d’Innovation, Sciences et
Développement économique Canada applicables aux
appareils radio exempts de licence.
Son fonctionnement est soumis aux deux conditions
suivantes:
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(1) Ces appareils ne doivent pas causer d’
interférences nuisibles et
(2) Ces appareils doivent accepter toute interférence
reçue, y compris les interférences pouvant entraîner
un fonctionnement.
Ces appareils numérique de la classe B sont
conforme à la norme NMB-003 du Canada.

中国
本设备包含型号核准代码(分别)为:
CMIIT ID: 2016DJ6564 (Homelink)
CMIIT ID: 2019AJ10240 (MIB3)
CMIIT ID: 2019CJ6265 (conBox High)
的无线电发射模块

コスタリカ
SUTEL 00922-2018 (Key PK3)
SUTEL 02922-2019 (MIB3)
SUTEL 05901-2019 (BCMevo5)
SUTEL 07764-2016 (Homelink)
SUTEL 05107-2019 (ConBox High offline)

関税同盟 (アルメニア、ベラルーシ、カザフス
タン、ロシアなど)

Декларация о соответствии
ТР ТС 020/2011 ЕАЭС № RU Д-
DE.ЭМ03.В.00148 от 05.03.2018,
действительнапо 04.03.2023,
зарегистрирована органом
по сертификации

продукцииФГУП Ордена
Трудового Красного Знамени
научно-исследовательский
институтрадио
«Испытательный центр «Омега»
Модель: LTE-MBC-EU2
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитание : 12V 400mA
Декларация о соответствии
ТР ТС 020/2011 ЕАЭС № RU Д-
DE.ЭМ03.В.00148 от 05.03.2018,
действительнапо 04.03.2023,
зарегистрирована органом
по сертификации
продукцииФГУП Ордена
Трудового Красного Знамени
научно-исследовательский
институтрадио
«Испытательный центр «Омега»

Модель: LTE-MBC-EU
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитание : 12V 400mA

Ghana
NCA APPROVED: 1R3-1M-7E0-14B (Key PK3)
NCA APPROVED: ZRO-M8-7E3-12B
NCA Approved: ZRO-M8-7E3-X79 (MIB3)

NCA APPROVED: BRE-1M-GE2-15A (BCMevo5)
NCA APPROVED: ORG-4H-7E3-X98 (ConBox High
offline)

Great Britain

Your vehicle features a variety of radio equipment.
The manufacturers of this radio equipment declare
that it complies with the specifications for its use
pursuant to The Radio Equipment Regulations 2017.
The full text of the relevant Declaration of Conformity
is available at the following website:
https://www.porsche.com/international/
accessoriesandservice/porscheservice/
vehicleinformation/documents/
The following acts as importer of the radio
equipment devices for the United Kingdom market
within the meaning of The Radio Equipment
Regulations 2017:
Porsche Cars Great Britain Ltd.
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Bath Road, Calcot, Reading, Berkshire, RG31 7SE
United Kingdom

Hong Kong
HKCA 1035：自動車用レーダー：ライセンス免除のラ
ジオ装置

 

 

 

 

インド
ETA-1759/18-RLO(NE) (PK3)
ETA-SD-20190601822 (MIB3)
ETA-SD-20201208973 (Homelink)
ETA-SR-20180387 (BCMevo5)
ETA-SD-20190500710 (ConBox High offline)

インドネシア

55538/SDPPI/2018
2208

 
63118/SDPPI/2019
2692

 

 

 

イスラエル
モデル名：TSS RE 4Uf / TSS SG 4G5b
メーカー：Huf Electronics Bretten

Jamaica
This products have been Type Approved by Jamaica:
SMA – PK3
SMA – BCMevo5

日本

 



235

テクニカル データ

 

 

 

 

 

ヨルダン
TRC/LPD/2017/615 (キー PK3)
TRC/34/6858/2020 (BCMevo5)
TRC/34/7206/2020 (ConBox High オフライン)
TRC/SS/2019/155 (MIB3)

マレーシア

CIDF19000029 (キー PK3、BCMevo5)

メキシコ
IFETEL：RCPAUMI19-2202 (MIB3)
IFETEL：RCPHEBC18-2099 (BCMevo5)
IFETEL：RTIVWCO19-1185 (ConBox High オンライ
ン)
IFETEL：RLVPOPK17-1947 (キー PK3)
La operación de este equipo está sujeta a las
siguientes dos condiciones
– Es posible que este equipo o dispositivo no

cause interferencia perjudicial y
– Este equipo debe aceptar cualquier interferencia,

incluyendo la quepueda causar su operación no
deseada.

Moldova
Acest vehicul este echipat cu o varietate de
echipament radio. Urmatorul este importatorul de
echipament radio pentru piata din Republica Moldova
cu privinta reglementarii echipamentului radio: GT
Sport Auto Ltd., General Importer of Dr. Ing. h.c. F.
Porsche AG in Moldova. Calea Iesilor str. 28/1,
MD-2069, Chisina

モンゴル

 

モロッコ
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ナイジェリア

オマーン

 

 

 

 

 

 

パキスタン

 

 

パラグアイ

NR：2016-11-I-000293 (HomeLink)
NR：2019-09-I-000226 (MIB3)
NR：2017-12-I-0000410 (キー PK3)
NR：2014-10-I-000305
NR：2019-07-I-0335 (ConBox High オフライン)
NR：2018-10-I-000492 (BCMevo5)

フィリピン
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カタール
承認基準：CRA/SM/2019/R-7872 (ConBox High オ
フライン)
承認基準：CRA/SM/2019/R-7764 (MIB3)
承認基準：CRA/SM718/R-7460 (HomeLink)
承認基準：CRA/SM/2018/R-7340 (BCMevo5)
承認基準：CRA/SA/2017/R-6610 (PK3)

セルビア

 

 

 

 

シンガポール

南アフリカ
A-2017/2491
認証済

 
TA-2016/2568
認証済

 
TA-2019/978
認証済

 
TA-2018/3465
認証済

 
TA-2020/5209
認証済

 
TA-2019/1853
認証済

 
TA-2020/6392
認証済

 
TA-2019/550
認証済

 
TA-2018/3465
認証済
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South Korea

이 기기는 업무용 환경에서 사용할 목적으로 적합성평가
를 받은 기기로서 가정용 환경에서 사용하는 경우 전파간
섭의 우려가 있습니다.
(English Translation: These equipment have been
tested for compliance with the intended use in a
commercial environment. If the equipment is used in
a domestic environment, it may cause radio
interference.)

Taiwan

 

 

 

 

低功率電波輻射性電機管理辦法 第十二條:: 經型式認證
合格之低功率射頻電機，非經許可，公司、商號或使用者
均不得擅自變更頻率、加大功率或變更原設計之特性及功
能。 更頻率、加大功率或變更原設計之特性及功 能
第十四條: 低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干
擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改善
至無干擾時方得繼續使用。 前項合法通信，指依電信法
規定作業之無線電通信。低功率射頻電機須忍受合法通信
或工業、科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。 本
器材須經專業工程人員安裝及設定，始得設 置使用，且
不得直接販售給一般消費者 電磁波警語標示：「減少電
磁波影響，請妥適 使用 輸入電源需使用所附的 5A 保險
絲於產品前端做

タイ

HomeLink®：この通信装置は NTC の技術要件に準拠し
ています。
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Turkey
TELSİZ EKİPMANLARI YÖNETMELİĞİ (2014/53/
AB)
Aracınızda çeşitli telsiz ekipmanları bulunmaktadyr.
Telsiz Ekipmanlari Yönetmeliği (2014/53/AB)
açısından Türkiye pazarı için telsiz ekipmanı
ithalatçıs*:
Doğuş Otomotiv Servis ve Ticaret A.Ş.Şekerpınar
Mahallesi, Anadolu Caddesi, No:22 ve 45 , 41420
Çayırova/Kocaeli
*Bu bilgi sadece resmi temsilcimiz olan Doğuş
Otomotiv Servis ve Ticaret A.Ş.’nin ithal ettiği ürünler
için geçerlidir.

ウクライナ
車両にはさまざまな無線装置が装備されています。この
無線機器のメーカーは、ウクライナの無線機器に関する
技術規格 (Decree 355/2017) に準拠した仕様であるこ
とを宣言しています。この情報には、2019 年 4 月以降
の無線機器のメーカーとトランスミッションの特性に関
する詳細が含まれています。関連する適合宣言書の全文
は、以下のウェブサイトからご確認いただけます：
https://porsche.ua/accessoriesandservice/
porscheservice/

アラブ首長国連邦

 

 

 

 

 

 

 

United States of America
This vehicle includes Radio Frequency Devices that
are certified under the following IDs:
FCC ID: IYZ-PK3 (PK3)
FCC ID: NBG-BCMEVO5 (BCMevo5)
FCC ID: NZL-ADHL5D (Homelink)
FCC ID: XPY-JODYW164 (MIB3)
FCC ID: T8GA270 (MIB2)
FCC ID: T8GP114 (ConBox High online)
Radio Frequency Devices and Radio Communication
Equipment comply with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:

1. These devices may not cause harmful
interference, and

2. These devices must accept any interference
received, including interference that may cause
undesired operation.

Changes or modifications made to the equipment not
expressly approved by Porsche may void the FCC
authorization to operate the equipment.
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Radiofrequency radiation exposure Information: The
radiated output power of the devices is far below the
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless,
the devices shall be used in such a manner that the
potential for human contact during normal operation
is minimized. Any antenna used with these devices
must be located at least 8 inches (20,3 cm) from all
persons.
NOTE: The equipment has been tested and found to
comply with the limits for a Class B digital device,
pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits
are designed to provide reasonable protection
against harmful interference in a residential
installation. The equipment generates, uses and can
radiate radio frequency energy and, if not installed
and used in accordance with the instructions, may
cause harmful interference to radio communications.
However, there is no guarantee that interference will
not occur in a particular installation. If this equipment
does cause harmful interference to radio or television
reception, which can be determined by turning the
equipment off and on, the user is encouraged to try
to correct the interference by one or more of the
following measures:
– Reorient or relocate the receiving antenna.
– Increase the separation between the equipment

and receiver.
– Connect the equipment into an outlet on a

circuit different from that to which the receiver is
connected.

– Consult the dealer or an experienced radio/TV
technician for help.

ウズベキスタン

ベトナム
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番号と記号
◊ ボタンの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
暗証コード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 157
迂回. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154
運転席

オドメーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
タコメーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
トリップ メーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
パワー & ドライブ画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
ライト調節. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42
警告灯およびインジケーター ライト. . . . . . . . . 109
車両 & 情報画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
水温計. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
速度 & アシスト画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 102
燃料計. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103

応急処置セット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169
横方向の加速度

表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
音楽

USB を介した外部機器の接続. . . . . . . . . . . . . . . 146
アームレスト内のインターフェース. . . . . . . . . . 146
お気に入りの保存 / 編集. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 149
再生. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148
対応するデータ形式. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 228

画面
お手入れの諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
パワー & ドライブ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
車両 & 情報. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103
速度 & アシスト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 102

灰皿
開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
掃除する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172

開閉操作とロック
パーソナル設定の保存と呼び出し. . . . . . . . . . . . . 58

外部 WiFi ホットスポット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158
格納式スポイラー

作動原理. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 82

格納式リヤ スポイラー
展開 / 格納. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 82

革製品
お手入れの諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191

給油
フィラー フラップ位置の表示. . . . . . . . . . . . . . . 103
燃料. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 215

緊急ブレーキ機能
作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

緊急ロック解除
ラゲッジ コンパートメント リッド. . . . . . . . . . . . 32

緊急操作
フィラー フラップ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 217

携帯電話
Bluetooth® を介した接続 (新しい電話). . . . . . . 165
Bluetooth® を介した接続 (登録済みの電話). . . 165
Bluetooth® を介した接続 (別の電話). . . . . . . . . 165
収納. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165
電話の接続. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165

経由地を入力する (ナビゲーション). . . . . . . . . . . . . . 153
計器照明

遅延消灯の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42
明るさの調節. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42

警告および情報メッセージ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 122
PCM. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 137
エンジン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 127
ドライビング システム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135
安全. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123
車両. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 131

警告灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 109
警報システム

ON/OFF を切り替える. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
機能説明. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
機能表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
室内モニタリング システムと傾斜センサーを OFF
にする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26

軽修理
パンクしたとき. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 209
車両が動き出さないように固定する. . . . . . . . . . 209
車両のけん引. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 179

軽量バッテリー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 174
検知ライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
言語

設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
個人画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
故障

キーの電池. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28
パワー ウィンドウ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
緊急時のフィラー フラップの操作. . . . . . . . . . . 217

故障時電話. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
データ通信. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187

故障診断用ソケット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
交通標識の防眩機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
交通標識検出

速度制限警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101
交通標識識別

カーブ警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101
ディスプレイ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101
速度制限. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101

工具セット
取り外しと収納. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 170

高圧洗浄機
取扱説明書. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187

高速道路ライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
合金製ホイール

お手入れの諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191
作動不良

ウィンドウ停止位置の保存. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
始動

エンジン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75
時刻と日付

設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
自動ライトコントロール

設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83
自動内気循環モードの設定

エアコン システム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56
識別番号. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220
車台番号. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220
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車内で取扱説明書を開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118
車幅灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83
車両

キーによるロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 36
キーによるロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35
緊急ロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
緊急ロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
車内からのロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
車内からの車両のロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37

車両ジャッキ モード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
車両データ バンク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220
車両ドア

開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
車内からのロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35
車内からの開閉操作とロック. . . . . . . . . . . . . . . . . 37

車両のお手入れ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 188
Race-Tex. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
アンダー コーティング. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 189
ウィンドウ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190
エアバッグ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
シート ベルト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
シール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191
デコラティブ フィルム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 189
ファブリック ライニング. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
プラスチック部品. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190
ヘッドライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190
革製品. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191
高圧洗浄機の使用. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
合金製ホイール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191
車両の保管. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
生地. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
洗車. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 188
塗装. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 189
保護フィルム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190

車両の保管. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
車両ホットスポット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158
車両識別番号. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220
車両設定

PCM 表示の調整. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
インストルメント パネル表示の調整. . . . . . . . . 143

シート ヒーター、シート ベンチレーター、シート
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